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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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死に至る病
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デイ・アナザー・ダイ

思考再開

嚙み合わさる歯車

光へ向かって走れ！

川村ヒデオの帰還

奇跡への変換

そしてそれぞれの明日へ
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　　　　①




　アルハザンにエレベーターより放ほうり出され、かつてのライバルたちとの邂かい逅こうを果たしたヒデオと美み奈な子こ。共に彼らに連れられた先は、意外にも人じん為い的に手を加えられた居住区画であった。まるで、内装を施ほどこす前に投げ出された廃はいビルのような趣おもむき。無機質な通路にドアだけが並ぶ異様な静けさは、先のガーベスたちの言葉も相まって、刑けい務む所しよを容易に連想させた。そこに、やや開けたような一室があった。

　といっても、やはり壁へき面めんはコンクリートの打ちっぱなし。あり合わせのようなテーブルに簡素な丸椅い子すと、飾かざり気けは欠片かけらもなく、殺風景この上ない。カウンターの奥に簡単な炊すい事じ場ばを見付ける……となると食堂なのだろうか。電灯があり、水道もきている様子だった。

　各おの々おのが腰こしを下ろしたところで、まずは美奈子が問う。

「……ここは？　寮りよう、というか……留置所か何かみたいな感じですけど」

「どちらもあながち外れてはいない」

　大たい佐さが答えた。

「この都市……ひいてはこの大会が計画された際に、ダンジョン内での何らかのイベントを想定して造られた一角だった」

「だった？　と、いうのは……」

「結果として深度が深すぎたらしい。異界に近すぎ、魔ま物もの出現率が高すぎることで計画もろとも放ほう棄きされたのだ。そうでなければ運営側の宿しゆく泊はく施し設せつとなったか、参加者のそれだったかは定かではないが……今となっては、アルハザンに目を付けられた我々の暮らす、強制収容所というわけだ」

　ここに至るまでの通りすがりに見た、トロッコのレールと掘くつ削さく用具を二人で思い出す。この区画を造る際に使用されたものかと勘かんぐったが、いま現在使われているとすれば。

「強制労働……と、いうことですか？」

　美奈子の言葉に、大佐は首しゆ肯こう。

「まさにその通りだ。君たちはこの大会の運営本部長、霧きり島しまレナが、アルハザンの一員であることは知っているかね」

「……」

　思い出し、ヒデオは頷うなずく気力も失う。代わりに美奈子が述べた。

「ヒデオさんは……その霧島さんに」

　あとは言わずもがな。傷だらけの顔がそれを物語っているのを察し、大佐が唸うなる。

「そうか。随ずい分ぶんと手ひどくやられたらしいが……その理由はあとで聞かせてもらうとしよう。ともかく、アルハザンはいつものように〝社会〟に巣を張った。今回は霧島レナを筆頭として、この聖せい魔ま杯はいの運営本部という組織。隔かく離り空間都市という社会の頂点にだ。何もなければ、彼らは何もしなかっただろう。だが今回は、この放棄された区画と、その放棄された理由を見み逃のがさなかった」

「どういうことですか……？　その、魔物がいっぱいだとか異世界だとか、本官にはよく……」

　一息。無理もない、と大佐が軽く肩かたをすくめる。

「ではこの都市の成り立ちから説明しよう。簡単に言えば、この都市は普ふ段だん我々が暮らす時空間の中には存在していない。都市という名が付いてはいるが、隔離空間の名の通り……都市そのものが、小規模ではあるが一つの異世界なのだ」

　魔法だのなんだの散々見てきた。奥おく多た摩まにそんな何でもありのファンタジー世界があること自体、おかしな話だったし、今さら驚おどろくようなものでも……。

「驚くところだろう、ここはっ!?」

　ジャバンがビシィと立ち上がった。頰ほお杖づえついたヴェロッキアが、手の平返しせせら笑う。

「そんなアホは貴様だけで充じゆう分ぶんだ、甲こう士し郎ろう。さすがアカネに不思議時空と例えられるまで納なつ得とくしなかった男よな」

「あるに決まってるだろう不思議時空は！　東京のどこかに！　たぶん採石場の辺りに!!」

　地球刑けい事じとヴァンパイアという五流映画以下の組み合わせで言い争いが始まったが、他のみんなはもう慣れた様子。大佐も気にせず続けた。
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「簡単に言えばこの都市の存在する時空間は、現実の世界より異界の近くに存在している。異界と、現実世界の狭はざ間まに押し込められた世界……と言っても良い。何も地球を押し込めようというのではない。都市一つであれば、それだけの隙すき間までも充分だったわけだ」

　次に大佐の言葉に頷いたのは、ハニ悪ワルだった。

「ともすりゃあ……劇的に、ビフォア・アフターされたって文句は言えねえ……。そんな立地条件、らしいのさ……」

「……よく、わかったような……でも、わからないような……」

　複雑そうな顔をする美奈子。ヒデオも同感。劇的なたとえはわかったけれど、具体的な実感としては飲み込めない。そんな様子を見て、大佐が自じ嘲ちようした。

「まあ、かく言う私も、そういうものだとしか理解できていない。詳くわしくは物理学者や数学者でなければ理解できんことだろう。大事なのは……」

　大佐が下を指差した。

「結果として異界との安全マージンも充分に取れず、この都市のこの地下方向が、魔物の湧き出すような異界にかなり近かったということだ」

　そこまで聞いて、ヒデオは大方の予想を付けた。近ければどうするかという話。今その場所と通じていなければどうするか。通じないままで良いのであれば、何もする必要はない……が、現実にここにいる彼らは労働を強しいられているというのだ。

「大会そのものは聖魔王鈴すず蘭らんの音頭で始まったが、アルハザンはそのルールを体ていよく利用し、それに相応ふさわしい人材を選せん抜ばつしてきた。世界を手にしようというほどの参加者たちの実力を、勝負というルールの中で見極めた。際限なく溢あふれ出す魔物に負けず、このダンジョンをさらなる異世界まで掘ほり進められるだけの精せい鋭えいをな」

　美奈子が口を開いた。

「ですけど、アルハザンは……その、異世界と。この世界とをつなげて、どうしようと……魔物だらけにしたいんですか？」

「いや、その程度ならば何の問題もない。聖魔王とその円えん卓たくならば、先ほど見たような魔物程度ならば容易に退けられるだろう」

「では……？」

　大たい佐さはあたかも小こ馬ば鹿かにするように、皮肉げに唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「『邪じや神しん』、だそうだ」




　　　　②




　たとえ冗じよう談だんにしても、状じよう況きようから鑑かんがみれば、決して好意的に受け取れる響ひびきではなかった。だが冗談でもなんでもなく、それが現実だと言わんばかりに生き真ま面じ目めな声を発したのはグレイだった。

「覚エテイマスカ　ひでお氏。以前　コノ都市ノ地下ニ　巨キヨ大ダイナ　えねるぎー反応ガ　存在シテイル　ト　言イマシタ」

（……）

　ヒデオは首肯。

　そうだった。彼との別れ際ぎわ、意味深な忠告だったのではっきりと覚えていた。

「コノ都市ガ　異次元空間ニ存在スルタメニ　解カイ析セキニ　時間ガカカッテイマシタガ……　ドウヤラソノ正体コソ　大佐ノ言ウ　邪神　ナル存在ノ　ヨウナノデス」

「巨大……って、どのくらい巨大なんでしょうか？」

　美奈子だった。

「それを呼び寄せられると、どうなってしまうんですか？　まさか世界が滅ほろびる……なんてことは」

　美奈子はそんなありがちな与よ太た話ばなしで、機先を制し、芽を潰つぶしたつもりだったのだろう。だが大佐は深刻な表情。

「それはどの程度この世界への流入を許すかによると思われる。なんとも言えんが、まあその可能性も否定できんだろう。それが人類の滅めつ亡ぼうで済むのか、それとも地球自体が消滅するのか。そういう規模での危機的な状況になると予想される」

「まさか……」

　美奈子が他の面々を見み渡わたす。誰も彼も、半信半疑なようであったが、歯し牙がにもかけぬ、といったようにも見えない。

「でも……、予想というのは？」

　美奈子の言葉に、大佐は低く唸った。

「前例がないのだ」

「前例？」

「過去に一度、この世界がその危機にさらされたという噂うわさもあるが……あくまでも噂だ。一いつ般ぱんに知られるような有史以来の記録ではなく、もはや民間伝承にその面おも影かげが垣かい間ま見みえるレベルでしかない。聖四天か……かつて円卓と呼ばれたような古参のアウターにでも聞けば、何かわかるかも知れんがね。とすれば手っ取り早いのは、魔まつ殺さつ商会の魔人ミーコだが……」

（……）

　みーこを知っているらしい。

　そういえばこの大佐は今しがた、聖魔王が鈴蘭であることも平然と口にした。だが、自分とウィル子が彼を敗ったのは大会初日。ということは、鈴蘭が明かすまでもなく最初から知っていた……？

　いや、そうか。リュータの師し匠しよう。アーチェスから聞いた、ある王国の内戦の話。ただの軍人ではない。相当にこの世界に精通している。

「……一族の古い伝承歌に、似たような話があります」

　セイレーンであるレミーナの言葉は、それを暗あん誦しようするだけで詩のような響きを持っていた。

「それは眠ねむり続けている。夢見続けている。ありとあらゆる人々が、恐おそれ続けてきたそのもの。だから決して起こさないで」

　アカネも言った。

「私も日本の本家の方で聞いたんだけどね。そういう悪や負の擬ぎ神しん化って、探せば世界中に似たような話があるんですって」

　お伽とぎ噺ばなしであれなんであれ、物事を説くのに神様や善悪というのは非常にわかりやすい形だ。

「でも、もしそういう神話が現実にあった話で、言語や地方によって解かい釈しやくが変わっただけの、ある特定の一つの存在を表現していたとしたら……そんな大昔に、世界中で猛もう威いを振ふるったってことになるのかしら？」

「ならばそもそも、いま現在我らが存在しているのがおかしな話ではないか、小こ娘むすめ」

　頰ほお杖づえついたヴェロッキアが当然のように肩をすくめると、甲士郎が前向きな様子でぽんと手を打った。

「なるほど！　そもそもいなかったか、いたとしても大した害はなかったかのどっちかだな！」

「だーかーら、そういう破は滅めつ的な状況で、神様や勇者みたいな善の存在が世界を救うお話だっていっぱいあるわよー！」

　と、アカネが言い返す。

　苦笑しながら大たい佐さが続けた。

「まあこの大会の趣しゆ旨し……ありとあらゆる種族が集まり、どんな不測の事態が起きるともわからんからこそ、この都市は異世界に設計されている。万が一の際にも、表側の世界にまでそれが及およぶには、ワンクッション置くことにはなるだろう」

　だから。

「万が一を想定した際。そのワンクッションの合間に何をなせるかだ。ともすれば……ここが異世界からの侵しん略りやく者を防ぐための、人類の最初で最後の砦とりで。戦せん闘とう城じよう塞さいともなり兼かねん。矢やお面もてに立つのは、真っ先に異界との境界に立つ我々だ」

　充じゆう分ぶんな危機感を含ふくんだ大佐の声に、それぞれが息を吞のむような気配を見せる。

「勝ちに行かねばならんというのは、そういうことだ。いや、邪神が蘇よみがえってからでは遅おそいだろう。さっきも言ったが前例がないのだ。前もって対策を立てることもできん。同様に、さほどの驚きよう異いではない可能性もあるが……」

　ならばやはり、最悪を想定するのが常道。彼の場合は軍人という人生経験から、そうした考え方が身に付いているのだろう。

　雰ふん囲い気きにようよう納なつ得とくしたような美奈子だったが。

「じゃあ、それが事実だとして……それで皆みなさんは、まさかそのおっかない何かを蘇らせるためのお手伝いを？」

「早い話がそういうことだ」

　と大佐。

「ダメじゃないですか!?　皆さんあんなに強いんですから、こんなところちゃちゃっと脱だつ出しゆつしてしまえばいいでしょう!?」

「まあ見たまえ、我々を。妙みようだとは思わんかね？」

　ヒデオは薄うす々うす感じていた違い和わ感の正体に、ようやくはっきりと思い至る。何か妙だと思っていたが、彼らはペアとして参加した内の片割れなのだ。片割れだけ、と言うべきか。

「あっ……」

　見渡し、同じことに気付いた美奈子。

「そう言えば、皆さんのパートナーは……」

「場所はわからんが、人ひと質じちとして捕とらえられている。そこが、この大会を使ったアルハザンの巧こう妙みようなところでな。ペアの内、力のある者はこの場所で強制労働をさせ……力のない者はそれが逃にげんように、人質として監かん禁きんしている。かくして我々は、アルハザンに従わざるを得ないというわけだ」

　うまい方法だとヒデオは思った。

　弱い方のパートナーであれば、力で押さえ付けることもまた容易。そして信しん頼らいし合うパートナー同士だからこそ、片方を人質とすれば片方はそれを無視できず、抵てい抗こうできなくなる。ペアでの参加を原則とする、聖せい魔ま杯はいの裏をかいたものだった。

「でも……本官、岡おか丸まるはここに……」

〝……で、ござるな。ウィル子殿どのの方はわからぬでござるが……〟

　ヒデオにはその理由がすぐにわかった。美奈子の性格から言って、そんな事情を聞かされれば自分だけ逃げ出そうとは思いはしまい。そういう性格すら、大会期間中の勝負を通してリサーチ済みなのだ。それに彼女の場合は特とく殊しゆで、岡丸というパートナーを持つことで初めて実力を発揮する。作業をはかどらせるための戦闘要員としては、その方が良かったのだろう。

　だが、自分は……。

（……）

　なんてことはない。ただ、レナの逆げき鱗りんに触ふれたのだ。端はなから脱出なんてできるようなタマではないと見み透すかされ、またこの地じ獄ごくで手先として働けというのですらなく、ただ恐きよう怖ふと絶望の内に死ねと言われたのだ。

「後で、電子の精せい霊れいだと聞いたが……ウィル子君は」

　問う大佐へ、ヒデオは弱々しくかぶりを振った。

　わからない。今いま頃ごろはウィル子も捕つかまっているのか……いや、あるいは彼女は素す速ばやい。ことウイルスという出自から、逃げることに関してはかなりの自信を持っていた。そもそも現実と電子とを行き交う彼女を、こうして捕らえておくことは不可能に思える。いつか彼女自身が言っていたが、屛びよう風ぶの中の虎とらなのだ。

　大だい丈じよう夫ぶだろう。彼女なら。

　そう思いたい。今は、それを願うしかない。

「ふむ……ならばやはり、希望はあるというわけだ」

　予期せぬ大佐の言葉に、ヒデオはわずかばかり顔を上げた。

　美奈子が小首を傾かしげる。

「どういうことでしょうか？」

「かつて私は、エンジェルセイバーという部隊の司令官だった」

　アーチェスの口から、そんな言葉を聞いた気がする。

「エンジェルセイバーというのは、日本の関東機関のような対魔組織とは違ちがってね。我々の世界に対する、異界からの脅きよう威いを排はい除じよするための、天界直属の部隊だ」

「天、界……？」

　いよいよ疑わしく美奈子が眉まゆ根ねを寄せる。

「世界の存在そのものを管理している、天使たちの世界だ」

　まあ、そういうものもあるのだろう。この都市で、ここまできて細かいことを気にしてはいられない。

「私はもうとっくに引退していたのだが……何かあるかもしれない、と、この隔かく離り空間都市を創造した天使に言われてね。魔界から訪おとずれた生きつ粋すいの魔族、アーチェスが嚙かんでいるとなればなおのこと……私は老後の暇ひま潰つぶしを装よそおい、潜せん入にゆう調査に来たわけだ」

　だから一年前、最速で会場入りを果たした。

「そして……君に負けた」

　大たい佐さの浮うかべたシニカルな笑みが、ヒデオへ向いた。

「だが、それがビンゴだった。恐らく普ふ通つうに勝ち進んでいったところで、連中はそのしっぽを摑つかませなかっただろう。負けたからこそ、この大会を逆手にとったアルハザンの実体にぶち当たったのだ。そしてヴェロッキアから未来視の話を聞き、確信したよ。そのために君は、優勝候補であったこの私に勝負を挑いどんできたのだと。そして君がこの場所を訪れたとき、勝利を確信した……！」

（……あぁ……）

　そうか。

　またヒデオの心が痛む。

「そうでなければ未来視である君が、望んでこんな所へ来るはずがない。ウィル子君は安全な場所へ逃にがし……今頃は、どこかと連れん絡らくを取っているのだろう？　違うかね？」

　さも自信げな大佐のしたり顔。そしてさっき見た笑顔。自分と美奈子を歓かん迎げいした、面々の笑顔。地中にいた彼らは、知らないのだ。上の広場での噂うわさなど。

　噂というより……その事実を。

　レミーナが、透き通るような声を弾ませる。

「もう、人質の居場所はわかったんでしょうか？　それとも今、視みえていたりするんですか？　あんな人ですけど、一応、私のプロデューサーですし……」

　追ってアカネも立ち上がる。

「ね、ダーリン！　うちのブランケンも、みんなも、無事なのよね!?　で、私たちもみんな無事に脱出できるのがわかったから、助けに来てくれたのよね!?」

「ワタシノセイデ　地球人デアル　こばやし氏ニ　何カアッタリシタラ　銀河間ノ関係ニ　再ビ亀キ裂レツガ……」

「サンゼルマンはどうなのだ？　老いてはいるが、父の代より仕える我の城の筆頭執しつ事じでな……」

「おやっさんは、腰よう痛つうで苦しんでたりしないか!?」

「ジョニーのやつぁ……元気でやってるかい……」

　期待。

　期待と希望。

　一身に、背負えるはずもない。

（……）

　俯うつむき、ヒデオは顔を覆おおった。

　笑うべきところか。

　いや、笑えればどんなにラクか。

　馬ば鹿かさ加減に。せめて自分の馬鹿さ加減に、呆あきれ笑い飛ばせれば。それともいきなりキレて、喚わめいたりするのが正しいのだろうか。事情を知れば同情してくれるのだろうか？

　何より恨うらみがましいのは、そんなことを理性的に想像はできても、感情的にはなれない自分だった。そうして真実を打ち明けて後、罵ば倒とうされ蔑さげすまれるところばかりが目に浮かぶ。

　だから心を押し込める。だから何も言えなくなる。黙だまっているから、また想像の余地が入る。どこまでもどこまでも悪あく循じゆん環かんしていくことが目に見えていて、それをやめられない自分がまた嫌いやになる。

　どうして自分は、あのまま怪かい物ぶつに食われて死んでしまえなかった。

　美奈子だけが痛ましげにうろたえる。俯き押し黙るヒデオを、皆が不思議に思い始めたときだった。

「早い話が、その男は魔眼でもなんでもなかったのですニャア」

　ぶしつけにドアを開けたのは、猫ねこの耳をピコリと動かしたあのアパートの大家……ミッシェルだった。
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　背後に大会役員を装った、銃じゆうで武装した黒服の数人を引き連れて、台車に載せた木箱を押してくる。

「食料と、新入りの生活用具一式ですニャ」

「それはありがたいが……今の言葉はどういう意味だね、ミッシェル」

　慣れたやり取りなのだろうか。

　斜しやに構えた大佐を、彼女が笑う。

「どうもこうも……そのヒキコモリの顔付きを見ればわかりますのニャ。つい先日判明したのですがニャ？　その男はただの田舎いなか者で、東京に出て就職失敗したくらいでヒキコモリになるような、ダメ人間でしたのニャア。本当の就職氷河期には、四十社や五十社落ちるなんて当たり前の話だったですのにニャ」

　ミッシェルはニャアニャア笑い、ヒデオの座る椅い子すの脚あしをコツンと蹴けった。部屋中の視線がヒデオに集中する。そのままヒデオの心に突つき刺ささる。

　居たたまれぬ静せい寂じやく。

　だがヒデオには言い返すだけの言葉も気力もなかった。どうせ、それが事実だった。だから、死んでしまえというのに。ただただ、死ねと自らに言い聞かせながら押し黙る。

　本当に死ねるわけでもないのに。

「それが身の程ほども知らずに未来視なんて名乗ったものだから、騒さわぎの始まりですニャ。そんなスゴイ能力をアルハザンに引き込むために、ヒデオのお嫁よめになろうとまで考えていた霧島さんは、カンカンですのニャ」

「フッ……フフフッ」

　真っ先に笑ったのは、大たい佐さだった。

「ハッハッ！　アッハハハ！　そうか！　そうなのかね!?」

　笑い、大佐は配給の中からドライシガーの箱を取り出すと、慣れた手つきで封ふうを破った。ミッシェルは、そんな余よ裕ゆうぶった態度が気に入らぬように、頭の上の耳をピコピコ動かす。

「何がおかしいですかニャ」

　大佐はマッチで葉巻の先せん端たんを炙あぶりながら、にやけ顔で一息。

「何がおかしくないのかね？　つまり君はこう言ったわけだ、ミッシェル。この私も、アーチェスも、聖魔王鈴蘭も……いや、ひいてはこの都市全体が、そんな何の力もない青年にいいように騙だまされ、振ふり回されていただけだと」

「そですのニャ」

「第四世界、澱おりの世界、常識の外側を知る我々が……ただの一いつ般ぱん社会から迷い込んだ、なんの変へん哲てつもない青年に足をすくわれたと？　ならば我々からしてみればあまりに滑こつ稽けい、傍はたから見たら痛快以外の何だというのかね」

　そして彼は悠ゆう然ぜんと紫し煙えんを吹ふく。

　ミッシェルはむっとした顔で、その煙けむりを虚こ空くうに払はらう。

「とにかく、その男が来たから逃にげられると思ったら大おお間ま違ちがいですのニャ。お前たちは邪じや神しん召しよう喚かんのための穴を、黙もく々もくと掘ほってればいいのですニャ」

　一度釘くぎを刺し、踵きびすを返す……その背に向かい、ヒデオは席を立った。

「あ……の。大家、さん……」

「何なのニャ！　私はもうお前の大家じゃないニャ。お前たちの住んでた部屋は、勝手に引き払わせてもらうのニャ」

「では……、ウィル子は」

「知らないニャ。エリーゼ・ミスリライトならともかく、浮いて食べてネットするしか能のない精せい霊れいなんていらないのニャ」

　振り返ったミッシェルは、ニャア、と意地悪げに口元を三日月に。

「でもヒキコモリは死にたがってたとほのめかしたら、血相変えてたのニャ。ということはお前、ヒキコモリな上に自殺志願ニャ？　それならアーチェス様も心を痛めずに済むニャ。自分探しの旅はもう終わりニャ。魔物にでも食われて望み通りさっさと死ぬといいニャア」

　ばたん。ミッシェルたちが出て行き、ドアは、元のように閉とざされた。

（……）

　そうか。

　でも、よかった。ウィル子にまでは、危害が及およばなかったらしい。

　いや、しかし当然か。他の皆みなと違い、自分には人質なんて抑よく止し力りよくがなくとも抗あらがう術すべがない。ならば、それだけ周しゆう到とうに企くわだてを進めているアルハザンが、無む駄だな労力を割さくはずもない。皮肉なことに、無力が故ゆえに安心していいのだ。

　ミッシェルの消えたドアを眺ながめたまま、大佐がしれっとした顔で紫煙を吐はき出した。

「……今の話は、事実かね。ヒデオ君」

　もう、疲つかれ切っていた。

　もうどうでもいいだろう。どうだって。

　ヒデオは法ほう廷ていで己おのが罪を吐と露ろするように、小さく、小さく呟つぶやいた。

「……ええ。全すべて……事実です……」
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（……）

　それが二週間前のこと。

　昼尚なお暗い地の底で、ヒデオはスコップを振るう。

（否いな……）

　こんな地の底では、いまが昼なのかどうかさえ疑わしい。昨今のトンネル工事というほどの規模ではない。テレビがまだモノクロだった頃ころの、炭たん坑こうのイメージが近い。見える景け色しきは、いつももうもうたる粉ふん塵じんに霞かすみがかっているようだ。

　大佐が空気ハンマーで、ハニ悪がツルハシで、ヴェロッキアがその爪つめで切り崩くずした岩がん盤ばんを、ジャバンとグレイが押してきたトロッコに積んでいく。魔物が現れれば、美奈子とアカネが退ける。手が足りなければ、ヒデオ以外の者たちは作業の手を休め応おう援えんに行く。

　ヒデオはただスコップを振るう。

　腹が空すけば食べ、疲れれば交代で休み、起きればまた掘り進む。

　そんな生活が二週間。

（否……）

　まだ二週間。

　いつまで続くかわからないのだから。

　死ぬまで続く話なら、いっそ今、早いうちに死んだ方がいい。

　死んだ方が。

（……）

　アルハザンの周到さというのは、そうして時間が経たつにつれ、如によ実じつに思い知らされるようになってくる。あの時のミッシェルの差し入れがそうだった。生きる分には、何不自由ない衣食住が与あたえられる。食料と言ってもパンと水だけではない。肉や魚、野菜はもちろん、色取り取りの野菜や果物もふんだんに送られてくる。ハニ悪が腕うでを振るえば、それなりのフルコースも完成してしまう。

　大たい佐さの葉巻などその顕けん著ちよな例だ。コーヒーや紅茶、酒や甘かん味みのような嗜し好こう品さえ、上で暮らしているのと同程度に与えられる。

　アルハザンは不当な暴力ではなく、社会に食い込むことで活動してきたという。即すなわち人の扱あつかい方、翻ひるがえっては飼い殺す術すら心得ているのだ。不満に思われるような芽は可能な限り潰つぶし、従っている限りは安あん泰たいであることを覚え込ませる。

（……）

　また少数精せい鋭えいという点もよく考えられていた。凡ぼん庸ような者では、瞬またたく間に魔物に食われて終わりだろう。かといって数を揃そろえれば……あまり多くを行ゆく方え不明にしたのでは、陰いん謀ぼうを悟さとられるリスクは高くなる。また、ただ強いだけでは逆に、手に負えなくなる可能性が高まる。恐おそらく、みーこやエルシアのような参加者は、たとえ負けたとしてもここには送り込まれてこないだろう。その力量同様、精神的にも強すぎる。

　だからパートナーとの結びつきが強く、人ひと質じちの意味が生きる程度の精神性をもち、かつ簡単には魔物に屈くつしない適度な強さを持つ者たちに、自じ暴ぼう自じ棄きにならない程度の快適な暮らしを供し、そうして怪あやしまれない必要最低限の人数で掘くつ削さくの作業をさせている。

　だがそれがまさか、これまで自分が打ち勝ってきたライバルたちばかりであるとは、何という皮肉だろう。知れず自分はアルハザンの陰謀の手助けをし、あたかも良くできたオチのように、最後には自分が放り込まれたのだ。

　偽いつわり、演じ続けてきた本当のツケがここにあった。

　それは懲ちよう役えきの如ごとき、機械的な単純作業の繰くり返し。

　機械的な生活。

　僅わずかばかりのリスクがあるだけの。

　何ら不足のない。

　即ち感動もない。

　ならば生きていたところで意味もない。

　まるで、自身の人生のような。

「ヒデオ君！」

　大佐の声に、ようやく我に返る。振り返れば、名も知らぬ魔物が自身の傍かたわらに湧わいていた。湧いては倒たおされ、湧いては消え。ではそれら怪かい物ぶつに意味はあるのだろうか。

　死にたくはないが。

　逃げるのは、もっと面めん倒どうだった。

「岡丸っ!!」

　美奈子の投とう擲てきした十手が、ヒデオを切り裂さこうとした魔物の爪を間かん髪ぱつ弾く。いや、その軌き道どうを逸そらしただけ。浅くではあったが、肩かた口ぐちより袈け裟さに切るよう皮を裂き、肉をかすめる。

「っ……」

　痛みで、ヒデオは今度こそ正気を取り戻もどした。死にたい。でも痛いのは嫌いやだ。ヒデオが横に転がり逃げたところで、大佐が重く鋭するどいソバットを喰くらわせ魔物をよろめかせる。今度はヴェロッキアが逆袈裟に爪で切り裂き、ようやく魔物は霧む散さんした。

「ヒデオさん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　美奈子に抱だき起こされる。痛いは痛いが、パニックになるほどのものでもない。いや、元来、パニックを起こせるほどの元気もない。辟へき易えきと嘆たん息そくしたのはヴェロッキアだった。

「生きる気もない奴やつなど、死なせておけばよいのだ。この我の手を煩わずらわせおって」

　美奈子が言い返す。

「そんな言い方ってあんまりです！　仲間じゃないですか！　それにヒデオさんは……！」

「なんの力もないと言いたいのだろう。褒ほめているのかけなしているのかわからんが、聞き飽あきたわ、そんな話」

　そう言って片かた膝ひざついた吸きゆう血けつ鬼きが、赤眼でヒデオの目を覗のぞき込む。

「全く我も見誤ったものよ。死んだ魚でももう少しまともにこの世を見ようと言うものを、あの晩の我は何を魔眼と思ったか……。未来視であれば、我が負けるも止む無しと言い聞かせてきたのだがな」

「……すみま、せん……」

　ヒデオの言葉にヴェロッキアは眉まゆをひそめ……さらにうんざりとした顔になる。

「ああ、よいよい。貴様のその言葉も聞き飽きた。まったくここへ来てからというもの、返事をするか謝るかしか知らん奴だな……」

　大佐が一度目を伏ふせ、肩かたを解ほぐすように首を鳴らした。

「……一息入れるとしよう。美奈子君、すまないがヒデオ君を……」

「いえ……大丈夫、です。一人で……」

　一人立ち上がり、歩き出す。

「ヒデオさん……」

　それ以外かける言葉も見つからず、美奈子も、その他の者たちも、フラフラと遠ざかるヒデオの後ろ姿を無言で見送るしかできなかった。
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　疲つかれ切った足取りで、救護室にやってくる。専門の医者がいるわけでもない。部屋の一つに医い療りよう用具を取り揃え、ベッドを一つ置いただけの部屋をそう呼んでいるだけだ。

「レミーナの、診しん察さつコ～ナ～♪」

　大たい抵ていの当番は彼女だった。一日一回、作業が始まる前に魔物出現率というものを下げ、空間を浄じよう化かするために歌いに出る以外の大たい概がいは、負傷者のためにここで待機している。希まれにキッチンに立って食事の下ごしらえや、おやつを作ったりもしているが。

「はい、今日はどうしましたか」

「……。いえ」

　見ての通りなのですが、と、血の流れる胸むな元もとを指差す。

「冗じよう談だんですよ、冗談」

　笑い、棚たなから消毒薬を取り出すレミーナ。無む駄だに白衣をまとい、無駄に聴ちよう診しん器を下げている。

「一度やってみたかったんです、お医者さんごっこ」

（……）

「なのにここの皆みなさんたら強い人ばっかりで、なかなか怪け我がをしてくれないんですもの」

　言いながら脱だつ脂し綿めんを用意し、包帯を取り出し。

「せっかく怪我をしたと思っても、ヴェロッキアさんは瞬まばたきする間に勝手に治っちゃうし」

　さらに点てん滴てきを用意し、注射器を取り出し。

「そうそう、ハニ悪さんなんて、接せつ着ちやく剤ざいでペタって。まああの方の場合は、治療よりも破片がパズルみたいになって、それを合わせるのが大変なんですけど……」

　縫ほう合ごう針にメスと鉗かん子し、ハンマーにノミ、手回しドリル、チタンボルト、ベッド脇わきのサイドテーブルにずらずらずらと。

「～♪」

　鼻歌交じりに、両手にゴム手て袋ぶくろを装着するレミーナ。よく聞くと。

「皮を剝はぐ～♪　ぷれでた～♪　仕留めた獲え物ものぉ～トロフィ～に～♪」

　ものすごい歌をものすごい綺き麗れいな声で歌っていた。

「……。あの。先生」

「はい、なんですか？」

　先生と呼ばれて嬉うれしかったのか。素す晴ばらしい笑え顔がおで振ふり返った手には、ノミと金かな槌づち。

「……いえ。つまり……。その」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。こう見えても私、セイレーンですから。溺おぼれている人たちを助けて感謝された経験も……」

「……それは。自作、自演と」

　ヘラッ、とレミーナの笑顔に影かげが差した。

「先生を信じてくれないんですか？」

　また変なツボにハマったらしい。

「さ、ベッドに横になってください。頭の病気を摘てき出しゆつしますから」

（……）

　死ぬのと、ヒドイ目に遭あうのとは違ちがうと思う。しかしウィル子がいないと。自分一人ではツッコミを入れることすらできない。

　そんな表情を見て取ったレミーナは、寂さびしげに、工具を消毒薬と脱脂綿に持ち替かえる。

「ヒデオさんの場合は怪我以上に、心の病の方が深刻そうなので、ちょっとでも笑ってもらおうと思ったんですけど……悪ふざけが過ぎたみたいですね。ごめんなさい」

　そんな気き遣づかいが、なお心苦しい。

　服を脱ぬぎ、傷口を洗せん浄じようし。

「でも、なんだかたくましくなりましたね」

「……。何が、でしょうか」

「少し引き締しまったでしょう？」

　言って、二の腕うでのあたりを摘つまむレミーナ。そういえばあの後。レナに殴おう打だされた傷を手当てしてくれたのも、彼女だった。

「毎日の重労働で鍛きたえられたんですね」

　言われてみれば、そんな気もした。当初の二～三日こそ筋肉痛に苛さいなまれていたが、それも和らいできた。炎えん症しようで腫はれぼったいのかと思っていたのは、どうやら筋肉が付いてきただけだったようだ。

（……）

　なんとなく嬉しかった。

　絶望ばかりしている間に、自や棄けになってスコップを振り続けている間に、自分は、ちょっとだけ強くなっていた。

　もちろん、それを喜んでどうなるわけでもない。自分はこの場所に閉じこめられている。事態は何も好転していない。だが……ここへ来て初めて、少しだけ、嬉しかったのだ。

　レミーナは薬ビンからすくった軟なん膏こうを、消毒した傷口を塞ふさぐように載せていく。染みるが、騒さわぐほどのものではない。聖魔グランプリでの、エリーゼの攻こう撃げきに比べれば……と、内心で言い聞かせるほど染みる薬だったのだが、騒がない。

「歌は、もう歌わないんですか？」

　歌？

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、瞬きする。

「曲名を聞くの、忘れちゃいましたけど……ほら、あの酒場で。あの楽しい音楽」

　それでもさすがセイレーンと言うべきか。レミーナは鼻歌ながら、その時を思い起こすように楽しげに、指揮棒代わりに指を振り振り、軽快なメロディを再現してみせる。

「……」

「～っ♪……歌えば、元気になるかも知れませんよ。生あい憎にくここには、心に付ける薬はありませんけれど。歌は、慰なぐさめることも、勇気付けることもできるんですよ」

　リズムを口ずさみながら、彼女は包帯を巻いていく。
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　やがて夕食の時間となり、一同が集つどう食堂にレミーナが遅おくれてやってきた。注目する全員へ、レミーナが安心させるように微笑ほほえんだ。

「ご心配なく、大丈夫ですよ。アカネさんの調合してくれたあの薬なら、二～三日もすれば傷きず痕あとも残りませんから。今は痛み止めと栄養剤ざいを点滴して、休んでもらっています」

「そうですか。よかった……」

　安あん堵どし、美奈子は胸を撫なで下ろした。せっかくのハニ悪の料理、今日は味もわからなかったが、ようやく落ち着いて食べられる。

「デスガ　未イマダニ　信ジラレマセン。アノひでお氏が　めんたる面ニ　ソレホド深刻ナ不安ヲ　抱カカエテイタトハ……」

　当初、グレイに限らず誰もがそう思った。

　美奈子もあの夜、レナからはっきりと告げられるまで、思いも寄らなかった。何の戦せん闘とう経験もなく、何らかの組織に属していたわけでもなく、これといった家いえ柄がらも持たず、こんな世界のことなど露つゆも知らない。

　本当になんの変へん哲てつもない一いつ般ぱん人。

「絶対目付き悪怪かい人じんだと思ったんだが……」

　ジャバンスーツを脱いだ中の人、柴しば崎さき甲士郎が腕組みして唸うなる。それへアカネが、快くない顔でフォークを向けた。

「あのヘルメット、どんなカメラとモニターなのよ。ダーリンが怪人だなんて」

　ヴェロッキアが食後の輸血パックの封ふうを切った。

「だが我が魔眼と見間違えたほどの目付きだぞ。貴様こそどういう目をしているのだ、小こ娘むすめ」

「私は見た目なんてどうでもいいの。大事なのはハートよ。ハートなの」

　自信げに胸むな元もとを叩たたくアカネを、ハニ悪がニヒルに笑った。

「……そいつぁつまり……遠回しにヒデオの見た目を、否定してるってことかい……」

「う……い、いいじゃない別に！　そうよ、焼き物よりはいいわよ！」

「……」

　ハニ悪が、黙だまってマルボロに火を点つける。心なしかその煙けむりは、哀あい愁しゆうを漂ただよわせるように揺ゆれて見えた。

〝懐なつかしいでござるな。美奈子殿どのも最初はヒデオ殿を、殺人犯だの麻ま薬やく常〟

「うっさい」

　こんこんっ、とテーブルの角で岡丸を叩き、美奈子は咳せき払ばらい。続けて言う。

「とにかく、今はヒデオさんの外見をどうこう言ったって始まりません」

「その通りだ」

　自分の皿を平らげた大たい佐さが、葉巻を取り出そうとしていた。

「かく言う私も、てっきり彼が歴戦の猛も者さだと思い込んでいたが……いま問題にするべきは、彼の精神状態の方だ」

　即すなわち。

「……どこまで保もつか、だ」

　アルハザンによって相応の衣食住が与あたえられているとはいえ、異常な状じよう況きよう下にあることに違いはないのだ。

　生活環かん境きようの変化というのは、それだけでも通常、相当のストレスがかかるものだ。だがこの場所で危き惧ぐすべきはそれだけに留まらない。

　いつここから出られるのか。それとも死ぬまで閉じ込められる運命なのか。落らく盤ばん事故や手に負いきれないほどの魔物の発生が、いつ起きないとも限らない。アルハザンが手の平を返し、食料の供給をやめてしまっただけで、ここにいる全員は死を余よ儀ぎなくされるだろう。悪いことはいくらでも考えられ、しかし現状、打開策はほとんど講じようがない。

　各おの々おのにはまだ、自己の強さに裏打ちされた自信がある。だがヒデオにはそれが皆かい無む。のみならず、こうした命いのち懸がけの状況下も初めてのこととなれば、その心境はいかばかりか。彼らが危惧しているのはそういうことだった。

「あいつなりに……よく、働いちゃあいるが……」

　ハニ悪の低い呟つぶやきは、しかし肯こう定てい的な色を含ふくんではいなかった。むしろ、よく投げ出さずに続いていると感心すべきだろう。

　普ふ通つうであれば。

　だが、真に強い者たちは知っている。

「そうだ。それが逆に危険な兆ちよう候こうだ。理り不ふ尽じんに対する怒いかりや、恐きよう怖ふに対する悲鳴、それらはストレスに抗こうするための正常な精神活動だ。だが、彼にはそれがない。いっそ喚わめくなり、当たり散らすなりしてくれた方が、結果として長く保つだろう」

「そうでなければ……？」

　つまり今のままでは、と。

　美奈子へ、大佐は渋しぶい顔で一息。

「……死に至る病だ。最悪、彼が自らを殺す」

「っ！」

　美奈子は息を吞のんだ。

　それから、ゆっくりとかぶりを振ふった。

「……噓うそです。そんなはずありません。だって、私は知っているんです。見ているんです」

　聖魔グランプリでの彼の勇姿を。あの冷たい雨の中を、傷付き疲つかれ果てても、自分を担いでゴールの一線まで辿たどり着いた、揺るぎない意志の強さを。

「ここにいる私たち全員に勝ってきたんじゃありませんか！　そのヒデオさんが、どうして自分に負けたりするんですか……!?」

「だが事実として、我の目に映る精気はまるで別物だ」

　ヴェロッキアの言葉に、美奈子は振り返る。

「精気って……？」

「我は吸きゆう血けつ鬼きよ。獲え物ものがウマイかマズイかくらいは見ればわかる。さながら今、奴やつの血を吸ったところでだ……」

　彼は吸いかけの、配給の輸血パックを持ち上げて見せた。

「……これと同じで、スカスカでウマくもあるまい。打てば響ひびくという言葉もあろうが、今の奴はああしてからかったところで、イラつこうとも、嫌いやがろうともせん。心がなんら応えようとしておらんのだ」

　努つとめて感情を殺しているならまだしも。大佐の指し摘てきするとおり、精神が正常に活動していないのだと。いや、正常か異常かどころか、活動そのものを行っていないのだと。ヴェロッキアは、目に見える事実として述べていた。

「じゃあ……あのときあなたの言った、生きる気がない、というのは……」

　輸血パックのストローを咥くわえたまま、口の端はしを持ち上げる。

「そのままの意味よ。同族故ゆえか貴様らはどうも優やさしいようだから、この際、我がハッキリと言ってやろう。もし生きておるだけの荷物となって、我ら全員の足を引くようなことになれば……見限るも止やむ無しとは思わんか？」

　頷うなずく者はいなかったが、全員、ヴェロッキアの言葉の意は汲くみ取っていた。理を突つき詰つめて考えた場合に、自然に導き出される発想であり、結論だと。

「……そうだな。最悪、その可能性も考こう慮りよしておくべきだろう」

「そんな！　大佐、あなたまで……！」

「落ち着きたまえ、美奈子君。最悪の話だ。最悪、鎮ちん静せい剤ざい代わりにモルヒネでも打ち続けねばならんような場合の話だ。進んで切り捨てようなどとは誰も思っていない」

　それは、全員の表情を見ればわかる。ヴェロッキアにしても吸血鬼という別種だからこそ、嫌きらわれ役のようなところを買ってくれた。いい顔をしてはいない。

「……すみません。私……本官も、少し疲れているみたいで……」

「そうだな。せっかくの食事時にこんな話ばかりでは無理もない。君も、今日は早めに休みたまえ。明日はもう少し建設的な話をするとしよう」

　銘めい々めい頷き合って静かに食事を終えると、その日は自然と解散となった。




　　　　⑤




　ヒデオは救護室に一人、タクタクと落ちる点てん滴てきの雫しずくを見詰める。

　今日の作業は、もう終わったのだろう。空調が少しうるさいだけで、静せい寂じやくだった。

（……）

　心配をさせ、ひどい迷めい惑わくをかけている。それはわかる。だから……そこまでされて生きる価値が、自分にはあるのだろうかと。雫を見詰める。

　何の機会だったか、子供の頃ころ、近所のお坊ぼうさんに聞かされた説話を思い出した。

　ある旅人が、底なしの穴に落ちかかったのだという。己おのれを支えるのは、ただ一本の綱つなばかり。だが助けはなく、あまつさえその綱を、白いネズミと黒いネズミが交こう互ごにかじっていく。そんな中で天からは時折、思い付いたように雨が降り、旅人はその甘い雫によって辛かろうじて生き長らえる。

　まるで救いようのない話だが……。

　曰いわく、それが人生なのだと。

（……）

　人は生まれた瞬しゆん間かんから、そうして死という穴の縁ふちにあり、白と黒、昼夜を表す二匹ひきのネズミは容よう赦しやなく、命という名の綱を断ち切り始める。その綱の太いか細いかは、それこそ宿命なのだとしても……そうして先が見えて尚なお、絶望せずに綱にすがっていられるのは、天から恵めぐみが降ってくるからだそうだ。

　それが好事。いつか甘い雫が降ってくる、諦あきらめず綱にしがみつき、生きていればきっと良いことがある……そうした希望があればこそ、人は絶望の淵ふちでも生きていけるのだと。

　それはただ、それだけの話だったが、なるほどよくした話だと、幼心に納なつ得とくしたものだった。

　ただ、なぞらえれば、現在の自分にはそれがなかった。見上げる穴の向こうには、焼け付き骨まで焦こがさんばかりの日照りだけが見え、雲のかかる気配もなく、雨など降ろうはずもない。そんな様子が想像すらできない。無理に綱にすがっている必要性が見いだせない。




　だが……選せん択たく肢しはあるだろう。

　白と黒のネズミに任せず。

　自ら綱を搔かっ切るか。

　ただ、無気力に手放すか。




（……）

　いつしか、点滴の雫が終わる。最後の一葉が散るように。

　誰もいない。

　レミーナが冗じよう談だん半分に取り出したメスの在あり処かだけが、ぼうっとした脳裏に、不思議と鮮せん明めいに焼き付いていた。

　身を起こし、無造作に点滴針を引き抜ぬいた。幽ゆう鬼きのように起き上がり、歩き、スチール机の棚たなを開け……そして手にした小さな刃は物ものは、冷たく、白く。何より魅み力りよく的なほど美しく、輝かがやいていた。

　カッターナイフでは死に至れないのだと、何かで読んだことがある。だがこれならばどうだろう。元より人を切るために生み出された刃物。腱けんや何かに邪じや魔まされても、それごと断ち切れるのではないか。それとも映画やドラマでよくあるように、傷口を流水に浸ひたさなければ死ぬほどの出血はないのだろうか。

（……）

　ならば首はどうだろう。心臓ではさすがに肋あばら骨ぼねが邪魔だろうか。

　張り裂さけんばかりに鼓こ動どうが高鳴るほど、思考は驚おどろくほど冷静になっていく。鎮ちん痛つう剤ざいの睡すい魔まをはね除のけ、意識が冴さえ渡わたっていく。こんなことなら、ネットでも何でもいい、もっとよく調べておくべきだった。詰まるところ、あの頃はまだ本気ではなかったのだ。

　だが今は違ちがう。今は違う。これで終わりだ。これで全すべて終わらせられる。やっと、楽になれるのだ。楽になれるのだ。




　首筋に、刃先をあてがった。




　さあ、終わりにしよう。

　思い残すことはないか？




「……」




　思い残すことは。




「……」




　思い残すことなど。

　ああ。

「っ……！」

　思い残すも何も。




　未練しか、ないではないか。




　ぼろぼろと、馬ば鹿かみたいに涙なみだが出てくる。溢あふれ出す涙と共に、刃物は震ふるえる手指からこぼれ落ちる。静寂の中で嗚お咽えつを殺し、ただ打ち震える。

（どうしてっ……）

　どうしてこんなことになった。何を間違えた。自分はこんなではなかった。こんな未来、望んでなどいなかった。周りなど意にも介かいさず、はしゃぎ回るだけのガキだったではないか。和お尚しようの話だって、友達と墓場で遊び回って怒おこられたついでの話だったじゃないか。そもそも自分のことを、僕だなんてスカした呼び方をしていなかったじゃないか。周りの目など、気にする暇ひまもないほどにはしゃぎ回っていたあの日々はどこへ。

（帰りたいっ……）

　仲間と徹てつ夜やして遊び続けたあの頃へ。

　僕は信じるよ。僕ならできると。

　そう仲間たちと語り合ったあの頃へ。

　僕がまだ、俺だったあの頃へ。

　何が、違ってしまった……。

「くっ……！」

　握にぎり締しめた両の拳こぶしを、ただ一度、机に向かい振ふり下ろす。

　後こう悔かい。

　思い通りに生きてこられなかったという、未練。この先、生きていく意味などいい。せめて、生きてきた意味くらい、どうして見いだせない。いいや、違う。そんなことも見つけられぬどうでもいい人生だから、死ねというのに。

　何が。どうして。なぜ。

　疑問にすらならぬ、そんな言葉だけがいつまでもいつまでも脳裏を渦うず巻まく。
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「ヒデオ君」

　不意に救護室へ入ってきたのは、大佐だった。

「レミーナから点滴のことを頼たのまれてきたのだが……」

　言いかけ、彼はヒデオの足元に転がるメスに気付き、眉まゆをひそめた。しかし何も言わず、後ろ手にドアを閉めるだけ。

「……なるほど。まあ、君が何を考えていたかは聞くまでもないが……」

　一息し、彼は鷹おう揚ように、ベッドに腰こしかけた。

「それが我々に危害を及およぼすものでない限り、止めもせんよ。何を考え、どう行動するかは君の自由だ」

　葉巻を取り出し、一本を咥くわえ。

　一本をヒデオへ差し出す。

「……」

　袖そで口ぐちで乱暴に涙を拭ぬぐい、首を横に振ると、彼は葉巻の箱をポケットへ納めながら小さく笑った。

「君はあの時、私に言ったな。この私が、戦場で勝ちすぎた哀あわれな男だと」

　大会の初戦を飾かざった、あのときのことだ。

「だが私に言わせれば……君は、死というものを知らな過ぎるのではないかね？」

　死。死を知らない？

　死を？

「大量生産、大量消費、食べるものにも着るものにも当たり前のように不自由しない時代に、それらへのありがたみを感じろと言うのも難しい話だろう。同じように君のような若者は……命というものが当たり前のように生まれ、当たり前のように死んでいくと思っているのではないかね？」

（……）

　それはそうだ。みんなと同じ、当たり前のように生まれてきた。みんなと一いつ緒しよに当たり前のように教育を受け、みんな揃そろって、当たり前のように青春を過ごしてきた。そして大勢の大人たちに、命は大事だと当たり前のように言われ続けてきた。

　なるほど。当たり前すぎて、実感なんてあるわけがない。そういうものだと思い込むのが関の山。

　自殺すれば、ああ可哀かわい相そうだとメディアが面おも白しろおかしく持ち上げる。過重労働が悪い、イジメが悪い、学校が悪い、社会が悪い、国が悪い……一時の話のタネにされて、それで終わりだ。それが日々当たり前のように新聞やテレビを賑にぎわせる。だから自殺も当たり前のことではないか。

　どうせ自分がいなくなっても誰かがいる。自分なんかいなくたって世界は回る。

　命なんてその程度。

　何の有り難みもない。

　……そう思うことの何が悪い。

　思えど表現できぬヒデオに向かい、大佐は言う。

「私はベトナムに行ったとき、思い知らされたのだよ。自由と民主主義のために、たくさん殺した。そしてベトコンは実に簡単に死んでいったよ。ナイフで。銃じゆう弾だんで。爆ばく撃げきで。ナパームで。同じように、私の仲間たちもなんとも呆あつ気けなく死んでいったよ。ジャングルへ行けばトラップで。町へ行けば物売りの少年の自爆で。農村へ行けば少女が手押し車から取り出したＡＫで……」

　回かい顧こするような寂さびしげな笑え顔がおで、大佐は葉巻を火で炙あぶる。

「そんな中で、私が何を感じたか……わかるかね？」

「……」

　何かと思えば当たり前の話だった。生まれてこの方、日本に暮らしていれば夏が来るたび聞かされ続けた、当たり前の常じよう套とう句くだ。

　曰いわく、命は尊いものらしい。だが大人の言うことなど。他人の言葉などどれだけの意味がある。偉えらぶって説教する教師によく思った心境。自分は、あんたとは違う。あんたはそうだった。でも自分は自分だと。

　昂たかぶっていた気持ちが、そのまま苛いら立だちに置き換かわっていく。

　だが。

「私はね……幸運を嚙かみ締めたのだよ。その日、その日を生き延びられたことに。アメリカという国に生まれたことに。充じゆう分ぶんな訓練を経た上で戦場に出られたことに。枯オれレ葉ン剤ジのせいで生まれたという先天異常の赤ん坊ぼうを見たときに」

　彼はその時を思い出したように、なんとも嬉うれしそうに、したり顔で笑っていた。

「そうだろう？　私は満足な医い療りよう体制も整わない、ジャングルの僻へき地ちの村には生まれなかった。わけもわからず爆弾を抱だかされ、敵兵に近付いてこいとは言われなかった。そして第一線の兵士として戦い、生き残れるほどに五体満足に生まれてきた。それを神に感謝したのだよ」

　エリーゼ興業の私兵隊長を思い出す。

　行き過ぎたが故ゆえの、ただしそれ以外の者には決して覆くつがえせない、ある種絶対の倫りん理り観。

「良識者は私のような考えを持つことを非難するだろう。不ふ謹きん慎しんだとな。だが私は、そんな当たり前のように命が大事だと唱える誰よりも……命がいかに奇き跡せき的なものであるかだけは、実感しているつもりだ」

　……奇跡。

「わかるかね？　君はその時代には生まれなかったということだ。そういう地域でもいいが……」

　言って、苦く笑しよう。小さく肩かたをすくめる。

「いや、やはりわからんのかも知れんな。何不自由のない今の時代では。私も君のような若者と、こうしてゆっくり話をしたことはないが……少なくとも私や私の仲間たちは、殺されこそすれ、今生きているという奇跡を自ら手放そうとは思わなかったよ」

　そうして……死に向かおうとした熱は、ゆっくりとだが。熱した鉄の冷めるようにゆっくりとだが。




「君が極度の恐きよう慌こう状態や錯さく乱らん状態に陥おちいり、害が及ぶに至った場合は私が君を殺す」




「っ……」

　不意打ちのような言葉に、ヒデオは身をすくめた。

　ベッドに腰こし掛かけたまま、見上げるような無表情な彼の視線、無感情な声は、先ほど見たメスの輝かがやきほどの慈じ悲ひもない。

「君は実に簡単に死ぬだろう。ベトコンなどよりよほど容易く」

　殺意。

　魔ま物ものが恐おそろしくなかったのは、つまりあれらは見境なく暴れ、誰彼構わず襲おそいかかるだけで。ほっといても誰かが倒たおしてくれると、どこか安心していたからだった。

　明確な殺意が、自己に向けられるということ。自らの命が断たれるという宣告は、視覚以上に胸きよう裡りを揺ゆさぶった。今まで生きてこられた奇跡が、失われるという恐きよう怖ふ。いくら自分で死ぬぞと思ったところで……それは、自己陶とう酔すい的に盛り上がっていただけで。殺されるという事実は、より如によ実じつに、ヒデオに命というものを実感させた。

　何とはなしに大佐が立ち上がっただけで、ヒデオは震ふるえる膝ひざで後あと退ずさる。

「自分で死にきれんようなら、いつでも私に言いたまえ。なんの呵か責しやくもなく殺してやろう。自殺などよりよほど楽にだ」

「……」

　本当に死を望んでいるのなら。ここで、殺して欲しいと懇こん願がんできたはずなのだ。

　そう。

　結局、死にたくはないのだ。誰だれが好きこのんで死を選ぶだろうか。いや、誰も死を望みはしない。寿じゆ命みようだからやむなく死ぬ。不幸な事故や怪け我がで、仕方なく死ぬ。生活が立ちゆかなくなり、どうしようもなく死ぬ。周囲の悪意に心の居場所をなくし、他に逃のがれる術すべがないから死ぬ。

　そうした誰だって、生きられるなら生きていたいはずなのだ。生きたかったはずなのに。

（……）

　自分の場合はどうか。

　自分の思うように生きられなかったから。それだけだ。事業に挑ちよう戦せんし、失敗したわけではない。隣りん人じんたちから謂いわれない迫はく害がいを受けたわけでもない。他者など関係なく、ただ自己完結的に死のうとした。あまりにも幼よう稚ちなわがままだ。

　それはゲームに負けそうになったから、リセットボタンを押そうとしているような惰だ弱じやくでしかない。奇跡を手放すには、あまりにも下らない、最低の理由だ。

　だが現実にリセットなど存在しない。自分というゲームが終わるとしたら、それは死ぬときだけ。それを自身がゲームオーバーと解かい釈しやくするか、クリアと解釈するかの違ちがいでしかない。そこにやり直しは存在しない。

　奇跡は一度しか起きないから奇跡なのだ。

　そして人生というゲームに勝つためには……自分という人生を自分で納なつ得とくするためには。

「……」

　ヒデオに訪れた、小さな小さな意識の変化。

　些さ細さいではあったが。一度胸に刻まれた奇跡という言葉は、ヒデオの思考を生きる方へ、生きる方へと。

「……落ち着いたかね」

「……」

「まあ、今の状じよう況きようでは我々は世界を破は滅めつに導く手伝いをしているだけだ。それだけであれば、死んだ方がマシなのかも知れんが……だからといって、今すぐ死を選ぶ必要もあるまい。どうせ我々には、命以外に失うものなどないのだ。誰かにわがままを言ってみるのもいい。ミッシェルが来たときに、欲しいものを言ってみるのもいい。こんな暮らしだが、死ぬまでの時間はあるのだ……ならばそのときまで、好き勝手生きてみたらどうかね」

「好き……勝手に……」

　いつも生き真ま面じ目めに、誰かの目を気にして生きてきたヒデオにとって、それは些細な言葉であったが。そっと肩の荷を下ろしてくれるような言葉であった。

（好き勝手に……）

　気楽に。

　……そうか。それもいいかもしれない。

　東京と違って、幸か不幸か、働かずとも食うに困ることはない。いや……むしろ、幸か不幸か働かざるを得ない状況だ。筋肉が付いて、ちょっと嬉うれしかったじゃないか。明日働けば、もうちょっと嬉しいかもしれない。甘い雫しずくは降らなくとも、霞かすみくらいは漂ただよってくるかもしれない。

　アパートに引きこもっているよりは、よほど健常な生活だ。そして彼らは、魔眼を騙かたった自分を、真実を知ってなお受け入れてくれているのではないか。それがすでに……この上なく、有り難がたいことなのではないか。

（……）

　ならば……明日の一日を、生きてみよう。

　そして明日、生きられたら……明後日の、もう一日生きてみよう。

　生きて。

「………生きて……、みようかと……」

　わずかばかり穏おだやかになったヒデオの表情に、大佐が表情を和やわらげた。

「そうしたまえ。君を……」

　大佐が何やら言いかけた矢先、救護室のドアが賑にぎやかに開かれた。

「ヒデオさん、お腹空すきましたよね！　本官がおにぎりを!!」

「ダーリンは怪我人だから私の作ったお粥かゆの方がいいのよねっ!!」

　美奈子とアカネが先を争うようにずかずかと。

「バターとミルクでべったりこってり煮に込こんだお粥の意義が失われそうな食べ物は日本人のヒデオさんの口に合いません!!」

「いい歳とししておにぎりしか作れないようなハタチ以上の女に料理のこと語られたくないわよーっ!!」

　きゃーすかきゃーすか。

　ヒデオの肩を叩たたいた大佐が、小さく呟つぶやく。

「……こうして君を心配する者もいる」

「……、はい……」

　ヒデオは、小さく頷うなずいた。

　有り難さか、情けなさかはわからなかったが、また少し滲にじんだ涙なみだを、こぼれる前に拭ぬぐい去る。

　さっき、死ななかったおかげで。今また、嬉しかった。今は、それで充じゆう分ぶんなのだと。

　たとえ自分に何もなく、自ら理想を得られずとも……こうして、嬉しさを与あたえてくれる仲間がいる。好き勝手に。それが許されるのならば……せめて少しだけ、甘えさせてもらおうと。

　人は、一人では生きられない。

　当たり前の中でこそ、そんな当たり前のことを忘れてしまっていた。
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　聖せい魔ま杯はいはクロスフラッグス以降の二週間、決勝トーナメントに至るまで、とてもゆっくりと推移していった。いや、実際には、たったの二週間。誰も彼もがこの隔かく離り空間都市における、祭りの終しゆう焉えんを惜おしんでいたからそう思えたのだろう。だがその一方で、誰も彼もが、その頂点に君臨する何者かの姿を待ちわびていたことも事実。

　ならばやはり、終わりは訪おとずれなければならなかった。そしてそれは、ありとあらゆる種族を巻き込んだ、この聖魔杯という名の大会においても例外ではない。

　センター前広場にしつらえられたスタジアムには、その日も盛大な歓かん声せいが渦うず巻まいていた。

《準決勝第一試合を制したのは、下馬評通りの翔しよう希き・エリーゼペア！　大会最強の名をほしいままにしてきたその二人と決勝を争うのはどちらのペアか!?》

　司会進行を取り仕切る霧きり島しまレナの声がマイクに乗り、スピーカーより高らかに響ひびき渡わたる。

《いかなる局面においても卓たく越えつした技術により、安定した勝負強さを発揮し続けてきた不ふ屈くつのモンスターハンター、リュータ・サリンジャー！　パートナーは美しき展望階の君、マジカルプリンセスことエルシア様!!　対するは聖魔都市を牛ぎゆう耳じる魔まつ殺さつ商会の実は総そう帥すい、この都市における諸悪の根源、リリーこと鈴すず蘭らん様！＆アーンド、未いまだその実力は大食い能力以外未知数ながら、展望階の君とも親しい黒き眠ねむり姫ひめ、みーこ様!!》

　決勝トーナメントが始まった時点で、鈴蘭は自身こそが聖魔王、即すなわち現在この世界を律する者であり、この大会の主しゆ催さい者であることを明かしていた。だから今はもう、ミラーグラスにメイド服で身分を隠かくしたりはしていない。その地位に相応ふさわしい、格調のある白い衣装に身を包み。

《リュータ・エルシアペア、並びに名な護ご屋や河かわ鈴蘭・みーこペア、入場です……!!》

　魔殺商会の社長室。

　そんなテレビを眺ながめながら、マホガニーのデスクで貴たか瀬せがコーヒーをすする。ウィル子は横にあてがわれた秘書席で、ノートＰＣ相手に会社の帳ちよう簿ぼを適当にいじっていた。本物の帳簿は検算の必要もないほど正しく整理する。この都市におけるものだけでなく、外の世界の表向きの帳簿はそれらしく飾かざり付ける。付け込まれる隙すきがあれば、お役所の方のデータベースを書き換かえる。

　ヒデオがいなくなってからというもの、他に行く当てもないウィル子は、そうして魔殺商会に雇やとわれていた。要よう請せいがあれば、エリーゼ興業の方にも生産ラインシステムの構築や、サーバーの保守管理のアルバイトに行く。

　そんな淡たん々たんとした日々を送っていた。

（……）

　ヒデオと過ごした一ヶ月と比べれば、あまりにも長く、なんと空くう虚きよな日々。

　画面など見ずとも、センターからのライブ配信は受け取っている。歓声と、司会者のレナの声。両ペアがレナのいるスタジアムの中央に進み出て、ルールを決める。制限時間は五分間。それを過ぎれば自動的に基本ルール、というのが決勝トーナメントでの取り決めだった……が、さすがに聞いてみた。

「社長は観に行かないのですかー？」

　会長で総帥の鈴蘭が出場しているのだ。今日も館の中は閑かん散さんとして、商業区も試合が終わるまではゴーストタウン同然だろう。

　貴瀬はなんの感かん慨がいもなさげに言う。

「クロスフラッグスが終わってからこっち、勝負といっても大たい概がいが基本ルールだ。開会式の言葉ではないが、殴なぐり合って強いだけならみーことエルシアに敵かなう存在がそもそもいないではないか」

「いえ。ですから、その両りよう雄ゆうがぶつかり合うということでえらい盛り上がってるみたいですけど……」

「馬ば鹿かを言うな。アウターのあの二人が本気で戦った日には、こんな都市など数分もせずに壊かい滅めつするぞ」

　アウター。

　神にも等しい能力を持ち、有り得ぬもの無き常識の外にある者たち。故ゆえに『外側の人たちアウター』と呼ばれる二人。他にもいるらしい。

　クロスフラッグスでのみーこのあれは、確かに常じよう軌きを逸いつしていた。あれら管虫が生物なのかバケモノなのか、それとも現実なのか影かげなのか。それすらウィル子には理解できなかった。調べて出てくるはずもない。

　一方でエルシアの方も、並外れた魔法の使い手だ。この会場に入ったばかりの頃ころは右も左もわからなかったが、こうして他者の試合を見聞するほど、彼女の魔法が図ず抜ぬけていることは明らかだった。エリーゼ興業のあの鉱山を露ろ天てん掘ぼりに変えたのが、彼女だという噂うわさもある。

　そんなレベルの二人が真しん剣けんにやり合えばどうなるか。都市はともかく、あれらスタジアム内に詰つめかけた観客が無事でいられるとは到とう底てい思えない。

　リュータも鈴蘭もその辺は心得ているのか、互たがいのパートナーは傍ぼう観かんすることで決まったようだった。エルシアもみーこも、元からただの付き添そい。優勝など眼中にない。肩かたすかしを食らったような観客席からブーイング。エルシアが魔法一発。テレビではなく、社長室の窓から、遠方に派手な爆ばく炎えんが上がるのが見えた。

　少しして、爆発によるビリビリという微び振しん動どうが伝わってくる。

《と！　というわけですので!!　準決勝にして決勝戦を見守る皆みなさんがいなくなってしまいますので!!　ジャッジ兼けん司会である私の命も危あやうくなってしまうということで!!　主催者側としても、お二人のバトル参加は見送りとさせていただきます!!》

　テレビのスピーカーから聞こえたレナの声に対し、異論は聞こえなかった。

　うんざりとした声で貴瀬が言う。

「……吹ふき飛んだのはうちのビルではないだろうな……」

　そしてリュータが、女を殴るのは趣しゆ味みじゃねえとかなんとかスカしたことを言って、結局クロスフラッグスのときのショック弾だん頭とうを使用しての撃うち合い勝負となったようだった。

「見ろ。言った通りになったではないか」

　貴瀬は小さく鼻で笑った。

「ですがいくら捻ひねると言っても、この局面でクッキングバトルなんかもないと思いますが……」

「そうか？　君たちであれば、そんなこともなかったと思うのだがな」

　意外な言葉に、ウィル子はきょとんとなる。もう試合に興味をなくしたように、貴瀬がプレジデントチェアごと振ふり返った。

「噂……というより、パートナーの君が言うのだ。川村ヒデオは本当になんの取り柄えもない、ただのヒキコモリだったのだろう。だが、だからこそ、今にして思えば機転を利きかせ、創意工夫を凝こらして勝負していたように思う。クッキングバトルに乗ってこないのであれば、まずはそれに乗せようと足あ搔がいたのではないか？　少なくとも俺は、君たちのそういう部分が面おも白しろかった」

「……」

「が……力を持っている連中はまずそれに頼たよるから、そもそも頭を使おうとしないわけだ。結果……」

　貴瀬がコーヒーを一口。そして気け怠だるげに一息。

「君たちが負けてからというもの、番ばん狂くるわせという言葉も聞かなくなった。どれもこれも力ちから尽ずく、ごり押しの基本ルールばかりで、前評判通りに勝負が決まる。スポーツのように一つの技を競うわけでもないから、見ていてもつまらんのだ。俺はな」

「そう……ですか」

　そういう意味でも、自分たちは注目の的だったのだろう。次はどんな勝負を見せてくれるか、という期待。相手の土俵に上がってまで勝ってしまう、一いつ瞬しゆんの閃ひらめき。それこそが未来視と揶や揄ゆされた所以ゆえんでもあり、一方でそんな苦境をどう逆転するかが、大勢の楽しみにするところだったのだろう。

　やってた方は毎回生きた心地がしなかったにせよ。

　画面の中ではエルシアとみーこが退場し、リュータと鈴蘭が距きよ離りを置く。バトルがメインになることを想定されたスタジアムには、大岩、コンクリート壁へき、打ち立てられた鉄骨やら倒とう木ぼくといった、戦いに緩かん急きゆうを加える不確定要素としてのオブジェが散さん逸いつしている。

　スタジアムという名ではあるが、行われていることは古典時代のコロシアムそのものだ。

（……）

　そんな光景に、ウィル子は不思議な感慨を覚える。なぜ、自分とヒデオは今、あの画面の中にいないのだろうかと。

　何が足りなかったのだろうか。あの場へ至るのに、何が。自分たちに、最初から何もなかったのなら、だったらなぜ、クロスフラッグスのあの日まで勝ち進めたのだろうか。

　運命の一言で片付けたくはない。

「君はどっちが勝つと思う？」

　不意の質問だったが、考えるまでもなくウィル子は答えた。

「……鈴蘭さんが優勝するのですよー」

「ほう？」

　貴瀬は試合を観るより、楽しそうに聞いてくる。

「準決勝だというのに、優勝とはまた大きく出たな。なぜそう思う」

「優勝する気があるのが鈴蘭さんだけです。前に会ったらリュータもエリーゼも、なんだか毒気が抜ぬけてしまったみたいでした。翔希なんかは、たとえ負けても良い勝負ができればそれで満足しそうなタイプですし」

「なるほどな。あのクソガキはその通りだ。エリーゼも優勝よりはうちの会社に勝ちたいだけだろうしなぁ……みーことエルシアの二人は論外、と」

　でも。

「……そういえば、鈴蘭さんはすでに聖せい魔ま王おうなのですよね？　だったら優勝しても、今のままではないですか。むしろ負ければその座を追われるだけなのに、どうしてこんな大会を」

「悲しいことはつまらんらしい」

「悲しいこと？」

「……鈴蘭はな、ああ見えて魔人と人間の骨肉の争いを見てきているわけだ。だから実は、後あと釜がまとなる聖魔王の選定なんてものは二の次でな。彼女の最大の目的というのは、人間と、異種族との交流なんだそうだ」
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「異種族間の……交流……？」

「そうだ。知らん者同士だからつまらんいざこざが起きる。だったら全部の種族を集めて一番を決めればいい。『勝負』という方法であれば、人間も、その他の種族も、それぞれの能力を遺い憾かんなく発揮し、お互いを余すことなく知り合うことができる。そして全員が知り合いになって仲良くすれば、きっと楽しい……と、いうわけだ。成否はともかく、彼女はそう思ってこの大会を計画した……そんな大会の意図を、トーナメント開幕時、正体を公表したときに鈴蘭が演説したのだが」

「……いえ、普ふ通つうに聞いてませんでした」

　話なんて退たい屈くつだし、ハードディスクに保存しといて暇ひまなときでも見ようと思って……そのまま忘れていた。

　ともあれ、だから勝負にも、これといった制限がなかったわけか。最大限自分たちの能力を発揮できるよう。

「人間ばかりが多すぎる、表の世界ではなかなかそうもいかんがな。まあ、それは国連や政治家の仕事だ。だから表に知らされることのないこちら側の世界の平和を、聖魔王として鈴蘭は引き受けた」

「では……人間とそれ以外のペアというのは」

「人間が地球上の最多種族であることに変わりはないだろう？　世界を律するということは、およそ人間たちをどうするかという意味に直結する。ならば仮に魔人が聖魔王になったとしても、魔人のことしか考えんような聖魔王ではダメなわけだ。だが人間とペアを組み、人間と協力して優勝まで辿たどり着ける者がいれば……」

　そうか。それだけの苦境を乗り越こえられるほどの信しん頼らいを、築くことができたなら。

　自分もそうだったのだと、ウィル子は振り返った。ただ面おも白しろおかしくネットの海を漂ただよい、この世界に現れたことに浮うかれていた自分は、しかしヒデオと苦楽を共にすることで、いつしか自分以外にも目を向けられるようになっていた。

　ただ電子世界を自由にしたいと思っていただけの自分は、しかしそれによって現在の社会基き盤ばんがストップし、ヒデオが迷めい惑わくを被こうむるというなら……今はもう、そんなことを考えられるはずもなかった。

「他はどう言うか知らんがな。鈴蘭はそういう二人こそが次の聖魔王に相応ふさわしい、と考えている」

　そして自分たちは、そのふるいから落とされた。

「……ですが、そのペアが現れなければ？」

「それができないような相手ばかりであれば、間ま違ちがいなく自分が優勝すると言いきって……」

　貴瀬がテレビへ目を戻もどす。

「事実、ああやって決勝大会まで残っている。そして優勝すれば、相応しい者が現れるまでは、また彼女が聖魔王を引き受けるだろう。元より今は彼女の世界だ。ならばどうしようと彼女の勝手だ」

「なるほど……」

　言うのは簡単だが、凄すさまじい話だ。彼女は何より、自分というものを信じ切っている。それが強さに直結しているように思う。

（……）

　ヒデオはどうだっただろうか。少なくとも、自分というものに満足はしていなかったと思う。いつも変わろうとしていた。理想を求めていた。

「……しかしたった一ヶ月やそこらで、随ずい分ぶんと大人びたものだな、君も」

「？」

「外観はともかく、そんな風に思い悩なやむ仕草だ。まあ、単純にあまり笑わなくなったせいかもしれんが……」

　笑わなくなった？

　ああ、笑わなくなった。

　彼は小さく嘆たん息そく。

「やはりヒデオの行ゆく方えはわからんのか」

「ええ……」

　ウィル子は小さく首しゆ肯こう。

　この都市はもちろんのこと、外の世界。それこそ日本中に電子電脳の目を巡めぐらせた。だが東京のアパートに戻った様子はなかった。役所に転出届はなかった。もしかしたらと全都道府県警の自殺の報告と検死結果を調べてみたが、ヒデオの身体特とく徴ちように合がつ致ちするようなものはなかった。それでも飽あきたらず、世界中のウェブカメラに手を伸のばし、ヒデオの姿が映りはしないかと自作のロボットプログラムに監かん視しを続けさせている。

「まさか本当に死んだのではないだろうな」

「……わかりません。ただ、前にも言いましたが……」

「まだ繫つながってはいる、か」

　そう。きっと自分は、まだヒデオに感染したまま。遠く離はなれれば切れるとか、切れても気付かないものだとか、切れたらまた電子の海に逆戻りだとか、そういう法則もわからない。ただ、電子の海を回遊していただけの頃ころとは違う、自分の中の何か……それはきっと、まだ繫がったままだと思った。だから、まだ死んだわけではない、という確信はあった。かっこよく言えば、魂たましいが繫がっているとか。あるいは……絆きずな、とでも言うのだろうか。

　ぼんやりと考えながら、ウィル子はウェブカメラの無数の目から世界を見み渡わたす。

（……）

　そうして半ば、諦あきらめかけていたからかも知れない。そして、あまりにも彼ばかりを捜さがし続けていたからだろう。そう、自分はこの数週間、ヒデオに焦しよう点てんを絞しぼりすぎていた。

　ある映像に、ロボットが関知するはずもない人ひと影かげを見かけた。ショートヘアの婦人警官。髪かみ型がただけ、よく似ていた。それで美み奈な子こを思い出した。

　きっかけは、ただそれだけだった。

　エルシアとリュータの証言によれば、最後に一いつ緒しよにいたことを目もく撃げきされたのは彼女だった。だというのに自分は、美奈子から話を聞いてもいなかった。彼女がどこの所しよ轄かつかはわからなかったが、片手間で警察庁にハッキングし、北きた大おお路じ美奈子の名で検けん索さくをかける。

　が。

（北大路美奈子巡じゆん査さ……捜そう索さく中……？）

　大家さんがその日のうちに会場を出たと言うから、もう日常生活へ帰ったのだと思い込んでいた。違い和わ感を覚えた次の瞬しゆん間かんには、直感的に別のデータベースへ手を伸ばしていた。

（週刊フライＤ編集部、コバヤシ……コバヤシ……）

　取材予定期間を過ぎても出勤せず。

（行方不明として警察に捜索願……!?　コナムプロ……田た岡おか、田岡、どこ……!?）

　スカウト業務のため海外出張。予定期間を過ぎても帰国せず。

（ギリシャ、イタリア当局に捜索願っ……！）

　それらの届けが出された時期はバラバラだが、問題は未いまだ彼らが見つかっていないという事実だった。

「社長ッ!!　ハニ悪ワルのステーキショップは!?」

「ん？　ああ、あそこか。そういえば負けた次の日から、閉まったままだと聞いているが」

「ハニ悪とジョニーはっ!?」

「さすがに行方までは知らんが……どうした、血相を変えて」

　胸むな騒さわぎがする。

　全すべてのパワーを全世界のウェブカメラに使い切るなど、全くもって徒労だった。疲つかれを知らないＣＰＵ任せだった頃の悪いクセだった。可能性というものを考えず、パスワードを総当たりするような道化を演じ、それで人事を尽つくしたような気持ちになっていた。

　なんて愚おろか。

　そこまでショックを受けていたのか、自分は？　どこかバグってしまっていたのか。

　情報。もっと情報を。

　身分の、もっと身分のはっきりした。

（ジョージ・レッドフィールド大たい佐さ!!）

　彼なら何かを知っているのではないか。一番最初に会場入りした参加者。そして万ばん端たんの準備を整えていた彼。今にして思えば、そこまでして世界や何かに固こ執しゆうするような男には見えなかった。ならば何か別の目的があってこの都市に来たのではないか？　会って話を聞くことはできないか。それとも彼もまた行方不明なのか。それだけでも。

　アメリカ国防総省、ペンタゴンのファイアーウォールに殴なぐり込む。ああ、以前なら近付くこともできなかった雲上の壁かべ！

　世界最高水準のセキュリティ、いつの間にこんなに儚はかなくもろくなってしまったのか。自分をそこまで成長させてくれたパートナーに、きっと何かが起きた。悪い予感がするのだ。

　退役軍人名めい簿ぼ……違ちがう、これは表向きの情報だ。裏へと続く扉とびらがある。キーワードは。

（エンジェルセイバー……！）

　だがそこで蹴け躓つまずく。硬かたい。

　数ミリ秒で政府高官のパスコードをさらい出し、当てはめる。

　ヒット。

（よし……！）

　だが開かれた回線は、ペンタゴンの外部へと抜ぬけていた。場所など知らない。表向きにエンジェルセイバーなどという部隊は存在しない？　ならばその情報も別口での管理ということか。

　そうして辿たどり着いたデータベースは、米国の公文書とは様式が違っていた。やはり正確には米軍ではないらしい。米軍の皮を被かぶっている、とでも言うべきか。だが今は、いつものように秘密の香かおりに酔っている気分ではなかった。資料の新しい方から、彼の名前を検索する。




『ジョージ・レッドフィールド特務名めい誉よ大佐

　機密１０４５６により出向

　対象　アーチェス・アルエンテ　　』




（アーチェス……？）

　リュータが彼を憎にくんでいたのは見ての通りだったが、大佐は任務として……どうしようとしていたのだ？　この機密のコードはなんだ。こんなもの、やはり米国の陸海空軍、どの様式に当てはまるはずもない。

[image: ]

　本のページを指先でなぞるように、めぼしい情報がないかインデックスをさらっていく。そう古い組織ではないらしく、集積されたそれはペンタゴンに比べれば、本当に微び々びたるものだった。やがて、『機密』についての概がい要ようを記したようなページが見つかる。




『アーチェス・アルエンテ

　フィエルとともに魔ま界かいより訪おとずれた生きつ粋すいの魔族と目されるが、戦せん闘とう能力は他の魔族に比べ著いちじるしく低いことが、カムダニア内戦時のブラッドフィールドの証言により判明している。しかしながらアルハザンと称しようする組織の活動内容、及およびその成果から、交こう渉しよう術、人心掌しよう握あく術に長たけた希け有うな魔族であることも事実であり、そうした操作によってもたらされる社会的混乱に対しては最大限の注意を要する。　　』




　断片的に書いた、というよりはそれに関連した事こと柄がら……報告や日誌を……取りまとめたものなのだろう。以降の日付は約二年ほど前から始まっている。




『アルハザンが聖魔王と呼称される一派と接せつ触しよくした疑いあり。至急調査を要する。

　コード４５５　　』




『成果なし。聖魔王一派（円えん卓たくではなく、魔殺商会と呼ぶべきカテゴリ）からの協力は得られず。彼女らは万事に関して全ての責任を負うとのこと。当ＡＳ隊交渉担当の一言。

「勝手にしろ」　　』




『天界より報告・その考察

　これは聖魔王と呼ばれる少女の、天界への働きかけによって作成された最も新しい異世界である。現界とのゲートは東京近きん郊こう他、各大陸に数個程度の割合で存在していると思われる。作成意図は不明。詳しよう細さいを得るため、再度聖魔王一派との接触を要する。』




『中なか江え博士の試算によれば、即すなわちこのような並行世界においては魔界、その他未知の異次元、異時空間との距きよ離りは地球上のいかなる場所とも比ひ較かくにならぬほど近接し、よって当とう該がい都市においては邪じや神しんロソ・マウソの召しよう喚かんさえも理論上は可能。これについては千年期のような特異期間を要しないことを特記する。

　厳げん戒かいを要し、退たい役えきしたブラッドフィールドを内ない偵ていのため召しよう還かん、派は遣けんを決定する。

　コード変へん更こう

　機密１０４５６　　』




『ブラッドフィールド報告

　当該都市にてアルハザンの痕こん跡せきあり

　アーチェスの所在は未いまだ不明　　』




『聖魔杯開幕　　』




『リュータ・サリンジャー元少しよう尉いと接触。既すでに部外者のため、任務を秘ひ匿とく。協力を得ず。』




『報告途と絶ぜつ

　生死不明　　』




『生死不明　　』




『当該都市において催もよおされるイベントの性質上、ブラッドフィールドに対し相当の危害が及ぶ可能性、またその痕跡も皆かい無むであることから、何らかの策さく謀ぼうに巻き込まれたものと断定する。

　　機密１０４５６を終しゆう了りよう』




（……）

　あたりは付いた。やはり何らかの作さく為いが働いていることは間ま違ちがいないようだ。でなければこうも都合よく、みんな仲良く行ゆく方え不明になったりするものか。大佐と同様に、ヒデオも、他の者たちも……考えながらウィル子は読み進める。

　だが、たかが電子文書のはずなのに、伝わってくるこの並々ならぬ危機感はなんだ。長く電子の海を漂ただよい続けた精せい霊れいは、人の意志は０１信号にすら浸しん透とうすることを知っていた。いや、彼女だからこそそれを感じ取れた。




『最後の魔王、フィエルとの接触に成功。

　バーチェス（アーチェス・アルエンテのフィエルによる呼称）は魔界における邪神の中でも、特に暗黒神と呼ばれる存在の加護を受けていると証言。詳細は語らずも、ロソ・マウソ級であれば状じよう況きよう如何いかんによって召喚可能とのニュアンスを残す。アーチェスが戦闘能力に劣おとるのは、召喚師としての専門性に特化しているためとのこと。

　リスクレベルを５＋からＥＸへ

　機密１０４５６を変更

　特秘３・１　発令　　』




『特秘３・１

　影えい響きよう範はん囲いが当該空間内に収まらぬ場合、千年期相当の厳戒をもってこれに当たる。ＡＳ隊はエンジェルナイトの指揮権を聖四天へと返へん還かんし、各エンジェルナイトは大天使マリアクレセルの直ちよつ轄かつとなる。

　特記　これは、人の戦いではない。　　』




『未明に現れた聖四天の推察は、恐おそるべきものだった。到とう底てい信じられる内容ではなく、こうして文書として残すことさえ馬ば鹿か馬鹿しく、ためらわれる。人類は滅めつ亡ぼうなどしない。連綿と培つちかわれてきた我々の文明が崩ほう壊かいするなど、ありもしない夢物語だ。誰だれが終末のラッパなど吹ふかせるものか。

　だが我々でなければ、誰がこの世界を救うというのか。彼女は、聖魔王一派の協力を得』










「っ!!」

　間かん髪ぱつ、回線を繫つなぎ替かえる。

　サーバー側からの逆探知ではない。

　盗とう聴ちようだった。

　それも……センタービルの方からの。

「どうしたのだ、ウィル子」

「ちょっと行ってきます！　メモ帳を開いておくのであとで見て欲しいのですよー!!」

　言い残すと、ウィル子は電脳世界へ飛び込んだ。




　　　　③




　センタービルのある一室。

「どうだ、ライネーズ」

　ガーベスの方には向かず、ライネーズはラップトップの端たん末まつを慣れた手つきで操作し続ける。

「魔殺商会、問題ありません。外部との通信は、外の会社とのいつものことですし……やはり、まだ誰も気付いていないようです」

「気付きようもないさ……オレたち、そういうふうにやってきたわけだし」

　ザジは普ふ段だん通りの気楽な様子で、手持ちぶさたにガンアクションを繰くり返す。

「ええ。ただですね……」

　キーボードをカタカタ、ライネーズは弱ったように眉まゆ根ねを寄せた。通信元は本部事務室だったり、受付カウンターだったり、まあ様々なのだが。

「……ラティがまた嗅かぎ回ってるのか」

　と。ライネーズの肩かたに手を置き、ザジが画面を覗のぞき込む。

「そのようです。今、地下にいるのは九人、さらにそれと対応する数の人ひと質じちです。帳ちよう簿ぼを注意深く観察していれば、行き先の不ふ透とう明めいな食料品などの流れに、不ふ審しんを感じてもおかしくはないかも……」

「それを何とかするのがお前の役目だ」

　ガーベスの言葉に、少し小さくなるライネーズ。

「いえ、しかしです……」

　少し離はなれた場所で、紅茶をすすりながら準決勝を観ていたアーチェスが立ち上がる。

「言い訳なんかしていいわけ!?　なんちゃって」

「あんなのオヤジの会社から流してるもんだろ。運営本部の帳簿に関係あるのかい」

「はい、運営本部もですが……実はラティさんも結構な腕うで前まえの持ち主らしく、デパートの方へもたびたびハッキングしてきています。つまりそちらの方までチェックされると、アーチェス様が表向きにきちんと営業されている以上……」

　隅すみっこの方では、空気のように存在を無視されたアーチェスがめそめそしくしく泣いていた。

「……つまり、その……アーチェス様はクロスフラッグスで負けたことにより、魔殺商会の子会社になってしまったわけです。それ以前にも、鈴蘭様に法外な上納金を要求されているわけですし」

「ああ、そうだな。今思い出しても腹が立つが」

　ガーベスが頷うなずく。ライネーズも頷き返す。

「つまり、今の段階では気付いているわけではなく、そういった収支に不正がないかをチェックしているだけなのかもしれません。ただ、その過程でわずかながら地下や人質に流れていく……言わば行き先不明の物資に気付く可能性は、あるかもしれません。追つい跡せき調査によってか、使し途と不明金の形でかはわかりませんが……」

「なるほど……それは困りますね」

　さっさっと涙なみだを拭ふき、眼鏡めがねをかけ直したアーチェスがやってくる。

「ライネーズ君。うちのデパート、全部昔ながらの伝票に変えちゃうことってできます？」

「はっ……？　あ、いえ……それはその、手書きで、ということですか？」

　目を丸くしたが、ダジャレ以外はあまり冗じよう談だんをいわない人だとは、ライネーズも知っている。そうして見上げたアーチェスの顔は割と真ま面じ目めなものだった。

「そうです。手書きで商品管理できれば、ハッキングの可能性はなくなりますよね？　商売も続けることはできますし」

「しかし、逆に怪あやしまれはしないでしょうか……？」

　掘ほっ立て小屋は、何もないからドアも鍵かぎもないのである。宝物庫は、お宝がしまってあるから鉄てつ扉ぴ、鉄てつ壁ぺき、鉄てつ格ごう子しで覆おおわれているのである。たとえ中に何もなくても、そうして防備を固めることで、傍はた目めからは「何かあるんだろうな」……と思われてしまう危険性。

　いわんや、人の足元を見ることに生き甲が斐いを見み出いだしているかのような魔殺商会である。目に留まれば、面おも白しろ半分にも暴き立てようとするに違ちがいない。

　突とつ然ぜんオンライン管理を廃はい止ししての手書き移行。これはとんでもなく怪しい、とライネーズは思う。いや、今の時代なら誰しもそうだろう。そんな不安げな表情を汲くみ取ってか、アーチェスはころりといつもの笑え顔がおに戻もどった。

「……そうですね、過か剰じような反応はしないでおきましょうか。ライネーズ君の判断を信じますよ」

「ありがとうございます」

「ラティさんも、鈴蘭様に言われてのことでしょうしね……」

　同情するように肩をすくめ、アーチェスが踵きびすを返そうとしたそのとき。

「……なんだ、あいつ」

　ザジが監かん視しカメラの画像に片眉を持ち上げた。受付カウンターのラティ。そんな事務用端末、何が面おも白しろいこともあるまいに、びっくりした様子だったのだ。




　　　　◆




　クロマキーのように、ウィル子が突然画面に顔を覗かせたのだからそれは驚おどろく。が、ウィル子が人差し指を唇くちびるの前に立て、し～っとフォントを流すので、ラティは悲鳴を吞のみ込んだ。

（っ……？）

　何かあったのだろうかと、視線を左右にやる。誰もいない。役員も参加者もほとんどは準決勝の舞ぶ台たいを観に行っている。

　ラティは再びモニターへ視線を移し、とりあえず頷いた。するとウィル子は画面外へ引っ込み、代わりにチャットウインドウが開いた。これで会話しようということらしい。

『あなたは魔殺商会側ですね？』

　？

『魔殺商会というより、聖せい魔ま王おう鈴蘭様に従う者ですけど』

『ではなおさら結構です。マスターについて何か知りませんか？』

『ヒデオさんですか？』

『川かわ村むらヒデオ他ほか、北大路美奈子、ジョージ・レッドフィールド、ハニ悪、レミーナ、コバヤシ……誰でも構いません。そのパートナーの行ゆく方えでも』

『行方？』

『ウィル子の調べた範はん囲いですが、いま挙げた参加者は全員、外の世界で行方不明になっています』

　……まさか？

『それは、鈴蘭様から？』

『ウィル子が自分で調べました。それともラティさんはこの都市の中で、誰か一人でも見かけましたか？』

　ラティはもう一度、それとなく周囲へ視線を巡めぐらせつつ、しかし指先を流りゆう暢ちようにキーボードへと走らせる。思い当たる共通点はあった。

『敗退者手続きの際に私がカウンターにいなかった、あるいは不自然にそのシフトから外された皆みなさんです』

　ウィル子と一いつ緒しよに、ラティは視線を険しくした。

『クロスフラッグスがあった日の夜も、本来は私がこの場所にいるはずでした。ですが霧島さんの好意で、外で鈴蘭様たちが祝勝会をしているからと』

　ラティはその日の様子を思い起こしながらタイプする。

　いま思えば。やはり、あの夜のレナは少し様子がおかしかった。何かの縁えんだから、ヒデオの手続きは自分がやりたいと食い下がったのだが……あの、口元に笑みを湛たたえたままの目付きはどことなく異様だった。

　結局は、あとで鈴蘭たちと一緒に惜せき別べつすればいいと押し切られたのだが……その後、ついにヒデオが現れることはなかった。

　ウィル子が述べる。

『霧島レナがですか？　運営本部長の彼女も、何らかの形でマスターの失しつ踪そうに関かかわっていると？』

『それはちょっと』

　断言できない。

　だがウィル子が言うのだから、失踪という事実はあると考えた方がいいだろう。自在に電子の海を渡わたり歩ける彼女が、調べたというのだ。

　ならば……やはりアルハザンだろうか？

　大会開始前、鈴蘭がアルハザンという組織を危き惧ぐしていたのは確かだ。どこに何を仕し掛かけてくるかわからない、だからこそラトゼリカは念のため、運営本部の方に潜せん入にゆう捜そう査さに入っていた。優勝候補と目されたヒデオに何らかの接せつ触しよくがあるのではないかと、忠告もした。

　しかしその危惧も、いつだったかの会談で氷解したのではなかったか？　そもそも推測通りなら……あの日席を外せと言った霧島レナまでが、アルハザンの一員ということになってしまう。

『霧島さんは何者なのですか？』

　その話のせいだろう。ウィル子の中に、彼女に対する不信感が芽生えてしまったらしい。

『私と同じで、もともとはゼピルムという組織の一員でした。戦せん闘とう能力は中の下といったところですけど、見ての通りの性格なのでまとめ役、しきり役が抜ばつ群ぐんで、鈴蘭様に今回の責任者に抜ばつ擢てきされたんですよ』

　しかし……アルハザンのやり口からすれば。人知れず組織や社会といったものに根を張る、という前提で考えれば……この大会以前に、そもそもゼピルムに潜入していた、という理り屈くつも通るだろう。

　だが、彼女が？　到とう底てい裏表があるような性格には見えない。想像もできない。彼女を嫌きらっている者すらラティには見当も付かない。そういう性格の彼女が……。

『ところで何を見ていたのですか？』

（何って……ああ）

　と、さっきまで覗のぞいていた物産店マルホランドの帳ちよう簿ぼに気付く。

『鈴蘭様に言われて、経常利益や提出された収支報告にごまかしがないかをチェックしていたんですよ』

　しかしながら当初の懸け念ねんとは裏腹な、アーチェスのあの人の好よさ。チェックと言っても不正などあるはずもなく、本当にただ眺ながめる程度なのだが。

『穴があるではないですか』

「へ？」

　ラティが瞬まばたきする間に、スクロールする表のそこかしこにチェックが入る。しかしラティには何が穴なのかわからない。

『帳簿に矛む盾じゆんはありませんでしたよ？』

『マルホランド側の帳簿に不備はなくとも、魔殺商会側の仕入れと食い違ちがっています』

「あ……」

　そうか。

　今となっては、商業区はほぼ完かん璧ぺきに魔殺商会が牛耳っている。都市内部での流通はともかく、外の世界からこの都市へのほとんどを仕切っているのが魔殺商会。その本社側の仕入れ伝票と、子会社マルホランド側の在庫表とに食い違いが生じているのだ。

　とは言え、まるで間違い探しのように些さ細さいな矛盾だ。それこそ都市の物品の出入り全てを管理している、このウィル子でなければ気付かぬほどの。

　日常流通する膨ぼう大だいな量の中から、一つ一つは取るに足らない日用雑貨。所しよ詮せん、一つが数百円～数千円程度。数千万単位で金を動かす魔殺商会から言えば、まさにはした金と呼べる程度の物品。鈴蘭や貴瀬の豪ごう放ほう磊らい落らくな性格を鑑かんがみれば、いちいち気にするまでもない、どうでもいい金額だろう。

　しかしだ。

「……」

　ラティはキーボードを操あやつって、チェックの入った商品を一気に抜ぬき出した。

　やはり些細な日用雑貨ばかりだが、記入し忘れた、運送事故で紛ふん失しつしたと言うには、規則的すぎた。何より目立つのはタバコだった。単一銘めい柄がらが恒こう常じよう的に消費されるからだろうか。一つはよく知られた紙巻きタバコのマルボロ。もう一つがアメリカ製のドライシガー、キング・エドワード。

（え……？）

　ちょっと待て待て。

　マルボロは超ちよう々ちようメジャーなのでともかく……キング・エドワード。

　大たい佐さの葉巻、そうじゃなかった？

　ダンジョンへ入るときにいつも咥くわえているので、葉巻って高いんですよね、と聞いたことがあった。返ってきた答えが、無類の愛あい煙えん家かと知られた英国王、キング・エドワード七世の名を冠かんした世界一の……云うん々ぬん。まあこうして納品書を見れば、意外や一箱数百円前後であるわけだがそれはともかく。

　長いこと受付に就ついているが、それほどしょっちゅう葉巻を吸うような者を、他には知らない。これを偶ぐう然ぜんで片付けていいものか。

『ちょっとカロリー計算してみたのですが』

　ウィル子がチャットウインドウで言った。食材から割り出したのだろうか。

『二十人前後が充じゆう分ぶん生きていける程度の食料が、規則的に行ゆく方え不明になっています。それと発電機や掘くつ削さく機械が聖せい魔ま杯はいの開かい催さい前に魔殺商会の系列業者から仕入れられていますが、それが工業区へ渡った形けい跡せきはありません』

『でも、そうと決めつけるのは早計では？』

　確かに怪あやしいのだが……食料だけなら、アルハザンの面々がこっそり食べていたと言っても説明は付く。掘削機械も、実際に何に使ったかはわからないが……デパートを自力拡張するのに使用した、とも言うことはできる。ヒデオたちの失踪に結び付くような……それを盾たてに彼らを追い詰つめられるほどの、確固たる証しよう拠こではないということ。

『ラティさんはアルハザンは白だと？』

　画面の中のウィル子は、ヤキモキした様子。

『そうではなくて。仮にこれらの使し途と不明品が、参加者の失踪に関かかわっていた場合……何を意味するかということです』

『監かん禁きんに決まっているではないですか』

（う～ん……）

　やはりその線か。生かさず殺さずのため、食料だけでも供給はされている状態。となると掘削用具は……話を飛ひ躍やくさせれば、強制労働でもさせている？　でも何のために。いや、順番が逆で、それらを捕とらえるために牢ろう屋やでも掘ほったのだろうか？　でもどこに。

　なかなか埒らちが明かない。が、どちらにせよ、行方不明となった参加者。そして規則的に行方不明となる食料。この二つの事実を照らし合わせれば。やはりウィル子の言う監禁という線が、一番無理のない考えか。

「つまり……」

　考えをまとめ、次の一文を打ち込もうとしたとき、だった。




　キヲツケロ……！




「!?」

　何の声だったかはわからない。だが、ウィル子が全てのウインドウを閉じると同時……ラティの首筋に冷たいものが触ふれた。

「つまり、彼らの命は我々の手の内にある……ということです。そこまでにしていただけますね？　ラトゼリカさん」

　モニターの反射に映っていたのは、柔にゆう和わな笑えみを湛たたえる長髪の優やさ男おとこ。しかして添そえられたサーベルの刃はからは、はっきりとその意志が伝わってくる。まさに、指先一つ動かせば……という状じよう況きようだ。ラティはそっとキーボードから指を浮うかせた。

「ヴィゼータから聞いていましたけど……確かにエルシオン様と雰ふん囲い気きが似てらっしゃいますね。魔族だから、ということでしょうか」

「そんな、恐おそれ多い。魔族と言っても私はあのように高貴な方々と違ちがって、ただの異い端たん者です」

　だから高圧的な態度もないのだろうか。こんなに親しげな声をして。まさか裏で何やらを企たくらんでいるなどと、どうして疑えようか。この男はむしろ、鈴蘭の前にわざと姿を現すことで、そうした疑いを払ふつ拭しよくしたのではないか。アーチェスの目がモニターを注視する。

「どなたとお話をされていたのですか？」

　モニターにウィル子の姿は映っていない。

　彼はどこまで察しているのか。

　考える数秒、口を噤つぐんでいただけで、あてがわれた刃の圧あつ迫ぱくが強められた。あとは引けば切れる。そういう段階だ。だがラティにも矜きよう恃じはある。戦闘能力こそ秀ひいでたものはないが、聖魔王に従う者としての誇ほこりがある。

「アーチェス様。私が死ねば、さすがに鈴蘭様も黙だまってはいませんよ」

「そうですね……ではまったく関係のない誰だれか一人に死んでもらいます。それでいかがです」

「関係のない……？」

「あなたたちが見当をつけた、行方不明者たちのことです。たとえば……そうですね」

　彼はモニターを見つめたまま、瞳ひとみを細める。

「……そう。ヒデオ君なんかどうでしょう」

　虚こ空くうに電光が奔はしった。ウィル子が手の平を構えた状態でその姿を結実し、恐おそろしい鋭するどさを持ったガラス色の槍やりを解き放つ。

　アーチェスはそれを眉み間けんの寸前に、空いた手で摑つかみ取る。構わず、ウィル子は二本、三本、いつかのエリーゼがそうしたように、さらに槍を展開。

「マスターをどこへやったのですかっ!!」

　そのとき、外の会場で勝負の行方に動きがあったようだった。津つ波なみのような歓かん声せいが轟とどろいた。ホール、吹ふき抜けの最上階から見計らったように爆ばく音おんが響ひびく。銃じゆう声せいを超ちよう越えつしたそれは、ザジが放った対物ライフル弾だん。飛ひ翔しよう速度は音速の約二倍。音より速くウィル子の展開したイージスシールドが、音より速い着弾を消し飛ばす。

　二階へ続く階段からガーベスが、カウンター奥の事務室からドアを蹴け破やぶりミッシェルが躍おどりかかる。タイミングはほぼ同時。

　電でん霊れいが告げる。

「失うせろカス」

　キン、と空間が鳴る。イージスが分ぶん裂れつし、結けつ晶しよう化し、光を帯び。

（ラミエルっ……!?）

　ラティが思ったときには、クリスタルから放たれた静かな光線は階上のスナイパーに、アーチェスの頭上から飛びかかる妖よう猫びように、踊おどり場から滑かつ空くうする暗殺者に。

　それぞれの崩くずれ落ちる音を聞きながら、しかしウィル子の視線は微び動どうだに揺ゆれず、アーチェスを睨ねめ付けたまま。槍の穂ほ先さきは危害を加えようとするいかなる者へも向かおうとせず、現れたときからアーチェスを指し示すのみ。

「マスターをどこへやったのですか？」

　彼がラティへとそうしているように。

　ウィル子もまた切っ先を、彼の胸むな元もとに、喉のど元もとに、押し進める。だがアーチェスも、それらの刃に気を配らない。

「ラティさんがどうなっても？」

「構いません。マスターさえ無事なら」

　そして浮ふ遊ゆうする幾いくつかのクリスタルが、再び光を収しゆう斂れんし始める。宣言する。

「次は殺します」

　アーチェスのことを言っているのか、それとも方々に伏ふくした彼の配下を指しているのか。銃口などと気の利きいたものを持たぬ結晶体は、しかしウィル子の殺意を汲くむが如ごとくに輝かがやきを増していく。

　アーチェスが軽く息を吞のんだ。

「電子の精せい霊れい……ですか。どうやら、ヒデオ君よりもあなたの方がマークすべき存在だったようですね」

「……これで最後です。マスターを。どこへ。やったのですか？」

　視線を受けながら……諦あきらめるように。アーチェスは、小さな溜ため息いきをついた。

「ライネーズ君。お願いします」

　照明が落ちた。空調も、モニターも、端たん末まつの電源ランプも、電気によって稼か働どうする全すべてが静止する。明かりはガラス張りから差し込む光のみ。停電。

　否。電源は、その予備ごと落とされたのだ。

「あ……」

　と、ウィル子の小さな声。

　クリスタルの輝きも、緩ゆるやかに失われていく。はっきりとした槍の形が、空気に溶とけ出すように境目を失い、消失していく。初めて、アーチェスから視線を逸そらしたウィル子だが、向かおうとした先のモニターに入れない。

「あ……ぁ……！」

「ウィル子さん!?」

　当てられた刃も忘れてラティは立ち上がる。ウィル子の体にノイズが走り始めていた。それは徐じよ々じよに荒あらく、うるさく。

「センター内の電源と同時に、回線も物理的に遮しや断だんしました。もう、あなたに逃にげ場はありません。……違ちがいますか？」

　発作でも起こしたように苦く悶もんの表情を見せ、ウィル子は胸を搔かき抱いだく。ばしんっ、と一度、大きくノイズが弾はじけた。槍も結晶も霧む散さんする。それでも尚なお、彼女は問う。

「マ……スター……。どこ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。今はまだ、生きています。ですが……あなたは知りすぎてしまった。そして異形過ぎるが故ゆえに、私たちは……あなたを、彼らのように捕らえておく術すべを知り得ない」

　憂うれいを帯びながらも、アーチェスはウィル子へとサーベルを構え直した。間かん髪ぱつ、ラティは振ふり返ろうとしたが、光線のダメージから回復したミッシェルに取り押さえられる。

「放しなさいっ！」

「お前くらいの魔ま人じんじゃ、獣じゆう人じんのパワーには敵かないませんのニャ！」

　ラティが歯は嚙がみする間にも、ノイズに吞まれ行くウィル子の体は、向こうが透すけてしまうほどに霞かすみ始めていた。

「ウィル子さん！」

「……こんな形で出会わなければ。あなたは、この世界の新たな可能性だったのでしょう」

　そんな苦く悩のうじみたアーチェスの言葉も、ウィル子にはもう、聞こえていないようだった。

「マ……スター……マイ・マスター……。どこ……。暗い……ウィル子は…………ここに……」

　瞳ひとみの焦しよう点てんさえ、もう合ってはいなかった。

　砂の崩れるように。霞かすみの流れるように。

　ふわり。おぼろげに漂ただよい。色は薄うすく。

「……残念です」

　感情を殺し双そう眸ぼうを細めたアーチェスが、撫なでるようにウィル子の姿を斬きり払う。

　薄うす暗くらがりのホールに、電光は散った。




　　　　◆




「っ……」

　目め眩まい。

　暗転する意識に逆らう間もなく、ヒデオは突つき立てたスコップにもたれかかった。

「どうした、ヒデオ君……？」

　訝いぶかしんだ大たい佐さに答える間もなく、その場に倒たおれ込んだ。

（ウィル……子……）

　それだけが脳のう裏りに蘇よみがえった。

　あの時と同じだった。

　聖魔グランプリ。意識が落ちかけ、彼女の統制する莫ばく大だいな仕事量を垣かい間ま見みたあの時と。何かが一方的に自分の中に流れ込んできた。

　低い天てん井じようを振り仰あおぐ。心はその遥はるか彼方かなたを見た。きっと彼女の声のした方を。




　無事ですか、と。

　大丈夫、と。




（……）

　繫つながっている。

　まだ、繫がっていた。

　そして……心配してくれている。

「ヒデオさん、大丈夫ですか!?　しっかりしてください……！」

　気が付けば、必死な声の美奈子に揺さぶられていた。それで再び、はっきりとした意識が戻もどってくる。

「……っ」

　愚おろかだった。

　極ごく悪あくと、愉ゆ快かいだと笑っていた彼女。もう、こんな自分になど興味もないと思い込んでいた。

　違った。

　この世に未練などもうないと、自分が自分に言い聞かせていただけだ。そうして自分勝手に、ウィル子や美奈子や、こうして心配してくれる仲間たちの気持ちを無視し続けてきただけだ。

　最悪だ。

　なんて恩知らず。

　望まれるなら。望んでくれるなら。せめてその対価を支し払はらうべきだ。まだ生きている。大佐の脅おどし以上に、パートナーであったウィル子の声は、ヒデオの胸きよう裡りに生を呼び起こす。

　前向きに考えろ、と。

（否いな……）

　それだけでは足りない。自分が弱い人間であることは、もう何度も何度も嚙かみ締しめてきた。だから、目標を設定したところで達せられるはずもない。

　ならば、前向きに自分を追い詰つめる。

　そう、せめて逃げる形であれば、悪あがきもするだろう。

　ウィル子は自分に感かん染せんしたことでこの世に現れた。仮定ではあるが、もしも自分がここで死ねば……ウィル子はどうなる。今まで考えることを拒きよ否ひしてきた恐おそろしい答えが、すぐに導かれる。

　そういうことだ。

　二は十た歳ちにもなったいい男が、いつまでも悲劇のヒロイン気取りではいられない。自分が生きるとか死ぬとか、ああ、そんなのは本当にどうでもいい。でもウィル子がそうであってはだめなのだ。

　まだ何一つ、これっぽっちの恩も返してはいない。聖せい魔ま杯はいへ誘さそい、都市に導き、束つかの間ではあるが本当に楽しい日々を過ごさせてくれた……その対価の支払いは、まだ済んではいないはずだ。

「大だい、丈じよう夫ぶ……です」

　見守るみんなに一つ頷うなずき、ヒデオは再び立ち上がった。




　生きる、ではない。

　帰らなければ。

　生きて、帰らなければ。




　この胸に、まだ絆きずなはある。







[image: デイ・アナザーダイ]







　　　　①




　歓かん声せいが津つ波なみのように押し寄せた。

　鈴すず蘭らん、リュータともオブジェから転がり出たタイミングは同時。地を蹴けったタイミングも同時。得え物ものを振ふりかざす速度も全くの同時。

「チェックメイトォおおおおおおッ!!」

　とチェスを知らない鈴蘭が叫さけび。

「王手飛車取りだァああああああッ!!」

　と将しよう棋ぎを知らないリュータが叫ぶ。

　互たがいに腕うでを交差させ、互いの銃じゆう口こうが互いの眉み間けんを捕とらえていた。いかに訓練を積み、実戦慣れしたリュータでさえかわせる距きよ離りではなく、またいかに防ぼう御ぎよ力の高い衣い装しようを纏まとった鈴蘭であろうと、その場所は素す肌はだを晒さらしている。

　決着のとき。

　地を震ふるわせ続けた歓声が、夢ゆめ幻まぼろしのように沈ちん黙もくする。聞こえるのはどちらの銃声か。それによって倒れ伏ふすのは、どちらか。

　束の間の睨にらみ合い。

　今や言葉など必要ない。

　互いににやけ顔を見せた瞬しゆん間かん、それを合図にそれぞれの引き金を引き絞しぼる──!!



　がちっ。




「「「「……」」」」

「……あ、あれ？　ジャム？　ジャムった!?」

　がちゃがちゃとＭ16のレバーをいじる鈴蘭。同じようにデザートイーグルをいじりながらリュータが言う。

「バァカ、お前のは弾たま切れだ！　くそっ、冗じよう談だんじゃねえ！　こんなときに作動不良起こすかよ……!?」

　がちゃがちゃ。

「なに紅くれ豚ぶたみたいなこと言ってるの!?　私の方が引き金引くの早かったし!!」

　がちゃがちゃ。

「ふざけんなてめえ、最期に何か言いてえことでもあるかと思って俺がちょこっと待ってやってたんじゃねえか!!　つーかクレブタってなんだ!?」

「うわあダサいショボい今どき世界の宮みや崎ざきアニメ知らないなんて信じらんないこのダンジョンオタクそんなだからモテないんだぞっ!!」

「うるせえこっちだってお前みてえな貧ひん相そうなバディした女にモテようなんざ端はなっから思っちゃいねえ覆ふく面めんどもから総スカン喰くらったくせによく言うぜっ!!　いま思い出したが金返せ!!」

「え～？　なんのこと？　知らな～い」

　がちゃがちゃがちゃがちゃ……。




　ぱぱんっ!!



　言い争いに夢中になりながら互いの銃を操作するうち、双そう方ほうの銃口はあらぬ方向へ暴発した。

「「直った!!」」

　かちん☆

「「「「……」」」」




　今度こそ、双方弾切れの音だった。




　司会のレナが、不服そうな観衆らの顔色を窺うかがいつつ、拍ひよう子し抜ぬけしたような鈴蘭とリュータの元へそそくさと駆かけ寄った。マイクを口元に。

《え～……と。どうしましょうか……？》

　ぱちくりしながら、レナがマイクを二人の方へ。

「あ～、そうだな……」

　リュータがスタジアムに漂ただよう白けた空気を気にかけつつ。

「ま、まあこういう場合は、ほら。あれだろ。開始当初のルールに則のつとって、弾だん薬やく補給して仕切り直しってのが……」

　嫌いやな空気は直らない。あそこまで盛り上げられてのこの仕打ちに、観客の不満は爆ばく発はつ寸前である。しかし、そこはさすが聖せい魔ま王おう。

「殴なぐり合いッ!!　それはもうハリウッドのアクション映画みたいに!!」

　有う無むを言わせぬ鈴蘭の気勢、またその有史以来最もわかりやすい決着方法の提案に、再びの歓声がスタジアムへと帰ってくる。

「い、いや、おい、待てよリリー！　だから俺は女を殴るような趣しゆ味みは……！」

「聖魔王キィーック!!」

　どげしっ!!
「げふっ!?」

　リュータはその場に突つっ伏ぷした。

「どうだ！　対みーこさん用ジャンピングローリングソバットに改良を重ねた聖魔王キックの味は!?」

「ふっ……ふざけんな!?　ジャンピングもローリングもしてねえただのケンカキックじゃねえかっ!?」

「余計な動作を省いて出足を早くしたのが持ち味だ♪」

「じゃなくてだ！　てめえいきなり卑ひ怯きよう」

　がごすっ!!
　と。起き上がろうとしたリュータの横っ面つらを真上から踏ふみ付けた鈴蘭。眉まゆをハの字に、ニヤニヤニタニタ笑いながら、ぎゅうぅ、とそれを踏みにじる。

「んでぇ～？　なんだっけ、リュータくぅん？　誰だれがツルペタで洗せん濯たく板いたで前と後ろの区別もつかないってぇ？」

「ちょ……！　誰もそこまでは言ってねぇ……！」

　げしっ！　げしっ！

「あれぇ～？　おかしいなぁ？　確かにいつかどこかで聞いた記き憶おくがあるんだけどなぁ？」

　聞いたことは事実なのだが、それが五年以上前のとある山中でのこととまでは頭に血が上っていて思い至らない鈴蘭。

「胸で女性を差別する悪魔の申し子に鉄てつ槌ついを!!」

「え、冤えん罪ざいだ！　冤罪だー！」

　叫ぶリュータだが、観客席からは聖魔王を讃たたえる女たちの黄色い歓声が飛び交かい、心当たりのある男どもは聖魔王の逆げき鱗りんに触ふれし者の末路に肩かた身みを狭せまく青ざめた顔を俯うつむかせ、かくして王の暴挙に異を唱え、哀あわれな生け贄にえを救おうという声ついぞ聞かれず。

「ね、リュータ！　謝るのも勇気のうちだよ！　そしてちっぽけな過去の諍いさかいを忘れよう！　ちっぽけなお金のことも忘れちゃおう！　そして私たちはもう一度手を取り合って、輝かがやかしい未来へと向かって行くんだ！」

　げしっ！　げしっ！　げしっ！

「ふざけんなてめえ馬ば鹿かいい笑え顔がおして何本気で蹴り込んでやがる!?　んなちっぽけな悪口もちっぽけな金も忘れられねえとはほんとちっぽけな聖魔王だな!?」

「……」

　鈴蘭の足が止まる。リュータは口の端はしに流れる流血を拭ぬぐうことも忘れ、ひた叫んでいた。

「聖魔王ってのは、そうじゃねえだろう!?　お前はもっと寛かん大だいな心の持ち主だったはずじゃねえか！　決勝トーナメント開幕のときのお前の演説に、俺たちは心底痺しびれたんだぜ！　この世の全部の種族を集めて、諍いなくまとめ上げてしまおうなんて普ふ通つうは思えることじゃねえ！　いや、思うどころかそれを本気でやってしまおうってんだからよ、お前はほんとに大した奴やつだと思ったんだぜ!?　なあみんな!?」

　おお、そうだ、その通りだ、と観衆は少なくない賛同の声を送る。

「卑怯な真ま似ねはやめろー!!」

「正々堂々と戦う強い姿が見たいんだ!!」

　ひたむきな口々の言葉に背を押され、リュータは眼まな差ざしを強くする。

「……わかったかよ。お前は今、魔まつ殺さつ商会会長のリリーじゃねえ……聖魔王、名な護ご屋や河かわ鈴蘭のはずだ！　ここにいる全員が、そう思ってお前のことを応おう援えんしてるんだぜ!?　お前って奴は、そんなみんなの期待を裏切るってのか!?　悪の組織なんかにいたせいで、そんな大切なことすらどうでもよくなったってのか!?　勝てりゃあなんでもいいなんてのは、ちっぽけなザコのやることだぜ……違ちがうか、聖魔王鈴蘭！　名護屋河鈴蘭よぉッ──!!」

　リュータの血を吐はくような渾こん身しんの叫びに、誰も彼もが温かな拍はく手しゆを送……。

「聖魔王クラ～ッシュ」

「ぎゃ」

　鈴蘭の自由落下させたアサルトライフルの台だい尻じりが、リュータの顔面を直ちよく撃げきした。

「上等だリュータ・サリンジャー。胸だけじゃなくこの私の存在自体、生まれてきた意味そのものがちっぽけだとまで言うわけだ。ケンカ売ってるって考えていいんだよね？」

「いや……そういう意味じゃなくてだな」

「それに私、別にスポーツの祭典を開いたつもりはないからね。ルールよく読んだ？　『勝負方法問わず』。卑怯なコトしちゃダメだなんて、私一言も言ってないし。それに聖魔王も一人の人間だから。聖魔王である以前に悪の組織の総そう帥すいだから」

「そっちが先なのかよっ!?」

　そのままぺったんぺったん、杵きねで餅もちをつくように。実際には、ガゴスガゴスとＭ16を打ち付ける。

「で、誰の胸がちっぽけだって？　早く謝っちゃった方が楽になれるよ？　まあ私は謝らないでもらえた方が長く楽しめるからいいけどね♪」

　ガゴスガゴスゲシガゴス!!
「ちょっと待てっ！　待っ……！」

　鈴蘭は倒たおれたリュータをガンガン打ち付け、また蹴り込んでいく。

　ここだけの話。

　聖魔王が見せたそんな悪あつ鬼き羅ら刹せつのような様は、身に覚えのあるレナも軽く引き、そしてまた自省を促うながすほどの勢いだった。
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　観客という観客が聖魔王の暴ぼう虐ぎやくに怖おそれ戦おののき……要するにドン引きする一方で、片かた隅すみに用意されたテーブルでは、みーことエルシアが二人の様子を眺ながめながら、それぞれに緑茶と紅茶をたしなんでいた。

「……」

　エルシアが、それとなく自身の胸むな元もとを見下ろしていた。

「……」

　それからふと、みーこの方を見やる。

「何じゃ、お嬢じよう？」

「……そういうのがいいのかしらね」

「ああ。なるほどの。まあお嬢はまだ若いからの。気にすることはないよ」

　みーこは笑い、のほほんと茶ちや菓が子しの煎せん餅べいを食はむ。

「別に気にはしていないわよ」

　エルシアはクッキーを一口。

「ただ、食べた分だけ大きくなるようなものなのかしら、と思って」

　パキン、と煎餅を嚙かみ砕くだくみーこ。

「お嬢も育ち盛りだからの。たくさん食べればよいよ」

「あら。あなたほど大口ではないもの」

　まったく同じタイミングでそれぞれのお茶を一口。そして深々と一息。

　もし、魔人に連なる者が半径十メートル以内にいたならば。半径十キロ以上先に脱だつ兎との如ごとく逃にげ出すだろう、そういう雰ふん囲い気き。

「前々から思っておったが、お嬢は遠えん慮りよというものを知らぬのう。そんなだからいつまで経ってもお嬢なのだよ」

「奇き遇ぐうね。私はあなたの上から見ているような物言いが気に入らなかったわ。トシを取るってそういうことなのかしらね」

　そしてまた、それぞれのお茶を一口。

　器を置くと同時に、みーこは百匹ぴきのノヅチを地中より呼び覚まし、エルシアは魔導書をテーブルに置いたまま手の平かざし光線で薙なぎ払はらう。

　ノヅチの出現によりスタジアムの三分の一が損そん壊かいし、エルシアの魔法によってもう三分の一が吹ふき飛んだ。

《ちょっと!?　何!?　何ですか!?　一体何が!?　逃げて！　皆みなさん逃げてぇえええええええええええっ!!》

　司会の女が喚わめいているが、二人にはどうでもいいこと。取っ組み合いのケンカの足元で蟻ありが右往左往していても、気にする者などいないように……観客席から逃げまどう誰彼にとって、二人はそういう存在であった。

「それだけ生きておっても、尻を叩たたいてやらねばわからぬようだの。小こ娘むすめが」

「お母様の配下であったあなたが？　老体風ふ情ぜいが、冗じよう談だんでしょう」

　魔力を手の平から奔ほん流りゆうさせるエルシア。ほぼ同時、瀟しよう洒しやなハンマーをその光線に打ち付けるように振ふり下ろし、消失させるみーこ。双そう方ほうの攻こう撃げきはしかし奇き妙みような共鳴を呼び起こし、勢いよくぶつかった水が四方八方へ飛び散るように、さらなる破は壊かいを周囲へと呼び起こし……。
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　たっぷりと暴れた一時間後。

「……飽あきたわね」

　ぽつり、唐とう突とつにエルシアが言った。

　今またハンマーを振り上げようとしていたみーこは、その姿勢のままぱちくり。嘆たん息そくさながら手を下ろし、杖つえにもたれるように地に突ついた。

「……ほんっとにぬしはやんごとなきお嬢だの。ここまでやったものを」

　センタービルが無傷であるのが不思議なほどの、灰かい燼じんの荒こう野やである。

「が……わしもそろそろ腹が減ったところだよ」

「洋食なら付き合うけど」

「構わぬよ。箸はしくらい言えば出るであろう？」

　気が付いたらそこに現れて、いつの間にか消えてなくなる竜たつ巻まきのように。人々にとっては、そういう天災のようなもの。

　瓦が礫れきの山の一角から、ごそ、と抜ぬけ出したのは霧島レナ。

《え……え～……。あ、あ～。テステス。こほん。マイクとスピーカーが奇き跡せき的に無事なようですが……生きてる人、いますか……？》

　辛かろうじて逃げ延のびた観客が半分。逃げ遅おくれ、伸のびた観客が半分。マイクとスピーカー同様、奇跡的に死傷者もなし。それというのも結局はエルシアができる範はん囲いで加減し、魔力の反射を計算したり、みーこがノヅチを壁かべ代わりに現し、魔法や衝しよう撃げき波はの余波をカバーしたりした結果なのだが……それに気付く者なし。

「はいっ！　生きてるっ！　聖魔王強いっ!!」

　両拳こぶしを突き上げ、瓦礫を押し退のけ立ち上がった鈴蘭。

「勝ち誇ほこるのはまだ早いぜ、俺だって……！」

　同じく瓦礫を撥はね除のけたリュータが見たものは……がちゃり。鈴蘭が隠かくし持っていたサイドアーム、ベレッタの銃じゆう口こうだった。

「お、おい………」

　鈴蘭は、にへら。

「霧島君？　ルール変へん更こうは受理されてないよね？　勝負はショック弾だん頭とうの撃うち合いでのみ決着」

《はい……その通りです。リュータ・サリンジャーは殴なぐり合い勝負を認めませんでしたから》

「ってことで。グッバイＧＯＯＤ　ＤＩＥ♪」

「マジかあああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　そんな絶ぜつ叫きようを他よ所そに。ショック弾頭がリュータの眉み間けんに炸さく裂れつした。

《勝負あり!!　勝者、聖魔王鈴蘭様とみーこ様ペア……なんですけど》

　レナの語ご尾びが寂さびしく窄すぼんでいく。

　当然、聞いている者などいるはずもなく。夕暮れを前に一いち陣じんの風だけが荒野に吹き抜けた。マイクを下ろしたレナが髪かみを搔かく。

「……鈴蘭様ぁ。どうするんですか、これ……せっかくの決勝戦が、これは一日二日じゃ直せませんよ」

「でも一週間かそこらでできたスタジアムでしょ？　エリーゼちゃんのとこに頼たのめば、またそれくらいで直してくれるってば。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！」
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　そんなこんなで要よう請せいを受け、その日のうちに魔殺商会を訪おとずれたエリーゼ社長。話し合いの席に着くなりこう切り出した。

「バーカ!!　バーカ!!　バーカッ!!　自分とこの不始末ウチに持ってくんなカスっ!!　死ネっ!!」

　負傷者数と被ひ害がい状じよう況きようを知り、改めてことの重大さを理解した鈴蘭会長平謝り。

「いや、そこを何とか。曲げてお願いしたいわけで」

「曲がるも直角も知るかボケっ!!　わたしだって一歩間ま違ちがえりゃ消し飛ぶところだったわよッ!!　まずその謝罪と賠ばい償しよう金が先でしょうがッ!!」

　ガンガンテーブルを蹴けり上げながら恫どう喝かつを繰くり返すエリーゼ社長。コメツキバッタもかくやの勢いで頭を下げる鈴蘭会長。

「はい、はい、おっしゃるとおりでございます。それでその、何とか一週間……」

「はあ!?　ウチの社員の半分も病院送りにしといてなに寝ね言ごと吹いてんのこの兎うさぎさんは!?　人手足りるわけないでしょーが一週間で直るかっ!!　とりあえず全員ノシ付けて返セ」

「いや、だけどそれはほら、うちのみーこさんもさることながらうちと関係のないエルシアさんも、その、あれなわけで……」

「つーかそもそもあんな歩く核かく爆ばく弾だんども表に野放しにしてんじゃないわよっ!!　首に縄なわ付けて地中投とう棄きしとけ廃はい棄き核燃料みたいに!!　そのためだったらいくらでも穴ぁ掘ほってあげるわよ、ああっ!?」

　ううむ、と唸うなる鈴蘭。

「……あの二人が聞いてたらただじゃ済まないんだから」

「そう？　呼びたきゃ呼んでくれば？　そっくりそのまま同じセリフ吐はいてあげるけど、この屋や敷しきが消し飛んだところでウチは絶対直してやんないわよ？　そういう意味ではただじゃ済まないでしょうね？」

　鈴蘭としても、それは困るわけで。

　エリーゼの背後に控ひかえている翔しよう希きを、ちらと見やる。

「う～……長は谷せ部べ先せん輩ぱいからも、なんとか言ってあげてください」

「そうだな。エリーゼ、もうそのくら」

「バイトが社長に意見すんナ。すっ込んでろカス。とにかく死ネ。丁度いいから魔殺商会にあげるわこのバカ」

「いや……あの、そういうの、間に合ってますから」

　鈴蘭は押し売りを断るように手を左右。

「もらってくれたらスタジアム直してあげるわヨ」

「うちにも人事権というか、選ぶ権利みたいなものが」

「本当にヒドイ会社だわ、ねえ翔希。あんたとあんなに仲良しごっこだったのに、いらないんですって。人の本性なんてそんなものよ」

「俺……もう帰っていいか。実家に」

　そっぽを向いて体育座りを始めた翔希の背中へ、鈴蘭は声をかけた。

「翔しよう香かさんに毎日ニート呼ばわりされるのが嫌いやで家を出たんじゃ？」

「毎日ビールと競馬新聞買いに行かされる自宅警備員の方が、よっぽどマシな気がしてきた」

　鈴蘭の後ろにいたクラリカが、護衛の役も忘れてふわわとあくびする。

「翔希さんも大変っすねぇ。ま、働くだけが人生じゃないっすよ。しあわせあれ」

「くっ……」

　歯は嚙がみしいじける翔希を横目に、エリーゼが真ま面じ目めな顔で手を打った。

「わかったわ。そのメイドと翔希を交こう換かんしましょうよ。それでつまらないことは忘れて、スタジアムの修しゆう繕ぜんを請うけ負ってあげる」

「あたしは翔希さんみたくお安くないっすよ～。月々三十万円もらってるっすからね」

　したり顔で笑うクラリカ。なお俯うつむく翔希。

「……俺の倍かよ」

「安っ。じゃあウチは月々百万出してもいいわよ」

　ふら～、とエリーゼの方へ吸い寄せられていくクラリカの腕うでを、鈴蘭はがっしと摑つかまえた。

「汝なんじお金につられることなかれ」

「鈴蘭さん。働くだけが人生じゃないっすけど、世の中はお金っす」

　同調し、エリーゼは小こ悪あく魔まじみた八や重え歯ばを覗のぞかせる。

「そうよ、結局あんたんとこはいくら出すかって話でしょうが。誠意を見せろって言ってんのよ、誠意を。おわかり？」

　ケタケタ笑うエリーゼに、返す刃やいばを持たない鈴蘭。そんなオトナの話し合いが始まろうとしたときだった。

「にゃ～……ラトゼリカ来てない～？」

　ぽそぽそ頭を搔きながらドアを開けたヴィゼータが、室内を見み渡わたす。

「あれ？　カッコ。ラトゼリカさんは……確か今日はセンターの受付じゃなかった？」

「そうなんだけどね？　昼番だからもう帰って来てるはずはず～。番組行く前にリップルラップルと一いつ緒しよにご飯食べる約束だったのに、ケータイ電話にも出ない出ない」

　がっくり、ダメダメと首を振ふる。そうしてドア口を塞ふさぐヴィゼータを押し退のけるようにして、今度は貴たか瀬せが駆かけ込んできた。

「少し話があるのだが……」

　ソファにかけたまま、ガン、とテーブルに足を載のせたエリーゼ。

「丁度よかったわ伊い織おり貴瀬。ここの会長アホみたいだから、あんたを呼ぼうと思ってたところよ」

「ふん、当たり前だエリーゼ・ミスリライト。会長なんて役職は大たい概がいお飾かざりと相場が決まっている。そんなことより……」

「ひどい！　ご主人様、社長のくせになんて暴言を！　しかもそんなことって！」

　貴瀬は摑みかかるような鈴蘭の顔面を、鬱うつ陶とうしそうに手で押し退け。

「いいから聞けこのクソ馬ば鹿かぺったんこ」

「あーっ!?　思い出したーっ!!　なんかリュータと違ちがうと思ってたけど思い出した!!　ご主人様が全ての元げん凶きようだったんだ!!　聞いて、エリーゼ！　今みたいな暴言がなければ私は勘かん違ちがいすることもなかったし、みんなから卑ひ怯きよう者呼ばわりされることもなかったし、結果としてサクッと勝負も片付いてみーこさんとエルシアさんがケンカする事態にはならなかっ」

　ぽか、すか……ぽかんっ!!
「痛ったたたたた……！　何するんですかご主」

「俺が聞けと言ったら黙だまって聞けばいいのだこの成人しても前か後ろかわからん立体二次元が!!　大陸間弾だん道どう聖魔王鈴蘭ミサイルにして、飛・ば・す・ぞっ!!」

　拭ぬぐい去ることのできぬ過去と真の罵ば倒とうというものを思い出し、大人しくソファにかけ直す聖魔王猊げい下か。

「二次元て……二次元はいくらなんでもあんまりだ……ペタンコだとしてもペラペラではない……」

　しくしくしく。

　イライラしたようなエリーゼの顔付きは変わらない。

「……なに。話は終わった？　わたし、帰っていいわけ？」

「いや、待て。ある意味貴様も信用できるだろう」

　神しん妙みような貴瀬の声に眉まゆ根ねを寄せ、小首を傾かしげるエリーゼ。貴瀬がノートＰＣをテーブルに開く。ヴィゼータ、クラリカ、翔希も寄ってきて、目を醒さますように気を取り直した鈴蘭が言った。

「それ、ウィル子ちゃんのパソコンじゃ？」

「ククッ……そうだ。準決勝の最さ中なか、姿を消したウィル子が残した文書データだ。面おも白しろいぞ。読んでみろ」

　ニタニタ笑う貴瀬を除き、面々は人ひと垣がきを作ってモニターを覗き込む。それらの面おも持もちが真しん剣けんなものへと変わるまでには、そう長い時間はかからなかった。

「……ご主人様」

　危機感を含ふくむ声で、真っ先に顔を上げたのは鈴蘭だった。

「これ……、事実なんでしょうか？」

「笑い飛ばすに相応ふさわしいような突とつ拍ぴよう子しもない情報だが……あのウィル子が引っ張ってきたものだ。そしてついさっき、エンジェルセイバーから裏を取ることができた」

　感かん嘆たん混じりに鈴蘭が言う。

「エンジェルセイバーが……？　よく喋しやべりましたね」

「別に口を割らせたわけではないのでな。こういう情報が流出しているぞ、とおもむろに教えてやったら、向こうが勝手にビビったのだ。それが何よりの証しよう拠こだろう」

　絶対に表に漏もれることのない、また漏れてはならない、故ゆえに鉄てつ壁ぺきであるはずのセキュリティを破られたのだ。
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　鈴蘭は首しゆ肯こう。

「で、ウィル子ちゃんは」

「帰っていない」

　今度は全員が、はたと顔を上げた。

「俺にその内容を読んでおけと言い残し、そのまま画面の中に消えてしまった。だから逆に聞きたいのだが……夕方以降、ウィル子の姿を見た者はいないか？」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを押し上げた貴瀬が見回すが、名乗り出る者はない。

「……ふん、となれば簡単だ。何かに気付き、一人で首を突つっ込んだ。そしてドジを踏ふんだ」

　現役の頃ころと何ら変わらぬ目付きをした翔希が、呟つぶやくような低い声で言う。

「ミイラ取りがミイラになった……ってことか？　この何人かの行ゆく方え不明者を捜さがして」

　クラリカが首肯。

「そう考えるのが妥だ当とうっすよ、翔希さん。ウィル子さんはヒデオさんのことを、必死になって捜してたっすからねぇ」

「でもちょっと待って」

　鈴蘭が悩なやみ半分の面持ち。

「まさかあのアーチェスさんが？　本当に？」

「以前にうちに警告が来たのを忘れたか、鈴蘭」

　貴瀬が言う。

「この文書にも記録されている。アルハザンが何かを企くわだてている、という警告だ」

「だからそれにはちゃんと注意を払はらってて、でもこの前の会食のときに和解して、みーこさんもそれを認めて……」

「君は下手にそうして会っているから、そんな印象を抱かされているのではないか？」

　鈴蘭がぎょっとしたように目を丸めるが、貴瀬は否定。

「ああ、まあそれが悪いとは言わん。そうして誰とでも馴なれ合えてしまえるのが君の良いところだ。聖せい魔ま王おうと慕したわれるのも、悪の組織の総そう帥すいとして部下たちが慕うのも、そんな明け透すけなところが美点だからだろう。ただ……」

　念を押すように、貴瀬は一いつ旦たん言葉を途と切ぎれさせる。

「俺は話でしか聞いていないのでな。そこまで心を許せるような相手には思えんのだ」

「でも、だったらご主人様だって一度会ってみれば……」

「悪いがいま言っているのはそういう問題ではない。俺のようなスレた視点の持ち主から見れば、アーチェスと失しつ踪そう事件とは結びつけない方がおかしい気がする、という話だ。エリーゼはどうなのだ。クロスフラッグスのときに会っているだろう」

　彼女は、非常に冷めた顔付きをしていた。

「あいつが何かやらかしている、って証拠ならないわよ。だったら見た目云うん々ぬんの話をしたって無む駄だでしょうが？　伊織貴瀬」

「そうだな。それも一理あるが、証拠がないからこそとりあえず誰に当たりを付けるかという話だ」

「そうね。だったら……一言で言えば気に入らないわね」

　と、一度は甘かん言げんを弄ろうされたエリーゼが言う。

「なるほど。珍めずらしく意見が合ったな」

「あんたらの次くらいに気に入らないだけだけどー」

「その会社のバイトはどうだ」

　クソガキとすら呼ばれず空気のような扱あつかいを受けたことに、口を尖とがらせる翔希。

「……まあいいけどさ。そうだな。俺の視点で言えば……」

　虚こ空くうを見上げ、それを思い起こすような仕草。言葉はすぐに見つかった。

「鈴蘭と同じ印象だ。気の良さそうな人にしか見えなかったな。魔族なんて言うから、もっと凄すごみのあるものかと思っていたけど……会ってみて、拍ひよう子し抜ぬけしたくらいだ」

「あんた、その後は何も思わなかった？」

　不意のエリーゼの問いかけに、翔希が目を瞬しばたたかせた。

「なんだよ、その後って」

「あっそ。ま、あんたは良い子ちゃんだから別にいいけど」

　言い置き、エリーゼが声を鋭するどくした。

「気に入らないのよ。あれだけ人の好よさそうな顔して、愛あい想そよく振ふる舞まって、それなのにやたらペテンが回るのよ。ほんとのペテン師みたいにね」

「そんなに言うなら、とりあえずさらって締しめ上げてみればいいんじゃないっすか～？」

　ウキウキとモーゼルを眺ながめるクラリカの言葉に、貴瀬がやれやれと頭を搔かく。

「ま、結局はそれが一番早いわけだが……」

「にゃ～ん。で～んわ～……おっとぉ、ラトゼリカぁ！」

　場の雰ふん囲い気きなど微み塵じんも気にせず、ヴィゼータは部屋の隅すみっこに移動。その明るく吞のん気きな会話に、一時の緊きん張ちようも解ほぐれようというもの。

「え～。なになに、残業～？　ごはん～。うんうん。あ、なるほどね～。みんなと一いつ緒しよに？　……カレシじゃないよね？　殺すよ？」

　はた、と驚おどろいたようなのは鈴蘭。

「うん、おっけーおっけー。はいは～い、じゃ、まったね～」

「……え？　なに、カッコ。ラトゼリカさんに向かってそんな。ケンカでもした？」

　ぽそぽそと髪かみを搔くヴィゼータ。

「ううん、犯人から。ラトゼリカ、捕つかまってるって」

「「「……」」」

　たっぷり一秒ほど後。

「いつ!?」

「どこで!?」

「犯人は!?」

「要求は!?」

「……あのね？　ワタシも聖しよう徳とく太たい子しじゃないからね？　場所とかそんなの言わなかったけど、とりあえず大人しくしてろって。なんか変な声してたから、変声機？」

　言いながら、既すでに戦せん闘とう用の黒衣装に変身を終えていたヴィゼータ。

「というわけで、ちょっくらサイコロステーキ作りに行ってきます」

「ちょ、カッコってば」

　慌あわててそのマントの端はしを摑つかまえる鈴蘭。

「そんな、場所もわからないのに」

「にゃ～……だよね～。やっぱり待ってたほうがお得お得？」

「え？　お得って？」

「あとでまた連れん絡らくするって」




　　　　④




「通ジタ……ノダロウカ？」

《にはは、まあ大だい丈じよう夫ぶなのですよ～。ヴィゼータさんはあれが仕様なので》

　ウム……、と一息。段ボール箱の中のスモークはラトゼリカの携けい帯たい電話を畳たたみ、懐ふところへしまった。もう片手の携帯ゲーム機の液えき晶しよう画面には、ポリゴンですらない完全な二次元ではあるが、ウィル子が映っている。

「信ジラレン……君ハ本当ニ、コノ中デ生キテイルノカ？」

《だからそう言っているのですよー》

「ウム……」

《ですがスモークのおかげで助かりました。ウィル子も自分のことはあまりよくわかっていないのですが、あれはやばかったと思います》

　センタービルというシステム全体の、物理的なシャットダウン。電話線も電線も通れない。電波源すらない。自宅に使っているＰＣとの完全な隔かく離りは初めての経験だったが、さすがに危険なものらしい。

　クロスフラッグスのときはレールキャノンを撃うてるほどのエネルギーをかき集められたが、その隔離によって、増ぞう幅ふく回路の最初のダイオードが欠けたとでも言うべきか。突とつ然ぜん足元を失い真っ暗な宇宙に放り出され、全ての平へい衡こう感覚を失ったようなものだ。エネルギーを生み出すどころか、依よるべき五感がまずあやふやになってしまった。

　手で触ふれたはずの受付のモニターには入れず……その時、消え失うせる視界の中に見つけたのが、ゲーム好きのラティがカウンターの下に隠かくしていた暇ひま潰つぶし用の携帯ゲーム機。片やダブルスクリーンＬｉｔｅのタッチペン付き、片やプレステポータブル８ＧＢメモリー付き。

　溺おぼれかけた漆しつ黒こくの夜の海の中、足の爪つま先さきに岩がん礁しようの先せん端たんを見つけたような奇き跡せきだった。

　８ＧＢメモリー即そくゲッツ。なんか割とヤバげなデータもあった気がするが、気にせず食い尽つくして住空間確保。あとはのほほんとこの二次元の手て狭ぜまな空間で残ったデータの欠片をかじりつつ、ノイズ混じりの影かげだけ浮うかべてアーチェス相手にや～ら～れ～た～の小芝しば居い一つ。

　そうしてじっと身を潜ひそめた結果、ラティはすぐにどこかへ連れて行かれたが……ロビーが無人となった瞬しゆん間かんに、ウィル子入りのそれを手に取ったのがこのスモークだった。

《スモークこそ、とっくに火星へ帰ったものかと思っていましたが》

「ウム……。ソノハズダッタガ、都市ヲ脱ダツシヨウトシタ俺ノ元ニ届イタノハ、アノぐれいノ未帰キ還カン報告ダッタ……」

　彼らは地球に対して不ふ干かん渉しようの協約を結んでいた。しかし遠い大銀河からのグレイが行ゆく方え不明となった今、彼に対し何らかの危害があったとなれば再び銀河間問題が再燃する。グレイを救出し、それを未然に防ぐため、火星軍特とく殊しゆ部隊、フェックスハウンドに再び任務が下されたのである！

　行け、ガス・スモーク！　君が宇宙の平和を取り戻もどすのだ……!!
『……それはまあ、煙けむりは気体ですが……』

「ウム……マア、ソレハコッチノ話ダ……」

《それで、今まで一人で調査を？》

「ソウダ。ダガ俺ハぐれいノ奴ヤツトハ違チガイ、ふぇっくすはうんどノ一員トシテノすにーきんぐみっしょんダ……」

　基本、公おおやけに姿をさらせない身。グレイが帰らないまま、しかし不干渉のはずの地球に火星軍がうろちょろしていたとなれば、それだけであらぬ疑いがかかるのは必至。

《うは……それはなかなか難しい状じよう況きようですね……》

「ソレニ、誰ガ味方カモワカランヨウナコノ状況下デハ、誰ニ協力ヲ得ラレルカモワカラン」

　それもある。これだけ巧こう妙みように事を進め、内外に人員をばらまいているアルハザンだ。用心に越こしたことはないが……この場合はすでに顔見知りのウィル子。あのヒデオのパートナーであり、明らかに対立していた事実が、スモークに再びの接せつ触しよくを決意させた。

　決意というか、情報がないかと回収してみたゲーム機になぜかウィル子が入っていたのだが、スモークにとっての初めての協力者であることに違いはない。

《それでマスターは？》

「ウム……連レテ行カレルトコロヲ、俺は確カニ目モク撃ゲキシタ。一カ八バチカ、超チヨウ指向性すぴーかーデ〝キヲツケロ〟ト注意モ促ウナガシタノダガ……ドウモ、心ココニアラズトイッタヨウスデナ」

《そのまま連れて行かれてしまったと？》

「ソウダ。アノ猫ネコ娘ムスメト一緒ニ、えれべーたーデ上ニ向カッタマデハ確カク認ニンシタガ……びる自体ノ広サモアッテ、ソコカラノ足取リガ摑ツカメン」

《動体センサーや生命探知機みたいなものは、持っていないのですか？》

「アル。ソシテ人質ノ閉ジコメラレテイルふろあモ、先日ツイニ発見シタ」

《!!》

　喜色を浮かべるウィル子だが、スモークは苦く悩のうするような声だった。

「ガ……ソコニハ、ひでおモ、肝かん心じんノぐれいノ姿モナカッタノダ……」

《え……!?　ちょ、ちょっと待つのですよー！　それは一体、どういう……！》

　そのとき、ドアの開く音がした。

「……」

《……》

　スピーカー音量が大きすぎたか。

　システムは既すでに復旧しているらしい。室内の明かりを灯ともすスイッチの音。段ボール箱の中なので、外の様子まではわからないが声が聞こえた。

「猫の耳はいいのですニャ……」

　用心深く低く抑おさえた声。間違いようもない。

（あの愛想のいい大家さんが……まさか、敵だったとは）

　あの急場ではあったが、ガーベスらと共に襲おそいかかってきたとき。ウィル子は騙だまされるということを、心底味わった気分だった。それに加えての次の声。

「ボクの耳には何も聞こえなかったけど……ミッシェル、ネズミと間違えたんじゃない？」

（霧島さん……!?）

　半信半疑でしかなかったウィル子は絶句した。

　じゃあ、本当にそうなのか？

「ネズミの気配じゃなくて、ちゃんとした声が聞こえましたのニャ。携帯電話から漏もれる、女の子の声みたいでしたのニャ」

　確かに小型スピーカーから発したものだが、段ボールの覆おおい、しかも室外からそれを聞き分けたというなら呆あきれるほどの聴ちよう覚かくだ。頭の上の三角の耳、本当の意味で飾かざりではないらしい。

　そうして二人分の足音。探し回るように、気き紛まぐれな方向を向く気配。

「ザジから聞いたけどさ、そんなことがあったから神経過か敏びんになってるんじゃないの？」

「そですかニャ？　でもこっちも危うく死にかけましたニャ。あんな攻こう撃げきは反則ですのニャ」

「ふぅん……でも死んじゃったんだね、ウィル子ちゃん。川村ヒデオなんかとペアになったせいで……ところで、あいつは？　もう死んだの？」

（ッ……!!）

　決まりだ。

　霧島レナは黒。

　ウィル子の内面に、憤いきどおりと、一方でヒデオに対する不安と。

「それがまだまだしぶとく生き残ってますのニャ。たぶん、他の奴らが庇かばってますのニャ。本人が死にたがってるんだから、さっさと死なせてやればいいのにニャ。余計なお世話ですのニャ」

「ふぅん。そ。ま、いいけど」

　室内のぐるりを歩き回ったような後、二人は立ち止まった。

「何なら今度、一緒にイジメに行きますかニャ？」

「ん……。いいよ、もう。パパにも怒おこられちゃったし。痛めつけて気が済んだせいかもしれないけど、やりすぎたなって……」

「そですかニャ」

「あんなのに本気になったってさ。それは段ボールハウスに石投げたりする連中と一緒なわけじゃない。確かに恥はずかしいなって……反省してる」

　あは、あはは。

　まともに動けるなら、この場にヒデオがいて万ばん全ぜんの状態なら、ウィル子は今すぐ槍やりでも剣けんでも光線でもありったけをぶち込んでやりたい気分だった。せめて何か一言、言い返してやりたい。

　でも、今はダメだった。どうやらヒデオは、いつ死んでもおかしくない状況下に監かん禁きんされている。なら、こんなことで自分がキレてどうする。ヒデオの受けた苦痛、屈くつ辱じよくはこんなものではないはずだ。それでもなお、彼は生きているというのだ。

　ならば今は耐たえるとき。

　アルハザンの核かく心しんにいる間ま抜ぬけ二人が、堂々と情報をだだ漏らしにしているのではないか。だったらこちらこそ笑ってやれ。そしてよくできた貞てい淑しゆくなスパイウェアのようにただそこにあり、何の気配もなく、情報を掠かすめ取れ。それが今の自分にできる全すべてだ。

「心の病はムズカシイですニャ。ところで……」

　ところで、何だ……とさらに耳を澄すませた矢先。

「……なんで女子更こう衣い室に温うん州しゆうみかんの箱がありますのニャ？」

「！」

　スモークが明らかにぎくりとした。

（ド……ドウイウコトダ……！　段ぼーる箱ハ、ヤハリ魔マ法ホウノ箱デハナイノカ……!?）

（品名が空気読まなすぎなのですよ～っ……!!）

　カツコツ、近付いてくるレナの足音。

「……ふぅん。しかも今日捕つかまったラティさんのロッカーの前にあるわけだ。女の子の声って言ってたし、ただのヘンタイさんじゃなさそうである意味安心したけど」

　画面の中のウィル子は、ガクガク、ブルブル。だが、そこはスモーク。異星間隠おん密みつ任務を単独遂すい行こうするほどの腕うで利ききエージェントは、動どう揺ようを表に出さず……いや、そうした戦士の性さがとして、危機的状況下へ追い込まれるほど冷静になっていく。

　そして油断なく爪つめを構えたミッシェルが、勢いよく足を振ふり上げ……。

「さっさと姿を現しますのニャ!!」

　段ボール箱を蹴けり飛ばした。

『……ッ』

　液えき晶しようの中でぎゅっと目を瞑つぶったままのウィル子。

　だが。

「……」

「……」

「はぁ……なんか、バカみたい。いない相手に向かって喋しやべってたなんて……」

　ぐったりしたようなレナの声。すぐに踵きびすを返す音がした。

「やっぱりさ、ミッシェルは神経張り詰つめすぎなんだってば。大体、段ボール箱で潜せん入にゆうするなんて現実的に有り得ないでしょ。不可視結界とかならまだしも」

「ニャ……やっぱり、そですかニャ……？　ちょっと自信なくしましたのニャ」

　と耳をピコピコ。

「さ、早く戻もどってパパとこれからのこと検討しなくちゃ。みーこ様とエルシア様のせいでもう大変だよ……」

「そでしたニャ。ほんと魔殺商会が関かかわると、ろくなことになりませんのニャ……結局、地下の連中の作業も遅おくらせますかニャ？」

　地下……!?
「うん、そうみたい。ついでに伝えてきてくれる？」

「それが今日は、おかげで人手が足りませんのニャ。霧島さんにちょっと手伝って欲しいのですけどニャ……」

　電灯の明かりが消え、足音も遠ざかっていく。

　暗がりに光の剝はがれるような電光が生じ、スモークの姿が現れたのは直後のことだった。二人が退出するのが一秒でも遅れていたら、見み咎とがめられていたことだろう。

《助かったようですが……スモーク、今のは一体……》

「フフフ……。コレコソガ、地球上ニ生息スル、たこノ擬ギ態タイニひんとヲ得テ開発サレタ能あく動てい的ぶ・迷か彩む……ソノ名モ、おくとぱしー・ゔぃじょんダ！」

《なるほど》

「……」

《……》

「……火星ノ最サイ先セン端タン技術ダゾ、うぃる子」

　ちょっとした驚おどろきや、羨せん望ぼうを期待されているらしい。

《え～、しかし地球にも光学迷彩とかステルス迷彩とかそれこそつい最近オクトパスな迷彩とか、まぁ色々ありますので……全て実用化されていませんが》

　インパクトとしては、ちょっと薄うすかった。見る側ではなく隠かくれる側だったし。

「……ウム」

　ちょっぴり寂さびしそうな声を残し、スモークが起き上がる。

「ダガ、ヤハリ試作品カ……コノ大キサデハ、一分カソコラノ使用ガ限度ノヨウダナ」

　作動の名残なごりか、スモークのベルトに括くくり付けられた四角い箱が、あたかもショートしたように小さな火花を散らしていた。

《ですが、おかげで大きなヒントを得られたのですよ～！》

「アア。コノびるニイナイ者タチノ行ユク方エ……今ヨウヤク、ソノ謎ナゾガ解ケタヨウダ……！」
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　地上七十八階。

　それが彼らの閉じこめられ……そして今また、ラティの放り込まれたフロアであった。

「どうにかして甲こう士し郎ろうの奴やつにこっちの無事を伝えたかったのだが、スーツの修理を四六時中見張られてな……」

　唸うなったのは喫きつ茶さ店てんのマスターでも似合いそうな壮そう年ねんだった。ジャバンのパートナーで、みんなからはおやっさんと呼ばれているらしい。

「ハニ悪ワルさんはやっぱ、男の中の男だからよぉ……俺たちのこと、心配しちまって自由に動けねえんだと思うんだ……。あの人の手にかかりゃあんな連中、屁へでもねえハズなんだ。俺のせいで……くそ、情けねえ……」

　こちらはハニ悪のパートナー、ジョニー。金きん髪ぱつリーゼントの青年だが、いまいち決まらぬ垂れ下がった髪かみ型がたが、そんな彼の心象を表しているようだった。

「若がこのような老骨を案じてくださろうとは身に余る光栄……。しかしながら、あのような低てい俗ぞくな奴らめに虐しいたげられていると考えると、おちおち寝ねてもいられませんわい……」

　目のぎょろっとした鉤かぎ鼻ばなの老執しつ事じ、サンゼルマンが、ただでさえ曲がった背中をさらに丸めて気落ちしていた。

「私も、嫁よめ入いり前の若い身空であるお嬢じよう様さまが心配でなりません。若さ故ゆえに、一緒に捕まっているだろう他の皆みな様さまに、ご迷めい惑わくをおかけしていなければよろしいのですが……」

　これは一時期爆ばく弾だん魔まと怖おそれられたアカネのパートナー、アッシュ・ブランケン。無骨な甲かつ冑ちゆうを纏まとってはいるが、その兜かぶとの下の表情は、やはり心労に疲つかれた様子だった。

「大手を振って事務所に帰れると思ったんですがねぇ。これだから野や蛮ばんな連中は嫌いやなんですよ。レミーナの歌声が失われるということが、世界的な損失であることを考こう慮りよしていないんですからね。ええ」

　いかにも業界人、今どき「ザギンでシースー」等言っても違い和わ感のなさげな風ふう体ていの田岡が、くいくいと色眼鏡を押し上げる。

　そこに、一人の男が颯さつ爽そうと立ち上がった。

「つまりこれは全て、息子の住人レジデント・オブ・サンの陰いん謀ぼうだったんだよッ!!」

「なっ、なんですってぇーっ!?」

　喫きつ驚きようするラティ。

「ばうっ」

　これは大たい佐さの愛犬、ロッキー。

　そして静せい寂じやく。

「へ……へへっ……。スゲエや姉さんは……。コバヤシさんの話が理解できるなんて……」

「いやはや、私めのようなトシになりますとお若い方の話はどうも……」

　ジョニーがゴクリと息を吞のみ、サンゼルマンが温かい目で見守っていた。

「あ、いえ……とりあえず、状じよう況きようは大体わかりました」

　咳せき払ばらい一つ。

　信しん頼らいする者同士が参加するのがこの大会。そんなペアのそれぞれを分けて人ひと質じちにしたのでは、どちらも相方が心配で、身動きなど取れるはずがない。そして彼らの話では、ペアの主戦力、とでも言うべき方は、何らかの目的のため、こことは正反対の地下深くに閉じこめられているという。

　言い換かえればここにいるのは、放置してもさほど害はないと判断された者たち。

　だからフロア一つを自由に移動できるし、寝ね泊とまりの個室も用意されていて、こうして談話するためのスペースまである。問題は、エレベーターと非常階段の入り口には二十四時間態勢で二人一組ツーマンセルの見張りが立っていること。非定期的にガーベスのような幹部が見み廻まわりに来ること。

（でも……そうね？）

　自分たちはウィークポイントではある。

　だが、それ故に警備は甘い。地下の状況はわからないが、脱だつ出しゆつすると決めた場合には……警備のウィークポイントもまた、こちら側ではないのだろうか。

　無論、あのアーチェスか、ザジか、ガーベスか……ああした幹部クラスが一人でも出てくれば、それだけで全員が致ち命めい的状況になることに違ちがいはない。人間たちにとって、戦せん闘とう技能に特化した魔人とはそういうものだ。

　だが、それら全てが出で払はらったタイミングさえ摑つかめたなら……これだけの人数がいるのだ。

　ラティはまず、そんなところから意見を聞いてみた。すると当面のリーダーであるらしいおやっさんが、力強く頷うなずく。

「うむ。ここまで頭あたま数かずが揃そろった以上は、そう考えるのが妥だ当とうだろう。それにどうこう言ったところで、わしらが甲士郎たちの足を引っ張っている事実に変わりはない」

　言い換えれば。

「万一俺らがしくったってよ……ま、それはそれでハニ悪さんたちにとっての足あし枷かせがなくなる、ってこった。そうだろ、おやっさん」

　ジョニーの言葉に、おやっさんは生真面目な顔で頷いた。

　つまり。自分たちが死んだら死んだで、下にいる者たちが気き兼がねなく動けるようになる。ジョニーが述べたのは、そういう悲ひ壮そうな決意の言葉。そして、ラティにとって驚くべきは……それに異を唱える者が誰一人、いないということだった。

　ペアと言っても所しよ詮せん、血の繫つながりもない赤の他人。自分の命は自分の命。そう考える者が、この中には一人としていなかったのだ。

　命いのち懸がけではないとルールに定まったからこそ、これまで見えることのなかった結び付きの強さが、そこにはあった。だが、故に互たがいが裏切ることはないとアルハザンに見み初そめられた彼ら。皮肉と嘆なげくよりは、その狡こう猾かつさを憎にくむべきか。

「ひっひ……若にばかり、ご苦労をおかけできませんのでな。そもそも私めは皆様と違い、老い先も長くありませんゆえ」

　そう言わずに、とサンゼルマンの肩かたへ手をやるアッシュ。苦笑がてら、しかしその瞳ひとみには静かな炎ほのおが垣かい間ま見みられた。

「本来であれば、この私もお嬢様の身辺をお守りする身。それがいいようにお嬢様を連れ去られ、自分だけが無傷で帰ったとあっては末代までの恥はじ。私にしてみればこれは、万ばん死しをもってでも償つぐなうべき事態なのです」

「僕も同感ですね。業界にとってのタレントというものは、命より大事な金かね蔓づるです。それに救出できれば、デビュー時の話題性も充じゆう分ぶんです」

　飾かざらぬ言葉で、しかし業界人としての矜きよう恃じを見せる田岡。

「ああ。ＭＭＭＲはいつだって戦ってきた。たとえそれがどんなに恐おそろしい予言、陰謀、古代文明、天体現象だろうともな……！」

「ばうっ！」

　最後の一人と一匹ぴきについてはさすがのラティも意を汲くみ取りにくかったが、ともあれ気き概がいは充分。いや、今はまだ充分すぎる。

「落ち着いて、落ち着いてください皆みなさん。気持ちはわかりましたけど、ただ死ぬわけにはいきません。こちらの勝利は、全てのペアが無事に脱出することができて、初めて本物のはずです」

　話の流れから仕方なかったが、今しも飛び出さんばかりに血気に逸はやる彼らへ、ラティはそれをよく言い聞かせる。アルハザンはただでさえ知能的なプレーを得意とする。対するこちらがただのやけっぱちでは、足をすくわれるのは目に見えている。

　難しそうな顔で、おやっさんは眉み間けんの皺しわを深くした。

「だが……それでは一体どうする。今のわしらにあるものと言えば、身、一つだけだ」

「そこ、なんですよね……」

　ラティは思考を巡めぐらせる。

「そう……そこが最大の問題なんですけど。最低限、何とかして地下に監かん禁きんされている人たちとの連れん携けいが取れなければ」

「だが無線機なんてものはここにはないぞ。いや、多少の電子機器が揃えばわしが作らんでもないが……」

　ジャバンスーツを開発したおやっさんの頼たのもしい文言に、はたとポケットを探るラティだったが……喜色はすぐに落らく胆たんへと変わった。今日は受付のシフト。携けい帯たい電話は更こう衣い室のロッカーに置きっぱなしだった。まあ、持ってたところで取り上げられたか。

　おやっさんがかぶりを振ふる。

「……いや、やはり難しいか。このフロアがすでに地上三百メートル近い。甲士郎たちがいるのは、そこからさらに地中深くだ。電波はとても届かんだろう」

「そうですね……」

　窓からは、星の瞬またたくような夜景が見える。しかし外からこのフロアの様子は窺うかがうことはできない。強化ガラスには、ミラーコートが施ほどこされているためだ。だから投光器のようなもので信号を送るのもアウトだろう。いや、仮にできたとして、伝わる範はん囲いが広すぎる。アルハザンに属する誰かに見み咎とがめられる可能性は高い。頑がん張ばって窓を割れたとしても、この断だん崖がいのような外がい壁へきを気付かれずに降りるというのは現実的な考えではない。

　彼らが調べた結果、このフロアには監かん視しカメラや盗とう聴ちよう器きの類たぐいがないらしいが、そういうことなのだろう。パートナーを人質とした抑よく止し力りよくで充分であるし、いざ脱出を企くわだてたところで見張りがいる。数十階を駆かけ下りる間には幹部が現れる。結局のところ肉眼によるそれこそが、原始的だがもっとも有効な監視手段。あるいは、そうした機器によるシステムを構築すれば、ハッキングを受け陰いん謀ぼうが明るみに出る可能性があるとも踏ふんだのだろう。

　今あるもの、自分たちにできる打開策は、やはり見当たらない。まずはどうにかして、ここ以外の外部との連れん絡らく。

《にほほ……。にはほほほほほ……》

　どこからともなく、愉ゆ快かいげな笑い声が聞こえてきた。きょろきょろと辺りを見回し、どうやら天てん井じよう近くから聞こえていることに気付く。そうして全員が注視した方向……空調ダクトの格子の隙すき間まから、にゅうむ、とピンク色の携帯ゲーム機が現れた。

「あ！　私のプレステポケット!?」

《ではなく。ラティさん、まずはどっこい生きてた平面ウイルスのウィル子に驚おどろいてください。あと、ポケットではなくポータブルです》

　液えき晶しよう画面の中のウィル子に、冷静に指し摘てきされた。

「あ、ごめんなさい。いつもポケステと間ま違ちがってしまって……でもよかった、無事だったんですね……!?」

　しかし、その端はしっこにくっついているというか、持っているというか、とりあえず触しよく手しゆのようなものは何なのだろう？

「!?　スモーク！　君はまさか、スモークなのか……!?」

「……」

　コバヤシが立ち上がり、また意味の汲みづらい発言をするが返事はない。コバヤシ一人なら面が割れているのでともかく、不特定多数が集つどっているこの状じよう況きようでは任務の性質上、姿を現すことができないのだ。
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《あ～、まあとにかく。話は聞かせてもらいました。ウィル子はこれから魔殺商会へ戻もどり、どうすれば地下のマスターたちと連絡が取れるかを相談しようと思います》

「！……わかりました。鈴蘭様やヴィゼータも、私が戻らないことに不審を抱いだいていると思います。けど、みんな無茶な人たちばかりだから、人質がいることをくれぐれも……」

《もちろんなのですよー。何か進展があったら、このＰＳの無線ＬＡＮを通してウィル子が連絡します》

　既すでに復旧しているセンタービルの回線からウィル子が移動。触手のようなものが投げ落としたゲーム機は、そのままラティがキャッチ。思いがけぬ支し援えんに際し、捕つかまっていた一同はにわかに活気づいた。

　ある一人を除いて。

（……。）

　試しに電源を入れたラティだったが、もうＯＳすら起動することはなかった。
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　アーチェスは、一人黙もつ考こうし続けていた。

　そうして彼が考え込む姿は、長く彼に従ってきたレナやガーベスのような子供らにとっては、何ら珍めずらしいものではなかった。

　カムダニア以前もそうだった。カムダニアへ行くと決めたときもそうだった。その作戦決行前夜もそうだった。エンジェルセイバーの介かい入にゆうがわかったときもそうだった。そして幹部とも呼べる息子たちの大半を失った後も、そうだった。

　机に肘ひじをつき、手を組み、どこでもない虚こ空くうの一点だけをじっと見み詰つめ続ける。そうすれば未来が見えるのだろうか。もちろん違う。ただ膨ぼう大だいな量の可能性を推考し続けているだけだ。その結果として、未来を視みる。否いな、そうして望むべき未来を摑つかみ取る方法を導き出すに過ぎない。

　それを子供達は、誰一人として邪じや魔ましない。ガーベスも、ザジも、ライネーズも。彼の口から次の言葉が発せられるのを、待つだけだ。知っているからだ。彼の明めい晰せきな頭脳は、その答えを導き出すのにそう長い時間を要さないことを知っている。

　この聖せい魔ま杯はいという大会に関かかわることを決めたときもそうだった。聖魔王鈴すず蘭らんと直接に対面したときもそうだった。クロスフラッグスへの参加を承しよう諾だくしたときもそうだった。その前夜もそうだった。

　ものの二～三分。長くても数十分。それだけの時間があれば、彼は答えを導き出してきた。それがアーチェス・アルエンテという、彼ら子供達の信じる親の姿。

　だからこそ、異様だった。

　ウィル子を殺し、ラトゼリカを捕とらえてより、もう何時間が経たっただろうか。まだ日の明るいうちから、日が暮れて、しかし邪魔をしてはいけないと誰も電灯の明かりもつけず、アーチェスは差し込む月明かりを背に負ったまま、微び動どうだにしていない。

　とうとう、耐たえかねたようにザジが切り出した。

「でさ……結局どうするんだい、オヤジ」

「ん？　食事なら私に構わず行ってきてください。もうお腹の空すく時間でしょう」

　そう。それでいて、上の空ということは決してない。ザジは軽く嘆たん息そくした。

「……そうじゃなくてさ。オヤジがどこまで先のことを考えているのかわからないけど、とりあえずはラトゼリカのことだ。あの人だけは聖魔王の円えん卓たくだよ。知らぬ存ぜぬで通すのか、交こう渉しようの口を開いてしまうかだろ」

「そんなことはお前に言われるまでもなく、わかっておられる」

　冷ややかな目付きで言うガーベスに、ザジは小さく頷うなずいた。

「そりゃそうだろうけど。オレはこんなに長く考えてるオヤジは初めてなもんだから……なんか、ちょっと不安でさ」

　一息したアーチェスはようやく組んでいた手を解ほどき、椅い子すに背もたれた。

「恐おそらく、私のせいだけではないでしょう。皆みなさんの思っている通り。状況は、お世辞にも芳かんばしいものではなくなりました。ザジ君も、なんとなくそれに気付いているのでしょう」

「……ああ。なんて言うかな。スナイパーライフルのスコープで、頭のどっかを舐なめ回されてる感じだ。確信はないさ。本当に頭吹ふっ飛ばされるかもわからないけど……そんな、嫌いやな感じがする」

　ザジの独特な表現に、アーチェスは素す直なおに頷いた。

「なるほど、言い得て妙みようです。我々はラトゼリカさんを捕らえることで、魔まつ殺さつ商会という敵に対して明らかな位置を知らせてしまいました」

　浮うかべた表情は諦てい観かん。

「完全に失敗でしたね……彼を捕らえてしまったのは」

　違い和わ感に、ガーベスが言った。

「彼……というと？　彼女ラトゼリカではなく、ですか？」

「ヒデオ君のことです」

　自じ嘲ちようするようなアーチェスが告げた名に、全員が意外そうな顔をした。

「どう考えても、地下で進めている今回のプロジェクトに彼は必要ありませんでした」

　彼方かなたの月が逆光となり、そう自省するアーチェスの表情は俯うつむいてしまえば窺うかがい知れなかった。

「どうして我々の計画が、誰よりも無力な彼一人に頓とん挫ざさせられなければならなかったか。きっと私は無意識のうちに聖魔王という……彼女が従える古いにしえの神々という、強大な力に怯おびえていたのでしょう。私は自分の思考を信じ切れず、結果として未来視などという得体の知れないものにすがろうとした。そしてそんな浅せん薄ぱくな自分の心が許せず……その怒いかりの捌はけ口を、安直に彼に結びつけてしまったのです」

　そうした一時の激情に駆かられたせいで、ウィル子という真に得体の知れないモノの危険性を、今日の今日まで考こう慮りよできなかった。

　あの夜、大人しく彼に手続きを終えさせ、何事もなく帰らせていれば。少なくともウィル子は、今まで通りの日常を過ごしていたのではないか。今日、あれだけの決意をしてヒデオを捜さがしに来ることはなく、ならばラトゼリカとの接点はなく、結果として魔殺商会に不ふ審しんを抱いだかせるような可能性はなかったのではないか。

　通常の侵しん入にゆうに対する手段は、不審に思われぬ程度に敷しいてある。だが不可視結界のような超ちよう常じようの力を用いられれば、抗こうする手立てはほとんどない。聖魔王一派がその気になれば、その程度の内ない偵ていは容易に進められるだろう。だからこれは気付きの問題。気付かれてしまえばそれで終わりの、危うい橋なのだ。

　それからニコリ。いつもの笑顔を取り戻す。

「ですが、それは今さら言っても始まりませんね。とりあえずはザジ君の言う通りです。魔殺商会へのフォローをどうするか、ですが……鈴蘭様からの連れん絡らくはまだありませんね？」

　ライネーズは小さく首しゆ肯こう。

「はい、アーチェス様」

　アーチェスも携けい帯たい電話は持っているが、まだ鳴ってはいない。デパートの方に電話があれば、転送されてこちらに回ってくる。デパートの従業員であるアルハザンの組織員からも、異状の報しらせはない。

「では……」

　とアーチェスが言いかけた矢先だった。ライネーズが懐ふところの携帯電話を取り出し、液えき晶しようを一目する。

「……デパート、社長室への直通回線からの転送です。発信元は……魔殺商会です」

　緊きん張ちよう半分に述べたライネーズが、アーチェスの差し出した手にそれを渡わたす。

「はいはい、お待たせしました。物産店マルホランドのアーチェスです～」

　それまでが噓うそのように打って変わったアーチェスの明るい声こわ音ね。向こうから聞こえたのは鈴蘭の声だった。

《アーチェスさん？　ちょっと聞きたいんだけど、うちのラトゼリカさん見なかった？　あ、いつもセンターの受付にいるラティさんのことなんだけど》

「ラティ……、ラトゼリカさんですか？」

　と、ごく自然な間を持たせてザジを向く。

「眼鏡めがねかけてる、いっつも愛あい想そのいい受付の姉さんだよ」

　こうした場合、ザジはもともと無気力に抑よく揚ようなく喋しやべるタイプ。演技と素すの区別がほとんどない。

「あ……、あ～あ～！　ラティさんですか！　ラトゼリカさん！」

《うん、そうそう！　カッコがね、一いつ緒しよにご飯食べに行く約束してたらしいんだけど、心当たりを捜さがしてもいないんだって》

「いえ、私はわかりませんけど……少しお時間いただけます？　うちの従業員に店内を捜させてみますよ」

《うん、お願い。あ、あとウィル子ちゃん遊びに行ってない？》

「はい？　今度はウィル子さんですか？」

《うん、お昼過ぎ……え？　あ、夕方？　うん、そのくらいからいなくなっちゃったんだって。その辺のパソコンで大事なデータ食べたりしてない？》

「え!?　ちょっと、冗じよう談だんじゃありませんよ!?　いくら魔殺商会の子会社になったとは言え、うちにはうちの経営というものが……！」

《いやははは、うん、だからまあ、そういうこともあるかも知れないから気を付けてねってお話で。忙いそがしいところごめんなさい》

「いえいえ、ラティさんとウィル子さんですね？　何かわかったら、すぐこちらからご連絡差し上げますよ」

《うん、お願いします。それじゃ》

　通話が切れた。

　室内は静せい寂じやくだ。スピーカーから漏もれた、いつもと変わらぬ鈴蘭の元気な声は全員の耳に届いていた。ガーベスが率直に述べる。

「……失しつ踪そうしたことが話題になってはいても、そこに我々が関かん与よしているとまでは気付いていないようですな」

　ライネーズが同意。

「あの時の二人とも、まだそういった情報を送る前だったんでしょうね。一か八ばちかでしたが、あの時打って出られたアーチェス様の判断は正しかったようです」

「ええ。不幸中の幸いですが……」

　言いかけたアーチェス。だが無論、色好よい表情ではなかった。

「何らかの推測を得た上で、猜さい疑ぎ心しんを抱いだかせぬようこちらの出方を窺ってきた可能性もあります。それでなくても、これによって警けい戒かい心が芽生えることは確かです」

　言い換かえれば、彼女たちが動き出す糸口が生まれてしまった。あとは、その疑いの目がどこへ向くかの問題でしかない。いや……こちらへ向くまでの、時間との勝負か。

　それでも、ただ焦あせるのでは計画そのものが立ち行かなくなる。

「以後、彼女らと接するときはより細心の注意を払はらうよう心がけてください。人質たちの秘ひ匿とくにもです」

　と、面々を見み渡わたし。

「レナさんとミッシェルさんは？」

「確か、地下に配給に行ってから合流すると……今日は運営側の大半が、スタジアム復旧の対応で追われていますから」

　左の袖そでを軽くまくり、時計を確認するライネーズ。

「……ですが、少し遅おそいですね」

　ザジが一息。

「ミッシェルはどうせまたヒデオでもチクチクいじめてるんだって。けど、アネゴが混じってるとなると……」

　過日の様子を思い起こしたアーチェスは、眉まゆをひそめた。そのまま眼まな差ざしを険しくし、静かに席を立つ。

「それは困ったものですね……ザジ君、一緒についてきてください」
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　魔殺商会。

　一同の顔を突つき合わせるテーブルの上には、捕つかまっているペアのリストが、それぞれビル内と地下とに分かれてプリントアウトされていた。机上のＰＣからの声に、全員が耳を傾かたむける。

《一度デパートの社長室に着信した後、センタービルの方へ転送されています。中ちゆう継けい機の位置から言って、地上七十階以上です》

　ウィル子の言葉に、鈴蘭が唇くちびるの端はしを持ち上げる。

「ふぅん、黒なわけだ。で、シラを切ってきたと。役者だなぁ……」

　それに対して翔しよう希き。

「感心している場合じゃないだろう!?　ウィル子、君は直接そこへ行くことはできないのか？」

《あ～、まぁ行くことはできますが、どこへ出ろと。何をしろと》

「それは……」

　翔希はすぐに口くち籠ごもった。

　ここにいる全員で行けるならまだしも、ウィル子一人では昼間の二の舞まいになるだけだ。

　貴たか瀬せが言う。

「しかし鈴蘭、役者と言うなら君も充じゆう分ぶん凄すさまじかったが……ハッパの一つもかけてやらずに良かったのか？」

　その言葉にエリーゼが肩かたをすくめた。

「証しよう拠こもなく揺ゆさぶったって、相手を警戒させるだけでしょーが。向こうは少なくない数の人質を取っているのよ。見せしめに二、三人殺したって差し支つかえない数のね」

「だが……うちの幹部クラス、この都市にいる分だけでも充分だろう。総攻こう撃げきをかければ、その二、三人を殺されるうちには制圧できるのではないか？」

「だめです、ご主人様。私はそんなのは望んでいません。死ねば盛り上がるとか、死ななきゃ盛り上がらないとか、そういうのが嫌いやでこの聖せい魔ま杯はいという大会のルールを決めて……そしてみんなで楽しく盛り上がってきたんですから。最後の最後で、そんな悲しい結末は認めません」

　今度は、それを聞いた貴瀬が肩をすくめる番だった。

「だが、連中の言う地下……ダンジョン内部だとすれば、魔物発生率は並のダンジョンの比ではないぞ。深さにもよるがＡランク、Ｓランクが頻ひん出しゆつするような深度だとしたら、誰がいつまで生き残れるか怪あやしいものではないか？」

「それは……」

　鈴蘭は言い淀よどむ。

　貴瀬の言葉もまた事実だった。時間との勝負なのだ。ウィル子が引っ張ってきたあの報告書通り、邪じや神しんとやらが復活するか否かでもある。また一方で貴瀬が言う通り、人ひと質じちたちの生死如何いかんでもある。

　ここに至ってはいかな鈴蘭でも、大だい丈じよう夫ぶ、などと軽々しくは言えなかった。

「そうした事態への抑よく止し力りよくの意味でも、脅おどしておくのは有用だと俺は思ったのだがな」

　指一本触ふれてみろ。誰か一人でも死んでいてみろ。貴様らの全員を殺す──。

　殺人に対し、今さら倫りん理り観など抱きようもない数多あまた幹部、アウターたちがこちらにはいる。説得力は十二分。

　思い悩なやむ鈴蘭を見て、貴瀬は一息。

「ま……あくまでも俺の考えだ、あまり気にすることはない。それに俺の意見を汲くむよりは、実際にヒデオが人質となっているウィル子の意見を尊重するべきだろう」

《いえ、社長。そこでいきなりウィル子に振ふられてもです》

　自分ではどうしようもできないから、協力を求めにきているわけで。

　そのとき、翔希がプリントを眺ながめながら言った。

「このリスト……俺の知る限り、下に捕まっているのは相当な猛も者さばかりだ。生き延びられる可能性は高いだろう。けど……」

　そこで勇者は視線を上げ、紙面を叩たたいた。

「……その気になったアルハザンは、確実にこの彼らへ危害を加えられる。違ちがうか？」

　魔物相手であれば、彼らは主体的に勝ちに行ける。だが、アルハザンはその彼らに対し、どうしようもなく負けを強しいることができる。

「なるほど、少しは成長しているではないかクソガキ。それはいい考え方だ。だったら俺の意見を引っ込めてやる」

　鈴蘭は頷うなずく。

「そうですね……長は谷せ部べ先せん輩ぱいの言うとおりです。上に捕まっている人たちの安全は、実際にウィル子ちゃんが確かく認にんしているわけだから……」

　もう一度、自分を納得させるように頷く。

「うん。今は、下の人たちが無事でいてくれることを信じよう。それから霧島君がアルハザンの幹部だったくらいだから、この事実は部外秘に。私たちは徹てつ底てい的にシラを切り通す。ウィル子ちゃんもラトゼリカさんも、単純に行ゆく方え不明。明日、明後日、うちの全社員を使ってこの都市内にローラー作戦をかけよう」

「呆あきれたな、鈴蘭。都市の流通がストップするぞ」

　口では言いながら、しかし面白そうだと言わんばかりに笑う貴瀬。

「それぐらい本気でやらなきゃ真しん剣けん味みがありませんよ、ご主人様。もし本当に、ラトゼリカさんやカッコが行方不明になったら……それでも足りないくらいです。実際、ウィル子ちゃんは今までずっと……そんな気持ちでヒデオくんのこと、捜さがしてたんだろうし」

　理解してもらえた。

　ヒデオはまだ見つかっていなかったが、どこか申し訳なさそうな鈴蘭の笑え顔がおを、ウィル子はなんだか嬉うれしく思った。

「なるほど、では明日になったら覆ふく面めんどもには俺から通達しよう。だがその後はどうする？」

「その後は、エリーゼ興業とケンカします」

　ぴき。とエリーゼの表情に怒いかりが走った。

「あ？　何ですって？　あんた今なんて言った名な護ご屋や河かわ鈴蘭？」

「い……いやいや、だからほら、これだけ捜しても見つからないのはうちに恨うらみのある者の犯行だ～、ってことで。アルハザンを疑ってないことを、さらにアピールするわけ」

「っ……。」

　ビキビキ。

「うちの連中が工業区に毎日ダンプ突つっ込ませたり、放火したり、本社にカチ込み入れたりするのを、いつもみたいにムキになって追い返してくれれば……」

　どかーん！　とエリーゼがテーブルをひっくり返す。

「ふざけんじゃないわよバーカっ!!　なんで非もないウチが悪者扱あつかいされた挙げ句そんな被ひ害がいまで被こうむらなきゃなんないワケ!?」

　烈れつ火かの如ごとく怒ったかと思えば、次の瞬しゆん間かん、つーんとそっぽを向いて席を立つエリーゼ。

「不ふ愉ゆ快かいだわ。帰る」

「あっ、ちょっと……！」

「頑がん張ばってスタジアム直してね。そしたら決勝戦出てあげるから。いつのことになるかわかんないけど～」

「むっ……むっかぁ！　いいよ！　あんなに頭を下げたのにまだ根に持ってるなんて！　いいもん！　直さない、出ないっていうなら不戦敗だぞっ!!」

「あっそ。じゃあ一人で勝手にあの瓦が礫れきの山のド真ん中で寂さびしく優勝宣言してれば？　恥はずかし～。あんなに盛り上がった聖魔杯のシメが不戦勝なんてこの大会の主しゆ催さい者ってどれだけ要領悪いのかしらネ？　その様子だけ笑いに行ってあげるわ、自作自演って言いふらしながら」

「いぃやぁああああああああああああああああああああああああああああああ!?　待って待ってごめんなさいごめんなさい!!」

　その光景を想像してしまったのか、聖魔王頭を抱かかえて錯さく乱らん。それを見ながらエリーゼが吐はき捨てる。

「あんたんとこの会長ってばほんっと使えないわね伊織貴瀬、死ネ」

「ぐっ……!?　初めて意見が合ったな、エリーゼ・ミスリライト！　くたばれ!!」

「……一つ言っていい？　伊織貴瀬？」

「いちいちフルネームで呼ぶな!!　なんだ!!」

「たぁくんのバァ～～～～カっ♪　死ネ」

　死んだ。精神的に。

　伊織貴瀬社長、なぜか死亡。

「いや……おい、エリーゼ……」

「あ？　なに、バイト。文句ある？」

　賑にぎやかな二人が戻もどってきたのはその時だった。

「ヘンタイドクター連れてきたっす!!」

「ダンジョンヲタ連れてきた～っ!!」

　クラリカとヴィゼータが、それぞれの引っ摑つかんだ獲え物ものを入り口の縁ふちにぶつけながら飛び込んでくる。

「……にゃ～……なにごと？　鈴蘭が喜びに打ち震ふるえ、ハァハァと身み悶もだえている」

「怪しい言い方するなカッコ！　普ふ通つうに！　もっと普通！」

「で、クサレ社長はなにぶっ倒たおれてるっすか」

「いや……我が社の機密保持の甘さを憂うれえてだな……」

　各々、フラフラと起き上がる。

　ずれた眼鏡めがねを押し上げたドクター。

「なんの用事だってぇ？　ひひっ。昼間の一件のおかげで、うちの病院も忙いそがしくってねぇ……三つしかない手術室がどこもスシ詰づめ状態さあ!!」

「俺はどうやら、そんな行列のできる手術室に放り込まれる寸前で捕つかまったらしいんだけどよ」

　ぼそぼそ、リュータが頭を搔かく。

「なんだって？　ダンジョンがどうとか」

「そう、それ！　いつだったかのマップ！　持ってる!?」

　鈴蘭の言葉に、リュータは一つ瞬まばたきした。
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　少し時間をさかのぼる。

　上ではウィル子が、人質となったラティたちと邂かい逅こうしている頃ころ……ヒデオは地の底で、淡たん々たんと、そして黙もく々もくと作業をこなしていた。

　昼間、断続的に起きた小さな地じ震しんに、一同は邪じや神しん復活の予兆ではないかと息を吞のんだが……今ではすっかり収まり、元のように作業が続いている。

　ヒデオは無用に希望を抱いだくことはなかったが、かといってネガティブなことも考えないように、無心無心に働いた。この土砂をすくおうとスコップを振る。すくおうと思いながらスコップを振るう。考え事をしながら動くのではなく、動くことを考え続けていた。所しよ詮せん人の頭など一つしかないのだから、そうしていれば余計を考える余地はない。

「ちったぁ……マシな顔付きに戻ったじゃねえか……」

　同じように土砂を退けながら、ハニ悪ワルが言った。

「……そう、でしょうか」

「男ってやつぁよ……前を向いてなくちゃいけねえ……。なんだっていいのさ……。そう……打ち込む……って、ことだ……」

　ざくん、とヒデオのものより二回りも大きいシャベルがハニ悪の手によって打ち込まれ、てんこ盛りの土砂をトロッコへとすくい上げる。小型ユンボくらいの馬力がありそうだった。

「ですが。これが……世界の。破は滅めつへの、手伝いでも」

「若いときにゃ……ありがちなことだな……。なんでも、自分一人で背負っちまおうとするのは……」

　聞きながら、ヒデオも負けじスコップを振ふるう。ハニ悪が言った。

「ヒデオ……てめえは、この世界を救おうってのか……？」

「……」

　手を止めるヒデオ。

　まさか、と。素す直なおに心に浮うかんだ。それにはたと気付き、納なつ得とくする。その様子を笑うでもなく、ハニ悪は言葉を続けた。

「そういう、こった……。大たい佐さにゃ悪いが……どう考えたって、この状じよう況きよう……オイラたちがどうにかしようって話じゃねえ……。オイラたちは助けられる立場……そうは、思わねえかい」

　その通りだった。世界を救えるのは、この苦境を打破できるのは、先の問いに対し「何とかしなければ」と素直に言い返せる者。そしてヒデオは、自分には、その才覚がないことを知っていた。

　言うなれば、ここにいる者たちは脇わき役やくなのだ。主役として外側から助けに来てくれる何者か……今はただ、それを待つだけの脇役。

「デスガ　アマリ悠ゆう長ちようニ待ッテイル時間モ　ナイヨウデス」

　グレイだった。彼の端たん末まつが、掘くつ削さく作業をする全員を振り返らせる。空気ハンマーのトリガーを休めて、大佐が訊たずねる。

「近いのかね」

「あるはざんノ　言ウ通リニ……　コノぺーすデ掘ホリ進メバ。アト二週間ホドデ　時空間ノ境目マデ　掘リ抜ヌイテシマウコトデショウ」

　腕うで時ど計けい型の端末が、ピコパと明めい滅めつしていた。

　そういえば、とヒデオは問う。

「その、端末で……。母船と。連れん絡らくを、取ることは」

　グレイは軽く俯うつむき、首を左右。

「都市ガ　異空間ニ存在スルタメカ　コノ一帯ノ岩盤ガ　特殊ナタメカハ　ワカリマセンガ。地表カラガ　通信可能ナ　ぎりぎりノ範囲ダッタヨウデス……。量子通信機デアレバ　問題ナク使エルノデショウガ　コノ小型端末デハ　高次先進波通信マデシカ　使用デキマセン。ソレデモ何度カ　試ミテハイルノデスガ」

　ＳＦはさほど詳くわしくないが、彼が言うのだ。だめなものはだめなのだろう。

　返信はない。あるいは、こちらから届いてはいるが向こうの電波が届かない……というのは、楽観的すぎる推測か。

　では、宇宙までは届かないとして。

「地表までは……届く、のでしょうか」

「コノ一帯ノ岩盤ガ　ヨホド　特殊ナモノデナイ限リ　届イテイルト思イマスガ……」

　大佐が肩かたをすくめた。

「それについては我々も訊ねたよ。だが、彼の端末は完調ではないらしい。何と言ったかな……アルゴリズム、だったか？」

　さしもの老兵も、コンピューターについての造ぞう詣けいは深くないようだった。それでも戦せん闘とう機やら戦車やらの電子装備なら完かん璧ぺきに操作できてしまいそうで怖こわいが。

「ソウデス。コノ☆デ　主ニ使用サレテイル　ましーんニ対シテ　有効ナあるごりずむヲ　発スルコトハ　デキナイノデス」

　またうまい具合に壊こわれているものだ。

　だが、この手のアイテムが見過ごされていることは幸いではないか？　まさかこんな腕時計に、宇宙にまで届くほどの通信機能が備わっているとはアルハザンも思っていなかったのだろう。また、こうして会話できなければ、いくら新入りと放り込まれたところで現場は混乱するだけだろうし。

　グレイは体が小さいため、掘削よりはもっぱら魔ま物ものの掃そう討とうの役を負っていた。手先からバリアみたいなものが出るので、ディフェンス役にうってつけなのだ。のみならず、スモークのものとタイプは違ちがうが、魔物を消し去るほどの光線銃じゆうも持っている。

　ああでもないこうでもないと話し始めた彼らを他よ所そに、ヒデオは視線を移す。光線銃と言えば、ジャバンもメタリックスーツ一式に、ブレード、ブラスターを装備している。視線に気付いたジャバンが振り返る。

「……ん？　どうした、ヒデオ」

「ジャバンスーツに。通信、機能は」

「それなんだけどなぁ……ほら、お前のパートナーがアプリケーション一式ダメにしてしまっただろう？」

　そう言えばそうだった。ウィル子がみんな食べてしまったのだ。

「最初はジャバンブラスターとジャバンソードだけでここに放り込まれてな……。おやっさんに直させたってこのスーツが届けられたのは、それから少し後のことだ。ご丁てい寧ねいに、戦闘機能以外は直させてもらえなかったらしい」

　そこまでして戦えということか。

「戦うには何の問題もないからいいんだが、凝ぎよう着ちやく機能がないから脱だつ着ちやくがめんどくさいのなんのって……」

　だがＳＦアイテムがこんなにある。目茶苦茶な能力を持つ者もいる。これだけアドバンテージがあっても、地上との連絡は取れないものなのだろうか。何かうまく組み合わせることはできないのだろうか。

　ヒントはないか。手がかりはないか。

　さらにざっと眺ながめ渡わたす。

　大佐の使っているエアハンマー。それに動力を送るコンプレッサー。電力はある……が、深度がありすぎるとかで上から来ているものではない。自家発電機だ。あとは……その燃料である軽油。トロッコ。レール。スコップシャベルツルハシ。居住区には衣料品。医い療りよう用具。食料。テーブル。机。ベッド。トランプ……あと、この地下には何があった。何が。

「ヒデオさん？　ヒデオさんてば」

　美み奈な子こだった。

「……何か」

「夕飯の支し度たくができましたから、今日の作業は切り上げて戻もどりましょう。今日は本官が腕うでによりをかけてアジの開きを焼き上げました。お味み噌そ汁しるはナメコで……」

「それは、どうも」

　アジ。コンロ。ごはん。茶ちや碗わん。皿。箸はし……味噌汁。

　……水？

「ちょ、ちょっとヒデオさんてばどうしたんですか、突とつ然ぜん走り出して……！」

　居住区に差し掛かかったところで、大たい佐さを摑つかまえる。

「？　どうしたのかね」

「水は……どこから」

「「「水……？」」」

　ヒデオの声を聞いた全員が、オウム返しに呟つぶやく。

「電気は、自家発電です……では、水源は。空気はどこから」

　なんでもいい。外部との繫つながり。

　急いた様子のヒデオに対し、しかし察したような大佐は、落ち着いた様子でこう答えた。

「もちろん我々も、ありとあらゆる可能性を模も索さくしたよ。まあ立ち話もなんだ……食堂で話そう」
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「通気口はある。集しゆう塵じん機のダクトが続いた先に、粉塵を排はい出しゆつするためのな。だが、途と中ちゆうに幾いくつかの送風機が設けられている。高速回転するファンは、人間業わざで通り抜けられるものではない」

　大佐の言葉を受け、ヴェロッキアが渋しぶい顔をした。

「それでも、我が霧きりに姿を変えて一度は抜けようとしたのだがな。奴やつら、それを見み越こしたように途中に結界をしかけておったわ」

「ファンを。破は壊かい、することは」

　ヒデオは聞くが、大佐は色よい返事をしなかった。

「破壊するだけなら、充じゆう分ぶん可能だ。まあ、ここがあのダンジョンのどこか一角と考えれば、完全に空気が絶えるということはないだろうが……行っている作業が作業だ。好ましくない状じよう況きようになることは間ま違ちがいない。だがそれ以上にそうした派手な動きは、確実にアルハザンに気付かれることになるだろう。その方が問題だ」

　気付かれれば人質が。

　……だめか。

「では、水源は」

　そこで大佐が、部屋から持ってきたという手書きの地図を広げて見せた。

「この居住区画の奥に、川が流れている。我々が使用している水道やシャワーは、そこから汲くみ上げられた水を使っているが……泳ぐには流れが速すぎてな。こっちはレミーナに調べてもらおうと思ったんだが……」

　全員の視線を受けた彼女が、申し訳なさそうに肩かた身みを狭せまくした。

「すみません……私、淡たん水すいってだめなんです。ローレライとは違うので……あ、お風ふ呂ろくらいは平気なんですけど。泳ぐのとか、ちょっと……」

　突つっ込んでも仕方ない。グレイの通信機と同じ。本人がだめというならだめなのだ。

　ふと思い立って、ヒデオは聞いてみた。

「……。ジャバン、スーツは」

「沈しずむぜ？」

　じゃあいいや。

　ビッと立てられた甲こう士し郎ろうの親指に、ヒデオは一つ頷うなずいた。大佐が髭ひげを撫なでながら、呟くように述べた。

「もっとも……通気口にせよ地下水脈にせよ、そうして出た先は恐おそらく地下六十階か七十階の辺りだろう」

　そうしてまた別な紙を広げる。

「これは」

「まだ大会が始まる前、ダンジョンに潜もぐるたびに記していた地図……を、思い起こしながら描かいた地図だ。暇ひま潰つぶしに私が到とう達たつした地下一階から地下六十八階まで、全すべての階層分があるが……まあ見ての通りだよ」

　この区画の地図と違って、妙みようにあやふやなのはそのせいか。トラップの位置や特とく徴ちよう的な部屋、川や泉などの目立つ目印は記されているが、迷路的な通路の構造は適当だった。

「実際には記き憶おくを頼たよりに描いたこんな地図より、遥はるかに複雑だ。そうして苦労してダンジョンを抜ぬけたところで、階段にせよエレベーターにせよ、行き着く先はセンタービルに他ならん」

　役員に混ざっているというアルハザンの人員に、見つからない保証はない。ミッシェルたちの配給は数日置きだが、見み廻まわりには毎日降りてくる。脱だつ走そうがバレれば、本来の抑よく止し力りよくである人質の生命が危ぶまれる。

　手て渡わたされた何枚もの地図を、上から順に眺めていくが。

（……）

　とどのつまり、人質。その安全が確認されない以上は、身動きが取れないのだ。結局はハニ悪の言葉通りなのか。こちら側からどうにかできる問題ではないのか。

　外部から何らかのきっかけがあれば。

　いや、そこまでではなくとも……他の人質たちとうまく連れん携けいすることができれば。主戦力はこちらに偏かたよっている。アーチェスたち幹部をうまくこちらに引き付けることができれば、他の者たちは比ひ較かく的安全に逃にげられるのではないか。せめて、そのタイミングを知らせ合うことができれば。

　……もっともこんなこと、言うまでもなくみんな考えているだろう。問題は、知らせ合うためのその方法なのだ。知識も能力もある者たちがこれだけ集まっているのだ。今さら自分が思い至るようなものは、全て試している。ヒキコモリが本気を出そうとした所で、こうして空回りするのが関の山。

　現実は甘くない。

　肩かたを落とすヒデオへ、勇気づけるように大佐が言った。

「焦あせることはない。打開策が見つからんのは、機が熟していないだけかも知れん。今必要なのは、いつか来るそのチャンスの時まで諦あきらめんこと……そのチャンスが必ず来ると信じ続ける、強いハートだよ」

　彼は拳こぶしで、自分の胸を叩たたいてみせた。

　そして話が一段落となり、食事が始まる。

（……そう）

　実際、ここにいる全員、心が強かった。それぞれに不安は抱かかえているのだろうが、微み塵じんもそれを見せる気配がない。他愛もない会話に笑い、突っ込み、何ら変わらぬ日常のように過ごしている。

　そんな心の強さが欲しいと、ヒデオは思った。

　いや、いつだって思い続けてきた。

　ウィル子がいてくれれば、無理にでもこの会話の中に引っ張り込んでくれたのだろうか。そうして半ば強ごう引いんに、ときに流れだけで勝負にもつれ込んでいた日々が、既すでに懐なつかしい。

「……だから、あの耳としっぽは本物なのかってことだ」

　甲士郎が言った。ヴェロッキアが言い返した。

「まだ貴様はそのようなことを言っておるのか。だからあれはワーキャットと言ってだな……」

「ネコマタなんているわけないだろう？　その証しよう拠こに、ミッシェルにはしっぽが一本しか生えていない」

「ネコマタかどうか我は知らんが、ならばここにいる面子メンツはどう説明するつもりだ」

　言われ、甲士郎が面々を見み渡わたす。要するに彼もまたこちら側の世界に詳くわしくはなく、にもかかわらず初日にヒデオに負けてここへ来たので、他の種族とかそういうものも疑わしいらしい。察するに会場入りも遅おそかったのだろう。

「貴様、まだこの我をヴァンパイアと認めんのか？」

「だってお前、どう見てもちょっと八や重え歯ばの長いだけの人間だろ？　そうでないとちょっと八重歯の長い怪かい人じんとして俺は倒たおさねばならん。いやしかし、霧に姿を変えるなんて怪人でもなければ……ううむ」

　難しく考える甲士郎へ、その牙きばを剝むいて飛びかかろうとするヴェロッキア。レミーナが間に入って、まあまあとそれをなだめる。

「えーと、でも私も一応セイレーンなんですけど……」

「ああ、あんたの歌声は最高だ！　まさにセイレーンと呼ぶに相応ふさわしい！」

　セイレーンという異名を持った、歌がうまいだけの女としか思っていないらしい。

「じゃあハニ悪はどうなのよ？」

　アカネが一ひと際きわ巨きよ漢かんの彼を指差すと。

「このサイズから言って、中の人がいるに決まってるじゃないか」

「……中の人に中の人呼ばわりされてるよ、ハニ悪さん」

　呆あきれ返ったアカネの声に、ハニ悪は怒おこるでもなく慣れたように一言。

「そいつぁ……人ひと違ちがい、ってやつさ……」

「あのぉ……そうすると」

　当然のように美奈子が突っ込む。

「グレイさんは？　こればっかりは、さすがに子供の体形でも難しいと思うんですけど……」

「いや、宇宙人はいるに決まってるだろ」

　なんで突とつ然ぜんそんな当たり前のこと聞くの？　みたいな表情がいよいよイタましかった。

「ろずうぇるデノ　一件デ　我々ノ姿ハ　大キク報道　サレテシマイマシタカラネ」

　それが信じられているかどうかは、個々の思想信条によるとして。甲士郎の場合はコバヤシ寄りの哲てつ学がくの持ち主なのだろう。そういう嗜し好こうというか。最終的には宇宙刑けい事じを名乗りたそうだし。

「話が逸それたが、ミッシェルのあれはそういうレベルじゃないと思うんだ。ジャバンスーツのセンサーでスキャンしてみたが、しっぽも耳も、糸や何かで操あやつっている様子がない……ヒデオはどう思う？」

　いきなり話を振ふられて、味み噌そ汁しるを噴ふきそうになった。

「……」

「なあ、ヒデオは日本人だからわかるだろ？　本当にネコマタなら、しっぽは二本生えているはずだ」

　それはそうだけれども。

　噂うわさをしたので何とやら、ミッシェルが配給にやってきた。珍めずらしく、霧きり島しまレナと二人で……。
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「たばこジャンキーにタバコですニャ。お前らタスポもないくせにペース速過ぎですニャ」

　大佐とハニ悪に、それぞれドライシガーとマルボロが渡される。

「葉巻は日本の自じ販はん機きには売っていないのでね」

「男は黙だまってカートン買い……なのさ」

「ぶっちゃけいま肺ガンで倒れられても困るのですニャ？」

　何を今いま更さらと、長年の愛あい煙えん家かである大佐は笑った。

「それはどうもご親切に。だが……見たところ二人だけのようだが」

　いつもは銃じゆうで武装した部下を何人か連れているのに。部下の一人もなく、付き添そいは幹部のレナが一人。

「珍しいな。今日は、他の連中はどうしたのかね？」

「準決勝でみーことエルシアが馬ば鹿かやらかしましたのニャ。せっかくのスタジアムが目茶苦茶で、決勝をどうするかでスタッフ全員大わらわニャ。お前たちの手も借りたいくらいニャ」

（……）

　なるほど。昼間、地じ震しんにしては妙な揺ゆれがあったが……地震ではなく、その二人が暴れたせい？

　しかし、ついに準決勝までいったか。クロスフラッグス以降は試合も経過も見られなかったが、何となく、感かん慨がい深いものがあった。

「遠えん慮りよすることはない、今からでも喜んで手伝おうじゃないか。地上まで連れて行ってくれればの話だがね」

「嫌いや味みを言っただけですニャア。お前たちはただ黙もく々もくと……」

　穴掘ほってればいいのニャ。といういつものセリフを言おうとしたのだろう。だが言いかけたまま、ポケットからメモを取り出して一いち瞥べつ。

「……よく働いてるから、休きゆう暇かを上げるニャ。明日から一週間、作業を休んでいいのニャ」

　思いも寄らぬ申し出に、全員目を丸くした。

　単調な機械労働を繰くり返す日々に、その時初めてアクセントが付いた。言うなればアルハザン側の計画に、何らかの変へん更こうが入った。動きがあったのだ。

（……）

　さっき、大佐はなぜ、チャンスの時まで強いハートが必要だと言った？　そのチャンスを見み逃のがさぬための観察眼、それを生かすための機転が必要だからではないのか？

　そうして皆みなが皆、その異変を感じ取ったのだが……それまで黙していたレナが、気配を察したように、先んじて釘くぎを刺さす。

「言っとくけど妙みようなことは考えない方がいいよ。ボクたちが戻もどらなければ、すぐにガーベスたちが降りてくるから」

　だがむざむざ逃す手は無い。降りてくるその時までは、チャンスがあるということだ。

　ならばこそ、まずは彼女らを帰さぬことだ。

「♪」

　ふと何かに気付いたミッシェルが、小鼻を鳴らして舌なめずり。

「アジの開きとは贅ぜい沢たくニャ……」

　考え詰づめで手を付けていなかったヒデオのアジを、止める間もなくひょい、ぱくり。

　自然、目が合う。おもむろにヒデオが立ち上がると、尚なおからかうようにミッシェルが笑う。

「なんニャ。まだ生きてたヒキコモリが文句あるのか……ニャ？」

　ぎゅ。としっぽを握にぎり締しめた。

「にゃんニャあああああああああああああああああああああああああっ!?」

　ざり、とヒデオの顔にひっかき傷。周囲は啞あ然ぜん。

「お前馬鹿ニャ!?　人のしっぽいきなり握るなんて失礼にもホドがあるニャ!!　ワーラビットのウサ耳が目の前で揺れてたらお前は握るかニャ!?　それくらい失礼な話だと言ってるニャアフゥウウウ!!」

　ガミガミ。

　しかしヒデオは、れっきとした人間である。獣じゆう人じんの常識など知ったこっちゃない。まあ、それくらい怒って当然のことをしたのかも知れないにせよ……これで完全にこちらのペースに乗った。翔希と同じだ。直情型は扱あつかいやすい。

　引っかかれた頰ほおからだらだら血を流しながら、ヒデオは言った。

「……認めましょう。本物の、しっぽであることを」

「お前やっぱ馬鹿ニャ!?　アパートにいたときからの付き合いなのに今まで作り物だと思ってたのかニャ!?」

「ですが。別人」

「……ニャ？」

「あの。優しかった、大家さんと。今の、あなたは……あまりに。かけ離はなれ過ぎている」

「当たり前ニャ。大家なんて参加者のリサーチのためにやってただけニャ」

　なるほど。

「ニャアニャア、うるさい」

「……」

「……」

　し～ん、といたたまれぬ静せい寂じやくが数秒。

「ネコがニャアニャア言って何が悪いニャ！　お前とうとうココに来たかニャ!?」

　事実、周囲の目にはそのように映っても無理からぬ暴挙。だが双そう眸ぼうは、かつて魔ま眼がんと怖おそれられた冷静そのもの。

　それも当然だった。一度はエリーゼに殺されかけ、タガの外れたレナに殴おう打だされ、数多あまた魔物の異形を見続け、そして大佐に死を言い渡された。ヒデオはこれまでに、およそ恐おそろしいと思えるほとんどを経験してきた。

　比すれば目の前の彼女などニャアニャアうるさいだけで、愛くるしくこそあれ……今のヒデオにとっては、怯おびえるような存在では断じてなかった。数々の意地悪な言動も、頭さえしゃんとしていればツンデレに脳内変へん換かん可能なほどだ。

「……素す直なおに、なればいいものを」

「お前ほんとに大だい丈じよう夫ぶかニャ」

　さて、どうやって話を続けるか……とヒデオが思う間に。

「へぇ。ちょっと見ない間に、随ずい分ぶんとテンパったじゃない。ヒデオ君」

　レナだった。

「上ではそれはもう大変な騒さわぎになったけど。噓うそつきの魔眼だって。ここではいじめられなかった？」

　いつの間にかレナの瞳ひとみが、あの夜と同じ危なっかしい輝かがやきを宿していた。

　種類は違ちがうが……彼女もまた、心に病を抱かかえている。いや、きっと、自分より遥はるかに深刻な。ペースに乗せるのはミッシェルより遥かに簡単だろうが、一いつ瞬しゆんで沸ふつ点てんを超ちよう過かし話し合いにならなくなる可能性の方が高いか。

　しかしまあ、ここで彼女に帰ると言い出されてもまずい。

「そういう、あなたは」

「……は？　なに？」

「アーチェス氏に。怒おこられなかったかと」

「っ!!」

　一瞬にして振ふり上げられたレナの腕うでは、瞬またたく間にヒデオを殴なぐり付けた。だが二発目以降は、警官らしく護身術に長たけた美奈子の手により、難なく押さえられる。

「放せっ！　放してよっ！　こんな！　こんなやつっ……！」

「落ち着いてください、霧島さん！　あなたはどうしてそんな……！」

　これでだいぶ話がこじれ、厄やつ介かいになった。時間稼かせぎには充じゆう分ぶんだろう。他の者たちも、あの司会者振ぶりからは想像だにできないレナのこの豹ひよう変へん振りは初めてのことだったらしく、信じられない面おも持もちで美奈子の加勢に入る。

　まるで何かの常習者を押さえるような騒ぎだ。

「なるほどな……ヒデオ君があんな有様で降りてきたわけか」

　大たい佐さがレナに向かって言う。

「で、これはアーチェスの指示なのかね？」

「それはっ……」

　他方でレナの心に理性が働く。そうしてようやく状じよう況きようを吞のみ込んだように、力なく項うな垂だれる。

「……ごめん。ヒデオくん……」

　あまりに意外な言葉だった。

（……）

　然しかるに、彼女は川かわ村むらヒデオそのものを恨うらんでいるわけではなく……あくまでも彼女にとっての生き神たるアーチェスに、害や仇あだなす存在が許せないのか。

　ようやく落ち着きを取り戻したレナを見て、美奈子がその腕を放す。

「ですけど、一体どうして……」

「あんなに困っているパパを見たのは、初めてだったから」

「え……？」

　暴れはしないが。今度は何かに取り憑つかれたように、ぼそぼそと呟つぶやき始める。

「困らせたヒデオくんが、どうしても許せなかった……。悪い……？　大切な家族みんながヒデオくんに騙だまされてた……怒って悪い？　どうしてここにいる皆は怒らないの……？　ボクは、そっちの方が不思議……」

「そんなの、勝負だったんだから仕方ないじゃないですか！」

　美奈子の言葉に、レナがきょとんと顔を上げる。

「ルール無用の勝負の中で、本官たちが武器や力に頼たよったみたいに、そういったものがないヒデオさんは、知ち恵えに頼っただけじゃありませんか！　あなたたちだって、同じように知恵で魔眼を見破ればよかったじゃないですか！　あなたたちは、ヒデオさんとの知恵比べに負けたんです！」

　そうして烈れつ火かのように怒る美奈子は、ヒデオを含ふくめた誰しもが初めて見るものだった。

「本官たちはそれがわかってるから、怒ったりなんかするわけありません！　それをあなたたちは勝手に信じ込んで、噓だとわかったら逆さか恨うらみして、一方的に暴力を使ってこんな所に閉じこめて……馬ば鹿かじゃないですかっ!?」

　そのとき、ピコンと耳を動かしたミッシェルがドアの方を向く。他の者たちの耳に足音が聞こえたのは、少ししてからのこと。

「おいミッシェル、いつまで油を売ってるつもりだよ」

　入ってきたのは、ザジと、そしてアーチェス本人だった。
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「またヒデオのことでもからかってたのか？」

「……違いますニャ。こいつら、どうして作業延期か根ね掘ほり葉掘りしつこいニャ」

　ミッシェルへ、にこやかな表情でアーチェスが頷うなずく。

「なるほど、まあ私もそんなところではないかと思いましてね」

「ほう、それでボスが直々にお出ましかね」

　大佐が挑ちよう戦せん的に口の端はしを吊つり上げる。

　ヒデオに端たんを発したミッシェルとレナの足止めは、奇くしくもアーチェスという予想以上の大物を釣つり上げるに至ったのだ。これが楽しくないワケがない。

「ええ。なかなか納得しにくいお話でしょうし、有り体ていに申し上げましょう」

　それから咳せき払ばらい一つ。

「すでに彼女たちから聞いているかも知れませんが、今日の準決勝第二試合で重大な事故が起きましてね……会場となるスタジアムが、全ぜん壊かいしてしまいました。主しゆ催さい者である鈴蘭様からたっての申し出で、決勝戦の開催日時を延期することになったんです」

「それが？　こちらの作業とどういう関係があるのかね」

「順を追って説明しましょう。まず邪じや神しんの現れ方には、二つの可能性があります。一つは私の召しよう喚かんに応じて、姿を現してくれること。これがベストなわけですが……もう一つ。世界が繫つながった途と端たんに、津つ波なみのように押し寄せてくる可能性が考えられます。しかし、私は必要であれば犠ぎ牲せいは厭いといませんが、無用な犠牲は好みません」

「……つまり、それだけ莫ばく大だいなチカラを呼び起こそうというわけだ」

「万一暴発すれば、専守防衛を謳うたう天界が動いたときには既すでに取り返しのつかない……そうした事態にまで発展する可能性があります。私はまず、この都市をかの神の力に満たされた拠きよ点てんにできればいいのです。魔族が復権するための橋きよう頭とう堡ほ。聖魔王や天界と戦うために、言うなれば戦せん闘とう城じよう塞さいとして機能させることが第一の目的です」

　それから一息、柔にゆう和わな表情を取り戻もどす。

「世界を破は滅めつさせようだとか、そうした稚ち拙せつな目もく論ろ見みのためではありません」

「だが、そうなる可能性はあるわけかね」

「いよいよとなればミーコ様のようなアウターたちが相手となります。かつてラグナロクと呼ばれた全面戦争においては、山を割り海を干し、大陸を消滅させたと遺のこされるほどの真の神々です。意図しない形で氾はん濫らんしない限りは、その程度の力は必要と考えます」

「暴走した場合は」

「そうならないよう、慎しん重ちような手作業をお願いしているわけです。ですが……Ｘデーとなるその時には、聖魔王とその円えん卓たくの誰一人として、この都市内にはいないことが望ましい。つまり皆みなさんがその作業を終えるのは、大会終しゆう了りよう後、鈴蘭様が満足して都市を離はなれられた後が望ましいんですよ。万が一の暴走も考えれば、都市内にはできるだけ人がいない方がいいでしょうしね」

　祭りの後の静けさが欲しいというわけだ。

「……そのとき、我々の安全は保証されるのかね？」

「ご安心ください。最後の一線は、爆ばく薬やくによって突とつ破ぱします。ですがそれは無論、皆さんがペアの方々と一いつ緒しよに解放された後のことです」

（……）

　大佐が深く吐と息いきした。

「……徹てつ底てい的だな」

「何がです？」

「私も軍歴が長いが、そこまで捕ほ虜りよに気を遣う司令官は見たことがない」

「それなりの過か酷こくなお願いを強しいていますので。許して欲しいとは言えませんが、でき得る範はん囲いでの当然のことと考えます」

　大佐が鷹おう揚ように椅い子すにもたれ、仲間たちを見回した。

「……他に聞きたいことがある者はいないかね？　今であればなんでも答えてくれそうだが、どうも私にはいい質問が思い浮うかばん」

「いえいえ、レッドフィールド大佐。そんなことを言われたら警けい戒かいしちゃうじゃないですか……皆さんの逃とう走そうに役立つような情報だけは、お教えできませんからね」

　それができないことを知りながら、おどけて笑ってみせるアーチェス。

（……）

　なるほど、油断は慢まん心しんから生まれるものだ。

　……最後の一線は爆薬によって。

　つまりその時、あの穴の奥には誰もいないということだ。ここからスイッチで？　そんな得体の知れないものが異世界から溢あふれ出るとなれば、この最深部にいること自体、自殺行こう為いだろう。いや、逃にげ場のないこのダンジョンそのものも。ならばどこからスイッチを入れる？

　……外だ。

　だが電波が届くのか？　否、大佐曰いわく地下六十階以上の深度。多くの地層、岩がん盤ばんに阻はばまれても通る電波を彼らは有するだろうか。ならば有線か？　否、電力も水道も全てこのフロア内で自己完結している。外部から何らかの導線が通っているはずがない。

　……中ちゆう継けい器？

　地下街や地下鉄で携けい帯たい電話を通じさせるための常じよう套とう手段だ。だがあるのか、そんなもの。いや、あったとして結局は有線にカテゴリーできるのではないか？

（……）

　さあ、考えろ。メスの刃はに魅み入いられたあのときのようにだ。その異変の中に隠かくれているチャンスを、思考の刃で抉えぐり出せ。

「……オヤジ、ミッシェルとアネゴはなんともなかったんだ。帰りが遅おそいとガーベスたちが心配する」

　無気力かつ隙すきのない瞳ひとみで、こちらの全員を見み渡わたし続けるザジが忠告した。リボルバーとオートマチックの四丁拳けん銃じゆうは、いつ見ても相変わらずだった。

「そうですね。お食事のお邪魔でしょうし、それではこの辺で……最後にヒデオ君、君に一つ伝えておきたいことが」

「……」

　踵きびすを返そうとして、アーチェスが立ち止まる。

「今日の午後、私はウィル子さんを殺しました」

　午後？

　ヒデオより先に、同様に付き合いの長い美奈子が息を飲んだ。

「そんなっ……!?」

「私も心苦しく思っています。ですが、止やむを得ませんでした」

（……）

　午後。

　あのときか。急に眩め暈まいを起こしたあの時。

　あれは……断だん末まつ魔まだった……？

　噓うそだ。馬鹿な。冗じよう談だんじゃない。屛びよう風ぶのトラをどうやって。屛風を焼けばいいという話ではない。ネットという無む尽じんの世界を持つ彼女をどうやって。

「どう、やって……」

　突然の話になんの実感も湧わかぬヒデオに対し、アーチェスは申し訳なさそうに目を伏ふせた。

「彼女は核かく心しんに近付きすぎたんです。センタービルに現れたところを、全ての電力と回線を遮しや断だんしました」

（……）

　なんだ。その程度か。




　いや、ちょっと待て。




「っ……」

　ぞっとした。

　心臓が早はや鐘がねを打ち、汗かん腺せんが開くほど興奮した。

　殺した？　電源を落とされ、廃はい棄きされた旧式ノートパソコンの、たかが20ＧＢのハードディスクの中でさえも生き残っていた彼女を？　みーこに楯たて突つき、レールキャノンのエネルギーを自前で用意したほどの彼女を？

　つまり今、ヒデオの耳にアーチェスの言葉はこう聞こえたのだ。




　殺さねばならぬほどの核心を衝つかれたにもかかわらず、取り逃がした……!!



「……苦楽を共にしたパートナーを失う痛みは、察します。ですが……」

　哀あい悼とうなど聞こえもしない。

　なるほど、それだけ危機的な状じよう況きよう下にあったのかもしれない。だがその瞬しゆん間かん、ウィル子が、突とつ如じよぶっ倒たおれるほどのエネルギーを吸い上げた事をどう説明する？　震しん動どうは、みーことエルシアが引き起こしたものだったとすれば……エリーゼ曰いわく最も効率のよい、この自分から奪うばい取った莫ばく大だいなエネルギーをウィル子は何に使用した？

　自己保存のために決まっている。

　そう考えるのが、ヒデオにとっては自然だった。誰よりも長くウィル子と一緒に過ごしてきたヒデオにとって、当然の帰結であった。

　彼がみーこを神と評するのなら、ウィル子はその神々から新たな仲間であると評された器うつわ。そもそもが、一日二日で駆く逐ちくできるようなものを、人はウイルスとは呼ばない。しかもただのウイルスではない。超ちよう愉ゆ快かい型極ごく悪あく感かん染せんウイルスだ。ならば核心は、既すでにばら撒まかれている。

　いや、いやいや。アーチェスがそれを知らないということは……秘密裏りに。恐おそらくはウィル子と縁えんの深い、そして彼らが最も危き惧ぐすべき魔まつ殺さつ商会あたりに。

（そう、か……）

　そうだ。だとすれば、ここで口を滑すべらせるのはマズイ。ああくそ、わかったように懺ざん悔げするアーチェスが滑こつ稽けいで仕方ない！　ウィル子、君は本当にすごい！　生来の鉄面皮なのに、こんなときだけうっかり笑ってしまいそうなほど……最高に面白い!!
「ヒデオさん……」

　俯うつむき、顔を覆おおったヒデオの背に、慰なぐさめるように美奈子が手を添そえる。

　笑顔を隠しているだけなのが、自分ばかり楽しんでいるのが、本当に申し訳なかった。

「……大だい、丈じよう夫ぶ……です」

　すぐさま涙なみだを拭ふくように強く顔を擦こすり、笑みを搔かき消す。

　そして興奮を冷ますように一息。

「アーチェス、氏……」

「なんでしょうヒデオ君。私を殴なぐって気が晴れるようでしたら、いくらでも……」

　ヒデオは静かにかぶりを振ふった。

「……いえ。手た向むけ、を」

「手向け？　それは……ウィル子さんに、ですか？」

「ええ」

　どう伝える。

　この今の流れ、彼の性格に偽いつわりがなければ大たい抵ていは聞き入れられる。

「『みんなの広場』、掲けい示じ板ばんに。匿とく名めいで、構いません」

「なるほど。電子の精せい霊れいだった彼女へメッセージを送るには、相応ふさわしいのかもしれませんが……」

　無論、あからさまな言葉はダメだ。自分でキーボードを打てない以上、改行縦読みトラップなどもっての外。この一瞬で思い付けるようなヘタな暗号では即そく座ざに看破される。そうなれば最悪、口約束だけという選せん択たく肢しも彼にはある。

　だから。

　ああ、確証はない。確証はないが。

「……昔の、君の部屋で待つ」

「ミッシェルの管理していた、あのアパートのことですね。それだけでいいんですか？」

「……ええ。今は……、それだけで」

　手向けを装った思い付きでは、これが限度だ。相当な曲解が必要になるし、もしこちらの意図する通りに通じたとしても、あの場所が本当に推測通りかの裏付けもまだ取れていない。

「っ……」

　一瞬。微かすかにレナがよろめいた気がした。

　詮せん索さくを遮さえぎるような微び振しん動どう音。

　ザジが懐ふところから折り畳たたみの携帯電話を取り出し。

「……オヤジ」

「ええ、わかっています……では皆みなさん、束の間かも知れませんが、ゆっくり休養してください。作業再開の詳くわしい日取りは、追ってお知らせします」

　アーチェスたちはそれきり振り返ることなく帰って行った。

　暗い沈ちん黙もく。痛ましそうな、あるいは察するような視線がヒデオに集中する。ヒデオは黙だまって腰こしを下ろし、冷たくなったご飯をおかずもなく、冷めた味み噌そ汁しるで流し込んでいく。

　得られた情報の全てを整理。

　そうして最後の一口を飲み下し、静かに箸はしを置く。

「……アルハザンとの、この勝負。僕たちの勝率は、限りなく高いものになりました」

「「「……」」」

　てっきり悲しみに沈しずみこんだと思っていた一同は驚おどろいたように顔を上げ。

「……勝ちに、行きましょう」

　そんな、突然のヒデオの言葉に声を失った。
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「昔の君の部屋で待つ……ですか？」

　端たん末まつを前に、ライネーズは傍かたわらに立つアーチェスを振り返った。

「ええ。どういう意味だと思います？」

「どう、と言われましても……」

　急に意見を求められたライネーズが口ごもる。後ろでザジが、興味なさげにガンアクションを繰くり返していた。

「言葉通りの意味だよ、オヤジ。思い出深いアパートで待ってれば、ウィル子の魂たましいかなんかが帰ってくるとかさ。ロマンチストなんだろ」

「……ですね。私もそんな風にしか」

　相あい槌づちするライネーズ。

「やっぱり、それだけの意味にしか思えませんよねぇ……」

「あんたほんと心配性だな……」

　ザジがぼそぼそと髪かみを搔く。

「いえ……気のせいかもしれませんが、あのとき」

「あ？」

「ヒデオ君が顔を隠かくして泣いた時……一瞬、彼が笑ったような気がしたんですよね」

「……顔隠れてたのによく見えたな、あんた」

「ええ、ですから気配というか、なんというか……」

「……でもちょっと待って」

　トレイに人数分のホットコーヒーを載のせ、レナが戻もどってくる。

「ミッシェルが管理してたアパートのことなら、僕たちの部屋、って言うんじゃない？」

「ああ……なるほど。違い和わ感の正体にやっと気付きましたよ。ずっと何かおかしいと思っていたんですが」

「んじゃ、アネゴ。ウィル子の部屋ってなんだ？」

　コーヒーに砂糖とミルクをたっぷり入れたザジ。

「それはほら、きっと……パソコンのことじゃない？」

「何言ってんだあんた」

　拍ひよう子し抜ぬけしたようなザジに、レナはさも当たり前のように言う。

「だってウィル子ちゃん、パソコンの中に住んでたって言うんでしょ」

「それはオレでも知ってるよ。けどヒデオがどうやってパソコンの中で待つんだ、って」

「だから、それはロマンチストなんじゃない？　ちょっと前に流は行やったでしょ。バーチャルとか、ダイブとか、マトリックスみたいな。お星様になる代わりに、パソコンの中に入れるとか思っちゃったんじゃない？　ウィル子ちゃんと一いつ緒しよにいたせいで」

　と、レナはブラックのコーヒーを一口。

「……今日のヒデオくん、なんかおかしかったから……ウィル子ちゃんが死んだって聞かされて、いよいよ最後の一線越こえちゃったとかね。パパが笑ったように見えたって言うのも、きっとそのせいじゃないかな。ほんとにもうどうでもよくなって、笑うしかなかったとか」

　そういうことが希まれにあることは、この場にいる全員が知っていた。ことあのような、いつ死んでもおかしくない状じよう況きよう下では。そして聞かされたのが、希望を絶やすような凶きよう報ほうでは……それは自や棄けになって笑いたくもなるだろうと。

　そこで、渡わたされたコーヒーが程ほどよく冷めるまで待っていたライネーズ。

「仮に外部へ何かを伝えようとしているとしても、掲示板に匿名では誰だれから誰へのメッセージかもわかりませんし……有用な情報を含ふくめるには、文章が短すぎます」

「ていうかオヤジ。そんなに心配なら律りち儀ぎに聞いてやることもないだろ」

「あ、いえ……本当に心からのお願いだったりしたら、やはり反ほ故ごにするのは可哀かわい相そうじゃありませんか。何もなければそれでいいんです。そして気になっていた違和感も、ヒデオ君が笑ったような様子も、一応の理り屈くつは通りましたからね。確かにただの一いつ般ぱん人である彼に、あの場所での長期の労働は精神を病やんで余りあるものだったのでしょう」

「で、あんたはその止とどめを刺さしたわけだ。知らぬが仏だったろうに」

　皮肉るザジを、レナがたしなめた。

「ザジってば……！　いいじゃない、ヒキコモリの噓うそ吐つきの、あんなヤツがどうなったって……！」

「レナさん」

　罵ば倒とうしようとしたレナは、アーチェスのその声だけで我に返り、しゅんとなる。

「ごめんなさい……。わかって、いるんだけど……」

　一息。

「……ではライネーズ君、彼の言葉通りに。ただし匿とく名めいではなく、ヒデオ君の名前で。『みんなの広場』だけではなく、外の世界のあちこちの掲けい示じ板ばんにも適当に載せてください」

　キーボードに手をやったところで、ライネーズはぱちくり、振ふり返る。

「えっ……、と、それは……？」

「言葉は間ま違ちがいなく彼のものです。ですからこうなります。彼はこの都市から行ゆく方えを晦くらましましたが、決して捕とらえられたわけではなかった。そしてウィル子さんも殺されたわけではなく、誰よりも早くそのメッセージに気付き、ヒデオ君を捜さがしに魔殺商会を立ち去った」

　ザジがそっと視線を移す。

「……あんた、ほんとに優しいんだか恐おそろしいんだかわからない人だよな」

　薄うすく笑っただけで、アーチェスは答えなかった。

「投とう稿こう日時の改かい竄ざんも、君であればできますね？　ライネーズ君」

「はい、かしこまりました。アーチェス様」







[image: 嚙み合わさる歯車]
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　明くる日。

　実に数週間ぶりの……早くからいる者たちにとっては、実に一ヶ月以上ぶりの休日である。が、徒いたずらに惰だ眠みんをむさぼってなどいられない。朝食を終えただだっ広いテーブルに、ヒデオは昨夜、大たい佐さから借りた地下階の地図を並べていた。

　その気付きの発ほつ端たんは、昨日の午後にあった微び震しん動どう。みーことエルシアが起こしたという地震だった。

「地ち殻かく変動による、通常の地震であれば、ともかく。地表での爆ばく発はつや何かが。我々のいる、この最下層まで……届くでしょうか」

　問題は、最下層ということだ。中身の詰つまった地層ではない。パイ生地のようにいくつもの空間を挟はさんだ、その最下層なのだ。上での騒そう動どうがどの程度の規模かがわからない以上、確定的ではなかったが……そうした空間は震動を吸収して余りあるのではないか。

　並べた地図に、ヒデオはアルファベットを振っていた。Ａは[image: ]に、Ｂは[image: ]に繫つながるように。

「ちょっと……ダーリン、これって……！」

　真っ先に声を上げたのはアカネだった。ヒデオは首しゆ肯こう。

「仮説に、過ぎない。だが。恐らくは……こういうことかと」

「う……む。しかし……」

　面子メンツの中ではもっともこのダンジョンに精通しているだろう大佐が息を吞のみ、唸うなる。

　ヒデオがアルファベットを振ったのは、地図の端はし。大佐が目印として描かいた川の、端と端。その流れが繫がるのだ。まったくでたらめな階層同士、地下四階と地下十二階、地下十二階と地下二十九階……そして地下四十九階の水流は地下二階へ、水流を合わせるとぐるりと変則的なドーナツ型に一周し、幾いくつかの支流がララミー鍾しよう乳にゆう洞どうと呼ばれる地下六十一階、即すなわち中央部に流れ込み、また流れ出ている。

　つまり、階段やエレベーターだけで見ればダンジョンは真っ直ぐ下方向に続いているように思えるが、実際は違ちがうのではないか。

　本来はもっと浅く、広く……そう、蜂はちの巣のように。蜂の巣の一つの部屋に、十階層ほどが重なって入っている。それを降りきると、また別の部屋の最上階にワープさせられる……。

「恐らくは、階段の途と中ちゆうで。様式が変わるという、十階層ごとに」

　そうした幾つかのひとまとめにした筒つつ状じようのダンジョンが、都市の地下に広く、横並びになっているのではないか。その程度の深度であれば、地表の震動も伝わるのではないか。

「だが……いや、やはり馬ば鹿かげている。そもそもが、私の老いた頭から取り出したあやふやな記き憶おくの地図だ。そもそもこれでは、エッシャーの騙だまし絵と同じではないかね。水源がどこか……」

「では、大佐。我々が今呼吸している空気は、どこから。この地下三十階付近、青空が見えるというのはどういう理屈で」

「う、む……、それは……」

「そうか……！」

　あっと声を出したのは甲こう士し郎ろうだった。

「大佐、覚えていないか？　最初の頃ころ、余計な土砂をそこの川にどかどか流してたら、飲み水が埃ほこりっぽくなったことがなかったか？　あそこから汲くみ上げる水なんだから当然だってことですぐにやめたが……あんな急流なのに、昼間捨てた土砂が夜になっても混ざってるなんて、おかしいと思わなかったか？」

　ヴェロッキアが相づちを打った。

「……なるほどな、それであれば我も不思議に思っていた。だがヒデオの言う通りであれば、納得できよう」

「ああ、その日はまだ沈ちん殿でんしきらない泥どろ水みずが、このドーナツ川をぐるぐる回っていたんだ……俺たちの今いるこの場所が、どの部分にあるかはわからないがな」

　甲士郎とヴェロッキアが頷うなずき合う。

　これはある種の実証ではないか。いや、工く夫ふうを凝こらせば今からでも、容易に検証が可能な事実。

「大佐。あなたは、常識の外側を知っているのでは。僕は。神や、魔人がいて。異界や。魔法があるのに……ワープがないなどとは、認められません」

「……ふふっ。いくら知識と経験があっても、若者たちの頭の柔じゆう軟なんさには及およばんか」

「けど……ヒデオさん」

　美み奈な子こが言った。

「この場合、エレベーターってどうなるんでしょうか……？」

「もちろん、それは……僕も。気になっていました。ですから、確かめに行きましょう」

　幸か不幸かこの場所には、唯ゆい一いつの出入り口としてそれが通じているのだから。ヒデオが立ち上がり、止める間もなく部屋を出て行くと、一同がそれに続いた。

「お、おい外に行くのか？　ちょっと待ってくれ、ジャバンスーツに着き替がえてくるから……！」

　甲士郎があたふた飛び出し。最後に席を立ったハニ悪はマルボロを咥くわえ、どこか嬉うれしそうに火を点つけた。

「急に……。男の目に、戻もどりやがったな……。あんた……どう思う……」

　部屋の敷しき居いを跨またいだところで、ヴェロッキアは肯こう定ていした。皮肉げに笑ってみせながら。

「ああ、今の奴やつの血はさぞうまいだろう。だが、その血を何リットル吸ったところで、我の意志には従うまい……。まったくもって、人間とはよくわからんイキモノよな」
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　美奈子と一いつ緒しよに放り込まれて以来、初めて戻ってきた。岩がん壁ぺきに奥まったエレベーターのドアは、こちらから操作できるボタンもなく、固く閉ざされている。魔物の気配は、今はない。念のため、レミーナの浄じよう化かの歌が聞こえる中。

〝久しぶりに戻ってきたでござるが……どうするつもりでござるか〟

「開けます」

　ヒデオは端たん的てきに言い放った。

「ちょ……っとダーリン。これ、たぶんオリハルコンの合金よ？　どうやって開けるの」

「……。」

　オリハル、コン？

　なんだかトラウマチックな思い出が蘇よみがえる。

「エリーゼちゃんの鉱山でダーリンも見たでしょ。合成は違うと思うけど、あんな感じの」

　終わった。終しゆう了りよう。

　そうか。よく考えれば不思議な話だが、どうりで魔物がいるような中でも壊こわれないはずだ。

　息巻いて出てきたヒデオは、脂あぶら汗あせ一つ。しかし。

「▼々[image: ]◇金属デスカ」

　やってきたグレイが、端末をそのドアへ向けてピコパポピパ。

「ワタシノ銃ヲ　ふるぱわー照射スレバ　ナントカナリソウデスガ」

　アカネがぎょっとした。

「な……、なんとかなっちゃうの……!?」

「ソノ代ワリ　えねるぎーぱっくガ空ニナリマスノデ　以降　もんすたー退治ノオ手伝イハデキナクナリマス」

　それとなく、全員で大佐の方を見る。

「いいのではないかね？　これまでと違ちがい、ヒデオ君には何らかの考えがあるのだ。むしろ、それだけのエネルギーがまだ残っていることを幸運に思おうではないか」

　話はすぐに決まったが、歌い終えたレミーナが言う。

「あの。エレベーターの中身ごと……もしかしたら私たちごと、どかーん！　と吹ふき飛ぶようなことは」

「ソコハ　ゴ安心ヲ。構成物質ノみくろカラ　めぞ的組成ニ作用サセマス。固有振動数せっとヨシ　すぴん解カイ析セキ……えこー・ぱたーんノ　いんぷっとヨシ」

　オモチャじみているくせにえらい高性能な銃の回路を、腕うでに付けた端たん末まつからのデータとリンクさせていく。

　グレイ一人を残し、全員でドアから離はなれる。

　美奈子がふと呟つぶやいた。

「でも……これを壊したら、アルハザンにはなんて言い訳すれば？」

　あっ、と全員で口を開けたときには、びぃむ、と放たれた非常にわかりやすい光線が、ドアにぽっかりと真円の穴を開けていた。

「……まあ、開いてしまったものは仕方ないな」

　言いながら冷や汗半分の大佐。アカネが肩かたをすくめる。

「新種の超ちよう絶ぜつ特級激レア最強モンスターが出て来て壊した、とでも言えばいいのよ。時間があったら、私が適当な金属で錬れん成せいしても……」

　と、穴の中を見たアカネが口くち籠ごもる。

「なに、これ……？」

　気付き、全員で絶句する中……仮説から仮説を組み立てていたヒデオは、一人冷静にその光景を眺ながめていた。思考に生じていた矛む盾じゆん、ウィル子へ伝えたかったメッセージ。整合するか否かの瞬しゆん間かんであった。
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　ドアの中の空間には、カウンターウエイトと呼ばれる重りが一つ。それを吊つるすワイヤーと一緒に、何かのケーブルが上に伸のびていた。

　だが、それだけなのだ。あとは何もない。

　ここが終点らしく、地面はある。だが壁かべはなかった。黒い、というより闇やみ、とでも言うべきか。ウエイトとエレベーターの下りてくる区画分の地面があるだけで、あとはどこまでも落ちていきそうな闇。

「ヒデオさん……!?」

　美奈子の制止も聞かず、その中に入ったヒデオは見上げてみる……が、暗い。

「すみませんが。誰か。明かりは」

「待ってろ、俺がヘルメットのフラッシュライトで……」

　同じくその空間に入ったジャバンが、ライトのスイッチをオン。サーチライトのような明かりで上を見上げる。

「すごいな……なんだ、あれは？　ドアが……浮ういているぞ」

　真っ暗な中、上へと伸びるワイヤーに沿うよう、ぽつりぽつりとドアが見えた。微かすかな駆く動どう音を伴ともない、ジャバンスーツのヘルメットに内蔵されたカメラはズームする。

「……ん？　途と中ちゆうからは普ふ通つうのエレベーターシャフトになっているのか」

　と言っても、遥はるか上空の話だ。恐おそらくはそこから先がセンタービル。

　入れ替かわり、立ち替わり、みんなでその様子を見た。目指すべき、懐なつかしき地上が見えた。まだ辿たどり着く手段はない。だが、目指すべき場所が見えたというそれだけで、活気付くには充じゆう分ぶんすぎた。

「もう一つ。調べて、欲しいものが」

「ん？」

　ジャバンに訊たずねたのはカウンターウエイトにくっついている機械と、そこから伸びるケーブルのことだった。

「こいつはっ……大変な発見だぞ、ヒデオ！　無線機だ！」

　そのままヘルメットのモニターを通し、ケーブルの繫つながる先を見上げる。大佐が珍めずらしく興奮気味に訊ねた。

「本当かね!?」

「コチラノせんさーデモ　確認デキマシタ。コノ☆デ　一イツ般パン的ニ使用サレルたいぷノ　無線中チユウ継ケイ器ノヨウデス」

　しかし、グレイの声はそこでトーンが落ちる。

「……デスガ」

「ああ。電力が通っていない」

　ジャバンが相づちを打つ。

「くそっ……エレベーターと電源が共通なのかも知れないな。結局のところ、あいつらが上で操作しないと使えないってことだ」

　だが、これで謎なぞが一つ解けた。

「ヒデオさん、これが目的だったんですか……？　この中継器」

「ええ。昨日の、話です」

「「「昨日？」」」

　昨日、アーチェスが言った爆ばく薬やくでの最後の仕上げ、どう遠えん隔かく操作するのかと思ったが……ヒデオには、その可能性がこれしか思い浮かばなかった。配給の時、こちらから開けることのできないエレベーターをどう開けていたかも、これで説明が付く。エレベーターが起動していれば、無線連れん絡らくが使える。直接のリモコン操作か、やはり上に呼びかけての操作かはともかく。アルハザンの誰かがここにいるとき、という制約は付くにせよ、連絡が付くのだ。

　昨夜、爆薬の話の後、ザジが携けい帯たい電話を取り出したときにほぼ確信していたが……確信は今、確証に変わった。

〝なるほど……やはりヒデオ殿どのは、いざというときにこそ冷静でござるな。拙せつ者しや、あのように所構わずめーるする若者は好かぬと思うばかりでござった。ウィル子殿のこともあって、なおさらでござったよ〟

「ええ。本官もウィル子さんのことがショックで、そんなことを考える余よ裕ゆうとてもありませんでした」

　……？

　岡おか丸まるの言葉で昨夜のことを思い出したヒデオは、少し引っかかった。

　ザジ宛あてのメール。

　話の流れから、てっきり早く帰ってこいとの催さい促そくのメールかと思ったが……それにしては折り畳たたみの携帯を開けなかったのはなぜだろう？　背面の小窓で着信は確認できたとしても、内容まではわかるまい。この中継器の秘密を悟さとらせないように……とも考えられるが、だったら最初から電源を切っておけばいい。彼らがそんな簡単なことを怠おこたるとは考えにくい。

　それにメールであれば、やはり確認するべきだろう。彼らが行っていることの規模と重大さを考えれば、仲間たちからの、リーダーであるアーチェスへの一大事のメールかもしれないのだ。

　しかし着信はあった……。

　……着信？

　いや、知らせるために使用される機能はもう一つある。

　アラームだ。

　ミッシェルの帰りが遅おくれて二人が降りてきたように、他の者に心配をかけさせぬように時間を区切っていたのか……？

（……）

　筋は通るが何か違ちがう。何か違い和わ感がある。もっと他のことが結びつけられそうな。

　なんだろう。

「……ほら、美奈子さんがウィル子ちゃんのこと言うからダーリン思い出して沈しずんじゃったじゃないのー……」

　ひそひそ。

「ええっ？　いえ、本官は別にその……岡丸があんなこと言うから……」

　ぼそぼそ。

〝でも美奈子殿も言ったでござるよ……〟

（……）

　いけない。そうだった。思い付いた新たな問題よりは……と思った矢先、察したようにヴェロッキアが話題を変えた。

「どうするのだ、ヒデオ。せっかく上が見えておるのだ、我が少し見てきてやろうか」

「……いえ。結局の、ところ。これを使って全員が脱だつ出しゆつするのは、難しい話でしょう」

　ぽっかりと闇に浮かぶドア。ダンジョンの中の、どこかの階には出られるだろう。だが当面の問題として、他の人質たちの安全確保。それができなければ何も意味がない。

「しかしだヒデオ君、結局は見ての通りではないかね？　ドアは一列に並んでいる。残念ながら、ドーナツ川説は……」

「いえ、大たい佐さ。それではなぜ、こんな意味不明の空間に、入り口が並んでいるのでしょうか。通常の、縦穴ではなく」

「ふぅむ……」

　と大佐は一息。

「つまりこう言いたいのかね。ダンジョンの基本構造はあのテーブルに並べたとおりで……曲がっているのは、この闇のエレベーターシャフトの方だと」

「曲がっているか。あれらのドアがワープホールになっているかは、ともかく……でなければ、説明が付きません。センタービルより上の階は、通常のシャフトである説明が。地下部分だけが、誤ご魔ま化かすような闇になっている説明が」

　根負けしたように大佐は苦笑する。それは同時、死を思い詰つめるほどに打ちひしがれたヒデオの変へん貌ぼう……その根幹たる、若さへのノスタルジー。

「わかった、わかったよ。オーケーだ、ヒデオ君。昨日までなんの手立てもなかったものを、ここまで読み当てたのだ。これから先は、君の説に則のつとって話を進めてみようじゃないか」

　そこでアカネが手を挙げた。

「ねえ、ところでダーリンと大佐。この穴どうするの？　塞ふさぐなら早い方がいいわよ」

　？

「グレイさんがやったの、分子分解みたいだから。今ならその辺に漂ただよってる分子を集めて、怪あやしまれないように元通り直せそうなの」

「デシタラ　ソノ前ニ。　念ノタメ　イツデモ開ケラレルヨウ　ろっく機構ニ　細工ヲシテオイテハ　イカガデショウ」

「そいつはいいアイデアだ！　ちょっと待っててくれ、いまジャバンスーツのセンサーでスキャンするぜ」

　結構活かつ躍やくしているが。ヒデオはふと思った。

　無む尽じんのコスモエネルギーと思われたグレイの光線銃じゆうは、その実、エネルギーパックによるものだった。ならば。

「……ジャバンスーツの、エネルギー源は」

「熱い血潮と、根性さ!!」

　親指、ビシィ!!
「……。」

　いや。

　何も言うまい。

　精せい霊れいだって精神エネルギーを食べる。そこら辺の仕組みを科学的に何とかすれば、どうにかこうにか。どうせ、常識などない世界なのだ。

「本官も、何かお手伝いすることはありませんか？」

「スミマセン。手ガ　装置ニ届カナイノデスガ」

「手ではなく背が届かんのだろう。我が抱かかえてやる」

　アイデア出し合い、協力し合う彼らを見て、レミーナが微笑ほほえましそうに言った。

「若いって、いいですねぇ……」

　ハニ悪がうまそうにタバコの煙けむりをくゆらせる。

「最近の若い奴やつらは……なんて言ったところで……。時代を作るのは、いつだって若い奴ら、なのさ……」

　本当に、みんなでわいわいがやがやと。なんだか文化祭の前夜を思い出す。

「……しかし、そうなると」

　ヒデオは再び思った。

「レミーナさんの、お歳は」

　へらっ、とレミーナ先生の笑顔になる。

「どこの病気ですか？」

　ぶんぶか首を振ふって否定。

　そうこうする間に。

「再構成ーっ!!」

　アカネの詠えい唱しよう一発。こちらからも開閉可能、しかし見た目はそのままのドアが復活した。

「ふぅ……我ながら上出来っ！　壊こわしたままにしておいて、あいつらの驚おどろく顔を見たかった気もするけどね！」

　とアカネはウインク一つ。大佐がまんざらでもなさそうに頷うなずいた。

「そうして連中を言いくるめるのも、確かに面白そうだが……せっかく中ちゆう継けい器という面白いものが見つかったのだ。魔ま物ものどもに装置やケーブルをやられてはやはり困るだろう」

「ええ。ウィル子は、そこからやってきますので」

「そう、ウィル子さんがここから……」

　と当たり前のように頷きかけた美奈子。

「……って、なんですってヒデオさん!?」

　全員が、啞あ然ぜんとなった。




　　　　③




　地上では予定通り、魔まつ殺さつ商会による全力を挙げてのローラー作戦が敷しかれていた。いなくなった、そしているはずのないウィル子とラトゼリカを、覆ふく面めんやメイドたちは必死になって捜さがしている。二人とも愛あい想そよく皆みなに好かれていただけに、真実を何も知らされていない社員たちの熱の入り方は、相当なものだった。

　社長室ならぬ会長室。ウィル子はそんな様子を、街角ウェブカメラで見ながら。

《うあ～……なんだか申し訳ないのですよ～……》

「気にしない気にしない。いっつもサボってばかりなのが、ようやく給料分走り回ってるだけだから」

　あっけらかんと笑う鈴蘭。

　どうやって成り立っているのだろう、この会社。

「で……リップルラップル。どう？」

「まあ、待つの。あの性悪女が設計した都市なの。複雑怪かい奇きもいいとこなの」

　聞いたところ、意外や意外。専門の畑は違うがこの幼女、あのドクターに匹ひつ敵てきする知能の持ち主らしい。いくつものホワイトボードに、見たこともない数式をガンガン書き並べていく。床ゆかには、その元となる試し算の紙がそこら中に散乱していた。

《設計した性悪女というと……つまり天界の？》

「いつもスカした無表情で羽もないくせに天使とは生意気なの。俗ぞくに言う、ええかっこしいなの」

　最近はあまり俗に聞かない気がするウィル子、無表情はそういうリップルラップルも一いつ緒しよではなかろうか……と思った矢先、リップルラップルがフェルトペンを持たない方の手に金属バットを召しよう喚かんした。

「言いたいことがあるならはっきり言うの。有う象ぞう無む象ぞうの区別なく、私のバットも許しはしないの」

　苛いらついたように数式を書き殴なぐる速度が上がる。

《え～、まあ。その……》

　スピーカーをミュート寸前に。

《鈴すず蘭らんさん。性格、そんなに悪いのですか……その天使とやら》

「う～ん、でもリップルラップルほどは破は綻たんして痛ぁあああっ!?」

　投げるペン先ストライク。

「ほらこれだ！　すぐそれだ！　どー見てもマリアクレセルの方が落ち着きあるよっ！　っていうか姉妹なんだからもっと仲良くしなきゃだめなんじゃないっ!?」

「その台詞せりふ、どこかの姉妹にそっくりそのままお返しするの」

　冷たく言い放ったリップルラップルは新たなペンのキャップを開け、また書き始める。でも気配以外は怒おこるでもなく、ほんと無表情。

「それにしてもドクターの話、本当なの？　その……入れ子になってるって」

「あの女であれば、そんな奇き妙みよう奇き天て烈れつ摩ま訶か不ふ思し議ぎ的な設計でもやりかねないの」

　事の発ほつ端たんはリュータの持ってきた地図である。当初はヒデオたちがどこに捕とらえられているか、またどうやってそこから救出するかを、検討するためだったのだが……それを取り込んだウィル子は気付いたのである。

　仔し細さいに描き込まれた複雑な地図だったため、他の者たちの肉眼では気付きにくかったようだが、ウィル子はデータとして整理するために幾いくつかの領域レイヤーに分けて取り込んだ。まず通路を。それから宝箱やトラップのようなオブジェクト。最後に、情報量として最も少ない泉や、〝川〟である。

　他の者たちが話し込む間、ウィル子なりにあれこれ地図を眺ながめた結果……どうも、川の流れが繫つながるらしいことがわかった。ぐるっと、一周して。

　そこで登場したのが、ダンジョンをチート的に掘ほり進むために呼んだドリルの専門家。というか愛好家。というか愛好癖へき症しようの、あのドクター。

　都市の地下がワープを使用したハニカム構造となっているか、異世界の入れ子になっているか、二つの可能性があると言い出した。そして今現在、リップルラップルが入れ子構造の可能性を研究中というわけである。

　入れ子とはつまり、ロシア土産みやげのマトリョーシカ人形。人形を開けると一回り小さい人形が入っているアレである。この場合はつまり、異世界であるこの都市の中に、ダンジョン専用の異世界が用意されているのではないか、という推測に基もとづくものだ。

　やがてリップルラップルの手により、どつ、と一際強くピリオドが打たれる。

　Ｑ．Ｅ．Ｄ．

　その最後を飾かざる一点である。

　かく示されたり。

　一息ついて、リップルラップルが振り返る。

「……リュータの地図の距きよ離りの誤差十メートル以内、フロアの高さが誤差二メートル以内と仮定した場合、この隔かく離り空間都市内において入れ子構造にした際の同程度の容積を持つフロアは、約五十階層分までしか存在できないの」

「ええっと……つまり？」

「リュータの地図を元に異空間を造ろうとしても、入れ子の容積が足りないの。マトリョーシカは弾はじけ飛ぶの」

「マトリョーシカ……って、誰だっけ？　いや、ロシアとかあっちの方の人っていうのはわかるけど」

　無表情のリップルラップルの目が、さらに冷たく細くなる。ああもうなんかめんどくさい人だなぁ……と鈴蘭を無視したウィル子は、先を促うながした。

《ハニカム構造の方が可能性は高いわけですね？》

　こくこくと。

「その通りなの。問題は……」

　問題は、どのフロアにヒデオたちが捕つかまっていて。そのフロアが、この都市の中のどの場所に位置しているか。

　だが希望は遥はるかに高まった。入れ子ではない以上、場合によってはダンジョンに対する最大の禁きん忌き、地表からいきなりその階へと岩がん盤ばんをぶち抜ぬける！

「ウィル子はいるか」

　入ってきたのは貴たか瀬せだった。

《ウィル子ならここに》

「連中、動いたぞ。『みんなの広場』を見てみろ」

　言われ、ウィル子は即そくアクセス。鈴蘭にも見えるよう、そのまま画面に表示。

「え？　ヒデオくんの書き込み？」

「と、通常であれば思うだろう。ウィル子、念のため少し調べてみてくれ」

　次に彼が見せたのは、いくつかのＷｅｂアドレスを記したメモ用紙。

《……ははぁ、なるほど》

　ウィル子はすぐに貴瀬の意図するところを汲くみ取った。どこもそれなりに著名な掲けい示じ板ばん、投とう稿こう者名は『ひでお』で共通、メッセージも同一だが……投稿日時はおよそ、昨日自分がやられた前後。

　液えき晶しように映る日時はそうだが、各サーバーへのアクセスログは深夜の同一時間帯だ。あとはプロクシをどんどんさかのぼっていけば、あのデパートか、センタービルかに辿たどり着くだろう。

《にほほ！　にほははは！　電子の精せい霊れいを欺あざむくにはあまりにお粗そ末まつ！》

「えっと、どういうこと？　ログとか串くしとか鯖さばとか……ウィル子ちゃん、一人で納得してないで」

《ラティさんのことはともかく、ウィル子の失しつ踪そうについてはこれで偽ぎ装そうしているつもりなのですよ～》

　あのとき自分は、頑がんとしてヒデオを出せと言い張った。自分がヒデオを右往左往捜していることは、彼らも、魔殺商会側も知っていた。

　貴瀬が首しゆ肯こう。

「そういうことだ。もしエンジェルセイバーからパクった機密を残さず、ウィル子が急に消えたとしたら……そして、今朝になってこのメッセージを俺たちが見つけたとしたら」

「あ……そっか。ウィル子ちゃんは、このヒデオ君の書き込みを見て出て行った……って思いますよね」

　二人同時のあてどない失踪よりは、片方は理由があって失踪した……という方が不審感は薄うすい。最悪、その理由の方にラティ失踪をこじつけることもできる。ウィル子とヒデオが、ラティ失踪に関わっているのでは、と。

　こくこく。リップルラップルが頷うなずいた。

「でも、いよいよ策士が策に溺おぼれたの」

「え？」

「鈴蘭。ウィル子は見事生せい還かんしたまま、ここにいるぞ。だが、奴やつらは偽装した。殺したという事実を隠いん蔽ぺいするためにな。つまり連中は、ウィル子を殺したものだと思い込んでいる」

「ああ、なるほど……！　企たくらみは、まだ誰にも気付かれていない、って向こうは思ってる！」

　実際には、すでに人質たちをどうするかの算段に入っているとも知らずにだ。

「じゃあここは騙だまされた振りをして、ウィル子ちゃんは、ヒデオ君を捜しに出て行ったみたい……ってことにしましょうか」

「だが、あまり早く気付いても不自然だ、それは午後になってからでいいだろう。それより……ダンジョンの解かい析せきとやらはできたのか？」

　足元の計算用紙を見み渡わたし、肩かたをすくめる貴瀬。鈴蘭は首肯。

「ええ、それは蜂はちの巣型の構造ってことで一応。ね？」

「そのとおりなの。あとは、リュータたちの座標調査次第なの」

「ふむ、万事順調……」

　と言いかけ、貴瀬はウィル子の表情に気付いた。

「どうした、ウィル子。まだ何か気付いたことがあるのか」

《え？　あー、いえ……書き込み自体は偽装でいいのですが、この内容はどういう意味かと》




〝昔の君の部屋で待つ。〟




《ただの偽装にしては、凝こっているような》

「……所しよ詮せん架か空くうのメッセージだ、内容などどうでもよかったのではないか？　君たち二人の間で通じるような、意味深な符ふ丁ちようであれば。ハッキリと場所を特定させて、俺たちが実際に捜しに行ってしまっても困るだろう」

　それはそうか。

　でも、君の部屋？

（ウィル子の部屋……）

　アルハザンは、なぜそんな言葉を選んだのだろう。書き込みのログは深夜。受付のカウンターでやられてから、充じゆう分ぶんに時間は経っている。半日も考えに考えた結果がこの言葉？

（……）

　時間が経っている。

　いや、逆に……なぜすぐに書き込まなかったのだろう？　最初は無視を決め込むつもりだったのか……ひょっとしたらその間に、ヒデオに何か聞いていた？

　偽装を徹てつ底ていするために、貴瀬の言う符丁のようなものを聞き出したか……あるいは、うまく言いくるめて、彼自身の口からこの言葉を言わせた？

　ウィル子はモニターの中で一度かぶりを振った。助けたい一心のせいか、どうも都合よく考えてしまっている気がする。仮にヒデオ自身の言葉だったとしても、そこまで用心深いアルハザンであれば、書き込む前に書き直してこの形にしているのだろうし。

　だが……この不自然な文脈。書き込みまでの不自然に空いた時間には、何か理由があるに違ちがいない。

　向こうは、自分が死んだと思っているのだ。アーチェスの性格から言えば、包み隠かくさず、真っ正直にヒデオに話すことも考えられる。そしてあの気弱な、申し訳なさそうな顔で言うのだ。




　──彼女に、何か手た向むけの言葉はありませんか？




「……！」

　そのときヒデオが自分の生を信じていてくれたなら、そこに符丁を込めたのではないか？　怪あやしまれぬだけのわずかな時間に、ありったけの機転と思考を利きかせ、そして一いち縷るの望みを託たくしたのがこの言葉だったとしたら？　あの、勝負に臨のぞむカッコイイ目付きになったヒデオであれば。逆にアルハザンを言いくるめ、これをそのまま書かせたとは考えられないだろうか？

　連中も意味はわからない。不思議がる。だが、ヒデオ自身が言ったのだ。そして唯ゆい一いつこの文章を解かい釈しやくできる自分が、もうこの世に存在しないと考えれば……貴瀬の言う意味深な符丁というリアリティを重視するため、そのまま載のせたとは考えられないか？

（けど……）

　もしそうだったとしても。ならばヒデオは、この言葉にどんな意味を込めたのだろう。そこが最大の問題だ。彼は何を求めているのだろうか。

　そうしてウィル子は、めまぐるしい勢いで、暗号解説や暗号にまつわる雑学的なサイトを漁あさり始める……。

　没ぼつ頭とうしてしまったので、鈴蘭は一息。

「でも……ダンジョンの調査が終わらないと、私たちとしてはこれ以上動きようがないね。スタジアムが直らなきゃ決勝戦も始まらないし」

「吞のん気きなものなの。エリーゼに、差し入れの一つも持っていくのが筋というものなの」

「いらんいらん、ただでさえ賠ばい償しよう金をぼったくられているのだ。そんなことを言ってくるようなら、角砂糖でも投げ付けてやれ。地味に痛いぞ」

　リップルラップルはふるふる、首を横に。

「食べ物で遊んでは、いけないの」

「ならばドクターに言って角砂糖射出機でも作らせるか。遊びではなく実戦用の」

「面白そうですけど話がずれすぎです、ご主人様。それだったらむしろ……」

　なんか外野がうるさいのでウィル子はポートをくぐり、そっとその場を離はなれた。




　　　　◆




　大会が大おお詰づめとなったこともあったが、昨日の騒さわぎで怪け我が人が続出したこともあり、その日もセンターの受付カウンターは暇ひまだった。

　そこへ。

「……ご用ですかニャ？」

　訪れたのはダンジョンの常連で有名なリュータ・サリンジャーと、決勝へ勝ち進んだエリーゼのパートナー、長谷部翔しよう希き。妙みような取り合わせであった。

　リュータが言う。

「ダンジョン探たん索さくだ。どうせ昨日負けちまって暇なんでな。大会が終わるまでに、大佐の記録レコードだけでも抜ぬいてやろうと思ってよ」

　続いて背後の翔希を親指で示し、

「こっちは逆に、決勝まで時間が空いちまったから鍛きたえ直しておきたいんだと。さっき街中で偶ぐう然ぜん会っちまったんだが、皮肉なもんだよなぁ……」

「そですかにゃ」

　ミッシェルは受付用紙を二枚。

「けど、その荷物はなんですかにゃ？」

　と翔希の背負った、メカメカしいバックパックを指差す。

「ん？　ああ、魔ま物もの探知機だってさ。レアモンスターや強いモンスターを探すのにもってこいだって、伊い織おりのとこのドクターがな」

「怪しいですニャ」

　何気ないミッシェルの言葉に、翔希は苦笑。

「そこなんだよな……あの人の作るものは大たい抵てい怪しいんだけど、まあモニターテストってことで、バイト料ももらえるらしいからさ」

　言いながら用紙に書き込む翔希。

「フリーターは大変ですニャ」

「まったくなぁ」

　先に書き終え、用紙を突つっ返したリュータが笑う。ミッシェルは一言。

「でも無職よりはいいですニャ？」

「モンスターハンターだ。自営業だ。フリーランスであって、フリーターじゃねえ」

「そですかニャ」

　翔希の書き終えた用紙も受け取るミッシェル。到とう達たつ階数、滞たい在ざい時間とも両者同一だった。

「一いつ緒しよに潜もぐりますかニャ？」

「俺はリュータほどここのダンジョンになれてないからさ、道案内を頼たのんだんだ」

「手のかかるモンスターは元勇者の経験値になってもらって、俺は道先案内人として少しばかりマージンをもらう。利害の一いつ致ちってやつだな」

「それはいいですニャ。では確かに受け付けましたニャ。気を付けて行ってらっしゃいですニャ」

　二人はエレベーターへと向かっていく。

　滅めつ多たに客の来ないロビーには、またミッシェルが一人。

「止める理由もなかったですが、よかったですかニャ？」

《ええ。こちらでもライネーズ君が解かい析せきしましたが、何かの観測機械というわけでもなさそうでした。問題ないでしょう》

　と、アーチェス。

《まあどれだけ怪しかったとしても、下手に止めれば怪しまれるのはこちらです……その調子で、いつも通りの対応をお願いしますよ》

「了りよう解かいですニャ」




　　　　④




　旧スタジアム跡あと地ちにして、新スタジアム建設予定地。地じ盤ばんがほぼまともだったのが不幸中の幸い、安全メットを被かぶったエリーゼは現場監かん督とくらと共に陣じん頭とう指揮に立ち、瓦が礫れきを退けた端はしから新たな桟さ敷じきを組ませていた。

　その傍かたわらにはひぃひぃ笑う、やはり安全メットに白衣姿の医者ひとり。

「ひひっ、どうだい？　どうなんだいぃ!?　こんなこともあろうかと僕の開発しておいたロータリック・コンバインド・ギャラクシィ、その名も『いなほＸ』の威い力りよくはぁっ!!」

「ぐっ……く……！」

　エリーゼは歯は嚙がみする。

　フルクローラーで荒あれ地を爆ばく走そうするいなほＸ。見た目はロータリー除雪車のような巨きよ大だいな開口部を備えた、十二条刈がりクラスの大型コンバインである。だが豊作の水田に持ち込めば開口部から取り込んだものは精米と糠ぬかと稲いな藁わらに、瓦礫の山に持ち込めば粉セメントと砂と鉄骨により分けるという意味不明の優れもの。

「悔くやしいけど、すごい！　欲しいっ!!　さすがうちの溶よう鉱こう炉ろを開発設計しただけのことはあるわね……魔殺商会の中でも、あんただけは認めざるを得ないわ」

「そうだろう！　そうなのさぁ！　いひひひひひぃっ!!　なかなか理解してもらえなくてねぇ……」

　理解してもらうには、制作物の成功と失敗とが極きよく端たんすぎるという話。そのとき労働者たちの一群が、ザッザッザッ、と共産圏けんの軍隊のように一糸乱れぬ行進でやってきた。

「「「ハイール、シャチョウ!!　Ａブロックノアシバガ、クミアガリマシタ！」」」

「え……あ、そ……。じゃ、基き礎そ打って。鉄骨組んで。安全第一で」

「「「サー、イエッサー！　ハイール、シャチョウ!!」」」

　高々と右手を挙げ、またザッザッザッ、と持ち場へ去っていく。

「あれ……あんたの病院に担ぎ込まれた連中よね。ナニシタ？」

「いやぁ、鈴蘭から急ぎでって言われたからねぇ……。ひひっ♪」

「あとで元に戻もどしなさいよ。うちの社員、あんたらのとこの覆ふく面めんと違ちがって元からまともなんだから」

　それはそうと。エリーゼは背後にデンと控ひかえた、やたらとアンテナの生えた大おお仰ぎような機械の塊かたまりを振ふり返る。

「……これはなんなワケ？」

　ドクターは俯うつむき、声を潜ひそめた。

「測そつ距きよ機さぁ」

　騒そう々ぞうしい現場の中、やっと聞こえるような小さな声だったことから、エリーゼも察し、平静を装って現場を眺ながめながら声を落とす。

「ふぅん。例の、地下構造の位置測定するっていう……？」

「時空間の入れ子構造だった場合でも、子機の位置座標を高次元的にプロットする優れものさ……あとは子機を背負ったリュータたちが、地下にいる人質たちの場所にたどり着ければ一発なんだけどねぇ」

　その場所は未いまだ不明だ。だからダンジョン構造だけでも、確定させておく。

「子機の電波ってのは、地下からでも届くわけ？」

「ひひっ、抜かりはないよ。この親機と子機の間で疑ぎ似じ隔かく離り世よ空間を形成して、そこに電波を走らせる……これなら盗とう聴ちようも不可能さ」

　エリーゼは嘆たん息そく。

「……呆あきれたわね。あんた、まともに人の世のための研究でもしなさいよ。今からだって神さまに返り咲ざけるわ」

「こんなオーパーツ、今の人間たちには必要ないよ。神さまや魔ま法ほうなんてインチキを振り切って、自力で歩くと決めた人類にはね……」

「そ。おかげで私やウィル子みたいな新しい精せい霊れいは難なん儀ぎするわ。いつまで経っても、神さまになんかなれやしない……」

　ドクターがニヤリと笑った。

「それだけが在り方でもないさぁ……ボクなんかは、こうして人間たちと一緒にいた方が楽しいけどねぇ」

「……それは……そうかもね。精霊の庭にいるよりは……」

　と、何の気なしに休きゆう憩けい用のテントを見て焦あせるエリーゼ。すーっと近寄り、ノートＰＣのモニターを張り倒たおすように伏ふせた。

《乱暴な……。エリーゼ、パソコンは超ちよう精密機械で……》

「あんた行ゆく方え不明のくせにひょっこり顔出してるんじゃないわよ！」

　怒おこられた。

「……で。なんの用」

　周りの目がないことを確かく認にんしてから、エリーゼが再び画面を開ける。かくかくしかじか、ウィル子は状じよう況きようを説明。

「……あんたの部屋で待つ？　パソコンの中でってこと？」

《いえ。それではどう考えてもおかしいので、ウィル子は怪あやしいのではと》

「あんたはどう思う、ドクター」

　エリーゼが話題を振ると、彼も肯こう定ていした。

「そうだねぇ。元諜ちよう報ほう員だとか、よほどの暗号マニアだというのでなければ、一いつ般ぱん的な暗号というのは考えにくいんじゃないのかい？　なおさら、君の想定するような突とつ発ぱつ的な会話の中で暗号を作るなんて、数十桁けたの暗算を一いつ瞬しゆんで解けるくらいの計算力がなければ不可能な話さぁ……思い付きで作れるようなものなら、その場でアルハザンにもわかってしまうだろうしねぇ」

　やはりその辺りまでは間違っていない……とウィル子は首肯。

　ヒデオは東京で引きこもっていた間、よほど暇ひまだったせいかテレビや雑誌で聞きかじったような雑学はそこそこあるが……買い物の時のお釣つりなんかの計算程度で、多少手間取るくらいだ。算そろ盤ばんすらやったことがないのだろう。暗号マニアというより、ただのゲーム好き。諜報員なんてもってのほか。やはり暗号ではなく、符ふ丁ちようと取るべき。

《ではやはり、純じゆん粋すいに言葉の意味を考える方向でいいのでしょうか？》

「類語辞典なんかで、いろいろ読み替かえてみたらどうだい？　文章をモンタージュしてみるのさ……人間の脳は論理的な演算は苦手だけど、一瞬の着想や発想というものに優れているからねぇ」

《なるほど！　わかりました！》

　さっそく文章をひらがなにしたりカタカナにしたり様々な文節を切ったりしつつ、その手のサイトに無差別ランダムアタックアクセス。

「でもウィル子。あんた、前にヒデオとテレパシーみたいなことできるって……あ、それで通じるくらいなら、とっくに居場所もわかってるわよね」

　言いかけたエリーゼだったが、自己完結。

《そうです……マスターが側そばにいて、マスターが伝えようと思っていてくれれば、だいぶハッキリと読み取れるのですけど……》

　離はなれすぎている。聞くというより、胸の裡うちをすかす、という表現の方が正しいのかも知れない。最低限、彼の姿を視線に捉とらえてないと難しい。

《でも……》

「？」

《マスターは、きっとやる気になっています》

「……そうね。やっぱりあんた、だいぶ元気になってるものね」

　至し極ごく当然のようにエリーゼは首肯した。

「それまでのヒデオはよっぽど落ち込んでたんでしょうね。だからあんたも調子が奮わなかった。でも今は違ちがう、って言いたいんでしょ？」

《そ、そうなのですよー！　いつも勝負のときに感じた……！》

　眉まゆ根ねを寄せたエリーゼがパソコン側面のダイヤルをくるくる回し、スピーカーの音量を下げていく。

《わくわくするような、イケイケな感じがしているのです！　マスターはいま、きっと何かをやる気でいます！　何か希望を見つけたのです！》

「だから証しよう拠こはないけど、あんたはこれがヒデオからのメッセージだと思うわけね。この言葉に託たくされたメッセージが、ヒデオの希望そのものだと」

《その通りです！》

　だから、なんとしても読み解かなければいけない気がするのだ。気がする、なんて電子世界では有り得ない考え方だが、今は違う。堅けん固ごな絆きずなが、確信的に訴うつたえかけてくる。

　エリーゼが言った。

「あんたの部屋、どんなだったの？」

《は？》

「あんた、パソコンの中の自分の部屋をヒデオに見せたことはなかったの？　その風景の中に、何か特別なものはなかった？」

　あ……。

《ああっ!?》

　そのとき、まさにぴたりと当てはまった類義語があった。そして視界に映ったものがあった。彼と、ＰＣ内の部屋について語ったことはただ一度だけ。

　昔の部屋。昔。過去。古いにしえ。太古。




　──太古の技術、ワイヤーフレームです。




　いつ言った言葉だった？　いや、いつだったかなんてどうでもいい。そこに思い至ったとき、ウィル子の目の前には、資材を上げ下げするクレーンのワイヤーがあった。金属ワイヤーなら電気は通る。自分なら行くことはできる？　そう思ってそこで待っている？　ワイヤーのある場所で君を待っている？　捕らえられている場所には、どこか外部からワイヤーが繫つながっている……？

《どう思いますか!?　とんでもない曲解というのは、ウィル子もわかっていますが……！》

　これで思考が固着し、発想の柔じゆう軟なん性が断たれてしまうのは避さけたい気もする。しかし一度は導き出された答えだ、可能性の一つとして……。

「……あるかも知れないねぇ」

《それは本当ですかドクター!?》

「可能性としてね。リュータくらい熟練したプロの冒ぼう険けん者が、隠かくし扉とびらや隠し階段を見落とすっていうのは考え難いんだよ」

　この都市、ひいてはダンジョンを生成したのは鈴蘭にお願いされた天使と呼ばれる存在だという。だからトラップと言っても即そく死しするような凶きよう悪あくなものではないし、隠し○○というのも意地悪ではなく、気を付けて根気よく探しさえすれば見つけられる程度。魔ま物ものの強さ以外はほどよい手て応ごたえ、というのはリュータの弁だ。

　その設計者が、いいように悪用されかねないような密室を用意しているか、と言えばそれは考え難いという話。

　じゃあどこに、どうやって。

「君がデパートの帳ちよう簿ぼから見つけたような大量の機材や、定期的な食料を運び込んでいるとすれば……やはりエレベーター以外は現実的じゃない気がするねぇ」

　エリーゼが賛同する。

「パネルにちょっと細工してやれば、ボタンの組み合わせで普ふ段だん止まらないような階に止めることもできるわよね」

《十階ごとに止まるエレベーターの、その途と中ちゆうの階……？》

「そうだねぇ……ダンジョンが入れ子構造にしろ、ハニカム構造にしろ、そうなるとエレベーターシャフトはきっと普通の時空構造をしていないさぁ。そこだけが異空間という可能性もある。適当な高さでドアを開け、シャフトの壁へき面めんにでも転送陣じんを設置しておけば、まあどこにでも出られるだろうしね」

《でも、それだと……地下じゃないという可能性も？》

「あるかも知れないし、ないかも知れないねぇ……ひひっ。でも君の言うワイヤーが、彼らの監かん禁きんされているすぐ近くまで通っている可能性は高いと思うよ」

　さらにエリーゼが促うながす。

「ちょっと行って調べてみればいいじゃないの。電線の中じゃ、奴やつらもあんたのこと見つけようがないでしょう」

《向こうも見つけようはありませんが、どこかの端たん末まつに繫がらないことには、ウィル子も何が何やら》

　回線というのは、ずーっとトンネルの中のようなものなのだ。地下鉄に乗ってるとき、今どこを走っているかわからないのと一いつ緒しよだ。駅に到とう着ちやくして、駅名を見て、初めて場所がわかるように……辿たどり着いたＰＣやサーバーに割り振ふられたアドレス、ドメインなどを見て、現実の場所を判断する。

　駅であれば次は何駅、何番線に乗れば行き先は何方面と、ある程度わかるが……ネット上であれば行きたい場所を検けん索さくしたり、アドレスを指定することで行き先を決めるが……何せエレベーターのワイヤーだ。

《というか、すでにセンタービルの方を探っているのですが……え？》

「どうしたのよ」

《センタービルって、エレベーターは何基ありますか？》

　丁度今しがた、電源の入ったそれがあった。

　確か……とドクターが虚こ空くうを見上げて指を折る。

「ダンジョン探索用に一基、地上階用に四基あるはずだけどねぇ……まあ、上のオフィス部分は大会役員しか用事がないから、上の方は今は二基しか動いていないはずさぁ。残りの一基は予備、最後の一基は非常用の」

　そうか。

　今までチェックしていたデーターサーバーなど、もぬけの殻からに決まっている。そんなもの見たところで、向こうもハッキングを危険視して重要なデータなど放り込まなかったのだろう。

　だからこうして、通電制せい御ぎよシステムを覗のぞいてみるまでわからなかった。

「現在使われていないそのどちらかは、地下まで通じていますか!?」

「なんだって……？」

　それまでおかしな笑い方しかしなかったドクターが、初めて不可思議な表情をみせた。

　決まりだ。

　行く価値はある。

　通電。トンネルに明かりが灯ともると同時、その先に駅が見えた。回路の様式からして、一いつ般ぱん的な端末ではない。無線用の中ちゆう継けい器かなにかだろう。

　そんな場所に降りられるのか？

　いや、そんなことはあまりに細かい問題だ。探たん偵ていごっこはもう終わり。考えるのはもう終わりだ。自ら電子回路を作り上げてでも、降りてみせる。

　彼が待つ、その場所へ……！




　　　　⑤




　いいとこ話し終えてしまっては、元よりすることもない地下組。そこへ降りてきたのが、見み廻まわりも兼かねたザジだった。

「ヒマだろうって、オヤジがさ。好きなように遊んでくれと」

　大きな紙かみ袋ぶくろ一つ、食堂のテーブルに置く。ボードゲームやら、カードゲームやら、ブロックゲームやら。値札が貼はってあるところからして、デパートのオモチャ屋からのものだろうか。

「今日は君の当番なのかね？」

　と大たい佐さ。ザジが肩かたをすくめる。

「前も言ったろ。オレの当番ってより、ミッシェルが受付のシフトなんだってば」

　ジャバンとアカネとレミーナと、さっそくめぼしいゲームはないかプレゼントの中身をあさっていた。

「あいつも後で配給持ってくるよ。何か欲しいものがあったら、オレから伝えとくけど。どうだい」

「……霧きり島しまレナは、いつからあんななのかね？」

「あ？」

　大佐の言葉、ザジにとっては予想外のものだったらしい。

「あんなってのは？」

「ヒデオ君が少し口を利きいただけで、何かに取り憑つかれたようにね……」

「なんだ……昨夜は変な雰ふん囲い気きだったとは思ったけど、結局やっちまったのかい、アネゴは」

「慎しん重ちようなアーチェスにしては、らしくない人選だと思ってね。彼女のように不安定な者を、重要なポストに就つけているのは」

　表情は変えず、大佐には答えず、瞳ひとみだけをヒデオへ向けるザジ。

「懲こりないな、あんたも。アネゴとは口を利かないのがお互たがいのためだろうに。違ちがうかい」

「……」

　切り出したのは大佐だったが……まあ、心を病んだ同士のよしみ。ヒデオも興味はあった。

「何が。原因で」

「……パートナーのウィル子が死んだら、今度はアネゴの心配かい？」

「……」

「……わかったよ。そう睨にらむなよ」

　と、ザジは小さく両手を上げる。

　ヒデオはそんなつもりはなく、生来の目付きの悪さなだけだったが……怒おこらせるようなからかい言葉を言った、という自覚がザジにあったのだろう。で、結局のところは彼も暇ひまなのだろう。

「と言っても、オレもよくは知らないよ。早い話が、家庭の問題だったかなんだか。ガーベスのやつが言うにはね」

「……家庭、の」

「アネゴはガーベスよりは若いけど、オレよりは古い人でね。人権とかそういうのも、あんまりなかった時代さ。家庭の問題とか軽く言っても、そりゃひどかったんだろうさ。いつだったか、地下室に閉じこめられてた魔ま人じんの子供が、生みの親諸もろ共とも、村一つ皆みな殺ごろしにしちまったなんて噂うわさもあったけど……アネゴの場合は、そういう鬼おにをずっと心に隠かくしてたんだろうさ」

「つまりは、虐ぎやく待たいに遭あっていただけだと？」

　半ば拍ひよう子し抜ぬけしたような大佐の声。

　ザジが生気のない目で薄うすく笑う。

「さすが軍人さんだ、戦場だけが地じ獄ごくだってかい？　そんなの度合いによるだろうさ。当人が死んだ方がマシだって思えたら、世の中がどんなに平和だってそれは地獄なんだよ」

（……）

「でまあ実際、あっちこっちの鉄てつ火か場ばで、生きたの死んだのを見て回ったガーベスが、一等ひどい状態で見つけたって言うんだ……実際イカレちまうには充じゆう分ぶんだろ？　着るものも食うものも寝ねる場所もある人間が、学校で鉛なまり弾だまぶちまけたり、工具片手に通り魔をやるくらいだ。アネゴなんてよっぽどまともさ」

　違うかい、とザジが小首を傾かしげる。

　ヒデオは……自然と、頷うなずいていた。芝しば居いなどではなく。なんの考えもなく、素直に頷いた。

「……意外だな。あんた、アネゴを恨うらんでないのかい」

「……。別に」

　これも素直に首を横。

　それよりは、ザジの言葉が至し極ごく真っ当に聞こえた。地獄と思えば、そこが地獄。学校へ行きたくないと思えば、学校が地獄。外へ出たくないと思えば、外出が地獄。会話が苦手なら、人と会うのが地獄……なんだか、とても身につまされたのだ。

　そして彼らが地獄と呼ぶこの最下層だが……逆に、意識が変わった今のヒデオにとっては、そう悲観的な場所でもなかった。魔物が出る。明日の保証はない。アルハザンの計画一つで、いつ死ぬともわからない。

　でも、仲間たちと励はげまし合いながら過ごしている今……一人ぼっちで、誰と口を利くこともなかったあのアパートよりは、よほど人間らしく暮らせているのではないか、と。

　そうして居場所なんて、本人が決めるもの。

　どんな目に遭っていたかは、知りようがないが……レナは、地獄のような中でアーチェスという神に手を差し伸のべられた。だから、彼の側にいることがユートピア。その神が目指す理想、それを脅おびやかす者は……なるほど。キレるには、よほど真っ当な理り屈くつではないか。

　自分が、あのアパートから連れ出してくれたウィル子に恩義を感じているように。いや、もしかしたらレナはそれ以上に、アーチェスに報むくいねばならぬと感じているのだろう。

（……）

　少し切なくなる。

　彼女とは、もう敵同士。

　戦うとなればアーチェスという神を切り崩くずし、彼女が信じるユートピアを打ち砕くだかねばならない。そうして気落ちするようなヒデオを、ザジはどう受け取ったのか。

「お人ひと好よしだな、あんた。よく大会中、未来視だなんてハッタリつき通したもんさ。大した役者だよ」

「……」

「ま、だからアネゴも本気になってたのかもな」

　お人好しだから本気で殴なぐった？　役者だから本気で殴られた？

　意味を理解できないヒデオを、ザジが鼻で笑う。

「冗じよう談だんだよ、気にするなって。じゃ、オレはそろそろ帰らせてもらうよ」

　昨夜のように、携けい帯たい電話の小窓を見て踵きびすを返す。立ち去っていく。

　不自然なまでの静せい寂じやくだけが、そこに残る。

　充分に、その足音が遠ざかったところで。

「……端たん末まつ、には」

　ヒデオの声に、ピコパとそれをいじったグレイが、かぶりを振ふる。

「イエ　ひでお氏。　ソレラシイ反応ハ　何モ……」

「ジャバン、スーツの方は」

　こちらも首を横に振り、嘆たん息そくする。

「いや……残念ながら、あのときみたいな異状はないな……」

（……ウィル子……）

　来ない……か。

　さすがに、昨日の今日では無理な話か。

　それとも、あれだけの言葉ではだめだったのだろうか。それともやっぱり、自分からのメッセージとは気付いていないのだろうか。それとも……まさか自分が思い込んでいるだけで、本当に死

「っ……」

　まるで発ほつ作さ的に目を閉じ、首を振る。

　なしだ。それだけは許されない。精せい霊れいが人の意志の生み出す存在であるならば、死んだ彼女が生き返るほどに信じ続けなければ。

　自分が信じなければ、どうする。

「……少し。見てきます」

　急に立ち上がったヒデオに、慌あわてて美奈子が声を上げる。

「見てくるって、ヒデオさん!?　ちょっと！」

〝一人では危ないでござるよ……！〟

　だがヒデオは構わず駆かけ出した。

　傍はたから見たら、どう映ってるのだろうか。パートナーの死を信じられないロマンチストが、わがままを振り回しているだけか。それで調子に乗って勝算があるなどと。川がドーナツ状などと。ウィル子が現れるなどと。いよいよ、錯さく乱らん状態と思われたっておかしくない。

（でも）




　それでも、信じたのなら。

　動かなければ噓うそだろう。




　そうしてヒデオは駆け足に、エレベーターの前まで辿たどり着く。ドアに手をかけ、横に引く。

　今朝、見たままの光景だった。

　ただし……ある一点を除いて。

「ウィル、子……」

　今朝見たままの、カウンターウエイトの横に。どこから降ってきたとも知れない、パソコンが一つ。

　まるで何かの符ふ丁ちようのように……あの日拾ったものと同じ型式のノートＰＣが一つ。

《……ますたー？》

「っ……」

　泣くものか。

　だって信じていたのだから。

　ああ。聞き間ま違ちがえるはずもない。

　ヒデオは深く頷いた。

「……ウィル子……」

「マイ・マスターっ……!!」

　飛び付き、縋すがり付くウィル子。ヒデオがＰＣへ差し伸べようとしていた両手、両りよう腕うで、そのまま抱だき止める形へ変わる。

「マスター！　やっぱり無事だったのですね！　やっぱりあれはマスターからのメッセージだったのですね!?　やっぱりマスターはかっこよくアルハザンを騙だまして言いくるめて……！」

　はしゃぐ彼女の頭を、しっかりと撫なでてやる。

　よかった。

　本当によかった。

　何もかも投げだそうとした自分なのに。ただ漫まん然ぜんと生きていただけなのに。それなのに、こんなにも喜んでくれている。でも何より……ウィル子が無事であったことの方が、何よりも嬉うれしい。

「……君も。無事で、よかった」

「には……にはは。ウイルスの駆く逐ちくは一日にしてならずです。たぶん、一世紀や二世紀でも無理です！　超ちよう愉ゆ快かい型極ごく悪あく感かん染せんウイルス、Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は不ふ滅めつなのですよ～っ!!　……あ、あわあわうぅ」

　ヒデオのウィル子を抱かかえていた腕が、すかっ、と空を切る。気が付くと彼女はモニターの中に収まっていた。

《にはは……実は、上で少しばかりやられてしまいまして……》

　そうか。やはり相当きわどい状じよう況きようだったのだろう。

「……ああ。無理は、しなくていい」

　それでも元気な姿は見られたのだ。充じゆう分ぶんだった。

　振り返れば……皆みな、やはり半信半疑だったのだろう。あるいは、まさか本当にこうして脱だつ出しゆつの目が現れるなど、望外の驚おどろきだったのだろう。全員、ぽかんと立ち尽つくしているばかりだった。

[image: ]

　だが、これが現実だ。

「ウィル子。みんなの、パートナーは」

《全員の無事を確認しています！　場所も特定して、今はいつでも連れん絡らく可能です！》

「外の、様子は」

《魔殺商会とエリーゼ興業に、既すでに協力を取り付けています！　ダンジョンの構造が解かい析せきでき次第、救出作戦の立案に移れます！》

　やはり、すごい。

「君は……。本当に、すごい」

《にひひ！　にほほっ！　にほはははっ!!》

　ようよう我に返ったような仲間たちが、歓かん声せいを上げて駆け寄った。

　さあ、これで全すべてが繫つながった。

　もう何も臆おくすることはない。







[image: 光へ向かって走れ！]
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　スタジアム再建にかかった期間は、約二週間。じっと息を潜ひそめ、牙きばを研とぐような二週間だった。

　明日、スタジアムの再度のこけら落としを兼かねて、聖せい魔ま杯はいの決勝戦が行われる。この都市にいるほとんどの者たちは、スタジアムに集うだろう。否いな。聖魔王、名な護ご屋や河かわ鈴すず蘭らんが役員を含ふくめた全ての者を集めるという。

　センタービルは、アルハザンの秘ひ匿とくする最低限の見張りを残して空になる。

「……」

　物語中ではまま見るが。これが作戦決行前夜かと、寝ね付つけぬヒデオは、ひとり食堂で薄うすいコーヒーをすすっていた。

　地下からの脱出ルートは、二つ検討された。まずはウィル子が支配したエレベーターを使い、直接センタービル内に出るというものだ。

　しかしこの案は破は棄きされた。

　理由は大きく二つ。

　一つはそれが非常用として設計されたエレベーターであり、ヴェロッキアが霧きりに姿を変えたところで、全員が一度に乗れるほどの広さも、耐たい荷か重じゆう能力もないということ。アルハザンがこまめに配給を行っていたのも、見み廻まわりの意味もあるがそのためでもあったらしい。

　もう一つは、そうして往復する間に向こうに気付かれれば、エレベーターを停止させられてしまう危険性があるということ。制せい御ぎよ系はウィル子が秘密裏りに掌しよう握あくしているが、物理的にシャフトや滑かつ車しや、ワイヤーを破断させられたのではどうしようもない。万一それが乗っている最中、しかもすでに高所であったなら最悪だ。狭せまいエレベーターの中はあまりに無防備で、あとは落下に任せるしかない。

　故ゆえに徒歩での脱出と決まった。

　リュータと翔しよう希きが行ったという観測の結果、どうも当初の推測とはいささか構造が違ちがっていたらしい。特に青空の見えるという三十階層付近から、十階層一まとめという構図が崩くずれる。各階がもっと複雑に絡からみ合っていることが判明した。

　重要なのは、リュータと大たい佐さの地図の間にあった、地下五十六階から地下六十一階の鍾しよう乳にゆう洞どうまで続く、辿たどり着けない空白……これがひとまとめだということだ。そして鍾乳洞はセンタービルの直下に位置し、地下六十二階への階段を下りると蜂はちの巣構造の別の部屋へ転送される。

　つまり地下六十一階が事実上の最深部。その辿り着けない場所の中に、自分たちのこのフロアがあり、さらに下へ掘ほり続けていたということになる。以前にそこへ近付こうとしたリュータと鈴蘭が、アーチェスたちと遭そう遇ぐうしたという事実から見ても確定的だった。

　それより早くに探たん索さくを進めていた大佐は、彼らと遭遇することはなかったが、やはり何か人の気配を感じて葉巻で目印を残したという。まだ作業が始まる前の、下準備を進めるアルハザン一派の気配だったに違いない。

　となれば……ヒデオはマグカップを手にしたまま天てん井じようを見上げる。

　このフロアの上にも空白部分があるということになる。が、外からではこの場所と同じで調査不可能だったらしい。アルハザンのアジトでもあるのではないか、と以前会食した際の話から、鈴蘭は言っているそうだが。

　さて問題は、徒歩でどう脱出するか。

　もはやここも、何ど処ことも知れぬ地底ではなくなった。たった数メートルを隔へだてた向こうは、ララミー鍾乳洞であることが判明しているのだ。明朝、決勝戦開始までの間にもっとも薄いと思われる壁かべをアカネの爆ばく弾だんで発破する。

　発破という派手な手段を用いるのは、陽動のためだ。見張りが出で払はらった瞬しゆん間かんを見計らい、上の人質たちも脱出にかかる。もちろんこちらも、アルハザンの注意を引きつけるために全力で逃とう走そうする。そして地下六十一階の階段を一つ下る。ワープする先、地下六十二階からは自然区、しかもエリーゼ興業の第四鉱区。本来であれば山一つ掘り下げることは不可能であったが、あの巨きよ大だいなクレーターが幸いした。ボウル型の焼結合金も既に砕くだけている。採鉱作業を装ったエリーゼ興業により、すでにダンジョン直前まで岩がん盤ばんは抜ぬかれている。

（……）

　そして一ヶ月続いた、この地下暮らしともおさらばだ。

　何も問題はない。何も……。

「……ヒデオさん？」

　美奈子だった。

「まだ起きてたんですか」

「……明日の、計画を。整理しておこうかと」

　計画は完かん璧ぺきだ。だが何らかのアクシデントが起きた際、まず真っ先に足手まといとなるのは自分だろう。いわんや、自分の失敗や何かでトチったとなれば目も当てられない。

「そうですか、やっぱりさすがですね……本官、緊きん張ちようしてなかなか寝付けなくって」

「……ええ。まあ、それも」

　珍めずらしく、岡おか丸まるが一いつ緒しよではなかった。

　ヒデオは気付き、一声。

「何か。飲みますか。お湯は、沸わいています」

「いえ、お構いなく……本官、自分で」

　戸と棚だなからティーカップ一つ、ティーバッグ一つ。

「あの……お邪じや魔まじゃなかったら、一緒にいいですか……？」

「それは。別に」

　さて、どこまで考えたんだったか……。

「ヒデオさん」

「……何か」

「前も、聞いたような気がしたんですけど……大会が終わったら……というか、皆で無事に脱出して、全部終わったら……ヒデオさんの家に、遊びに行ってもいいですか？」

（……）

　あれ。

　家？

　東京のアパート。先月分と今月分の家賃……。

「あ、いえ、ご迷めい惑わくなら別に……！」

「いえ。そういう、ことではなく」

　でも。

　いいのかも知れない。引きこもっていたアパートとはさよならだ。新しいアパートを借りて、一からの再出発をするのだ。今度、表に出られたら……そんな新しい自分になれる気がするのだ。

「じゃあ、本官……私、今度、ご飯を作りに行ってもいいですか？」

「……それは。もちろん、喜んで」

　しかし無一文だ。日本銀行券は一枚もない。まずはアパートを借りるのに、どこからお金を調達するべきか……ときに上の都市って、大会が終わっても住んでていいのだろうか。

　考えながら、マグカップを傾かたむけた矢先。

「じゃっ、じゃあ、うちのお父さんに紹しよう介かいしてもいいですかっ!?」

「……。」

　さすがに噴ふいた。むせた。

　よく見れば、美み奈な子こは耳まで顔真っ赤。

「あ、だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「……いえ。あの。つまり……、なぜ」

「つっ、つまり……、そのっ、うちのお父さん警察の少し偉えらい人で、そのせいかちょっと頭が硬かたくって、だ、だから私に、警官なんて危ない仕事を辞やめて、はっ、早く結けつ婚こんしろってうるさくってですね……！」

　わかる。

　美奈子がテンパっているのは、よくわかる。

「つまりその……か、カタチだけでもいいので、ヒデオさんみたいな素す敵てきな人がいるって紹介しておけば、私も仕事を続けられるというかなんというか!!」

「……」

「ヒデオさん、恋こい人びととか……？」

「……。いえ」

「い、許嫁いいなずけとか……」

「……。いえ」

「ひ、ひょっとして実はもう妻帯者だとか……！」

　まあ、嫁よめなら二次元に何人か。

　いやいやいやそういう話ではなくだ。

　頭の硬い、警察のちょっと偉い人って。

　最悪なのでは。

（……そう）

　お嬢じようさんとお付き合うわ何をするやめぼかどかぐしゃぽて貴様誰だれの許可を得て我が家の敷しき居いを跨またいだ住居不法侵しん入にゆうで今すぐしょっ引いてやるこんちくしょうワシの可愛かわいい娘むすめは誰にもやらんぞゲシゲシゲシ……以下無限ループ。

　正直、連ドラとか昼メロとか好きではない。

　大体が娘からして、会うなり人殺しだの麻ま薬やく常習者だの。その彼女が頭が硬いというほどの頑がん固こ一いつ徹てつとなれば、今度はそんな個人的指名手配ではなく地球原理主義組織・Ｔｈｅザ Ｍｏｔｈｅｒマ Ｅａｒｔｈスの一員辺りとして公安マーク……。

（……）

「ヒデオさん？　顔が真っ青ですけど……」

　指し摘てきされ、脂あぶら汗あせを拭ぬぐい去る。

「……ご挨あい拶さつは。また、後日ということで」

「そ、そうですよね！　い、いきなり唐とう突とつすぎますよね……！　ははは……」

　正直、付き合うとか、恋人だとか。興味はあるがガラでない。今までよく考えもしなかったことを、行き当たりで答えてしまうのもよくない気がする。だから気持ちだけでも、嬉うれしく、有り難がたく受け取っておく。

「……元気になって、本当によかったです」

　唐突に美奈子が言った。

「ヒデオさんて、あんまり表情に出しませんけど……ここへ来たばかりの頃ころ。いま思えば、やっぱりひどい顔をしていたから……」

　聖魔グランプリの時もだが、彼女には、そんなひどいところばかり見られている気がする。それも、何かの縁えんなのだろうか。

「……ええ。もう、大丈夫です」

「はい。いよいよ、明日ですからね。頑がん張ばりましょう！」

　互たがいに、力強く頷うなずき合う。

　ヒデオはそれで充じゆう分ぶんだった。




（……）

　部屋に戻もどったヒデオは、ウィル子が作り出したというノートＰＣの蓋ふたを開ける。しばらく待つ。

　何もなく、寝ねようかと思ったところでウィル子が顔を覗のぞかせた。

《……まだ起きていたのですか、ますたー》

「少し。君に、話しておきたいことがある」

《？》

　今まで。今の今まで、この地下で見聞きしたこと全てを推考したときに……一つだけ、気になる。さらに論考を重ねると納得のいかないことがあった。

　一方で、魔人による国だと言う。一方で、魔族の復権だと聞く。そのために、邪じや神しんを軍事力として用いるという。彼らの武装。ミッシェルとザジ。あのアラーム……。

《あの、ますたー……そんなに断片的では、ウィル子の論理飛ひ躍やくにも限界が》

　まあ、それはそうか。自分でも、結局それらが何に結びつくのか理解し切れていないのだ。ただ……本当に、記録にも残っていない、どれだけの力があるかもわからない、どう戦っていいかもわからないような邪神が現れたら。

「……そのときは。僕を、食べろ」

《……。あんぱんまんですか》

「……」

　確かにか弱い力かも知れないが。もっとも豊富に知識を持っているのはこのウィル子。いや、蓄たくわえられたそれを引き出せると言うべきか。そして唯ゆい一いつそれらを統合できる。ありったけの知識を統合し、戦う手段を導き出せる。

「そういう、意味で。そんなときは。僕の。魂たましいやら、寿じゆ命みようやら。気にする必要は、ない」

《……でも。そんなことにならないように、明日は脱だつ出しゆつするのですよね？》

「それは、もちろん」

　一も二もなく頷くヒデオ。

《にはは。それを聞いて安心しました。ではウィル子も約束します。万が一そういうときは、遠えん慮りよ無くマスターのエネルギーをいただいてしまいます》

「それで、いい」

　それでこそ、パートナーだ。

　なんだか安心した。

《ではお休みなさい、マスター。また明日》

「ああ。また、明日」

　何気ない当たり前の挨拶。そんなことさえ、有り難い。

　電源は勝手に落ちる。

　そしてヒデオも、ベッドに潜もぐった。

　ここへ送られてから、長いようで短いような一ヶ月だった。

　だがここまで真しん剣けんに思い悩なやんだ時間はなかった。皮肉なことに、アルハザンという彼らにここまで追い詰つめられなければ、自分は答えを見つけられなかったのだ。だから、決して無む駄だな時間ではなかったはずだ。

　明日見上げる空は、生しよう涯がいでもっとも綺き麗れいな青空だろう。そして生涯忘れ得ぬ夕焼けを見よう。

　ああ、それがいい。ただ、それだけだ。
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　日が南天を過ぎる。

　午後一時。

　席という席は、朝早くのうちから試合開始を待ち切れぬ大勢の観客たちにより、すでに埋うめ尽つくされていた。

　この都市にいる者にとっては、すっかり見慣れたいつもの正装。いつもの所作。スタジアムの中央にまで進み出たタキシード姿の霧島レナは、恭うやうやしく一礼。いつもより、わずかに深く、ほんの少し長い一礼。

　緩ゆるやかに面おもてを上げる。

　切り出しは、静かな声だった。

《総参加者数、三〇二四名。全一五一二組のペアにより、実に二ヶ月もの長きに亘わたり、幾いく多たの勝負が繰くり広げられてきました》

　ぐるりと見回す。

《何のために？》

　そして一息。人差し指を一本。

《理由はただ一つ！　今日のこの日を迎むかえ、その頂点を決するため!!》

　静せい寂じやくに反動するかのように、わっと歓かん声せいが沸わき起こる。

《開幕のあの日、この地に集つどった多くの参加者が抱いだいた優勝という名の大望、現実に手にするのはどちらのペアか!?》

　傍かたわらに据すえられた台座のビロードを、一息に剝はぎ取る。アクリルケースの中には、クリスタル調の杯さかずきが一つ。

　それにまた観衆がざわめく。

《大会名の由来ともなったこの神器〝聖せい魔ま杯はい〟に勝利の美酒を注ぎ、世界を律する次代聖魔王の栄えい冠かんを勝ち取るのはどちらのペアか!?》

　大おお仰ぎように腕うでを東へ差し向ける。

《決して挫くじけず諦あきらめぬ勇気を持ち、故ゆえに当代最強の誉ほまれをほしいままにした元勇者と、それに加護を与あたえし聖銀の精せい霊れいか!?　長は谷せ部べ翔希、エリーゼ・ミスリライトペアっ……!!》

　蒼あおの上下、要所にプロテクター調の鎧よろいを身に纏まとった彼と、格式を感じさせる瀟しよう洒しやなドレスに身を包んだ彼女とが現れる。今日のこの日まで見せることのなかった勇者と精霊の姿に、観衆のボルテージは一気に高まった。

　振ふりかざした手の平、そのまま西に。

《迎え撃つは現聖魔王と円えん卓たく筆頭！　果たしてその座を堅けん持じし続けることはできるのか!?　名護屋河鈴蘭、みーこペアっ……!!》

　清せい楚そな白い衣装でアクセントのように黒いガントレットを右手にした鈴蘭と、眩まばゆいばかりの金糸銀糸を縫ぬい込んだ着物姿で現れるみーこ。

　進み出た両者、レナと聖魔杯を中央にする形で対たい峙じする。

　先に言ったのは翔希だった。

「……綺麗な杯だな。これが聖魔杯か」

　鈴蘭が肯うなずく。

「無む尽じんの力を湛たたえるそうです。円卓のみんなと、天界のみんなと、まだ堕おちていない神様たちと……みんながみんな、協力して作ってくれた器うつわです。平和の象しよう徴ちようです」

「なんだか、儚はかなげに見えるな」

「いいえ、実際儚いですよ。無尽の力を秘めてはいても、床ゆかに落としただけで割れてしまうくらい」

「なんだって……？　そんなものが、神器なのか」

「だから平和の象徴なんです」

　鈴蘭は言う。

「その中にいればすぐに忘れてしまいますけど、楽しいことや幸せなことって……ほんのちょっとの悲しいことで、消えてなくなってしまうじゃないですか。そのことを忘れないように。そして次の聖魔王に、次の次の聖魔王に、忘れて欲しくないから。何か大きな争いが起きて、この聖魔杯を奪うばい合うようなことになったとき……そのチカラのせいで悲しいことが起きる前に、割れてしまうように。そうして、いつまでも平和で楽しい世界が続きますように、って」

　穏おだやかな鈴蘭の笑み。翔希は苦笑。

「楽しいなんて言葉が出てくる辺りが、名護屋河らしいな」

「ええ。楽しいこと、大好きです」

　それから聖魔王は一息。

「……思えば、長谷部先せん輩ぱいとの直接対決ってこれが初めてなんですね」

「ああ、だから楽しみにしてきたさ。仮にも魔王の称しよう号ごうを持った相手と戦えるんだ。現役時代に果たせなかった、唯一の心残りだ」

　昔と変わらぬやんちゃな笑顔に、苦笑する鈴蘭。翔希はそんな視線を、そのままみーこに。

「手加減無用だ」

「〝黒の剣つるぎ〟を使うか？」

「ああ。使う」

「……そっちの若いカミも良いのだな？」

　穏やかに微笑ほほえむみーこへ、エリーゼは挑ちよう戦せん的な笑みで首しゆ肯こうする。

「ありがとう、姫ひめ。あなたにそんなふうに呼んでもらえて光栄だわ。そしてわたしは、それを望む勇者に盾たてと剣を授ける者。全すべてを切り裂さき、防ぎきる」

　転てん瞬しゆん、食欲魔人は凄すさまじい笑みを浮うかべた。

「……よかろう。その言葉、努ゆめ々ゆめ忘れるでないぞ」

　会話は、レナの差し出すマイクによって会場中に伝えられていた。観衆はすでに応おう援えんなど忘れ、開始前からの両者のただならぬ気き迫はくに、固かた唾ずを吞のむばかり。

　最後の最後、この試合だけは今まで行われてきたいかなる勝負とも質が違ちがうのだと。本気で殺し合い、なお両者生き残るほどの苛か烈れつを極めると。

《それでは……、確かく認にんさせていただきます。勝負方法は、基本ルールでよろしいですね？》

　固唾を吞むようなレナの問いかけに対し、鈴蘭、翔希、共に首肯。

《わかりました》

　役員が聖魔杯の台座を引き下げる。レナも対峙する両者から数歩距きよ離りを置き、高々と手を上げる。

　これで最後だ。

《聖魔杯、決勝戦!!　翔希・エリーゼペア！　VS！　鈴蘭・みーこペア！　……勝負開始っ!!》
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《決勝戦、開始されました！》

「発破ぁっ!!」

　ウィル子の声に合わせて、アカネが魔導力点火マジツクパーカツシヨン。振しん動どう以上に、爆ばく風ふうによる風圧が景色を歪ゆがめる。

「……やったか!?」

「まかせてよ！　私の爆ばく弾だんはいつだって完かん璧ぺきなんだから！」

　手て応ごたえを得たアカネの言葉通り、岩がん盤ばんは細かく爆薬を詰つめた十数ヶ所の穴に沿って、アーチ状に綺き麗れいに崩くずれ落ちていた。現役時代、爆破工作デモリシヨンにも通じていたという大たい佐さの、的確なセットもあったればこそだ。

　彼が問う。

「鉱区の方はどうだ!?」

《第四鉱区、いま地下六十二階へ貫かん通つうです！　問題なし！》

「エレベーターの様子は!?」

　振り返りながらの大佐の声に、開け放したシャフト内のジャバンが上方をスキャンしながら答える。

「まだ気付かれて……いや、いま電源が入った！　来るぞ！」

「よし、オールグリーンだ！　ＧＯ、ＧＯ、ＧＯ!!」

　大佐が大きく腕を回し、一同は順々に穴をくぐり抜ぬけていく。

《それではマスター、一いつ旦たんお別れです！　また地上で会いましょう！　お気を付けて！》

「ああ。君も、気を付けて」

《はい!!》

　ザックに背負ったパソコンから、ウィル子の声が消える。最後にヒデオ、ジャバンと鍾しよう乳にゆう洞どうへ出て、しんがりに大佐が続く。

「連中の目を引き付けることも目的だ！　いざとなれば派手に戦いながら後退するぞ！　気を抜くな！」

　ダンジョンを突つき進む。先せん陣じんを切るヴェロッキアとハニ悪ワルが、今さら現れた魔ま物ものをブルドーザーのように蹴け散ちらしながら階段へと突き進む。到とう着ちやくしたエレベーターから、アルハザンの喧けん噪そうが聞こえたのは、丁度ヒデオがその階段へと足をかけたときだった。

　大佐が怒ど号ごうする。

「まだ振り返るな！　足を休めるんじゃない！　銃じゆう声せいが聞こえたところで、動いている限りはそうそう当たらん！　ライリー隊との合流ポイントまで突っ走れ!!」

　この別人のようなはしゃぎっぷりはどうだ。いつもあれほど泰たい然ぜんと、歳とし相応に物事を達観していた大佐が見違えるように生き生きと駆かけていた。

「……楽しい、ですか」

　走りながらヒデオは言う。

「君は楽しくないのかね？　ヒデオ君」

　自らを流血地帯ブラツドフイールドと呼んだ、あの夜のような笑えみ。ヒデオは一言。

「まさか」

「そうだろう？」

　鼻髭ひげを持ち上げるように歯を見せる。誰も彼も眼まな差ざしは真しん剣けん、しかして口元には微び笑しよう。勝負すること。勝ちに行くこと。勝つために走る、ただそれだけで、こんなにも楽しいのだ。
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　最初は様子見の小こ競ぜり合い程度。

　そんなステージ裏。一度舞ぶ台たい袖そでに下がったレナの元へ、携けい帯たい電話片手に血相を変えたライネーズが駆けてくる。

「ガーベス様から……！」

　ただならぬ様子にレナは聞くより早く、その電話を奪うように手に取った。

「もしもし？　何かあったの？」

《レナか!?　奴やつら、このところ妙みように大人しくしてると思ったが、ついに始めたぞ！　脱だつ走そうだ！》

　すぅっ、と怒いかりに静まりかえっていくようなレナの表情に、ライネーズが半歩後あと退ずさる。

「どっちが？」

《下の者たちだ！　いま、俺も向かっているところだが……！》

「エレベーターは無事？」

《何の心配してる!?　これからそれで……》

「無事だったら陽動だよ」

　はっ、と気付くような気配が電話越ごしに伝わってくる。

《……なんだと？》

「つられてノコノコ降りていった隙すきに、エレベーターを使用不能にする。戻もどれなくなったところで、今度は上の奴らが脱走する」

《だが、どうやってだ？　上の方にわずかに振動が伝わってきただけだ……それだけで下の者たちが脱走したなどと、気付くとは思えん》

　そうさせないために、それぞれの人質にそれぞれの場所を隠かくし、連れん絡らくも一いつ切さい取らせなかったのだ。

「理由なんて何でもいいから、最悪を考えて。それでもとにかく上だけ抑おさえておけば、下は動けなくなる。元々そのための人質なんだから、順番を間ま違ちがえないで」

《……わかった。だが下の者たちをこのまま野放しにするわけにもいかん。さすがに地下階の構造までは気付いてはいないと思うが……》

　レナは瞳ひとみを鋭するどくし、一度親指の爪つめを嚙かんだ。

「……どうかな。自然区の採さい掘くつ場付近。あんなところまではどうなってるか、気に留めてなかった」

《エリーゼ興業!?　まさか、第四鉱区のクレーターを利用したか……!?》

「地下へ行くよりそっちに回って。他のエリアにそんな気配はなかったから、それ以外はいちいちダンジョンを登ってくるしかない。空から振ぶりだったらビルの中で待ち受ければいいだけの話だよ」

《わかった、追って連絡する……！》

　駆け出す音を最後に、通話は切れた。レナは一息もなく、静かな瞳でライネーズに携帯電話を返す。コツ、コツ、コツ。またあの時のように爪つま先さきを鳴らし始める。

「あの……レナ様……」

「ん？　なに、ライネーズ。早くパパに連絡して。ボクたちにもできることがないかって。ボクも今それを考えているから」

　試合の流れを見み詰つめたまま、深く深く思し索さくに沈しずんでいるように見えて、しかし返答する声にラグはなく、声こわ色いろも平常。指示は的確。ある種、アーチェス以上の凄すごみにライネーズはすくみ上がった。

「は、はい！　只ただ今いますぐ……！」
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　アーチェスは、スタジアムの目立たぬ席で吞のん気きにポップコーンなど食べていた。

　携帯電話の呼び出しにザジが応える。

「はいよ。オレだ……ん？　へえ……そうかい。ああ、わかった」

　表情を変えずに、そのままアーチェスへとリレー。代わりにポップコーンを引き受ける。

「はいもしもし、アーチェスです。お電話代わりましたよ……」

　さすがに、すぐさま翳かげりが差した。俯うつむき、眼鏡めがねの橋を押さえる。本気で思考するときのクセのようなものだった。

「……それは困りましたねぇ。……ええ。……ええ。いえ、それは彼女の判断が正しいでしょう。十中八九、そうだと私も思います。人手はガーベス君の方に回してあげてください。あのブラッドフィールド大佐が、勝算もなしに動くとは思えません。それとミッシェルさんに……」

　世間話をするような気楽さで、しかし細かな指示を続けていく。ほんの二、三手進んだだけの盤ばん面めんから相手の指し筋を読み、それに合わせた対処を述べている。

　通話を終えて、またポップコーンと携帯電話の持ち主が入れ替かわる。

「……君はほんとに表情を変えませんね、ザジ君」

「それでもまだポップコーン食おうってあんたほど、肝きもは太くないよ。オレはどうすんだい、オヤジ」

「ガーベス君だけではきついでしょう。君も行ってあげてください。今は私の周りにもこれだけの人数がいますし、心配はいりませんよ」

　そう言って示した周囲、観客を装った十数人。参加者であり敗退者であるが、全ては戦せん闘とう能力に秀ひいでたアルハザンの人員だった。彼ら、彼女らは魔ま人じんであり、しかし人間もおり、またミッシェルのような異種族もいる。魔人組織と言われてはいるが、彼が拾った子供達はそれに限らない。

「……わかったよ。んじゃ、ちょっと行ってくる」

「気を付けてください。皆みなさん、強いですよ」

「知ってるよ。あんな馬ば鹿かみたいなところでヒキコモリ庇かばいながらだってのに、誰一人やられてないんだ。オレも呆あきれたさ」

「……ザジ君」

「なんだい」

　アーチェスは寂さびしげに笑う。

「本当に、いいんですか。君にだけは、全て話してありますが……」

「いいさ。あんたは正しいよ。オレみたいなのも、アネゴみたいなのもさ。やっぱ、生まれてくるべきじゃないんだって」

　背中越しにヒラと手を振り、ザジがその場を後にする。
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《マスターたちは、すでに出口に向かって行きましたけど……！》

　ＰＳポータブルからのウィル子の声に、視線を移すラトゼリカ。

「どうですか……!?」

「……だめだ。奴ら動かんぞ」

　階段の方を覗のぞき見ながら首を振るおやっさん。だが、それから少しして。

「むっ……？　やったぞ、狙ねらい通りだ！　奴らどこかへ行きおった！」

　そ、と一度手の平で制し、まずは一人魔人であるラトゼリカが自然な様子で廊ろう下かに出る。

　戦闘技能はないが、強しいて挙げるなら魔人な分、他のみんなよりはダメージに打たれ強いので。そうして右、左。階段にも、エレベーター前にも人ひと影かげはない。隠れているような気配もない。

　すぐさま部屋の中へ向けて手招き。

「今です、エレベーターまで走って！」

　一いつ斉せいに走り出す。辿たどり着き、勢いのまま、ゲンコツで叩たたくようにエレベーターの呼び出しボタンを押す。

　こちらが徒歩ではなく、エレベーターを使うと決めた理由は二つ。一つはここが地上七十八階、階段ではあまりに時間がかかりすぎること。万一向こうの戦闘員と鉢はち合あわせた際、能力に乏とぼしいこちらは抗こうするのが難しい。もう一つは、下の人質が先に自由になっているというアドバンテージ。最悪捕つかまりはしても、人質本来の利用価値のため、殺害にまで至る可能性は少ないだろうということだ。

　エントランスホールの監かん視しカメラをハッキングしたウィル子が言う。

《ちょっと待ってください！　ロビーでミッシェルたちが待ち構えているようです……！》

「えっ……!?」

　歯は嚙がみするラトゼリカ。

　となると陽動にかかったのではない。恐おそらく既すでに見破っていて、だからこそ、そのフリをして待ち伏ぶせするつもりか。

　今いるようなこうした通路。隘あい路ろであれば、向こうに数がいても各個撃げき破はする目はあるが、ホールという開けた場所に陣じん取どられたのでは圧あつ倒とう的に不利。そのまま降りていけば、みんなまとめてホールドアップ。エレベーターを出る間もなく、文字通りのＩターンだ。

　ウィル子がいなければ袋ふくろのネズミになるところだったが、しかしこのまま立ち止まるわけにもいかない。いま自分たちが自由を得られなければ、せっかく脱だつ出しゆつできた下の者たちの足あし枷かせとなってしまう。

　そうこうする間に、空のエレベーターが到とう着ちやく。ラトゼリカは覚かく悟ごを決めた表情で、一度みんなを振り返った。

「皆さん、運動神経に自信はありますか？」
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　吹ふき抜ぬけのホール、その一階と二階のエレベーター前に扇おうぎ状じように人員を配置。ドアパネル上面、ぬけぬけと降りてくる階数表示を見ながら、ミッシェルはニャアと笑った。

「まったく便利なものを発明してくれたニャ。ドアが開いた瞬しゆん間かん、ありったけのショック弾だん頭とうを撃うち込んでやるニャ」

　ロビー中央、そのどちらも見える位置に立ったミッシェルの声で、黒服の全員が装そう塡てんレバーを引く。

　地上十階を通過。十数丁のサイレンサー付きサブマシンガンが狙い定める。

　五階を示すランプが点灯。

　止まったのは……。

「二階、一斉射ニャ！」

　消音器付き独特の丸い発はつ砲ぽう音が合唱し、それ以上にショック弾頭の弾はじける爆ばく音おんがホール全体に響ひびき渡わたる。青白い爆ばく炎えんが薄うす暗くらがりのホールを浮うかび上がらせる。外の連中はみんなスタジアムの中、決勝戦に夢中のはず。ちょっとくらい暴れたってバレはしない。

　そうして二階通路の者たちが、ワンマガジンを撃ち尽つくすのはあっという間。

「!?　い、いません！　中は空です！」

「ニャンっ!?」

　ショックＢＢ弾であればそうでもなかったのだろうが、一斉射によるショック弾頭の爆炎が強すぎて見えなかったのだ。

「メンテナンスハッチが開いている!?　あそこから……」

「今っ!!」

　ラトゼリカの号令、非常階段出口を蹴け破やぶり、真っ先に躍おどり出たのはジョニーとロッキー。

「なにっ!?」

　エレベーターがどこかの階に止まった気配はないのに、しかしフェイクではなく彼らは降りてきていたのだ。側面を衝つかれ、しかもたったいま全弾撃ち尽くしたばかりの黒服たちは充じゆう分ぶんに狼狽うろたえた。

　それがラトゼリカの策。

　エレベーターが下りていく最中に、全員でメンテナンスハッチから上に出る。そして地上が近付いたところで、ウィル子に強制的にドアを開けさせた途と中ちゆうの階へ順次飛び移り、全速力で階段を駆かけ下りてきたのである。

「グルルアァッ!!」

「ひぇ!?」

　虎とらのように獰どう猛もうな軍用犬、ロッキーに食い付かれ、一人がパニックを起こした。そこへジョニーが勢いのままジャンプキック一発。

「へっ、ステゴロ勝負なら負けやしねえっ!!」

　言葉通りにケンカ慣れした軽い身のこなしで、マガジンチェンジに手間取る二、三人を瞬またたく間に殴なぐり倒たおす。

「調子に乗るなっ！」

　マシンガンを投げ捨てた一人が刀とう剣けんを抜く。

「危ないっ！」

　追い付いた後続、鎧よろいに身を包んだアッシュが、身を挺ていしてジョニーの背後を庇かばった。鈍にび色いろの鋼板は、刃やいばを易やす々やす弾き返し。

「そりゃあ!!」

　おやっさんが非常階段で拾った消火器を噴ふん射しやし、目め眩くらまし。

「ひぇひぇひぇ、私めも参りますぞ……！」

　そこへ今度はサンゼルマンが、妖よう怪かいじみた速度、跳ちよう躍やく力で飛び込んだ。ステッキの先で、視界を失った彼らの急所を電光石火の滅めつ多た突づきに打ち倒していく。だがその頃ころには、下の階からも追っ手が迫せまってくる。

　その階段の前に敢かん然ぜんと立ちはだかった、コバヤシ一人。おもむろに足元にあった段ボール箱を持ち上げる。

「「「!?」」」

　中から現れた何か得体の知れない生命体に、追っ手の足が止まった。

「シマッタ！　トイウカこばやし、ナゼ俺ノかもふらーじゅヲ……！」

　ふっ、と小さく不敵な笑みを浮かべたコバヤシ。直後。

「つまりこのビルには、すでに火星人が潜せん入にゆうしていたんだよッ──!!」

「「「なっ、なんだって─────!?」」」

「アイ＠キャンフライ田た岡おかＰアタァック!!」

　田岡が予想外に華か麗れいな動きで、手すりの上からダイビングを敢かん行こう。スモークの姿とコバヤシの無む闇やみな迫はく力りよくに気け圧おされた階段上の黒服たちを、将しよう棋ぎ倒だおしの一いち網もう打だ尽じん。

「グッジョブだ、田岡さん！　まるでスカイフィッシュの生まれ変わりのような飛びっぷりじゃないかっ……!!」

「いえいえ。アイドルを育てる手前、この程度のステップ＆ジャンプは当然のことでして。言葉だけで相手を怯ひるませてしまうあなたにはとても敵かないませんとも。コバヤシさん」

　二人でくいっと眼鏡めがねを持ち上げ、ガッ！　と固い握あく手しゆを交かわす。

　最後に、一人の頭を消火器で殴り飛ばしたおやっさんが一息。

「うむ、事前の打ち合わせもなかったわりには見事な連れん携けいだったな」

「ひっひ。こう見えて私めも、若い頃はフェンシングで多少は名が知られておりましたゆえ……もっとも若がおられたら、年寄りの冷や水と言われましょうがな」

　謙けん遜そんするサンゼルマンへ、アッシュがかぶりを振ふった。

「とんでもない、見事な腕うで前まえでした。私など、これがお館やかた様が作られた鎧だったからです。並の鎧だったらと思うと、ぞっとします」

　そこへジョニーが言う。

「けどこんな重てえもの着てるってのに、あの身のこなしはさすが護衛さんだぜ……ありがとうよ、アッシュさん。俺もちっとばかしボクシングやってたからって、調子に乗りすぎたよ」

（つ……強い………）

　アルハザン側もそうだが、実は手を出す暇ひまもなかったラトゼリカが一番驚おどろいていた。振り上げたモップの下ろしどころがないほどに。

　ウィル子がこそこそと聞いてくる。

《……ラティさん、実は何かの達人とかいう裏設定は》

「ありませんよ……私はか弱いオペレーターキャラで通してるんですから。なんのためのモップだと思ってるんですか」

　そしていよいよ一階まで辿たどり着く。

　象しよう徴ちようするように開放的な最後のドア、センタービル出入り口の前には、たかが数人ばかり。長き鬱うつ屈くつから解放された一同の勢いに気圧されていた。その先頭に立つミッシェルへ、ラトゼリカは言った。

「さあ、そこを通してもらいます！」

　ニャア。

「やっぱりアーチェス様はすごいニャ。結局かかりましたのニャ」

「かかった……？」

　疑問するラトゼリカへの返答は、ミッシェルのぽんぽんと手を打つ音。受付の控ひかえ室から。先ほど自分たちが通り過ぎたばかりの非常階段から。ダンジョンの出入り口から。

　ラトゼリカたちがエレベーター前で倒した数の、何倍もの数がラトゼリカたちを取り囲む。吹き抜けの上、二階への階段に、数十人が鈴すずなりに銃じゆうを構える。

「あ……、陽動が、失敗した……!?」

「残念ながら違ちがうニャ。地下の連中が逃にげた鉱山の方には、ちゃんと、これよりもっと大勢の部隊が向かってるニャ？」

「っ……!!」

　誤算だった。唯ゆい一いつこちらの計り損ねた情報。アルハザンの構成員は、こちらが想定していたより遥はるかに多数……!?
「言っとくけどこいつらの持ってる銃はみんな実じつ弾だんニャ。当たれば死ぬニャ？」

「くっ……!?」

　つまり、さっきわざと倒させたのが向こうの陽動。調子に乗って安心して下りてきたところを、こうして本隊が取り囲んだ。

「へっ、ここまで来たら構いやしねえ！　突っ込もうぜ姐ねえさん！」

「うむ、一か八ばちかだが出口はすぐそこだ……！」

　ジョニー、おやっさんとも気勢をあげるが……。

「別にいいですニャ？」

　意外にも、ミッシェルはにこにこと肯こう定てい的に頷うなずいた。

「死にたい奴やつは生かしておかないニャ。どうしてもと言うならみ～んな殺して、地下の連中にはお前らみんな捕つかまえたって言えばいいニャ。どうせそんなの確認する方法はないニャ」

「ひどい……！」

　ぎろ、とミッシェルの目が、獲え物ものを狙ねらうような容よう赦しやないそれに変わる。

「何がひどいニャ、さっさと戻もどれというだけの話ニャ！　それとも死ぬかニャ!?　誰だれかの死体からもいだ腕一本でも見せてやれば、奴らだってよっぽどビビって言うこと聞くようになるニャ……こっちとしてはその方が有り難いかもニャアフゥ!!」

　その声も、目も、本気。ワーキャットの、こと猫ねことしての凶きよう暴ぼう性、残ざん虐ぎやく性が目覚めたかのような鬼き気きに、今度はこちらが気圧される番だった。

（ここまで、来て……！）

　いっそ出口なんて見えない方が良かった。気が緩ゆるんでしまった。ああ、なんて間抜け。

　油断に臍ほぞを噬かむ思いするラトゼリカ。

　だが。

《……来ます！》

「……!?」

《いちにのさんで、身を伏ふせてください……！》

　仲間たちにだけ辛かろうじて聞き取れる、囁ささやくようなウィル子の声。

「何こそこそやってるニャ。三秒以内に回れ右しないと……」

《いち、にの……さん！》

　全員で、わけもわからずその場に飛び込むように床ゆか上うえへ身を投げる。




　ぐわっしゃあん!!



　銃じゆう架か装備のピックアップトラック数台、横一列にエントランスホールへ突っ込んできた。

「ニャっ……なんニャア～～～～っ!?」

　荷台、降りかかるガラス片を払はらい除のけた貴瀬、犬歯を見せる凶きよう悪あくな笑顔でピストルを抜き放った。

「悪の組織だッ──!!」
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　貴瀬と同時、クラリカもまた、飛びっきりのイカレた笑え顔がおでＭＧ42を振り回す。

「悪い悪ぅ～い魔ま人じんのみなさぁ～ん！　お待ちかね、魔人狩りのお時間っすよ～～っ!!」

「わ、うわあ、シスター・クラリカだ！」

「異い端たん審しん問もん会二部だぁっ!!」

　その姿、声だけですくみ上がったアルハザンへ向け、全てのトラックの銃架からはショックグレネードガンの乱射が始まる。直ちよく撃げきしようがしまいが関係ない。半径十メートルの範はん囲いに収まれば吹っ飛ぶ擲てき弾だん、視界に映る全てに向かってばら撒まきまくる。

　さらに後から、金属バットを剣けんの如ごとくかざして駆かけ込んできた少女一人。

「わたしのミズノは、実はいつでも血を欲しているの。さあ、地じ獄ごくの釜かまが開くときは今なの」

　リップルラップルを先頭に、わーっ、となだれ込んでくる魔殺商会社員たち。覆ふく面めんもメイドも歩兵部隊として押して押して押しまくり、ホールを制圧し始める。

「そんニャ!?　まさか、魔殺商会にバレて……！」

　猫のしなやかさ、忍にん者じやのような身のこなしで吹き抜けの上階へ跳ちよう躍やくしたミッシェル。

「にゃ～ん。その通り～ぃ」

「!?」

　振り返るとそこに黒ずくめ、羽根付き帽ぼう子しの少女が一人。

「ニャ、お前は魔人ヴィゼータ!?　猫でもないのにニャーンとは生意気ニャ！」

「そういう問題？」

　とぼけるヴィゼータ。ミッシェルは試験管ブラシのようにしっぽを膨ふくらまし、右手、五爪一いつ閃せん。並の鉄板なら易やす々やす切り裂さくようなそれを、しかしヴィゼータはあんなに細い長剣の一本でカチンと受け止める。

「にゃ……!?」

「だめだめだね。だめだめ。甘い甘い。こうやってね？……一本がぁ！」

　振りかぶる。

「にゃ……!?」

「六十四本くらいでいいや！」

「にゃにゃにゃにゃあにゃあ!?」

　間かん髪ぱつで飛び退のくミッシェル。冷や汗あせたらたら振り返ると、これだけのビルを支える支柱の一つが、ズタボロに切り裂かれ、崩くずれ落ちていた。その頃ころには、ラトゼリカたちを取り巻いていた誰だれ彼かれもすっかりやられ、徒歩の覆面たちが奥まった箇か所しよに逃げ込んだ人員を追い詰つめているところだ。
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　音もなく、ヴィゼータの持つ切っ先が首筋に添そえられる。

「……死ぬよ？」

「そ、それはいやニャ……降参するにゃあ……」

　耳もしっぽもすっかりしおれたので、手首を返したヴィゼータは剣の柄つかでこめかみ一発。ミッシェルを昏こん倒とうさせた。そしてマントをはためかせ、ふわりとロビーに着地する。

「ヴィゼータっ！」

「にゃ～。ラトゼリカ～」

　親友同士、お互たがいを抱だき締しめ合って無事を確認する二人。

「会いたかった～。今夜は放さない～」

「誤解されるからやめてね、ヴィゼータ」

　抱ほう擁よう終しゆう了りよう。

「こっちはこれで全員っすか？　みんな無事っすか～？」

　ぴくっ、と動いた黒服の頭にがんがんショック弾だん頭とうを撃うち込みながら、クラリカが歩いてくる。ラトゼリカは埃ほこりを払うようなみんなを見回し。

「ロッキーに、おやっさん、ジョニーさん、アッシュさん、サンゼルマンさん、コバヤシさん田岡さん、有あり田たみかんの段ボール箱……と」

　指折り数えて、七人プラス一箱。そして自分。

「全員無事ですね」

「なんすか？　段ボール箱って」

　それはさておき。

　魔殺商会社員が、気絶した黒服たちに縄なわを打ち、どんどん運び出していく。行き着く先は、どこの病院か。

「あとは……ヒデオさんたちが、無事に地上まで辿たどり着いてくれればいいんですけど」

　ラトゼリカは祈いのるような気持ちで、胸元に拳こぶしを握にぎるのだが。

「クックック、なかなか楽しめたな！」

　トラックの荷台の上で、貴瀬が拳けん銃じゆうを振り回しながら元気に笑っていた。

「よぉし、このままの勢いでハシゴだ！　エリーゼ興業の第四鉱区に殴なぐり込……げふん！　もとい、地下から脱だつ出しゆつしてくる連中を助けに行くぞ！」

　リップルラップルが、こくこくと。

「派手なドンパチのどさくさで、鉱山の一つや二つが壊かい滅めつするのはよくあることなの。さあ、宴うたげはまだまだ始まったばかりなの」

「「「おーっ!!」」」

（……。）

　ラトゼリカは胸元に手をやったまま嘆たん息そく。祈るは祈るでも、別なことを祈りたくなってきた。
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　ダンジョンを駆け抜ける。

「こっちだ、急げっ!!」

　見えた。

　通路の行き止まり、暗がりのダンジョンに差し込む、一条の陽光の下もと、ベレー帽ぼう姿のエリーゼ興業私兵隊長、ライリーが大きく手を回している。土ど囊のうを積み上げた簡易バリケードを飛び越こえる。

「カムダニアとは立場が逆になったな、レッドフィールド大佐」

　土囊裏へ飛び込んだ大佐へ、ライリーがアサルトライフルを放る。受け取り、大佐は慣れた手付きで初弾を装そう塡てん。

「ではこれで貸し借り無しだ！」

　グレイ、アカネ、レミーナと、身の軽い者たちから縄なわ梯ばし子ごを上がっていく。不安定な縄梯子は、何人も一遍に上ろうとすれば不規則に揺ゆれ、慣れない者には却かえって足が遅おそくなる。一人ずつしか上がれないのがもどかしい。

　私兵の一人がミスリル製の防盾を構えて脱出する者たちへの銃じゆう撃げきを弾はじき、一人は土囊の上に載せた軽機関銃からショック弾頭をばら撒まき応戦する。殺傷能力であれば実弾だが、ストッピングパワーの点においては小爆ばく発はつを起こすそれに敵かなう弾種はない。

「次の人、どうぞっ!!」

　上がり終えた美奈子が叫さけぶ。

「よし、次っ!!」

　ライリーの声に、土囊から射撃しながら大佐が言う。

「行きたまえ、ヒデオくん！」

「はいっ……」

　ヒデオは迷わず、それに手をかける。

　生きて、帰る。

　決めたことが実現する。

　明るい出口へ、自分を象しよう徴ちようするように這はい上がる。焦あせらず、急いで。




　帰れるなんて思わなかった。

　いや、最初は帰ろうなんて思わなかった。

　そもそも生きることさえ放ほう棄きしたはずだった。

　でも、こうして辿り着けた。

　嬉うれしい。

　忘れない。

　目標へ向かい、そして辿り着くということ。

　二度と忘れるものか、この気持ちを。

「ヒデオさんっ……！」

　最後は美奈子や、私兵たちに引っ張り上げられるように地面に転がった。ようやく、走り詰めから解放されて深々と吐と息いきを吐つく。

（っ……）

　暖かかった。

　冷たい岩がん盤ばんではない。

　日光をたっぷりと吸った暖かな地面だった。きな臭くさい粉ふん塵じんの混じらない、森の息い吹ぶきの香かおる澄すみ切った空気だった。見上げ、雲間から差す日差しの眩まぶしさに、涙なみだがにじむ。

　帰ってきたのだ。

（否……）

　皆みなで帰ってこそ、勝利ではないか。

　ヒデオはすぐに立ち上がり、振り返った。大佐が上がってくる。ジャバンが上がってくる。そして勝利は目前だった。
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「やれやれ、数は少ないがこの状じよう況きようは厄やつ介かいだな……クロスフラッグスと同じだ」

　ライリーが呟つぶやく。攻こう守しゆのバランス。地上へクリアするほどに、攻こう撃げきする手も、防ぎ手も減っていく。

「先に……上がりな……」

　言ったのはハニ悪だった。

「だが……」

「どうせオイラぁ、この図ずう体たい……なのさ。それに……」

　ハニ悪は自らがその巨きよ体たいをして、防盾の代わりに銃じゆう弾だんを弾く。彼ならば最後の最後となっても、敵の攻撃を気にせず上がっていくことができる。ドラマや映画ではない。プロはただ状況だけを判断し、指示を下す。

「よし、ジョーイ、アーノルド、行け！」

　援えん護ごに付いていた部下の二人が、手際よく瞬またたく間に上がっていく。ライリーは残るヴェロッキアへ振り返る。

「あんたはどうする？」

「ああ、我はよい。ヴァンパイアなのでな」

「ヴァ………まあ、そう言うならそうなんだろうが。銀の銃弾でもなければ平気と言うことか？」

　何を自明なと、ヴェロッキアが失笑した。

「そんな軟なん弱じやくな銃弾であれば、なおさらハニ悪の鎧よろいは貫つらぬけまい」

「そういう、ことさ……」

「わかった、ではお言葉に甘えさせてもらうとしよう」

　牽けん制せい射を続けるライリーも、まるで駆かけ上がるような速度で縄梯子を上がっていった直後。

「……ありゃあ……なんだ……？」

　ハニ悪が疑問する。向こうに加わった新たな増ぞう援えんの一人が、銃も持たずに真正面に立ったのだ。弾幕が切れた隙すきに何やら呟き始め、かざした両手の平に光を湛たたえる。ぶわっ、と竜たつ巻まきのような空気、魔ま力りよくの流れが渦うず巻まき始める。

「いかんっ……！」

　何かの気配を感じ取ったヴェロッキアが、初めてハニ悪の前方へ飛び出した。相手の撃うち出した光弾が、マントを翻ひるがえしたヴェロッキアを直撃し、爆散する。
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　ライリーは下からの爆ばく風ふうに押し出されるように吹ふき飛ばされた。私兵隊が彼に駆け寄る一方で、ヒデオたちはその穴に駆け集まる。

「ヴェロッキア!!　ハニ悪っ!!」

　大たい佐さが叫ぶが、返事はない。

　覗のぞき込んだ穴の底に、二人の姿が見えない。突とつ貫かんの作業が祟たたったのか、爆発が強すぎたのか、縦穴が崩ほう落らくし、塞ふさがってしまっていた。

「返事をしろ!!　聞こえるか!?」

　絶望的な考えが脳のう裏りをよぎり、ヒデオは強くかぶりを振った。

　そんなはずはない。届かないだけだ。こちらの声も、向こうの声も届いていないだけだ。聞こえていて返事ができないわけがない。

「そんなっ……ここまで来て……！」

　美奈子の悲鳴じみた声につられ、アカネが涙ぐむ。

「ハニ悪さん……ヴェロッキアさん……」

「泣いては、いけない」

　ヒデオは強い声で言った。

「でも……！」

「すぐに、会える。この地上で、会える。だから、泣く理由なんてない。死んだなんて、勝手に信じては……いけない」

　ヒデオは、自分へ言い聞かせるための言葉をそのまま吐と露ろする。腹立たしかった。地上へ出た途と端たんに、一いつ瞬しゆんでも安あん堵どした自分に腹が立った。

「……ヒデオの言うとおりだ」

　甲こう士し郎ろうが言った。ヘルメットの下の表情は窺うかがい知れないが、同じように、抑おさえがたい怒いかりと悲しみをない交ぜにしたような声だった。

「俺たちの中でも、最強だった二人だ。こんなつまらないことで死ぬような奴やつらじゃあない……！」

　ヒデオと甲士郎、二人の言葉に全員で強く頷うな…ず…。

「勝手に殺すな、馬ば鹿かども」

「「「!?」」」

　突とつ如じよのヴェロッキアの声に振り返る。マントを日よけにするように頭にかぶり、下半身は未だ霧きりのまま。塞がった岩の隙間から滲しみ出していた。

「不死という言葉を知っているか？　我もハニ悪もあの程度でくたばるタマではない」

　が、白磁のようだった貴公子の肌はだは、今ではまるで土気色。その瞳ひとみにも、いつもの傲ごう岸がんなまでの色がなかった。平気を装ってはいるが……。

「それより、ここまで日差しが強いと少し億おつ劫くうだ。下からの追っ手は我とハニ悪で防いでやる。気き兼がねなく先に行け」

　痛めたらしい肩かたを押さえ、ライリーが言った。

「車は用意しておいた。行くぞ。ぐずぐずしてここに敵が押し寄せてきたのでは、袋ふくろのネズミだ」

「……ふん、そこの人間の方がよほどわきまえている。いいな、振り返るなよ」

「わかった、頼たのんだぞ！」

　大佐が首しゆ肯こう。

「よし、みんな乗り込め！」

　露ろ天てん掘ぼりは今ではすっかり様相が変わり、重機が上り下りするための道を付けられていた。ライリーの部下がすでにエンジンをかけていた幌ほろ付きトラックに、私兵隊と分乗。露天掘りを螺ら旋せんに周りながら駆け上がっていく。

　が、その縁ふちまでスロープを上りきったところで銃じゆう声せい。ドライバーが急旋せん回かいをかける。

「くそっ、待ち伏ぶせだ！」

　足を止める急停止より判断は正しかった。だが、側面を見せてしまったことで運悪くタイヤを撃ち抜ぬかれてしまう。

「固まるな！　散開しろ！」

　一いつ斉せいに車両から飛び降りたところで、声がかかる。

「無む駄だな抵てい抗こうはよせ。諦あきらめて投降してもらおう」

　右側には重機が並び、左側には事務所や飯場のプレハブが並ぶ。その中央、森へ抜ける道を塞ぐように、ガーベスを筆頭としたアルハザンの面々は銃、剣けん、魔ま法ほうを構え、陣じん取どっていた。気け取どられぬよう動いていたため、エリーゼ興業の私兵隊はわずか十人ばかりに過ぎない。向こうはざっと五十人はいるか。

「それとも……脱だつ出しゆつに失敗した貴様らの仲間を、見せしめに殺さねばわからんか？」

「そんなっ……!?」

　仲間たちに動どう揺ようが走る。

　ただ一人、寡か黙もくを通すヒデオを除いて。

　ここならば、飯場、事務所、どこからでも電波は届いているはずだ。

「……ウィル子。聞こえるか」

　背負ったザックのノートＰＣに問いかける。

《はい、マスター。もちろんダウトです。皆みなさんのパートナーは無事脱出しました……現在、魔まつ殺さつ商会の部隊がこちらに向かっています！》

　今はまだ、誰一人として喜びはしない。

　ただその事実を強大な後ろ盾だてに、戦うための決意に変える。

「……もう、遠えん慮りよはいらんというわけだ」

　大佐はトラックに積んであった軽けい機き関かん銃じゆうを持ち出し、弾帯を装そう塡てんする。甲士郎は右手にソード、左手にブラスターを抜き放った。

「ヴェロッキアとハニ悪が出て来たとき、俺たちがやられてたんじゃあ……格好が付かないからな」

「ソノトウリデス。でぃふぇんすハ　イツモノヨウニ　オ任セクダサイ」

　端たん末まつにシールドモードを入力するグレイに、アカネとレミーナが頷いた。

「そうそう、どうせいつものことだよねっ……！」

「ええ。今日まで毎日毎日、やってきたことの繰くり返しです。それが……」




　今日はたまたま、魔物ほどの手て応ごたえもない相手……!!



「きっ……貴様ら……！」

　交こう渉しようの口もなく即そく時じ徹てつ底てい抗こう戦せんの構え、揺ゆるぎない眼光を表す面々にガーベスが歯は嚙がみする。

「ならばやむを得まい……従う意志がなければ皆殺しにしても構わんとのご命令だ!!　かかれぇっ!!」

　号令に、鉛なまり弾だまと魔法の入り交じった混成弾だん雨うは降り注ぐ。グレイのシールド、重機や資材に隠かくれての応戦、銃じゆう撃げき戦せんが始まった。




　　　　⑦




　決勝戦。

　両者の戦いが、小競り合いから熱を帯びるに従って。

　沸わき上がるはずのスタジアムは、むしろ静まり返っていった。

　鈴蘭が愛銃、Ｍ16を撃ち尽つくした頃ころからだ。

「はあっ!!」

　漆しつ黒こくの長ちよう剣けん、翔希の大上段からの打ち込み。

「っ!!」

　逃にげず、鈴蘭がガントレットに受け止め、はね除のける。勇者に、みーこが横様から瀟しよう洒しやなハンマー、神しん器き〝崩ほう壊かいの鐘かねを打ち鳴らすもの〟を叩たたき付ける。

「遅おそいっ!!」

　エリーゼが手を振り下ろした先に、大盾一つ。跡あと形かたもなく粉こな微み塵じんに打ち砕くだかれるが、護まもるべき勇者に傷一つなし。鈴蘭がガントレットから伸のばした短剣、鎧よろいの隙間を縫ぬって殴なぐるような出足の速さで翔希の肉を裂さく。致ち命めい傷しようをかわしざま、懐ふところに入られた翔希はより重い一撃で鈴蘭を蹴けり返し、吹ふっ飛ばす。

　間かん髪ぱつ置かぬ追撃。

「ライトニング・アロー!!」

　勢いのまま鈴蘭は後方一回転、純白の光線に背を浅く焼き切られながら、起き上がりざまに再び翔希の刃やいばを受け止める。

「ファイアーボルトォっ!!」

「!?」

　鈴蘭が手の平から放った紅ぐ蓮れんの火球が、鉄球のような勢いで翔希に打ち付けられる。熱と衝しよう撃げきに、今度は彼が吹き飛ぶ番。そして彼女が追撃する番。駆かけ出し、一ひと振ふり、ガントレットから壮そう麗れいな刃を伸ばし、打ち下ろす。だが翔希は踏ふみとどまり、剣でそれを受け止める。

「どうです、長谷部先せん輩ぱい。とっておき。覚えたんですよ、魔法」

　嘲あざけるような鈴蘭に対し、愚ぐ直ちよくなまでに真っ直ぐな翔希の声。

「そのとっておきで仕損じたのはなぜだかわかるか？　名護屋河」

「へえ……元勇者が、どんなご高説を聞かせてくれるんですか？」

　鍔つば迫ぜり合いを解き、二合、三合。

「お遊びだって言ったんだ、お前のは。所しよ詮せん奇き襲しゆうにしか使えない形だけの魔法、受け売りの業わざ。魔殺商会やアウターや、そんな中にいたんじゃ……無理もないだろうけどな」

「そうです。私の、最高の仲間たち！　強い組織を作るために、強い強い仲間たちのために、私も強くなった!!」

　ニィ、と笑う。

　バックステップと同時、鈴蘭が叫さけぶ。

「炎えん獄ごく、疾はしれぇえええええっ──!!」

　天から地へと両手を振り下ろし、その延長線上、今度は青い爆ばく炎えんを地に這はわす。

「なにっ!?」

　翔希は驚おどろきに目を見張りながら、避よける暇ひまはないと反射的に判断し、魔導障しよう壁へきを展開。エリーゼも咄とつ嗟さに盾を現す。

　だが鈴蘭のそれはただの魔法ではない。神殺しと呼ばれる家に伝えられし業。そうした瞬しゆん時じに展開できる程度の簡易障壁、ミスリル銀すらも容易たやすく侵しん食しよくする。威い力りよくは幾いくらか相そう殺さいした。だがその余波だけで、翔希の纏まとう装備、シールドのために差し向けた腕うでの先から、上半身の半分までをも焼き尽くす。

「翔希っ!?」

「っ……平気だ、エリーゼ。問題ない」

「問題ないって、あんた……それ……」

　常人であればショック死してもおかしくないような大おお火傷やけどだ。所々は炭化すらしているのに。

「長谷部先輩。これでもまだお遊びですか？　違ちがうでしょ？　これ以上続けるなら、本当にお遊びじゃなくなりますよ……！」

　両者、すでに息は上がっていた。

　だが挑いどむ勇者の眼まな差ざしに廃すたれる色はなく。

　聖魔王の鬼き気きとした笑みに、翳かげる色もなし。

「のぼせ上がるなよ名護屋河。俺もエリーゼも、まだ降参はしていないぞ」

　焼け焦こげた手指を開閉し、まだ柄つかを握にぎれることを確認し、何事もなかったかのようにそれを構え直す。

「何でも自分の思い通りになると思うなよ。聖魔王だからってな。円えん卓たくがいるからって調子に乗るな。お前は今、名護屋河鈴蘭という一人の人間としてこの場に立っているはずだ」

　言われ、鈴蘭は一変した。

　不気味なほどの無表情で、懐からベレッタを抜き放った。

　真っ直ぐに、狙ねらい、定め。

「……気に入りませんでしたよ」

　乾かわいた銃声。

　翔希の頰ほおに切り傷。髪かみを散らし、耳を裂く。

　それを見守る全員が息を吞のんだ。ショック弾だん頭とうではない。実弾なのだ。

　それを知って引き金を引いた鈴蘭。そうと知って尚なお、微び動どうだにしない翔希。

「……魔殺商会のみんなも、アウターも、天界も！　みんなみんな私を聖魔王と認めるのに、あなただけがいつまでも長谷部先輩のままだった！　いつもいつもそうやって先輩風を吹かせて!!　正義ぶって!!　否定して!!　邪じや魔まをする!!」

　拳けん銃じゆうを連発する。

　幾つかはプロテクターに弾はじかれる。だが幾つかは末まつ端たんの肉に食い込む。

「この場に集つどった誰彼に、私が聖魔王であることを知らしめるためでした。私より相応ふさわしいものがいるなら、その者にこの座を譲ゆずるためでした。ありとあらゆる種族が集い、認めざるを得ないこの場所で……」

　マガジンをその場に落とし、また新しく叩き込む。

「……でもここまで来たならそんなことは関係ない！　もう、私とあなたしかいないんだから！　こうやって戦ってみて、初めてわかった気がする！　あなたに認めさせて！　あなたを従わせて！　私は初めて本当の聖魔王になるんだって!!　世界中の、どんな種族の、誰彼よりも……私は、あなたを跪ひざまずかせる!!」

「やってみろ。お前は仲間たちのために強くなった。聖魔王一派という組織を強くした。ならそれでいいじゃないか」

　そのとき、翔希が初めて嗤わらった。そんな鈴蘭の嘲ちよう弄ろうすら喰くう笑みで。鉢はち金がねの影かげの下、勇者らしからぬ邪悪なまでに目を見開いて。

　手をかざす。

「ファイアーボルト」

「っ!!」

　鈴蘭ほどの気負いもない。手をかざす延長線上のような気楽さで、しかし鈴蘭が放ったより数倍も巨きよ大だいな火球を、より高速度に射出する。

「シールドっ……!!」

　鈴蘭が魔導障壁を展開するが、火球は接せつ触しよくと同時に爆ばく発はつ。同じ魔法でも、桁けたが違っていた。風圧に、木の葉の舞まうように鈴蘭の身体からだが吹き飛ばされる。

「あ、う……くっ……!?」

「お前の強さは、組織だ。そして円卓だ。その中心に座るお前の求心力こそが、聖魔王の所以ゆえんとなる最大の力だ。けどな、だからお前の負けだ。俺たちとの一対一の状じよう況きようを作ってしまった時点で、お前の負けだ！　みんなを強くまとめることをどれだけ本気で考えても、そんな大層な連中に囲まれてたんじゃ、自分が強くなろうだなんて本気で思っちゃいなかっただろう!?」

　漆しつ黒こくの刃を振り仰あおぎ、構える。

「俺は、ただ俺自身のために強くあろうとしたぞ──!!」

　目を白黒させ、起き上がるのが精せい一いつ杯ぱいの鈴蘭へ駆け、一刀。

「なればその仲間たちの力で勝とう」

　みーこが現れ、漆黒の刃を槌つちの柄に受け止める。

「少し見ぬ間に変わったのう、翔希や。鈴蘭は頑がん張ばっておったよ。だのにぬしの好きな努力という戯ざれ言、敵を相手には認めぬか。正義という名の我が儘ままに憑つかれ、力に溺おぼれたか」

　鍔つば迫ぜり合いを、アウターは純然たる力の差で押し戻もどす。押し退けた翔希の足元がばくりと開く。彼を吞み込もうとノヅチが地中より飛びかかる。剣けんを振り抜ぬくが、その質量、勢い、留めるには至らない……！

「我が儘はどっちよ」

　寸前、聖銀の槍やりが虚こ空くうより降り注ぐ。あたかも虫ピンで押さえ付けられたかのように、ノヅチがのたうつ。

「力ある者が、弱い人々を助けたいと思うことは我が儘？　そのために力を追い求めることは悪？　私はそうは思わない。少なくとも、楽しいって名目で好き勝手やってるだけのあんたらには言わせたくないわ」

　エリーゼは宙に浮うかぶまま睥へい睨げいし、肩かたに掛かかった髪を払はらう。

「所しよ詮せんあんたら寄ってたからなきゃ何にもできない、ただの仲良しごっこじゃないの」

「っ……炎獄っ！」

　琴きん線せんに触ふれたように目を剝むいた鈴蘭が、立ち上がりざまに叫ぶ。炎ほのおの壁が垂直に立ち上がり。

「焼き尽つくせぇえええええええええええええええっ!!」

　津つ波なみのように押し寄せ、吞み込まんと雪な崩だれ落ちてくる。それを薙なぎ払うように、翔希が唱える。

「ライトニング・フレアぁっ!!」

　その眼前にて白き爆炎、青き猛もう火かを迎むかえ撃うつ。種は違う。しかし同型同士の魔法の競り合い、征せいするものはなく、互たがいの形は相乗し、爆散。結果、勇者は防ぎきる。

「そん……な……！」

　信じられないように、鈴蘭が息を吞んだ。それが隙すき。エリーゼの放ったニードルが、鈴蘭の聖衣を縫ぬって鈴蘭の四し肢しを貫つらぬく。

「くっ……!?」

　白い衣に、朱しゆが浮かび出す。聖魔王が、いよいよその膝ひざを折る。

「こいつがよく言う、〝諦あきらめない〟ってどういう意味かわかる？　自分一人が強ければいいって本当の意味、わかる？　世の中の悪事全部、自分一人で片付けようって考えてんのよ。馬ば鹿かでしょ？　大馬鹿だわ。世界中で一秒間に何件の犯罪が起きているか知らないのよ。でもね、諦めないのよ！　大馬鹿だから！　強くなれば何とかなるって本気で信じて！　だから諦めないのよ!!　諦めないってそういうことよ!!」

　エリーゼが両手を広げる。空中には、美しく輝かがやくミスリルの剣。剣。剣。百の剣。翼つばさを広げるように剣を広げ。

「調べさせたら不採用なんて噓うそっぱちだったわ。内定してたの自分で蹴けって、周りから後ろ指さされるの承知で就職浪ろう人にんなんかに身をやつして、暇ひまさえあれば稽けい古こして、わたしがあげるその日暮らしの給料だけで満足してるのよ」

　指先を向ける。無数の切っ先が、一いつ斉せいに聖魔王とその側近を狙い澄すます。

「素す敵てきでしょ？　自分が正義と思えるものに、そこまで身を投げ打てる者があなたの配下にいるかしら、名護屋河鈴蘭？　跪かせる？　無理だわ。それができるくらいなら、翔希はとっくに自分一人でこの世の悪を一いつ掃そうしている」

「……くだらぬ。好き勝手して満足しているだけであろうが。わしらも同じだよ。どうせわしらには善も悪もない。どうでもよいか……気に入らぬか。それだけじゃ」

　瞳ひとみが細まる。ノヅチが現れた。十や二十では利きかぬ数が一斉に躍おどりかかる。その端はしから切り裂さかれ、消し飛んでいく。

「おおおおおおおおおっ!!」

　勇者が叫さけぶ。全身全ぜん霊れいを受けた黒の剣、切っ先は持ち手の強き意志に従い、鋭えい利りなラインを描えがき、延長線上に躍おどるノヅチを切り刻む。一太た刀ちが巨大な二匹ひき、三匹の顎あごを落とす。牙きばに打たれ、傷付けられ、肉をそぎ取られても、十現れれば十を斬きり裂き、二十が来れば二十を薙なぎ、百現れれば、それを守護する精せい霊れいが百の盾たてと刃はを手た繰ぐり、それらを防ぎまた射い貫ぬく。砂さ塵じんのように崩れゆく黒き巨きよ軀くの間かん隙げきを縫い。

「そんなだから堕おちるのよ、古き神」

　狙い澄ました一本が、本体たるみーこの胸を貫き通す。

「そのザマぁ見てみなさい。アウターなんて気取ったところで、ただのカッコツケ。悪いことがカッコイイと思ってるガキと一いつ緒しよよ」

　魔人が揺ゆれた。その身が揺れ、いつも、いつの日も泰たい然ぜんと揺るがぬ億千万の眷けん属ぞくが双そう眸ぼうに、鈍にぶく冷たい炎が揺れた。怒いかりに、美しい濡ぬれ羽色の髪が躍った。

「……もうよい。遊びは終わりじゃ。死して償つぐなえ」

「みーこさんっ、だめっ……!?」

　蒼そう白はくの鈴蘭が叫ぶ。

　彼女が手にした鉄てつ槌ついに、凄すさまじい力が収しゆう斂れんされていく。

「全すべて失うせよッ──!!」

　一いつ閃せん。

　すっ、と。音もない斬ざん撃げき。書の達人が真一文字を引くような壮そう麗れいさで、翔希が黒の剣を振ふり抜いた。何の派手さもない。音という余分なエネルギーすら発しない。全てが斬撃に収斂された、選ばれし者の一閃。

　それこそが神器、黒の剣の真価。

　槌は断たれ、もう一閃。それを振り下ろさんとしたみーこの腕うでも、頭の上から滑すべり落ちるように地に転がる。美しい、着物の袖そでと共に。

　無敵を誇ほこった億千万の眷属が。

　何をされたのかと、一つ瞬まばたきする合間に。

　さらに刃が降る。稲いな妻ずまのような速度で五本、六本、七本。串くし刺ざしにし、地中深くまで突つき刺さる。

「……痛いでしょ、古き神。堕ちた分際が偉えらそうに騙かたる時代はもう終わりよ」

「こ……の……」

　それでも死なない。死ぬはずがない。

　怨えん嗟さをし。

「小こ娘むすめがあああああああああああああああああああああああああっ!!」

「あんたが神と呼んだ精霊でしょうがあっ!!」

　みーこと同時、エリーゼもブチ切れた。

　地より数千のノヅチ。天より数万の管くだ虫むしのみならず、獣けものの形、人の形、食欲魔ま人じんが喰くらい続け、未いまだ消化しきれぬ真黒き影かげの姿、この世のものならぬ異形という異形が臓ぞう腑ふの繊せん毛もうが如ごとく場を埋うめ尽くす。しかし聖銀の精霊は現れた端から天空からの刃で撃ち抜いていく。切り裂いていく。打ち砕くだいていく。浄じよう化かしていく。それでも億千万の眷属は収まらない。断たれた両りよう腕うでを振り乱みだし、その断面からすらおぞましい幾いく百ひやく億の真黒き口を伸のばし、喰い付き喰らい尽くそうとする。
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「堕ちよ!!　堕ちよ!!　堕ちよ小娘!!　貴様も堕ちて闇やみをすすれ小娘が!!　我が腹に喰らわれ永えい劫ごうに飼い殺……!!」

「吠ほえるな下げ衆すがあっ!!」

　光のような速度で刃が貫く。古きカミの猛たけき喉のど笛ぶえを切り砕く。

「っ……がっ……あ!!」

「善はあるッ!!　悪もあるッ!!　お前たちがそれを投げ出しただけよ!!　諦めた程度がッ!!　分際がッ!!　風ふ情ぜいがッ!!　クズがッ!!　吹ふくな!!　吠えるな!!　騙るな外道があッ!!」

　幾いく筋すじも幾筋も幾筋も、降り止まぬ流星雨のように刃を降らせ、煌きらめき降らせ。

「人間が信しん仰こうを捨てたんじゃないわ!!　お前たちが投げ出したから人は信じられなくなったのよ!!　お前たちが諦めたから!!　だからわたしたちは信じてもらえなくなったのよ!!　そうでしょ!!　答えなさい!!　答えろ古き神!!　導くべき者たちから目を逸そらした哀あわれな神!!　堕ちた神よ、答えろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ──!!」

　悲鳴のように泣き叫ぶ、若き精霊の声。地より湧わく無む尽じんの黒を、天空より飛来する無数の銀が圧あつ倒とうし始める。

　そしていつしか……混こん沌とんとした黒い異形は、跡あと形かたもなくなっていた。

　後に残ったのは、まるで白銀の絨じゆう毯たん。一面に突き刺さった、数百万条ものミスリルの刃。

「何が……何が神よっ……そんなものが神なら……、わたしは……たった一人の勇者に加護を与あたえるだけの、精霊でいいっ……！」

「……もういいエリーゼ。もう、充じゆう分ぶんだ」

　全力を果たし、息せき切り、地に伏ふせようとするエリーゼへと、肩を貸す翔希。見み渡わたす限りの刃も、やがて霧む散さんし始める。

　着物だけがボロボロの、断たれたはずの両腕すら元のようにあるみーこがいた。ただその表情はあまりに儚はかなく、寂さびしげで。

「………わしの負けだよ…………悪かった……許して、おく……れ……」

　呟つぶやき、ゆっくり、ふわりと地に伏せる。

「みーこさん……！」

　傷をおして鈴蘭が駆かけ寄り、抱だき起こし……。

「……ふふ。怒られたよ、鈴蘭……。ひどく怒られたよ……本当に、久しぶりに……。すまぬが、わしでは……あれには敵わぬ……勝てる力も……、言い返す言葉も、もはやない……」

　微笑するみーこに、しかし安あん堵どの表情を浮うかべる鈴蘭。ゆっくりとかぶりを振った。

「……いえ。いいんです」

　そして聖魔王は、何か吹っ切れたような表情で振り返る。

「私の最大のチカラ……私の信じる仲間が、こう言いました……。私たちの負け、です」

　そして何の屈くつ託たくもない、満面の笑みで一言。

「長谷部先せん輩ぱい。エリーゼちゃん。優勝、おめでとう」

　魔王と勇者。カミと神。それらが繰くり広げたあまりの光景に、皆みなが皆、息をするのも忘れていた。看過ならざる重大事を抱かかえたレナでさえ、司会の役も忘れ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　やがて拍はく手しゆが聞こえてくる。

　最初にそれを鳴らしたのは、アーチェスだった。その数が広がり、大だい歓かん声せいが渦うずを巻くまでは、あっという間であった。

《し……勝者……！　今大会における優勝者は、長谷部翔希、エリーゼ・ミスリライトペアっ──!!》

　我に返ったレナの声に遅おくれ、祝福の声が方々で弾はじけ飛ぶ。華はな々ばなしい紙かみ吹雪ふぶきとリボンが舞まい踊る。




　心根を挫くじくこと。

　認めさせること。

　王は認められなければ王たり得ない。

　故ゆえに死は勝利たり得ず、生かしたままに勝ち続け、相手にそうと認めさせ続け。その果てにある頂点へ立つことだけが、聖魔王の座を手にするための、唯ゆい一いつ無二の条件であった。

　二ヶ月間にも及およんだ聖せい魔ま杯はいが、今新たな聖魔王を選び出す。長き戦いに、今ようやく終しゆう止し符ふが打たれたのだ。




　──そして、その華はなやかな表おもて舞ぶ台たいのあずかり知らぬ場所で……今なお、命いのち懸がけの戦いを繰り広げる者たちがいた。
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「……やったか？」

　十数人。

　塞ふさがった縦穴の下、土ど囊のうの後ろに残ざん骸がいのように砕けたそれを取り囲む。

　冗じよう談だんのように巨きよ大だいな埴輪はにわは、ヒビだらけ。腹の部分は盛せい大だいに砕け散り、破片が散乱し……もう、ピクリとも動かない。

「ああ。見ろ。土手っ腹をぶち抜ぬいた」

「聞いてはいたが想像以上の防ぼう御ぎよ力だったな……ロケットランチャーＲＰＧ三本か」

　一人が見上げる。

「……しかし残りの連中をここから追うのは不可能だな」

「一いつ緒しよにいた吸きゆう血けつ鬼きは、結局やったのか？」

「光属性魔ま法ほうの直ちよく撃げきだ。闇の眷けん属ぞくでは生きてはいられ……」




　──敵も味方も吸血鬼というものを理解せん。呆あきれた無知よな。




「!?」

「声……!?　どこから」

「ここにおる」

　音もなく、すぐ目の前に立っていた。

「不死という言葉を知らんのか？」

「撃うてぇっ!!」

　銃じゆう声せいと共に、魔法と共に、ずぶずぶと肉が裂さけ、骨が砕け、血が飛び散る。飛んだ端はしから霧きりとなり、赤黒い肉体と、純白の霧との、いわく言い難がたい、おぞましい斑まだらの継つぎ接はぎができあがる。

　動かずとも、その異様だけで彼らは恐おそれ戦おののいた。

「……不死……、だと……!?　馬ば鹿かな、そんなもの、本当にあるわけが……！」

「……ハニ悪ワル。奴やつらは先へ行かせたぞ。タヌキ寝ね入いりもそのくらいにしたらどうだ」

「……ふっ……全部お見通し……ってわけかい……」

　壊こわれたはずの、微び動どうだにせぬ埴輪から聞こえた声に、彼らはいよいよ距きよ離りを置いた。

「同じ闇やみの従じゆう僕ぼくよな。貴様は何なのだ？　悪魔か？」

「……西洋風に言やぁ……」

　ぬらり。

　それは笑った。

「いや……さぁて、なぁ……」

　砕けた埴輪の片腹から、はらわたのような姿の、ただし真っ黒い何かがドロドロと溢あふれ出してくる。

「イザナギの旦だん那なぁ追っかけて……はぐれはぐれて……一人、この世に迷い出ちまって……気付いたときには、居場所なんかありゃしねえ……」

　ズルズルと溢れ出した真っ黒いものが、ギロリと真っ赤な目を剝むき出す。

「……いつの頃ころからか……こんな大層な鎧よろいを着けなきゃ、形も保てなくなっちまってよ……」

「なるほど、ただの鎧にしては無骨すぎると思っていたが……イレモノとはな。甲こう士し郎ろうの奴、中の人とはよく言ったものだ」

「なぁに……本当の意味じゃ、気付いちゃいねぇのさ……」

　ぐずぐずと蠢うごめいていた真っ黒い何かから、ずるんっ、と触しよく手しゆのように伸のびた、手なのかどうかも怪あやしいものが、全員の足を捕つかまえる。

「ひっ、ひいっ!?　うわああっ!?」

「こんなナリ、嬢じようちゃんたちにゃあ……酷こくだろうからな……夢見が悪くなっちまう……」

　撃っても、斬きっても、死にはしない。それはそういうものなのだ。目を潰つぶしても、また新しい目が覗のぞく。そうこうするうち足元からそぞろ這はい上がり、底なし沼ぬまに捕とらえられたように、全員の動きを搦からめ捕る。

「そのまま喰くうか？」

「よしてくれ」

　ハニ悪は拒きよ絶ぜつする。

「……肉ってのはよ。ビーフ百パーセントに限るのさ……。それよりは、あんたの方が腹ぺこだろうと思ってな……」

　同じ闇に属する、ヴェロッキアにだけわかる笑みで言う。栄養失調然とした、輸血パックばかりの暮らし。そこへ来て先ほどの光こう弾だん。地上に姿を見せたときは、あまりの陽光に消し飛ぶ寸前だった。

「そちらもお見通しだったか。ではありがたく馳ち走そうになろう。ついでに傀かい儡らいとして、そこの塞がった穴を開けさせるか」

「面めん倒どうだが……接せつ着ちやく剤ざいをさがしてきてもらえると、有り難がてぇ……」

「ああ、その程度であれば安い用だ。まあ、少し待っているがよい」

　ゆらゆらと、おぼろな姿に牙きばも露あらわな笑みを湛たたえ、近付いていく。

「く、来るな！　来るなぁあああ!!」

「見ての通り、もう姿も戻もどせんほどに力を失ってしまったのでな……！」

　暗い通路のどこまでもを、哀あわれな悲鳴が響ひびき渡わたる。
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「そんなところに隠かくれたって、ジャバンセンサーには丸見えだぜっ！」

　茂しげみに潜ひそむ敵を、センサーでロックオンした正確無比なブラスター光線が撃ち抜いていく。

「調子に乗るなっ!!」

　物もの陰かげから物陰、暗殺者然とした気配の殺し方で接近したガーベスが、鉤かぎ爪づめの刃はを振ふり下ろす。

「くっ!!」

　ひどい音を立て、ヘルメットが砕け散り、甲士郎の額から血が流れる。

「死ねぇ!!」

「させるものですかっ!!」

　下から思いきり振り上げるような美み奈な子こ、岡おか丸まるの一いち撃げきが、搔かっ切ろうとしたガーベスの刃を高々と弾はじき上げる。

「ぬう!!」

　だが両手に刃を嵌はめたガーベス、空いた手を美奈子の胴どうへ差し向ける。

「貴様の相手はこの俺だっ!!」

　今度はジャバンソードが弾き返す。

「今っ!!」

　アカネが即そく席せきの煙えん幕まく爆ばく弾だんを転がし、ガーベスの視界を奪うばった。それに紛まぎれてレミーナと二人、右から左、敵の布ふ陣じんへ次々と投げ入れていく。ガーベスをはじめとした切り込み隊の所在がわからなければ、その他の援えん護ごはおいそれと魔法や銃じゆう弾だんは撃ち込めない。

「よし、行けっ！　ここは俺たちで可能な限り引き付けておく！」

　ライリーが叫さけぶ。

「ハッハァ！　カムダニアでの意い趣しゆ返がえしだ……行くぞ野や郎ろうども!!」

　そして私兵隊はアルハザンの方へ、ヒデオたちは反対の方向、森の中へ駆かけ込んでいく。

　急きゆう斜しや面めんを滑すべり落ちながら、ヒデオは言う。

「ウィル子、聖魔グランプリの要領だ。ナビを」

《了りよう解かいですっ!!》

「いたぞ!!　追え!!」

　しんがりを受け持った大たい佐さがおぶったグレイのバリアを自前の盾たてとし、後続へ弾幕を張る。ライリーたちのおかげで、追っ手は少ない。

「しつっこい！　まだまだいくよーっ!!」

　今度は煙幕弾ではなく、本物の爆弾を放ほうり上げるアカネ。轟ごう音おんを奏かなで、地滑りを起こす。樹木を倒とう壊かいさせ、行く手を遮さえぎる。ひとまず敵の視界から逃にげ切れればいい。

《このまま真まっ直すぐ進んでください！　小川に出るはずです！》

　だが数分もしないうち。

「伏ふせろっ!!」

　大佐の声で一いつ斉せいに地面に飛び込む。銃声。前方に新たな影かげ。追っ手ではない。時間差で来た第二波に鉢はち合あわせたのだ。しかしこのまま足を止めれば、ガーベス隊との挟はさみ撃ちは目に見えている。

　真っ先に立ち、木の幹に隠れたのはレミーナだった。誰かが聞くよりも早く言う。

「みなさん、私より前に出ないで！　耳を塞ふさいでいてください……！」

　問答している暇ひまはない。一度深呼吸した彼女が意を決したように身を翻ひるがえし、面と向かって立ちはだかる。

「エーゲの蒼あおに、沈しずみなさいっ──!!」

　声として聞こえたのはそこまでだった。

　レミーナが、ありったけの声量を振り絞しぼる。美しい声は、どこまでも高く、高く。やがて小さく。可か聴ちよう域を超こえ、瞬しゆん間かん、耳を塞ぐ音さえも消えた。

　歌声の魔女が一切の音を支配し、その全てを衝しよう撃げき波はへと変へん換かんする。伏せた腹に、爆発で突つき上げられるようなショックが伝わってくる。

　目を開ければ、行く手を遮っていた全員が吹ふき飛び、息はあるが目を回し、耳や鼻び腔こうから血を流して身み悶もだえていた。

　静かで、美しく、恐おそろしい攻こう撃げきだった。

　だが。

「……っこん！　こん、こんこんっ！　けほっ！」

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　レミーナさん、しっかり……！」

　ひどい咳せきを繰くり返すのを、慌あわて背をさすってやる美奈子。

　無理もない話だった。平常ならばどうということもなかったのかも知れないが、毎日毎日、あの汚よごれた空気の中で浄じよう化かの歌を歌っていたのだ。ただでさえ良くないコンディションをおし、喉のどを痛めてしまったのだろう。しかも悪いことには、敵の正面に立った瞬間に銃弾を受けたらしく、服には血が滲にじんでいた。

「大、丈夫っ……こんっ！　セイレーンなので……けほ、こほん！　私に構わず、皆みなさん先にっ……」

「そういうわけには、いかないだろう……！」

　武装を収めた甲士郎が、歌うた姫ひめを文字通りのお姫様だっこ。大佐が首しゆ肯こう。

「その通りだ。誰か一人でも捕らえれば、奴やつらは再びそれを人質に我々を強ゆ請すってくるだろう……それだけは避さけねばならん」

　判断は一瞬で下された。

「二手に分かれるぞ。私は足の鈍にぶい甲士郎とレミーナを護衛しながら森を抜ぬける。健常な君たちは最速で都市へ向かえ」

「ですけど、甲士郎さんも怪け我がをしているのに大佐さんだけでは……!?」

　老兵は、案ずる美奈子へシニカルな笑みを浮うかべる。

「ふふっ、私を誰だと思っているのかね？　こうした密林での戦せん闘とうは、私のもっとも得意とするところでね」

　ヒデオの目には、とてもそんなようには見えなかった。恐らくは、得意なのではない。

　大好きなのだ。

「だったら私も大佐の方に付いていくわ！　トラップに、爆薬はお決まりでしょ？」

　ウインク一つ。

「デハ　私モ　ヨロシイデショウカ。最速ト言ワレルト　皆サンホド身長ノナイ　私ノ足デハ　足手マトイト　ナルデショウカラ……」

　そうして自然と布陣が決まる。

　戦力はあるが移動力が劣おとる大佐たちは、敵の目を引き付け魔殺商会の増ぞう援えんが来るまで持ちこたえる。残る身軽なヒデオと美奈子が、全速で都市へ。

　ガーベスらのあの様子では、アーチェスに降こう伏ふくさせなければ引き下がりはしまい。作業は充じゆう分ぶんに進んだ。だから自分たちはもう用無しなのだ。だから企くわだてが明るみに出るくらいなら、殺害も止やむ無しとの暴挙に出た。

（そう……）

　こっちはアルハザンを、もう充分に追い込んでいる。追い込んだからこそ、温おん厚こうな彼らがこれほどの強きよう攻こう策さくに出て来ている。勝利は目前のはずだ。ならばそれを確実なものとするためには？　この下らない茶番劇を終わらせ、完かん膚ぷ無なきまでの止とどめを刺さすためには？

　そんなヒデオを、大佐が強い瞳ひとみで見み据すえた。

「……行きたまえ、ヒデオ君。かつての我々をそうしたように、その戦士の眼光で全すべてを吞のみ込み、君の交こう渉しよう術で全てを明かし、アーチェスを屈くつ服ぷくさせたまえ。結局のところ、彼の権けん謀ぼう術じゆつ数すうを打ち破ることができたのは……この都市では、君だけなのだから」

　そうなのだろうか。

（……否）

　そうでなければならない。その未来を託たくしてくれる、この仲間たちのためにも。こんなに傷だらけになっても、目標へと向かう希望に満ちた笑顔だけは忘れない、強い仲間たちを裏切らないためにも。

　追っ手の声が、すぐ聞こえるところにまで迫せまっている。レミーナの攻撃は強力無比だったが、あの直下型地じ震しんのような震動……向こうも異状を察したのに違ちがいない。

　美奈子が言った。

「皆さん、ご無事で！」

〝ご武運をお祈いのりするでござる！〟

《行きましょう、マスター！》

　首肯し、ヒデオは走り出す。
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　そんな二人の後ろ姿を見送り……。

「さて」

　大佐は吞のん気きに、葉巻を一本咥くわえてみせた。それが最後の一本だった。

「……実際のところ、諸君はどうなのかね」

　個々が魔ま物ものほどではないとは言え、やはり数が多すぎた。強大なたかが数匹ひきの魔物同様に、規律と連れん携けいの取れた大勢もやはり脅きよう威いであった。

「背中の制せい御ぎよ系に一発食らったらしい。今じゃブレードも起動しないし、ジャバンスーツもただのプロテクターだ」

　と、甲士郎が言う。

「えねるぎー切レガ　間近デス。　ばりあーモ　モッテアト一、二分デショウカ」

　と、グレイが言う。

「朝から錬れん成せいしまくりで、もうへとへと～……気を抜くと倒たおれそうだけど、ダーリンやライバルの美奈子さんにだらしないとこ、見せたくなかったし」

　と、アカネが言い。

「こんっ」

　レミーナが、最後に痛ましい咳をする。

「そう言う大佐は……、けほん！」

「私かね？　ふっふ、正直これ以上走れる気がしなくってね……どうも、長く戦場を離はなれ過ぎたようだ」

　黒いコンバットブーツ、深い草むらのせいで気付きにくかったが、その足首には銃じゆう弾だんの抉えぐった痕あとがあった。

「それはもう諦あきらめた……と受け取っていいのだな？」

　ガーベスだった。部下たちもまた、木立の隙すき間まからぞろぞろと姿を現す。すでに取り囲まれていた。そしてその一角には、ライリーをはじめとした私兵隊が捕とらえられている。

「……生きているのかね。彼らは」

「死んでいては人質としての意味があるまい。全員無事だ。だがこちらの要求を断るたびに、一人ずつ殺していく」

「是ぜ非ひもない申し出だな……そういうことなら……」

　大佐がその場に、軽けい機き関かん銃じゆうを落とそうとした矢先。

「しおらしいじゃねえか。鬼おに司令、ジョージ・ブラッドフィールドの言葉とは到とう底てい思えねえぜ」

　銃声一発。それを鉤かぎ爪づめで弾はじき、ガーベスが叫さけぶ。

「貴様っ、リュータ・サリンジャー！」

「よう、ガーベス。やっと本性現したな」

「抜かせ……手負いより先に貴様を片付けてやる!!」

　ガーベスが躍おどりかかった。

「一度負けてるってのに懲こりねえ野や郎ろうだ!!」

　日本刀を抜き、リュータが受ける。が、予想外の威い力りよくに手指、関節が軋きしむ。

「くっ……!?」

「はん、あれで勝ったつもりとはお笑いぐさだな！　ならば俺の攻こう撃げき、全て捌さばききってみせるがいい!!」

　両りよう腕うでを無む尽じん蔵ぞうに振ふり回すガーベスの大連撃。めったやたらのように見えて、息つく暇ひまさえ与あたえぬ猛もう攻こうであった。防戦一方に後退を続けるリュータ。防ぎ切れぬ手足に、瞬またたく間に裂れつ傷しようが走り始める。

「ふんっ！」

「なにっ!?」

　がちん、と爪が絡からまった。鉤爪に得物が絡められ、強きよう靭じんな膂りよ力りよくに押し引きもままならない。ガーベスは残る腕を振りかざし。

「所しよ詮せん、その程度ということだ！　死ねぃっ……!!」

　そうして注意が集まった隙すき、ライリーたちの捕らえられた背後に、音もなく、二人の人ひと影かげが現れる。

　転移魔法。姿も声もそっくりな、双ふた子ごのメイドが声こわ高だかに唱える。

「「ウェイバー！　フロンタッ！」」

　合唱する声はそのまま衝しよう撃げき波はと化し、人質を取った者たちを打ち払はらい、解放する。

「っく……貴様ら……裏切り者の姉妹か!?」

「あーら。別に裏切ってないわよね、ソルカ？」

「ええ。今は従うべきお方に従っているだけだものね、ノルカ？」

「従う、べき……？」

　瞬間。

　魔人である者たちは一様に同じ方角を向き、震ふるえ上がった。リュータの背後から、何の感かん慨がいもなく歩いてくる涼すずやかな女一人。手には一冊の分厚い魔導書。見み渡わたし、一度瞬まばたき。

「……この程度なら、私が来るまでもなかったわね」

「って、おいおいおい、ちょっと待てよエルシア！　ここまで来てこの状じよう況きよう見て帰るのかよ!?」

「そうよ。これなら決勝戦の方が面白そうだもの」

　姉妹の方を見て。

「送って」

「「いえ、ですけど……」」

　この場合、姉妹の方がよほどに場をわきまえていた。そしてガーベスが、自らを奮い立たせるように激げき昂こうする。

「アーチェス様の大望のため、我らが夢のため……この場を見られた以上、誰であろうと帰すわけにはいかんのだァ!!」

　まさに疾しつ風ぷうだった。黒い弾だん丸がんのように駆かけ出し、姿を搔かき消す。視覚の攪かく乱らんではない。格かく闘とう戦用の短たん距きよ離り転移魔法。現れた先は上方、常人であれば反射不能の速度、故ゆえに対処不能の角度。

「死っ……!!」

　そしてエルシアは常人ではなかった。

「そう」

　降ってきたガーベスの顔面を片手で捕つかまえ。

「いい熱ね。気に入ったわ」




　ズドォンッ!!



　全身を使って足元に叩たたき付けた。他者の目には、トマトや何かを叩き潰つぶすような……そういう勢いに見えた。あとはただ、ちらっ、と視線を向けただけで。何を言うまでもなく、アルハザンの戦闘員は武装を解除する。

「……殺して、ねえよな？」

「前に死ななかったから大だい丈じよう夫ぶよ」

「？　まあ、いいけどよ……大佐、そっちは平気か!?」

　顔から髭ひげを一ひと撫なで。人ひと心ごこ地ちついたように溜ため息いきを吐つく。

「……相変わらずの無む鉄てつ砲ぽうだな、リュータ。あれで陽動のつもりか？　一歩間ま違ちがえれば死んでいたのはお前の方だぞ」

「へっ……もうあんたの部下じゃないんでな。好き勝手やらせてもらってるさ」

　言い合い、ガッチリと手を交かわす。

「……見よ、ハニ悪。まだあんなところにいるではないか」

「そいつぁ……よかったのさ……」

　マントを被かぶったヴェロッキアと、継つぎ接はぎのハニ悪が、アーだのウーだの言うアルハザン部隊を連れて合流する。さらに遅おくれ、別方向から魔殺商会の応おう援えんが駆け付けた。

「あー、もう終わってるっすー。だーから急ごうって言ったっすよぅ」

「だってだってほらほらやっぱり嫌いやな予感大的中してエルシア様いるし！　ワタシ帰る～っ!!」

「ふん、構わん。どうせ目標は鉱山ではないか」

「まあ待つの。大義名分がないと、さすがに後が怖こわいの」

　賑にぎやかさは、そのまま活気に置き換かわった。

「……彼はいないのね」

　ぽつり、一人つまらなそうなエルシアが言う。

「彼？　ん？　大佐、そういやヒデオは……？」

「っ！　しまった、裏目に出たか……!?」

　いたはずの美奈子とヒデオがいなかったにもかかわらず、ガーベスがそれには触ふれず交こう渉しようを持ちかけてきたことを考えれば……その二人に関しては、すでに手が打たれたということだ。他にまだ別働隊がいるとすれば、二人が危ない。




　　　　◆




　そして大佐の予感は、半ば現実となっていた。

「運がなかったよな」

　両手に古めかしいリボルバー拳けん銃じゆうを構えるザジ。幸い部下は持たず一人であったが、戦闘技能に秀ひいでた幹部クラス。状況は、エリーゼに追われたあの時と一いつ緒しよだった。そびえ立つセンタービル。その奥にあるスタジアム。街並みは、もうそこに見えている。

「諦あきらめてください！　もう、あなたたちの負けです！」

　岡丸を油断無く構え、美奈子が叫ぶ。ビルの上階に捕らえられていた人質は解放されている。企くわだては、魔殺商会にもエリーゼ興業にも露ろ見けんしている。

「そうは言ってもさ。オヤジはまだ諦めちゃいないんだ。だったらオレらが先に、諦めるわけにはいかないよ」

　退ひく気はない。無気力な表情だから、本気かどうかの区別は付きにくいが……アーチェスを慕したい、信しん頼らいする心は本物なのだ。

「……アーチェスは。どこに」

　ヒデオの問いかけに、ザジは小さく顎あごをしゃくる。

「あそこにいるさ。スタジアムに。けど行ってどうするんだい」

「やめさせる」

「何をだい？　言っておくけどさ。もうあんたたちの手を借りる必要はないんだよ。今まで頑がん張ばって貰もらった分で充じゆう分ぶんさ」

　言い換えれば、向こうはまだその目を持っていると言うことだ。だからこちらだって諦めるわけにはいかない。だからこそ、やめさせなければ。その何かを。

「あんたたちこそ、何をそんなに必死になるんだい。口を封ふうじるだけならさっさと殺せばいいだけなのに、オレはまだそうしていない。オヤジが優しいからさ。邪じや神しんなんて物ぶつ騒そうな響ひびきだけでマジになってるのかい？　世界は滅ほろびやしないよ。オヤジがそんなことするはずがないだろう。今よりも世界が良くなるとしても、あんたたちはそうやって邪じや魔まをするのかい？」

「……それでは、なぜ。君と。ミッシェルしか、配給に来なかったのか」

　ヒデオの発したなんの脈略もない言葉。だがザジの無表情に、そのとき初めて動どう揺ようの色が浮うかんだ。

「なぜ。君だけが。アラームをセットしてまで、滞たい在ざい時間に気を配ったのか。君は……、彼レ女ナのように、具合は悪くならなかったのか」

「……あんた一体……、どこまで知ってやがる………！」

　やはり。核かく心しんはこっちなのだ。

　人知れず強制労働させ、邪神を復活させようとしていたこと。それ以上に隠かくしておきたい事実があるのだ。

「……まあ、いいか……美奈子さんの顔を見る分には、気付いたのはあんただけ……いや、あんた自身まだはっきりと確証を持っていない。だからまだ誰にも話せていない。あんたを殺せば、アウトだ。そうだろう」

「……」

「けど、やっぱオヤジは正しいと思うんだよオレは！　アネゴにだって話しちゃいないことさ！　オヤジの背負ったそんな覚かく悟ごが！　何不自由ない世界に育った、あんたらなんかにわかってたまるかよ……!!」

　美奈子がその射線を遮さえぎるように立つ。

「……相手は一人、ここは本官が抑おさえます！　ヒデオさんは先に行ってください！」

「マジかよ。はっ、彼女放って野や郎ろう一人で逃にげる気かい？　川かわ村むらヒデオ。最低だな」

　だが、あまりに安い挑ちよう発はつだった。

　ヒデオは静かに首しゆ肯こうする。

「ああ、そうとも」

「なに……？」

　一人では何もできない、最低のクズ野郎。そんなことくらい、この都市へ来る以前から知っていた。

　囁ささやきかける。

「ウィル子」

《……はい、行けます！》

　迷わずダッシュした。スタジアムのある方へ。

「馬ば鹿かがっ、撃うたせやがって!!」

　舌打ち半分、ザジもまた躊ちゆう躇ちよ無くヒデオの背中へ引き金を引く。二発、三発。だが手て応ごたえがない。弾はじかれる。瞬しゆん間かん的に現れたガラス状の板に防がれる。

「っ……！　おい、冗じよう談だんだろっ……!?　まさかウィル子のやつ、生きて……！」

　それが隙すき！

「はあっ!!」

　一気に間合いを詰つめた美奈子が、大上段からの、最大限の遠心力と体重を乗せた一いち撃げきで、ザジの手にある拳銃を叩き落とす。

　ザジは舌打ちがてらもう片手、振ふり返りざまに引き金を引く。弾だん丸がんは、美奈子の髪かみを数本散らすのみ。すでに懐ふところ、美奈子は素手で拳銃の弾だん倉そう部分を捕つかまえる。

「っく!?」

　回らない。リボルバーの所以たる弾倉が回転しなければ、次弾は発射されない。無理に撃鉄を上げれば金具シアーが折れてしまうことは、愛用し続けたザジ自身が知っている。だから先ほど空になった手でオートマチックを抜ぬき、そのまま歯でスライドを引ききった。

「岡丸っ!!」

〝承知っ!!〟

　美奈子は十手を手放し、そのガバメントを膝ひざからのバネを使って掌しよう底ていにて突つき上げる。暴発と同時、伸のびきった腕うでの先に再び岡丸は収まり、

「やぁああっ!!」

　気合い一いつ閃せん、電光石火の一撃を眉み間けんに振り抜く。

「くっ……そぉおおおっ……！」

　よろめき、力が抜けたところでリボルバーを取り上げ、返す岡丸で今度はオートマチック拳銃を弾き飛ばす。これで都合三丁を無力化。最後のオートマチックを抜くため懐へ行こうとした腕を捕とらえ、引き抜き、潜もぐり込む。

「きぇあああああああああっ!!」

　一本背負いで、その背を固い地面に叩き落とす！

「がっ、はっ……！」

「制圧っ!!」

　最後、仰あお向むけの無防備な面つらへ岡丸による痛つう烈れつな一打。それでザジはいよいよ気を失った。

「……はあっ、はあ、はあ……」

　今ごろになって、どっと冷や汗あせが噴ふき出してくる。

　勝てたのだ。拳銃相手に。

　ヒデオが駆かけ出したからこそ、勝機があった。あそこでヒデオが恥はじを忍しのび、迷わず走り出してくれたからこそ、予想外の行動に気を取られたザジの隙を衝つくことができた。

〝お見事でござった、美奈子殿どの。拙せつ者しやもたっぷりと霊れい力りよくを乗せてやったゆえ、これでしばらくは動けぬでござろう〟

「はあっ……。皆みなさんあんなに頑張ってるのに、私だけ何もしないわけにはいかないもの」

　念を入れて、全ての拳銃の弾倉、薬室から弾丸を抜いていく。射しや撃げきの成績は良くないので、拝借したところで生兵法だ。

〝その肝かん心じんのいいところを、ヒデオ殿に見せられなかったのが残念至し極ごく……〟

「うっさい」

　額の汗を拭ぬぐった。

「まだ終わったわけじゃないんだから、気を抜かないの！　さあ、ヒデオさんを追いかけるわよ！」




　　　　③




《森の中を突っ切っている間に、魔まつ殺さつ商会の車両とは行き違ちがったようです……》

「はぁ、はぁ、構いや、しない」

　二本の足は健常そのもの。クロスフラッグスでの逃とう避ひ行こうに比べれば、楽なものだった。

　中央区のビル群を駆け抜ける。

　街中は見事に無人だった。みんなみんな、決勝戦に見入っているのだろうか。木立のようなビルの隙間から見えるあのスタジアムの中では、どんな戦いが行われてきたのだろうか。自分たちがあの場に立つことができたなら……どんな戦いを繰くり広げたのだろうか。

　まあ、詮せん無ない話だ。

《しかしマスター、体力が付きましたね……出会ったばかりの頃ころは、山歩きだけで動けなくなっていたのが》

「アルハザンに、鍛きたえられた」

　もう何キロかは走っているのできついはきついが、走れないほどではない。地下暮らしの一ヶ月、重労働で肺活量も増えたのだろうか。

《そこの小路へ入ってください！　スタジアムはすぐです！　スタッフ用の出入り口があります！》

　道を折れ、走り、そびえ立つようなセンタービルの足元、見上げるような円えん筒とうの外がい壁へきが見えた。予想していたよりも、もっとずっと大きな会場だった。広場をほとんど埋うめ尽つくすような。

　そして辿たどり着く。

　走るまま、蹴け破やぶるような勢いでドアを開け、外と比べればまるで薄うす暗ぐらい通路に入る。

「はぁ、はぁ……アーチェスは……」

《えっと、待ってください……さっきまで観客席にいたのですが……》

　そのとき、足音が聞こえてきた。革かわ靴ぐつ特有の、コンクリートを打つ硬こう質しつな。散歩するような気楽な足取り。緩ゆるいカーブを描えがく通路の向こうから、人ひと影かげが現れる。

　金の長ちよう髪はつをした、眼鏡めがねをかけたスーツ姿。おどけるような調子は、相変わらずだった。

「これは……まずいところを見られてしまいましたね」

「っ……、アーチェス……」

「驚おどろきましたよ。まさか君が帰ってくるとは。しかも、こんなタイミングで」

　手には、美しいグラスを持っていた。複雑な模様が施ほどこされた、何てことはない器うつわだが……そのあまりに儚はかなげな美しさに、ひどく目を惹ひかれた。

　視線に気付き、アーチェスが軽く掲かかげてみせる。

「これですか……？　聖せい魔ま杯はい、だそうです。さすがに綺き麗れいですね」

　優勝者へ贈られるための証あかしではないか。

　だが、彼は自分たちと共に、クロスフラッグスで敗退しているはず。

「なぜ……あなたが、それを」

「チカラですよ。史上最高のチカラを秘めた神しん器き。鈴すず蘭らん様は決勝となる今日のこの日まで、それ見せてはくれませんでしたが……私は何年か前に情報を得ていました。そのようなものを、聖魔王が神々に言って作らせたと」

　キラキラ、蛍けい光こう灯とうの明かりでさえも万まん華げ鏡きようを覗のぞくように美しく乱反射する。

「私は目的のために、三つのプランを立てました。一つめ……正せい攻こう法ほうで順当に勝ち上がり、聖魔王となって正当にこの器を得ること。まあそれは他でもない、君によって妨さまたげられてしまったわけですが……」

　恨うらみがましくでもなく、彼は飄ひよう々ひようと続ける。

「二つめ……それが失敗したとき、あるいはこの器がそのようなものでなかったときのために、地下において邪じや神しん復活の準備を進めてきました」

　ということは、やはり。

「やはり……、邪神は」

「ええ。実は邪神そのものは目的ではありません。ただの下準備です。この聖魔杯と同程度の威い力りよくを発揮するチカラが、そのくらいしか思い当たらない」

「……三つめは」

「一番簡単な方法ですよ。あまりに馬ば鹿か馬鹿しくて、真しん剣けんに考え、取り組むまでもないほどに。聖魔杯がそのようなものであり、かつ隙すきがあった場合……こうして、手に入れてしまえばいいんです」

　器の縁ふちを爪つま弾びくと、美しい音色が響ひびき渡わたった。

「申し訳ありませんが、あなた方にお願いした全ては徒労に終わりました。最後の最後に、こうして聖魔杯はその姿を現し……そして、私の目的を達成するに充じゆう分ぶんなチカラを秘めています」

　アーチェスは失笑した。

「君たちがどういうトリックであれほどの連れん携けいを取ったのかは、未だにわかりません。しかし鈴蘭様は君たちの救出を最優先したために……その作戦を秘ひ匿とくし、私たちに不自然さを感じさせないために決勝戦を敢かん行こうしました。そしてまたその大会の進行に支障を来きたさないよう、これを運営本部へ預けざるを得なかった」

「……」

　なんて抜け目のない。

　ここまでの窮きゆう状じようを知りながら、チャンスは逃のがさなかったというわけか。

「まったく鈴蘭様もお人が悪い。あまり出し惜おしみせず、最初からこれを見せていてくれれば……私は君たちに、命いのち懸がけの強制労働をお願いする必要はなかったんですから。そうして敵意を煽あおるような、余計なリスクを負う必要もなかった。誰も何も知らないうちに始まり、そして終わったはずでした」

「……あなたの。目的は」




　──それではこれより大会本部による表ひよう彰しよう式しき、並びに、現聖魔王より次代の聖魔王への聖魔杯授じゆ与よ式へ移らせて頂きます！




　壁かべ越ごしに、レナの声が聞こえてきた。冷たい冷たいコンクリート壁へきの向こうからさえ、熱気が伝わってくるようだった。




　──ですが、その前に。

　──皆さんに重要なお知らせがあります。




　ヒデオはそんなレナの声に、ぞくっと冷たいものを感じた。表に見せる彼女ではない。あの夜自分を殴おう打だしたときと、似たような響きを感じたのだ。

「……長話が過ぎたようですね。行かなければ」

「待っ……」

　踏ふみ出そうとしたヒデオを、猛もう烈れつなショックが襲おそう。何の予備動作もない。手をかざす動きが、そのまま魔法に変へん換かんされたのだ。ウィル子の反応さえ凌りよう駕がする衝しよう撃げき波はに、天地がひっくり返ったような錯さつ覚かくを覚える。

「あ……、ぐっ……」

「ヒキコモリならヒキコモリらしく、家で大人しくしていれば良かったんです。あなたがこの都市に来なければ、私の計画が乱されることはなかった。レナさんもあんなに傷付くことはなかった。そしてあなたもまた、何一つの苦労もせずに済んだ……違ちがいますか？」

　声が遠ざかっていく。足音が遠ざかっていく。ヒデオが手を伸のばす先、アーチェスの背中、見える景色、全てが揺ゆれている。蜃しん気き楼ろうのような向こうへ、彼が消えていく。

「っ……」

　また負けたのか。

　こんなにも呆あつ気けなく。

　みんなが命懸けで託たくしてくれたことの、何一つ果たせず。

　だったら……やはり来ない方がよかったのか。全部無む駄だな足あ搔がきで。全部無駄な努力で。あのまま東京のアパートで首でもくくっていれば、みんな幸せだったのか？

《……すたー……！　マスター！》

「……」

　夢？

　いや、半ば夢見心地だっただけだ。数分くらいか。ぼうっとする。

《マスター！　大だい丈じよう夫ぶですか、マスター!?　しっかり……！》

「っ……。アーチェス、は……」

《今、スタジアムの中央で……でもマスター、体の方は……！》

　ウィル子の声が遠いほどの耳鳴り。指先を動かすだけで、全身の骨が砕くだけたのではないかと思うような痛みが走る。ついさっきまであれほど軽かった足が、まるで他人のもののようだ。

　それでもヒデオは、まさに這はうような無様で前へと進み始めた。

《マスター……》

　元気のない声だった。

《マスターは、ウィル子と出会わなければ良かったですか……？》

　何を。

《ウィル子は結局、いつも肝かん心じんなときにマスターを守れなくて……聖魔グランプリのときも、クロスフラッグスのときも、そして今も……》

　何を馬ば鹿かな。

《アーチェスの、言う通りなのでしょうか……。もしあの時、ウィル子と出会わなければ、マスターはこんなことに巻き込まれることも……負けてしまうことも……そうしてあんな場所に閉じこめられることも……今、こんな辛つらい目に遭あうことも》

「やめろっ……」

　ヒデオは壁を頼たよりに、立ち上がる。引きずるように歩みを進める。

　ここで挫くじけたら何にもならない。

　そうだ、自分だけではない。ここでやめたら、ウィル子と出会ったことさえ、意味のないことになってしまうのではないか。彼女と出会えた奇き跡せきが、本当に無意味なものになってしまうのではないか。

　もちろん、何ができるわけではない。アーチェスの言う通り、自分はただのヒキコモリだ。でもここで進むことをやめたら、きっと今までの全部が噓うそになってしまう。

「君が……、何もなかった僕に……こうして、前に進む力をくれた……。それだけで、充分すぎるっ……」

　それを証明するためにも、進むのだ。

《……。マスター……》

　そのとき背後から、駆かけ込んでくる足音が聞こえた。

〝美奈子殿どの！　あそこでござる！〟

「ヒデオさん！」

《マスター、婦警です……！》

　そして車両の音。駆け付けるたくさんの足音。振ふり返るのも億おつ劫くうなヒデオに代わり、ウィル子が言う。

《あ……、みんな……みんな無事なのですよーっ!!》

「ヒデオ君は!?　大丈夫かね!?」

　大佐の声だった。

　ヒデオは笑ってしまいそうだった。有り体ていに言えば、それはこちらの台詞せりふだとヒデオは思った。みんな傷付いてはいるが、無事ではないか。真っ先に脱だつ落らくしたと思ったヴェロッキアとハニ悪からして無事ではないか。そして、彼らのパートナーも。

　よかった。

《さっき、アーチェスを見つけたのですが……魔法のようなもので……！》

　まったく、あんな相手に。自分一人でどうしようかと思ったが。

　瞬しゆん間かん、急に体が軽くなった。

　横を見ると、美奈子が、肩かたを貸してくれていた。そしてその中の誰も、休めとは言わなかった。前へ進もうとするヒデオの姿を見たからだ。同じ目標へ向かう仲間だからだ。

　ああ、杞き憂ゆうだった。

　仲間たちがいる。

　そうとも。一人で抱かかえることはない。何度でも気付こう。何度でも思い出そう。自分はもう、一人ではない。一いつ緒しよに前へと進んでくれる、仲間たちがいる。

「さあ、行きましょう！　ヒデオさん！」

　力強い笑顔で美奈子が頷うなずく。

　負けず、ヒデオは強く頷き返す。

「ウィル子。あの時、出会えたから……僕たちは。このみんなに、出会えた」

《はいっ……！》

　向かうべき先からは、鈴蘭とアーチェスとの会話がスピーカーに乗り聞こえてきていた。
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「……これは一体、何の真ま似ね？」

　鈴蘭が問う。

　表ひよう彰しようのためにスタジアム中央に用意されたステージ上。激戦をした二組のペアの前には……レナ。そして聖せい魔ま杯はいを手にしたアーチェスがいた。観客席からは、その不ふ穏おんさからいつまでもざわめきが収まらない。

「……残念だよ。あなたはもっとスマートな人だと思っていたのに」

「そうですね。こんな横取りするような真似をしてしまって、申し訳なく思っています」

　真しん摯しな表情のアーチェスだが、鈴蘭は首を横に振った。

「そんなことをしたって、誰もあなたを聖魔王なんて認めない。そんなことをしたあなたはもう、あなたが望むささやかな国の王とすら認められない」

「ええ。あんなのはもちろん冗じよう談だんです」

　えっ、と呟つぶやいたのはレナだった。

　しかし彼は構わず続ける。

「これは私の罪つみ滅ほろぼしなんですよ。鈴蘭様」

「罪……？」

「魔界による第一次侵しん攻こう作戦。異世界に領土を広げるなどと突とつ拍ぴよう子しもない提案をしたのは……他でもない、この私だったんです」

「……！」

「ですがこの世界には、すでに人間という高度な知性を有した種族があった。それを護る神々もいた」

　翔しよう希きが言う。

「そしてあなたたちは、以後数度に亘わたって敗れ続けた」

　彼は静かに肯こう定ていする。

「その通りです。ですが……悪いことには、あなた方人間は、我々とそっくりだった。互たがいに子孫を残せるほどに」

「……どういう、こと？」

　鈴蘭の問いかけに、アーチェスは並ぶ面々を見回す。

「それが人間同士の争いだけではなく、魔人と人間という、新たな争いの火種になってしまったということです。フィエル様が魔王の座を退いた後、思い改めた私はそうした火種を取り除こうと、東とう奔ほん西せい走そうしました。し続けました」

　次に漏もれたのは嘆たん息そくだった。

「……ですが、防ぎきれるはずもありません。その頃ころには我々の子孫は、あまりに広こう範はんに散らばってしまっていた。ですから時代が流れ、平和や人権といった素す晴ばらしい概がい念ねんが浸しん透とうし、尊重され、確立された今……私は新たな方法としてユイダスヤラのエ国ルに倣ならい、魔人たちの国を作ろうとしました」

　エリーゼが言う。

「それがカムダニア紛ふん争そうだったわけね」

「ええ……ですが、あれがすでに何度目だったでしょうか。私が動くたびに、私を慕したう多くの子供達が命を散らしていった。それでも、いつかきっと報むくわれるだろうと戦い続けては来ましたが……結局だめなんですよ。人間たちは、自分たち以上の能力を持つ魔人を、一いち概がいに化け物としか見なしてくれません。飽あくまでも脅きよう威いであり、個性とは受け取ってくれません。軍事利用はしても、隣りん人じんとしては受け入れてくれません」

　気弱に笑った。

「そして……やはりカムダニアでの一戦が効きました。実を言うとですね。もう、疲つかれてしまったんですよ。古くから従ってくれていた子供たちはみんな死に……今では、あのガーベス君が最古参なんですから。もう、私が努力すること自体が、益やく体たいもない争いの火種なんだと悟さとってしまいましてね」

「それは……でも、他にまだ方法が……！」

「お優しいですね、鈴蘭様は。ええ。ですから新しい方法を模も索さくしました。そして、見つけました。私の罪を、根本から払ふつ拭しよくする方法を」

　左手にした聖魔杯に。右手をかざす。

　そうした会話を聞きながら、ようやくヒデオたちが姿を現したのは、そんなときだった。見守る観衆は、最も早はや都市から去ったと思われた彼らの満まん身しん創そう痍い、ただならぬ気配に一層どよめいた。

　アーチェスの姿に真っ先に気付いたリュータがステージへ駆け上がり、デザートイーグルを差し向ける。

「……アーチェス、俺の後ろを見ろ。もうそこまでだ。負けを認めろ」

　包帯を巻いた片足を引きずりながら、大佐が後に続く。

「我々だけではない……君の部下たちも、全員生きている。今ならばまだ、引き返せる」

　我に返ったようにアーチェスが言う。

「……無事……？　全員、ですか……？　あなたたちは、そんな手加減をしながら……ここまで辿たどり着いたと……？」

「それを喜ぶのなら」

　エルシアが言った。

「あなたが今、考えていることをやめなさい。前にも禁きん忌きと言ったはず。諦あきらめたくないと言うから、私はあの時認めた。けれど……演技だったのかしら」

　エルシアの涼すずしげだった瞳ひとみが、冷れい酷こくへと切り替かわる。

「自じ暴ぼう自じ棄きと言うのなら、私はそれを認めないわ」

「……残念ながらエルシア様。自暴自棄ではありません。皆みなさんの強さ。極力傷付けまいとした心こころ遣づかいは有り難がたいですが……」

　真っ直ぐに面おもてを上げる。

「今、その彼らが助かることと……この先、永遠に続くだろう人じん魔まの争いと、同じ秤はかりにはかけられません」

　アーチェスが手をかざしたその器に、光り輝かがやく液体が湧わき出してくる。

　鈴蘭が息を吞のんだ。

「そんなっ……だって、神器は、選ばれなきゃ……！」

「私が選ばせたんですよ。鈴蘭様」

「っ!?」

「荒あら事ごとはそれほどでもありませんが、この手の技術的なことには慣れています。誰が優勝するかわからない大会ですから、そうした機構プロテクトが随ずい分ぶんと甘かったようですね」

　翔希、リュータが同時に動いた。

「させるかっ！」

「アーチェスっ！」

　そしてまた同時、アーチェスはかざし終えた指を鳴らしていた。だがそれは杯さかずきへのまじないではなく、合図。スタジアム最上段にて、ぐるりと人ひと影かげが立ち上がる。観客に紛まぎれていたアルハザンの戦せん闘とう員たち。全員が銃じゆうで武装し、観客である不特定多数の全てを人質に取ったのだ。

　その瞬しゆん間かん、ステージに集う全員は傍ぼう観かんを余よ儀ぎなくされることとなる。

「ご心配なく。私は……」

　アーチェスは聖魔杯に湧いた光の雫しずくを、一息に飲み下す。

　やがて……役目を終えた器それ自体は、宙へ溶とけるように。消えて無くなる。

「……私は、この世界をあるべき姿へと戻もどすだけです」

　空いた手の平を開閉し、加減を確かめるようなアーチェス。そして何かを実感したのだろう。

「……ここまでくれば、一安心ですね」

　その表情に余よ裕ゆうが浮うかぶほどに、真意を測りかねるこちら側には、不安が募つのる。危機感たっぷりに大佐が言った。

「何をするつもりかね……」

「暗黒神を呼び出すのよ」

　泰たい然ぜんとしたエルシアの声に、全員が振ふり返った。みーこがはたと声を出す。

「暗黒神……と申したか、お嬢じよう。邪じや神しんではなく」

「ええ。人間たちには同じように聞こえるでしょうけどね。そうでしょう、暗黒司祭。バーチェス」

「……お察しの通りです。エルシア様」

　微笑したアーチェスへ、エルシアが手をかざす。魔導書は開かない。加減無く、力の赴おもむくままに深しん紅くの光を奔はしらせる。

　ばしん、とアーチェスが向けた手の平にぶつかった。山一つを消しよう滅めつせしめた光が、ぶつかっただけ。何一つの破は壊かいももたらさずに消失したのだ。

　愕がく然ぜんとリュータが呟つぶやいた。

「お、お前いま……まさか本気で」

　魔族の王女が冷や汗あせ浮うかべ、微かすかに息を吞む。

「ええ……そうよ。素す直なおに感心したわ。すごいわね……これが、聖せい魔ま杯はい」

　それはつまり、彼が……もはや武力では抵てい抗こうしきれぬほどのチカラを得たということ。この場にいる何者も及およばぬだけのチカラ。

「う、うふ、うふふふっ……やった、やったやった！　これでパパの勝ち！　パパの勝ちだよね!?　やったやった！」

　突とつ如じよ、勝利を確信したレナが、まるで子供のようにはしゃぎ出す。

「これで、世界はパパのものだよね!?　パパの思い通りの世界になるんだよね!?　私たちみんなが、幸せに暮らせる世界！　もう誰にもいじめられない幸せな国！　幸せな……！」

「いいえ、レナさん。もうその必要はなくなりました」

　レナが笑顔のまま固まった。

「……パパ？」

「私はこの世界から、全ての魔人を消し去ります」
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　予想だにしない言葉。ショックに……少しの間、誰も口を利けなくなった。

「な……なに、言ってるのパパ……？　だって、魔人って、ボクも、ライネーズも、ガーベスも、ザジもっ……みんな！」

　空が翳かげった。急に雲行きが怪あやしくなり始める。いや、それにしてはあまりに雲が厚すぎる……と。空を見上げた者から、啞あ然ぜんと息を吞んだ。

　センタービルが指し示すような空高くに、闇やみが広がり始めていたのだ。じわじわと蝕むしばみ、侵しん食しよくするように、蒼そう天てんを暗黒のヴェールで覆おおい隠かくし始めていた。

「正確には、この世界に散らばった魔導力の全てを消し去ります。魔人であった者は人間に。魔法はなくなり……正しく、科学だけの。人間だけの……あの日、私が言い出さなければきっと訪れていたはずの、あるべき元の姿に戻るんです」

　そして厳しい視線で、レナを見る。

「ですが、たくさん死ぬことになるでしょう。運が良ければ、この先人間として一生を過ごすことができるでしょうが……体内の魔導力を急激に失った魔人のほとんどが、そのショックに耐たえられずに死ぬでしょう」

　なんの冗じよう談だんかと、信じられぬ面おも持もちでレナが首を左右に振る。

「パパ……？　どうして……？　ボクたち、頑がん張ばったのに……一いつ生しよう懸けん命めい……、みんなみんな、幸せになれるって、一生懸命頑張って……それなのにどうしてッ……!!」

「あなたはよく知っているはずですよ、レナさん。私は目的のために、多少の犠ぎ牲せいを厭いといません」

「っ……」

　レナは見るも哀あわれな表情で、怯おびえる少女のような表情で後あと退ずさり、後退り。そのまま、ぺたんと尻しり餅もちをついた。

　抜ぬき差しならぬ顔で鈴蘭が問う。

「……本気で言ってるの？　アーチェスさん」

　負けぬ真しん剣けんな眼差しでアーチェスが言い返す。

「本気です。結果として……私が拾い続けてきたような、哀れな魔人の子供たちは、もう二度と生まれることはなくなります。軍事目的のためだけに拾われ、捨てられるような哀れな子供たちはなくなります。その人生に絶望し、人間たちに報復するような子供たちはなくなります。種の違ちがいによる争いの根は、断たれるのです」

「でも……だからってそんなっ！」

「ならばあなたはなぜ！　聖魔王として在位したこの五年間、彼らに手を差し伸のべてやらなかったのですか!?」

「っ……！」

　温厚な彼が初めて見せた激情に、鈴蘭が身をすくめた。

「それだけ多くの仲間、強大な力を持ちながら！　あなたはご自身が悲しいと思うことのそうした根源すら探ろうとせず、ただ面白半分に善後策しか採ってこなかったのではありませんか!?」

「それはっ……、それは………」

　言い返せず、鈴蘭の言葉は尻すぼみになっていく。アーチェスも俯うつむく。

「……いえ。少し、言い過ぎました……。言ったところで。たとえあなた方であれ、途と方ほうもない話だというのはわかっています。ですが……だからこそ、私がやります。私しかいない。その根源である私だけが……彼らを根絶やしにするという大罪を背負うに相応ふさわしいでしょう？」

　ゆらっ、と動く影かげがあった。見ればみーこが地に足を着き、膝ひざを折り、そのまま倒たおれ込む。

「えっ……!?　みーこさんっ……!?」

　鈴蘭が抱だき起こす。みーこはその表情を苦痛に歪ゆがませながら、闇に吞まれた天を仰あおぐ。

「左様、か……。っく……。何が、暗黒神じゃ……あれは……アーリマンではないか……」

「……そう。こちらではそう呼ぶのね……」

　言った端はしから、今度はエルシアがよろめき、リュータに支えられる。

「おい、しっかりしろよエルシア！　お前まで……まさか、冗談だろ!?」

「見なさいリュータ……魔ま界かいで最も恐おそれられる……最古にして最強、最悪の神……全すべての厄やく神しん、闇神、邪神の祖……〝眠り続けるものロソ・ノアレ〟」

　エリーゼが吐はき捨てた。

「また闇だなんて……！」

　一条の輝かがやきが真っ直ぐに駆かけ抜ける。そして直後、聖銀の精せい霊れいは顔色を変えた。

「……手て応ごたえが……ない!?　ただの影……!?　でも確かにチカラは……」

「どういうことだエリーゼ……!?」

　問う翔希に、エリーゼはかぶりを振る。

「たぶん、本体が別にあるとか、そんなトリックじゃないわ……本体が〝影〟そのものなのよ！　光を遮さえぎったときにできる、普ふ通つうの影！　それなのにチカラを持っている……！」

　唇くちびるを硬かたく引き結んだ翔希は、そのままエルシアへ駆け寄った。

「どうすれば倒せる!?　何でもいい、どんな些さ細さいなヒントでも構わない！　何か知っているなら……！」

　対しエルシアは、弱々しく唇の端はしを持ち上げるだけ。

「倒すとかやっつけるとか……、馬ば鹿かね。あれはそういうものではないの……。呼び覚ました時点で終わり……。目覚めさせたら、もう終わり……。だから禁きん忌き……」

　一息。

「強いもの同士が引き合うように……あれは、力の強いものほど作用される……。言い伝え通りだわ……でもすごいわね……。こうして実際に見てみると……これが……」

　奇き妙みような光景であった。空に一枚、夜色のカーテンを広げたように。それより下の地平線近くには青空が覗のぞくのに、ある高度から上は濃こい闇に満たされている。

（そう、か……）

　ヒデオは思い出した。

　やはりそうだ。この禍まが々まがしい雰ふん囲い気きは、初めて地下に放り込まれたときに感じたものだ。掘ほり進め、異界に近付くにつれ、そこに住まうこの気配、チカラが、滲にじみ出していたのだ。

　だから魔人ではない、魔力を持たず、極力影えい響きようを受けないミッシェルが主に配給の当番だった。魔力を奪うばうということはその能力も奪うだろうから、それ以外の者は常に銃じゆうという武器を携けい帯たいしていた。ミッシェルの手が空かないときは、中でも銃の扱あつかいに長たけたザジが降りてきた。そして力の弱い他の魔人と違い、ザジだけは、毒されないように時間を制限して帰っていた……。

　まさか自身を親と慕したうレナたちごと巻き込もうとは、ヒデオも予想だにしなかった。だから考えを詰つめ切れなかった。

（否……）

　もうそんなことはどうでもいい話だ。

　思考を保て。しっかりしろ。

　ヒデオは小さくかぶりを振ふった。まだアーチェスにやられたショックが残っているのかと案じた矢先。

「くぅ……」

　傍かたわらで美奈子が小さく呻うめいた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ですか……」

「え、ええ……少し、目め眩まいが……」

（っ……）

　まずい。

　ヒデオは焦しよう燥そうした。自分にショックが残っているせいではなかった。瘴しよう気きが強すぎるのだ。見れば観客席の上段で銃を構えていた者たちはもちろん、会場のあちこちで倒れる者が現れ、苦鳴が聞こえ始めていた。

　闇が広がるにつれ、人間である自分たちさえ、こんな影響を受けている。岡丸の声にも苦しいものが混ざっている。

〝み……美奈子殿どの、しっかり……、するでござる……！〟

「ええ……、でもあんなの……どうすれば……」

　小さく喘あえぎながら、美奈子が天を仰ぐ。今や天と呼ぶにはあまりに黒い空。エルシアの、強い者ほど作用されるという言葉、魔力に限らぬのだろうか。決勝戦での疲ひ弊へいもあるのだろうが、エリーゼや翔希、鈴蘭のような者たちまで、疲ひ労ろうの色を浮うかべ始めている。

《マスターは、大丈夫なのですか……？》

　皮肉なことに、最弱だからか。あるいは魔力や何かに接し始めたのが、ごく最近だからか。ああくそ、わからないことだらけだ。

「構わない……、それより君は……」

《わかっています……！　解かい析せきしています……調べています……でも、エリーゼの言う通りなのです！　あれは光学的に、ただ影として見えているだけなのですよ!?　あんなのどうすれば……！》

　そうか。だめなんだ。自分がこんな体ていたらくでは、ウィル子は奪えるものも奪えない。だが、頭が重い……奪われるならウィル子だろうに、それより先にあの黒い闇に何もかも吸い取られそうだ……。

（っ……）

　実質の最強であるみーことエルシアはもう動けない。リップルラップル、ヴィゼータ、名だたる魔人たちも同様だ。攻こう撃げきの通じなかったエリーゼも、空を睨にらみ悔くやしげに歯は嚙がみしながら……いつしか浮かぶことをやめ、重力に縛しばり付けられるように地に足を、手をつくに至る。

　今日の激戦を果たし、脱だつ出しゆつしてきたみんなまでもが、闇の気配に膝を折り始める。

　そうした猛もう威いに、エルシアがか細い声で言う。

「……そのうちに、この都市からも溢あふれ出すわね……そうすれば終末の始まりよ……。闇は、全てを喰くい尽つくす……」

　エルシアの肩かたを、やはりどこか苦しげなリュータが強く揺ゆさぶる。

「ふざけんじゃねえエルシア、てめえいつものお嬢様っぷりはどこへやりやがった!?　認めねえぞてめえ、なんかあるだろうが!!　なんか一つくらい方法が!!」

「馬鹿ね……どこにあるというの……？　そんな、強い光が……」

　光。

　聞き逃のがさなかったぞ。

　この闇を払ふつ拭しよくするだけの光か？

《そんな、無茶です……！　あれは太陽光も遮っているのですよ!?　太陽より強い光なんて……！》

「……探せ」

《うぁ……。ま、ます、たー……》

「それが、君の役目だ。昨日の夜……約束したはずだっ……」

　喰ってでも探し出せと。見つからなければ、あらゆる叡えい智ちを結集し、自らそれを築き上げろと。

　一人平然としたアーチェスが言う。

「……そこまではさせません、エルシア様。聖せい魔ま杯はいのチカラを得た今の私であれば、大丈夫です。このチカラと引き替かえによる召しよう喚かんです。その限りにおいては……」

　言いきる前に、場に不ふ釣つり合いな笑い声が響ひびき渡わたった。

「あははっ……そう。そうだったんだ。結局パパも、ボクのことをいらなかったんだ……っはっはぁ……。じゃあ、いいよ。どうせ誰もボクのことなんていらないんだ」

「レナさん……？」

　アーチェスの声。だが届いていない。依い存ぞんしているとまで言われ、あれほど甘えるようだった彼女が、アーチェスの言葉を聞いていない。

（違ちがう……）

　恐おそらく、もはや依存していないのだ。対象であるアーチェスという支えは、すでに彼女の心から失われている。どんな形であれ、死という最悪の宣告をもって失われたのだ。心という形が、支えを失い崩くずれ始めているのだ。

　自分を見失った笑顔で、レナが懐ふところから何やらを取り出す。

「それ、はっ……！」

　瞬しゆん間かん、アーチェスの顔色が変わり、レナの笑みが深まった。この瘴しよう気きの中、冗じよう談だんのように真っ直ぐに立ち上がり、司会者としての、可愛かわいらしい笑顔でそれを見せる。

「さーて皆みなさん！　これがなんだかわかりますか!?　そう！　二ヶ月前のセレモニーでもご紹しよう介かいした、私の可愛い携けい帯たい電話」

　だめだ。完全にぶっ壊こわれた。

「というのは冗談で……本当に核かく爆ばく弾だんの起爆スイッチです」




　っ!!



「やめなさい、レナさん！　それはもう必要のないものです！」

　アーチェスの真しん剣けんな表情が、全てを物語っていた。だがレナは止まらない。そのあまりの豹ひよう変へん振ぶりに、他の誰も声の掛かけ様を知らない。

「ですが、どうぞご心配なく！　あの時は地下……と私は申し上げましたが、実はずっとずっと地中深くに埋うまっているものです！　ですから、ここにいる皆さんが吹ふき飛んでしまうようなことはありません！　その点についてはどうぞご安心を！」

「レナさん！」

　アーチェスが何度も呼びかけるが、彼女は完全に司会者の役になっていた。所作、身のこなし、言こと葉ば遣づかい、二ヶ月前から今日に至るまでの役割を完かん璧ぺきにこなしていた。

「なぜかって？　実はその爆風、みんな下の方へ逃にげてしまうから！　異界への扉とびらをこじ開けるための最終手段として用意されたものだからです！　ですがたとえば……」

　口元は笑ったまま、すぅっと瞳ひとみが細められる。

「たとえば今、このスイッチを入れて……この大勢の中の。いえ、少し言い換かえましょうか。この都市の内外を問わぬ全生命体の、果たして何割が生き残れるでしょうね？　人間は恐らく無理。人間以外の方も、よほどの異質でなければ無理なのでは？　だって展望階の君曰いわく、暗黒神が全てを喰い尽くすそうですから」

　見み渡わたすレナの笑顔は、冷たい。

「……ちなみに。ほっといても魔人は全ぜん滅めつするそうです。ね、パパ。下手なショックを与あたえて叩たたき起こすと邪じや神しんが怒おこって、その怒りが暗黒神にまで伝わって取り返しが付かなくなるから、手掘りで作業を進めてたんだよね？」

「その通りです……ですから、それから手を」

「ショックどころか核爆発ブチ込んでやったら、きっともの凄すごい怒るんだよねぇ!?　生命どころか、この世界そのものが消えて無くなっちゃうくらいに怒るんだろうねっ!!」

　アーチェスが手をかざした。先にヒデオへそうしたときのように。ただし、あの時のような生半可なものではない。必殺の気配を乗せていた。

「……それから手を放しなさい、レナさん。でなければ、私があなたを消滅させます」

　ニタァ。

「……ブチ殺すって言えばいいじゃない、パパ。言うこと聞けない悪い子は、ブチ殺すって言えばいいじゃない！」

　ボタンに指を載のせたまま、ゆらゆらと揺らし、わざと危なげに見せびらかす。

「霧島……、さん……」

　言って、ヒデオは強く首を横に振ふった。

　くそ、馬ば鹿かか。こんな声で届くものか。

　伝えなければ。アーチェスはもう優しいだけのパパではない。本気なのだ。

「言ったはずです。運が良ければ助かるかも知れないと。それでもあなたは、より確実な私からの死を望むのですか」

「いらない子は殴なぐって、いたぶって、殺せばいいじゃない。ボクはいらない子。私もいらない子。結局、この世界のどこにも私の居場所なんてなかったってことでしょ」
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　違う。

「それだけは……違うっ……」

《……、ますたー………？》

　それはきっと違う。そう思う誰だって、きっとそう思い込んでいるだけなんだ。居場所がなければ、どこに生まれてくるものか。必要がないなら、どうして生まれてくるものか。

　伝えなければ。

　誰も言わないのなら、自分が伝えなければ。

　まだ可能性はある。まだやり直せる。あの闇だってきっと払はらえる。そうとも、まだだ。まだ誰も死んでいない。今ここで彼女だけに死がもたらされるなど、あってはならない。

　あんなに楽しかった大会じゃないか。誰だってハッピーエンドを望んでいるはずだ。誰の目にも、ハッピーエンドが映っていたはずだ。見えてはいても何か足りないのか？　きっかけがあればいいのか？

（そうだ……）

　思い出せ。もう一人じゃない。ならば自分が切り込め。自分が世界を救う必要はない。ただ、ここで動けば……レナの死を遮さえぎることができれば、その先に、きっとまた引き返せるチャンスはあるはずだ。

「霧島さんっ……」

「殺せばいいじゃない。パパ。助けてくれて、育ててくれて、褒ほめてくれて、甘えさせてくれて……最後の最後にブチ殺してくれるなんて最っ高だよ。大好きパパ。早くブチ殺せばいいじゃない」

「……そう、ですか……」

　いよいよ壊れ始めたレナの笑え顔がおに、アーチェスの声は、諭さとすものから諦てい観かんへと切り替かわった。辛かろうじてアーチェスに残っていた交こう渉しようの気配が、本当の意味での殺意に変わった。

「霧島っ……」

　何のためにここに来た。

　人生をやり直そうとただ足あ搔がき、しかし報むくわれず、衆人に嘲あざけられ、地底に放られ、脱だつ出しゆつしてはアーチェスにからかわれ。そうした結果としてここにいるのか。

　みんなに励はげまされ、支えられ、助けられ続けてきたのは、ただこうして傍ぼう観かんするためだったのか!?
　違うだろう!?
　今までなんて、どうだっていい！

　ここで勝てなきゃ、噓うそなんだ！




　ただ、今だけを勝て──!!



「っ……」

　ヒデオは、大きく、大きく、張り裂さけんばかりに大きく息を吸い込んだ。

　そして。

「バイバイ、パパ。そして死ね、クズども。私をいらなかった世界！　クズの住む世界なんて、消えて、無くなれェ──!!」




「霧島ぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ──!!」




　瞬しゆん間かん、時が止まる。

　誰もが、声の聞こえた方を振り向いた。

　だが……誰もわからなかった。

　それを発した声の主が誰なのか。

　すぐ側にいた美奈子も、大佐も、リュータも……そしてウィル子でさえも。いや、彼を知るからこそ、信じられなかった。

　川村ヒデオという青年が、籠こもり続け、裡うちに抑おさえ続けた全すべてを、肺も潰つぶれよとばかりに吐と露ろした叫さけび。

　そして静せい寂じやく。ざわめきも。呻うめく声もありはしない。ヒデオの声が全てを吞のみ込み、そしてその余よ韻いんだけが残った。一切の静寂。

「はぁ……、はぁ……」

　そんな中で小さく喘あえぎ、ヒデオは気付く。

（……そう、か）

　簡単なことだった。

　誰も生まれ変われはしない。長い人生の中で、少しずつ変化していくだけだ。生まれ変わるなど、理想。所しよ詮せん、死んだ後の話。

　だが、戻もどることは別だろう。

　誰にでもあった子供時代。周囲の目など気にせず馬鹿みたいに叫びまくり、遠えん慮りよ会え釈しやく無く暴れ回っていた幼かった頃ころを。何もかもが楽しかったあの頃を……思い出し、戻ることくらいはできるだろう。

　そしてヒデオは、思い出したのだ。

　周囲の目など気にせず、いま馬鹿みたいに叫んだことで。あの頃の気持ちを、わずかでも思い出したのだ。




（僕は、信じる……！）

　僕ならできると!!



「なに。ヒデオ君」

　あんなに楽しげに壊れきっていたレナ笑顔が、転瞬、凄すさまじい真顔に切り替かわり、ヒデオを睨ねめ付けた。最愛であるアーチェスの言葉を聞いてはいても、それに応こたえてはいても、しかし何も見ようとはしていなかったレナの視線……ヒデオに向く。

「突とつ然ぜん馬ば鹿かみたいな大声出してさ。ヒキコモリのクセに。ここはお前のいる場所じゃないよ。お前の出る幕じゃないんだよ」

　何も恥はじる必要はない。ああ、どうせたかがヒキコモリ、たかが負け犬風ふ情ぜいだ。吠ほえて、騙かたって、噓うそ吐つきの魔ま眼がんと後ろ指さされた分際。

　だが、だからこそ……この場にいる誰よりも、自分が一番うまく吠えられる！

　ヒデオの裡に全てがまとまる。脳のう裏りに浮うかぶ断片的な思考は、勝ちを見み据すえた瞬間に一本のレールをなす。脚本シナリオという名の道筋を。

　さあ、幕は開いた！

　あとは演じきるだけだ！




　演目の名は、未来視の魔眼!!



「……おめでたい奴やつだな、霧島。まだわからないのか？」

　ヒデオは真っ直ぐに顔を上げる。その不ふ遜そんな声。その不敵な笑み。川村ヒデオという青年が初めて見せた、この都市の誰一人として知るはずの無かった、それが本当の貌かお。

　あの頃の自分。

　本当の自分。

　だからヒデオは、胸きよう裡りに小さく呟つぶやいた。




　ただいま、世界！

　俺は、帰って来たぞっ──!!
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「……あれが……」

　まるで別人だった。

　大佐はそれが、あの鬱うつ々うつと死を望んでいた青年と同一人物とは思えなかった。美み奈な子こは目の前の彼を、地下へと送られる際に涙なみだを拭ぬぐった気弱な青年と重ねられなかった。

　ウィル子だけが感じていた。

　今のいままで、いつ何なん時どきでさえ感じたことのなかった力を。奪うばうどころか、一方的に流れ込んでくるほどの。気を抜ぬいた途と端たん、ちっぽけなＰＣから弾はじき出されてしまいそうな力の奔ほん流りゆうを。

「……へぇ。世界の破は滅めつって聞いて、怖こわさのあまりこの世界を救う勇者にでもなっちゃったわけ？　ただの負け犬、ヒキコモリの、社会のクズが……」

「だから。まだそんなこと言ってるのか、って」

　そう言ったヒデオの嘲ちよう笑しように、レナが小さく息を吞んだ。

「演技が完かん璧ぺきすぎてわからなかったか？」

　ヒデオのそんなただ一言が、聴ちよう衆しゆうの全てを喰くった。

「本当になんの力もないただのヒキコモリが、電子の精せい霊れいと偶ぐう然ぜん出会ったと思っているのか？　それで偶然、初戦で優勝候補のブラッドフィールドを倒たおしたと思っているのか？　偶然そのまま優勝候補の座を保ったまま勝ち続けたと思っているのか？　クロスフラッグスの大だい舞ぶ台たいで、偶然アーチェスだけを巻き込んで聖せい魔ま王おうに敗れ……偶然、お前たちが地じ獄ごくと呼んだあの場所から、こうやって五体満足に生きて帰ってきたと思っているのか？　なんの取り柄えもない、ただのヒキコモリが」

「っ……」

　瞬間、まるで空間の入れ替わるように真しん偽ぎは逆転する。

　真実は偽いつわりに。偽りこそが真実に取って代わる。魔眼と謳うたわれた双そう眸ぼうは、欺ぎ瞞まんこそが真実だと雄ゆう弁べんに語る。何者も顧かえりみぬ笑みが、そこに拍はく車しやをかける。

　言い返せるはずがない。それらが本当にただの偶然だったとしても、それだけの数を挙げ連ねられれば、答えられる者などいるはずがない。

「違ちがうだろう、霧島。お前たちの計画の核かく心しんであるあの場所へ、まず真っ先に事情を知る大佐を送り込んだ。そしてお前たちのお眼鏡めがねに適かない、かつ絶対に生せい還かんできる者たちだけを俺が取捨選せん択たくし、倒し続けた。勝負の名を借り、脱だつ出しゆつの糸口としての第四鉱区のクレーターを破は砕さいし、そしてお前たちが計画していた最後の一枠わくに……脱出の手引きをするために俺が収まった。何一つ、偶然じゃない」

　ああ、偶然なんかじゃない。

　いつだって、ヒキコモリなりにそのときできる精せい一いつ杯ぱいをこなしてきた。あの日、あのアパートから彼女が連れ出してくれた。

　……そして。

「俺が彼女を、この舞台へと連れてきた」

　合図するように小さく手を挙げる。

「さあ。そろそろ、姿を見せてやれ」

《イエス。マイ・マスター》

　スピーカーから漏もれ聞こえた意地悪な笑い声が、そのまま現実の声へと移り変わっていく。

「馬ば鹿か、な……」

　強い目付きでアーチェスが呟いた。

　華はな々ばなしい電光と共に再び現れたその容姿は、それまでと違っていた。まるで仮面を脱ぬぎ捨てるように、それが真の姿だと言わんばかりに。

「あいつら気付くの遅おそすぎですね、マスター。これでようやく、窮きゆう屈くつな思いをしなくて済みます」

　大人びた声こわ音ね。そして微び笑しよう。無む邪じや気きな白い衣装は、妖よう艶えんとも言える黒いドレスに。

　ウィル子がヒデオの豹ひよう変へんに驚おどろいたように、ヒデオもまた彼女の成長した姿に驚いていた。

　だが、互たがいにそれを面おもてには浮かべない。それが前もって決められていたことであるかのように、ただ互いを頼たのもしく思うのみ。

「だから落ち着け、霧きり島しま。俺は君を殺させない。君を無用だなんて思っているやつは、今の今まで誰一人としていなかった。お前が自分で、勝手に自分を切り捨てようとしただけだ」

「うるさい……うるさい！　うるさい！　黙だまれ！」

「なら押してみろ、そのボタン。爆ばく弾だんなんて端はなから使えやしない」

「待ちなさいっ……！」

　ヒデオに気を取られていたアーチェスが振ふり返ったときには、すでにレナがボタンを押し込んでいた。ある者は身をすくめ、ある者は硬かたく目を瞑つぶる。

　だが……結果は、無音。

　何も起きない。レナが何度押しても、結果は変わらない。冷や汗あせ半分に息を吞のんだのはアーチェス。

「……なぜ……。あのフロアは、私が設計した転送陣じんを用いなければ辿たどり着けないはず……」

　ウィル子が嗤わらう。

「電子回路、電気回線、電波。これだけの行程プロセスが揃そろっていたのでは簡単なことです。どれか一つでも食べてしまえばいいのですから。所しよ詮せんウィル子の敵ではありません」

「……わかったか、霧島。俺は別に優勝するためにこの都市へ来たわけじゃない。もう一度言う。俺は君を殺させない。いや、君だけじゃない」

　もはや、全天が真夜中に染まっていた。星も、月さえもない。そういう真の闇やみ夜よに変わっていた。あまりに終末感の漂ただよう光景。

「この世の誰一人、あんなものに殺させたりはしない。俺たちは、ただそのためにここへ来た。だから、安心していいんだ」

　ようやく思い知らされたように、レナの手から携けい帯たいがこぼれ落ちる。極限まで昂たかぶっていた緊きん張ちようの糸が緩ゆるんだように、我に返った瞳ひとみに涙を浮うかべ、またその場にぺたりと座り込む。

「……ほん、とに……？　ヒデオ君……」

「ああ。本当だ。今まで通りの明日にする」

　ヒデオは強く頷うなずいた。

　もう引き返せはしない。カーテンコール。グランドフィナーレ。ハッピーエンドを見せる、そのときまで。

「……娘むすめをこの手にかけずに済んだことには感謝します、ヒデオ君。ですが……暗黒神はすでに蘇よみがえりました。それをあなたたちは止められると？」

「こんな終わり方は、誰も望んでいない。もうやめろ」

「仮に私がそう思い直したところで、止められはしませんよ。それが聖せい魔ま杯はいのチカラと引き替かえにした、契けい約やくなのですから」

　小さく笑う声がもう一つ。

　エルシアだった。

「そう……無む駄だなのよ。眠ねむりを妨さまたげられた暗黒神は、もしかしたら契約の量を超こえても止まりはしないでしょうね……」

　天を見上げる涼すずしげな瞳、からかうようにヒデオを向く。

「すぐ見み透すかされる程度の欺瞞なら、見苦しいだけよ。教えたはずね……この世界にはもう、未来視は存在しないって……」

　ヒデオはそれを鼻で笑う。

「……お笑いぐさだな。あんたはもっと利口な人だと思っていた」

「なん……ですって……？」

　エルシアの目に、初めて苛いら立だつような色が見えた。

　次に言ったのはみーこ。

「小こ僧ぞう……。ぬしは若い故ゆえに知らぬであろうがの……チカラある者たちは、チカラを知る者たちは皆みな、わかっておるのだよ……。あれがいかに強大かを、身に染みての……。ぬしは跳はねっ返っておるだけであろう……」

　そうとも。身に染みている。全身に鉛なまりを流し込まれているようだ。力を持たぬ自分でさえこの有様。なるほど、力ある者たちは、皆すでに身動きも取れぬほどだ。

「あれはの、小僧……この世に善が生まれたときに生まれた悪……光が生まれたときに分かたれた闇ぞ……。お嬢じようの言う最古にして最強の言葉に偽りはない……。澱おりに住むわしらが束になっても敵かないはしまい。それを人の子の分際が、何ができる……」

　みーこの言葉。全すべて真実なのだろう。しかし、それでもヒデオは笑い飛ばす。

「……どいつもこいつも常識の外側にいるクセに、そんな常識に囚とらわれているんだからな」

　ああ、知ったこっちゃない。

　第四世界も。澱の世界も。だって自分はたかがヒキコモリではないか。その常識の外側から現れたイレギュラー。

　だから。だからこそ。知らぬからこそ、自分が跳ねっ返らなければ。最も影えい響きようを受けぬ、誰よりも無力な自分が立ち続けなければ。

　確かに自分では手も足も出ない。だが信じることはできる。自分を信じてくれた神を、信じることはできる！

　ウィル子は黙もくして語らない。誰の目も及およばぬ先に、その解答を模も索さくし続けている。

　大だい丈じよう夫ぶ。きっと、すぐに見つかる。

「……ヒデオ君。もう君が関かん与よすべきことではないでしょう。人間である君や精せい霊れいであるウィル子さんは、魔人がどうなろうと……」

「どうしたアーチェス。ビビったのか」

「……、ヒデオ君……」

　ヒデオの売り言葉に、アーチェスが危機感を浮かべた。

　とどのつまり、本当のことは誰もわかりはしないのだ。目に見える武力はともかく……その者の目に、何が映っているかなど。

「恐おそろしいか。クロスフラッグスで一度はあんたを陥おとしいれた、未来視の魔眼が」

「ッ……！」

「言ったはずだ……俺が彼女を連れてきたと」

「っ……まさか……！」

　アーチェスの視線が、じっと瞳を伏ふせたウィル子へ向く。つられ他の者たちの耳じ目もくが向く。

　そうだ、信じろ！　信じさせろ！

　無限の可能性を秘めた正体不明の彼女であれば、それをなし得ると信じさせろ！　それが自分の役割だ！　怯おびえ、恐れ、そうした敵の思いさえも彼女への信しん仰こうに変えろ！　思いが精霊を生み出し、神格化する！

　最高のパートナーと出会えたことを、無意味だなどとは言わせない！　あの日彼女と出会えたことを、今ここで奇き跡せきに変えろ！

「教えてやる……これが、俺の視みた未来だ！　やれ、ウィル子!!」

「イエス！　マイ・マスター!!」

　電子の精霊が、ゆっくりと両りよう腕うでを広げていく。連動し、巨きよ大だいな電光の翼つばさが開き始める。それら全てこの異世界の境目より、直接に外界へと繫つながる神の見えざる手。

「電子たるもの我が元へ集つどえ!!　電脳たるもの我が命に従え!!　神器、〝億ス千カ万イのネ電ツ脳ト〟……発動ッ!!」

　瞬しゆん間かん。

　異空間を超ちよう越えつした精霊の腕は、球面に落ちた一ひと滴しずくの波は紋もんのように、地球上に存在するありとあらゆる記き憶おく装置を駆かけ巡めぐった。数千年を経て全人類の蓄たくわえたありとあらゆる叡えい智ちをさらい出し、集結する。精霊は万能に及ばずとも全知を成し、故ゆえに新たな神は昨夜にその使徒と誓ちかった通り、導き出し、構築する。

（っ……）

　ヒデオは五感に凄すさまじいノイズを喰くらいながらもその場に踏ふみとどまった。猛もう烈れつな負ふ荷かがフィードバックされるが、だからこそ、彼女が答えに至ったという手て応ごたえを感じた。その手応えを、さらなる意志の力に変える。

　そうして体がどんなに苦痛でも、ヒデオは口元をにやけさせた。ウィル子が創造したものは……ヒデオの予想を遥はるかに超えて、凄まじかった。

「……得意のハッタリもそこまでだったようですね。ヒデオ君」

「どうかな……それは後ろを見てから言え、アーチェス……！」

　皮肉にも、みんなみんなヒデオとウィル子に気を取られるあまり、その変化に気付いていなかったのだ。それがあまりに大きすぎて、視界には入っていても気付けなかったのだ。

「っ……!!」

　アーチェスだけではない。皆みなが皆、見上げた端はしから愕がく然ぜんと目を疑う。

　そこにはあれだけの巨きよ体たい、長大さを誇ほこったセンタービルはなく。

　同じだけの巨体、長大さを誇る、攻こう撃げきのための単一能としては史上最大の兵器。砲ほう身しん長ちよう四〇〇メートル超。有効直径五〇メートル超の光学兵器が、闇を貫つらぬくようにそびえ立っていた。
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《ですけど……マスター》

　彼女の言葉が、直接脳裏に聞こえてくる。

《これが現在生成可能な最大です。それにあれを起動するだけのエネルギーは、さすがに……》

　……そうか。

《核かく分ぶん裂れつどころの話では済みません。人類が扱あつかったことの無いほどの、天文学的エネルギー量が必要です。そんなものは、どこを探しても……》

（だが、起動できれば打ち払はらえるんだな？）

《それは……ウィル子の計算上はそうですが……。実を言うとウィル子はもう、あの砲ほう塔とうを保っているだけで精せい一いつ杯ぱいで……》

　そうか。

　それはそうだ。

　そんなに何もかもうまく行くはずがない。

　でも、いつだってそうだった。彼女と出会ってから、いつだって四苦八苦していた。

《かといってこれ以上マスターの精神を奪うばったら、マスターは本当に……》

　ひょっとしたら、妙みように気持ちがぶっ飛んでるのはそのせいか。

（大丈夫。君の０１分解能ならできる）

《無茶です……！　それで何を!?　ウランですか？　プルトニウムですか？　たとえ核かく融ゆう合ごう炉ろでも、まだ追い付かない……！》

（……そんな回りくどいことをせず、エネルギーそのものを作れ。相対性理論曰いわく、質量はエネルギーらしいじゃないか。全すべて分解し、エネルギーに構成し直せば）

　化学変化の比ではない。核分裂、核融合、ブラックホールを用いた重力発電理論すらそうした質量の少量の変化に過ぎない。具体的な数値なんて覚えていないが、それを完全に変へん換かんできた場合のエネルギー量は、まさしく人類が扱ってきたものとは比ひ較かくにならない桁けただったはずだ。

《それはっ、物質から物質へは粒りゆう子しの組成を組み替かえるだけだったから……！》

　いや、できるはずだ。

　元より精神なんてありもしないものを源泉にする精霊であれば。

《無理です！》

　最も効率のいい糧かてが信じる心というのなら……そうと信じる者ならば。ならば自分の腕一本で足りるか？

《無理ですっ！》

　腕で足りなければ、両りよう脚あしで足りるか？

《嫌いやですっ!!》

　四し肢しで足りなければ……。

《マスター！　あなたの言葉は、冗じよう談だんか本気かわかりません……あなたは混乱しているんです!!》

「っ……」

　気付くと、片かた膝ひざをついていた。

　半ば気絶しかかっていたらしい。

「マスター……」

　心配げなウィル子の声。

「いいか、絶対に……あの塔を崩くずすなっ……」

　顔を上げるとアーチェスが、そら恐ろしいほどの無表情で立っていた。

「……どうやら、結局はハッタリだったようですね。あの馬ば鹿かげた大おお筒づつが稼か働どうする気配は、まるでありません。なぜかは、あなたたちのその様子を見れば明らかです」

「そうでも……、ない……」

　疲つかれ果てた精神、体に鞭むち打うって、ヒデオは立ち上がる。

　臆おくするな。案じるな。ただ不敵に笑い返せ。

「が……今すぐってわけでもないのは事実だ……」

「……今すぐでなければ……？」

　ヒデオは定まらぬような視点、視界で得え物ものを探す。ここまで来て。ここまで来て、ただ死ぬわけには行くまい。

「精せい霊れいの根源が何か、知っているか……？」

「……人の思い、ですか？」

　ビンゴだ、とヒデオは彼を指差す。そのままヒデオは同じ手で、自己を親指で示す。

「俺が諦あきらめない限り、ウィル子はチカラを蓄えられる……もう、あんたの負けは確定だ。いや、あのとき俺を殺さなかった時点であんたの負けは決まっていた」

「さて、どのときでしょうか。あなたを殺せるチャンスは無限にあった」

　前へ構えた両手に、アーチェスは一本のサーベルを召しよう喚かんする。

「……それは、今この時でさえも変わりありません」

　そして無造作なほど流りゆう麗れいにその鞘さやを抜ぬき放った瞬間。

「させません!!」

　美奈子が挑いどみかかる。だがアーチェスは岡おか丸まるを素す手でで払い除のけ、サーベルの柄つかで殴なぐりつけて退ける。

「アァチェエエエエエスっ!!」

　直後に、リュータの振ふり下ろした刃やいばが彼の背中を切り付けた。だが、浅い。振り返りざまにアーチェスは日本刀をサーベルで払い上げ、その腿ももを一ひと刺さし、横に転がす。

　二人のことなど、まるで飛んできた虫を払い除けるような動作だった。ただヒデオを眼中に収めたままの。

　そしてヒデオの足元に、リュータの日本刀が転がってくる。

「……一つ聞いておきましょうか、ヒデオ君。ならばなぜあなたは、今この時まで待っていたのですか。言葉を返しますが、あなたにもまた、私の行いを阻そ止しする無限のチャンスがあったはずです……未来というものが、もし本当に視えていたのなら」

「ああ。視えていたからな……。今の今まで待っていた」

「……まだ、言いますか」

「だったら。なあ……アーチェス。なぜ、あんたはサーベルを抜いた」

　分かり切っていたかのようなヒデオの言葉に、アーチェスが動どう揺ようの色を浮うかべた。

「……ヒデオ君。君は」

「強いやつほど力を吸われるんだろう。この中で最も強い力を持っていたのはあんただ。聖せい魔ま杯はいのチカラを。しかもそれを、召喚のために暗黒神へ捧ささげた。あんたの中に、今どれだけの力が残っている？　ひょっとしたらエルシアの言う通り……もう契けい約やくだの抑おさえるだの言ってられないほどに吸い取られたんじゃないのか？　だから剣けんに頼たよらざるを得なくなった……。違ちがうか？」

「君は……一体どこまで視通していると……！」

　歯は嚙がみしたアーチェスを嗤わらい、リュータの刀を拾い上げる。

「魔族のあんたを倒たおすなら、今しかないってことだろう!?」

「っ……！」

　ヒデオが初めて手にしたそれは、想像以上の重さだった。身み震ぶるいするほどに重く。血ち濡ぬれ鈍にぶく輝かがやく刃はぞっとするほど美しく。今そうして対たい峙じする殺意のアーチェスは、真に恐ろしかった。

　でも、思い出していた。

　この大会に参加した、真の理由を。

　負け犬から生まれ変わるためだったか？

　否。

　人生の転機を摑つかむためだったか？

　否。

　優勝し、栄えい華が栄えい耀ようを手にするためだったか？

　否。全て、否だ。

「マスター、何を考えているのですか!?　そんなの……そんなの他の人たちに任せればいいではありませんかっ！　マスターはもう充じゆう分ぶんに戦ったではないですか！」

「……ウィル子」

　ヒデオは静かに語りかける。

「わかったことが、一つだけあったんだ。僕は、これが自分の物語だと思っていた。でも、たぶん違った。僕という視点から見ていたから、そう錯さつ覚かくしただけで……これは、君の物語なんだって。僕はきっと……」

　そう、きっと。

「君という神話の始まりを、見ていた」

「どうでもいいです！　神話なんて！　神なんて！　ウィル子は！　マスターさえ無事なら、それでっ……！」

「君が言ったことだ、ウィル子。僕は君に捧げられた生け贄にえだ。なに、たった二ヶ月ばかりの付き合いだ……そう気にするほどの」

「一生ですッ!!」

　ウィル子の叫さけびに、ヒデオは小さく目を見開く。

「ウィル子がこの世界に生まれ出てからの一生ですっ!!　あなたが連れ出してくれました！　確かにあなたは、多くを語ってはくれませんでした！　でもウィル子はずっとあなたを見てきたのです！　あなたの生き方を見てきました！　あなたの生き方が、何も知らなかった私をいい方へいい方へ導いて！　それから、それからっ……！」

　未来視を演じてはいても、そんなことを言われるとまでは予想できなかった。

　つらいな、とヒデオは思った。

　だから笑った。

「……大だい丈じよう夫ぶ。それでも、二ヶ月だ。君はこれから、長く生きる」

「マスター！」

　自じ嘲ちようした。

「君も騙だまされていたんだ。ウイルス入りのパソコンなんて、誰も好きこのんで拾いはしない」

「マスター……噓うそです……そんなの、噓……。やっと地上へ帰って来れたって喜んでいたではありませんか！　やっと自分に戻もどれたって喜んでいたのではないですか!!」

「……君が決めた名前だろう。[image: ]世紀を願うWill. Century Of 21神になれ、ウィル子」

　負けるな。逃にげるな。

「僕は、そのための贄になる……！」

　穏おだやかな声で、ヒデオは構える。

　真っ直ぐに。

「まるで、今こん生じようの別れですね」

　アーチェスの揶や揄ゆをヒデオは否定する。

「誰も負けるとは言っていない。あんたじゃウィル子を殺せないことは、あんた自身が証明した。ならどうする、アーチェス。あの光の砲ほう塔とうを止めるにはどうする。源である僕を殺すしかない。そして僕は……俺は、負けない!!」

「……あなたには、何度驚おどろかされたかわからない。なるほど。本当に全ての太た刀ち筋すじを読まれるとすれば、随ずい分ぶんと不利な勝負でしょう」

　アーチェスが構えを変えた。

　弓を引くように、右手のサーベルをいっぱいに引き絞しぼった。そういう最速の構えに変えた。

「負けを……未来視など騙かたりであることを認めなさい、ヒデオ君。あなたの構えはまるでなっていない。たとえ私の剣を読めたとしても、それでは防ぎきれるはずがない」

　そうとも。文字通りの付け焼き刃ばだ。

　だが、怯おびえるな。勝つことを信じろ。

　しくじれない。チャンスは二度とない。

　ヒデオも汗あせの浮かぶ刀の柄つかを握にぎり締しめる。

　演じきれ。

「あんたは優やさしすぎたんだ。アーチェス」

「……私が……？」

「信じてやればいい。長いこと……長いことかかって、平和や、人権や……そういうものが、浸しん透とうしてきたんだ。だから、もうちょっとだけ、待ってくれればいい。あなたたちの子孫を。僕たち人間を。もう少しの間、信じてはくれないか」

　強い瞳ひとみで、彼の瞳を見み据すえる。

「何千年も待ってきたって、言っていたじゃないか。そんなすごい努力。辛しん抱ぼう。今ここで無む駄だにしちゃいけない。進むことをやめたら、それが結果になってしまう」

「……なぜ、君のような人間ともっと早くに出会えなかったのでしょうか。どうして君のような人間が、もっと大勢いなかったのでしょうか」

「大丈夫。きっとまだやり直せる。俺が勝ったら……そう、約束して欲しい」

　こんな自分でもやり直せたのだから。

　アーチェスも、レナも、みんなも。

　きっと。きっと。きっと。きっと大丈夫。

　自分はきっと、そのためにウィル子をここへ連れてきた。そのために自分は、ここへ辿たどり着いたのだから。

　何かを振ふり切ったようにアーチェスが呟つぶやく。

「……残念です」

　ヒデオが気付いたときには、アーチェスは目と鼻の先にいた。常人の視覚に捉とらえられる速度ではなかった。

　そしてヒデオが気付いたときには、彼のサーベルは深々と左胸を貫つらぬいていた。遅おくれて、焼け付くような痛みが走り。

「マスターっ……!!」

「っ……」

　喉のどの奥から、血の味が広がっていく。

　意識は瞬またたく間におぼろになる。

　悔かい恨こんするような表情で、アーチェスは強く首を振った。

「やはり君は未来視などではなかった……！　なぜ……どうして、こんな馬ば鹿かげた真ま似ねを……!?」

　もう瞳の焦しよう点てんは薄うすれていた。

　そうしてヒデオが最さい期ごに見上げた空は、それまでに見た何よりも黒い色だったが。それまでに見上げたどんな空よりも、明るく、高く。輝かがやいて見えていた。

（あぁ……）

　これで終わりだ。

　薄れ行く意識の中、思う。

　生しよう涯がいにただ一度でいい。言ってみたい台詞せりふがあった。

　最期ぐらい、いいだろう。

　そして自分という名の人生ゲームを終えよう。




「俺の……勝ちだっ……」




　力ない笑えみで、倒たおれ込む。

　生まれて初めて。最初で最後の勝利を述べたヒデオの顔には、一点の曇くもりもなかった。

　そして不自然なことに、流血もなかった。ただ一滴の血も流れ出ない。

　代わり、光の粉となって溢あふれ出し。

　舞まい上がり。
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「あっ……ああ、あっ……！」

　ウィル子は怯えるまま否定した。

　消えていく。

　あんなに強かったはずの絆きずな、こんなにも儚はかなく消えていく。どれだけ否定しても、淡あわ雪ゆきの溶とけるように消えていく。

　彼が、消えていく。

「ああああああぁっ……！」

　だからウィル子は食べた。

　泣きながらヒデオを食べた。

　それが彼の望みだったから。

　その精神。肉体。魂たましい。彼を構成した、全て。

　生まれてきた全て、生きてきた証あかしすら、こんな自分にはいらないのだと。過去も未来も、全て君に託たくそうと。走そう馬ま燈とうも見ず未来だけを願って死に行く彼が、そう望んだから。川かわ村むらヒデオという全存在を、彼が望む未来のために食べ続けた。

「ああっ、あ……あああっ……!!」

　最愛のパートナーを、己おのれの中に蓄たくわえることすら許されぬまま、全てを分解し、ただエネルギーへと変えていく。

　出会わなければ良かった。

　あの日出会わなければ良かった。

　せっかく地上へ出られたのに。そうして元の自分に帰れたと、ただいまと喜んでいたのに。

　私は結局、そんな彼を食べるだけのウイルスだった。加護も与あたえず食い尽つくすだけの悪あく霊りようだった。彼からもらったたくさんの恩の、何一つ返していないのに。私なんて生まれてこなければ良かったのに。

　なのに自分の中を過ぎゆく彼が、こう語りかけるのだ。




　神になれ、ウィル子。

　君の手で、僕という枷かせを喰くい破れ。




（ＹＥＳ……！）




　さあ、見せてやろう。

　大会には敗れても、僕たちこそが最高のパートナーだったことを見せてやろう。




（ＹＥＳ、マスター……！）
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　何が最古にして最強の神だ。

　最新最高の神の力を見せてやれ。

　あの日、僕たちが出会えたことは、何にも勝る奇き跡せきだったと教えてやれ。




（ＹＥＳ、マイ・マスター!!）




　そうだ。それでいい。

　さようなら、ウィル子！




　本当に……ありがとう!!



「わぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁっ──!!」




　新たな神の、それが産声。

　空間そのものに激げき震しんが走る。

　激情に駆かられるまま、無む尽じん蔵ぞうに力を生み出すウィル子に揺ゆれる。もはや設計の許容量を超こえ、臨界点を超えオーバーフローさせてなおエネルギーを送り込まれ続ける砲ほう塔とうが、軋きしみ嘶いななく。

　だがウィル子はやめなかった。

　それでは気が済まなかった。

　電神はやがて闇やみをも喰らい始める。それがこの世界を侵しん食しよくし始めたときのように、ウィル子は降り来るそれら闇すら侵食し、電解し、消化し、ただ正反対の光へと変へん換かんしていく。

「っ……！」

　涙なみだを振り切り、天を仰あおいだ。




　消えて無くなれ。

　私たちを引き裂さいたもの。

　我が力を見よ。

　我が最愛の使徒が託した力を見よ。




「さようなら、マイ・マスター！　本当に、本当にありがとう──!!」

　別れの言葉と同時、光が溢あふれ出す。

　遍あまねく照らし出す、全すべての影かげに逃にげ場を許さぬ光。彼であったものは、一いつ切さいを光の白に塗ぬり替かえていく。
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　後には、日の傾かたむきかけた青空だけが残った。

　それを見上げたまま啞あ然ぜんと、アーチェスが膝ひざをつく。

「……馬ば鹿か……な……。まさか……本当に……」

　そして嘆なげいた。

「そんな……そんな……！　では彼は！　自分の死を知っていてこの都市に来たというんですか……!?　そんな……！」

「……認めるしか、ないでしょう……」

　同じように、どこか呆ぼう然ぜんとエルシアが言う。

「……あなたが確実に殺しに来るタイミングを知っていたのよ。優しすぎるあなたが、剣けんを抜ぬかざるを得なくなる瞬しゆん間かんまで待ったのよ。殺されるために。そうでなければ、彼女は……」

　視線の先には、一人静かに佇たたずむウィル子がいた。

　彼女はヒデオを殺すことなどできなかった。彼を光へ変換することはできなかった。彼の身をもってしか、彼女はその奇跡を起こすにはいたらなかった。

　そしてアーチェスにその命を絶たれた以上……彼女は、彼の意志を汲くむしかなかった。

　寂さびしげな瞳ひとみでみーこが頷うなずく。

「あれは……ヒデオは、その神のために……この世界のために、身を捧ささげたか……」

　そして救われた。

　誰一人の犠ぎ牲せいもなく。

　彼の望み通りに。ただ、彼の望んだハッピーエンドの中に……彼だけがいない。

「なんでだっ……！」

　リュータが拳こぶしを地に打ち付ける。

「なんでだアーチェス!?　どうして俺でもお前でもなく、あいつが死ななきゃならなかった!?　アーチェス！　答えろ!!」

　ヒデオが手にした己おのが愛刀を取り上げ、リュータは叫さけぶ。だが。

「やめてください!!」

　今しも斬きり付けんとするリュータを、泣きはらした美奈子が押しとどめる。

「ヒデオさんは、そんなことを望んだわけではないでしょう!?　きっとやり直せるって……そう願って……！」

「ああ、わかってんだよ！　わかってんだけどよぉ……！　畜ちく生しよう……！　死ぬなら俺で良かったろうに……ヒデオよぉ……!!」

　

「ウィル子」

　エリーゼが、ふらふらとウィル子の元にやってくる。

「ヒデオは……、何か言ってた？」

「……あ……ありがとう、って……」

　涙なみだ声ごえのウィル子の背を、ぽんと叩たたく。

「なら、いいのよ。ヒデオはそれで満足だったんだから。あんたがどう思おうと、わたしたちがどう思おうと、ヒデオは自分の正義を貫つらぬいたのよ」

　エリーゼが、晴れ渡わたった空を見上げる。

「……俺の勝ちだって言ったじゃない。なら、ヒデオは勝ったのよ。あんたと二人で勝てたことを、何よりも誇ほこったのよ。ヒデオの目にはきっと、その未来だけが視みえていたのよ……」

　ウィル子は小さく、力なく頷き、エリーゼの胸に顔を埋うずめる。ウィル子だけではない。美奈子やリュータを始め、涙する者は多く。救われたというのに、笑えみを浮うかべる者はただの一人もいなかった。

「マリアクレセルっ……!!」

　鈴すず蘭らんが天に向かって呼びかける。

　この都市を造りだした張本人。天界と呼ばれるところの最さい高こう峰ほうを。

　それに応こたえ、現れたのは……深しん紅くの髪かみをなびかせた、無表情なセーラー服姿の少女一人。

「……馬ば鹿か騒さわぎは終わりましたか」

「マリアクレセル！　ヒデオ君……ヒデオ君を蘇よみがえらせて！　できるでしょ!?　存在を司つかさどるあなたなら！」

　鈴蘭の悲痛な言葉に、期待の視線が集まる。だが天使は突つき放すように冷めた声こわ音ねで、それを一いつ蹴しゆうした。

「不可能です」

「そんなっ！　どうして！　あのときは！　みんな生き返らせてくれたじゃない！　どうしてたった一人くらい……！　ヒデオ君は、私たちの世界を救ってくれたのに!!」

「一度死んだ者は、そう簡単に生き返りはしません。あなたにその対価を支し払はらうことができますか？」

「対価……って……」

「確かにあの時、私はあなたの願いを聞き届けました。ですがそれは、あなたの魔ま王おうとしての莫ばく大だいな力と引き替えだったからです」

「それ……は……」

　思い至り狼狽うろたえる鈴蘭を、マリアクレセルは厳しい視線で糾きゆう弾だんした。

「あなたは言ったはずです。五年後の今日、あなたの地位を利用する者が現れたら……そのときはあなたではない誰かが、きっとそれを阻そ止しするはずと。そして聖魔杯を作らせ、この大会を計画し……それを利用する者が現れた。これがその結果です。あのとき、全すべての力を譲じよう渡としたあなたが望んだ未来。その結末」

　鈴蘭はそのまま口くち籠ごもり、唇くちびるを嚙かみ、嚙み切った。

「だからって……こんな……。こんな終わり方っ……！」

　その様子を見て、マリアクレセルは一息。暗黒神の消えた空を見上げた。

「……とは言え、たとえあなたがその力を残していたとしても。たとえ誰かがその役回りを買って出たとしても、今回ばかりは不可能です」

「ど……どうして……？」

「存在そのものは、用意できます。ですがそれだけです。彼の全ては、そこにいる彼女が光に変換し、暗黒神へと撃うち込んでしまいました。彼であった全ては、暗黒神に取り込まれてしまったのですから」

　と、冷めた瞳がウィル子へ向く。

「私が新たに彼の形けい骸がいを作り上げたところで、彼女が喜ぶとでも」

　鈴蘭がいよいよ返す言葉を失う。

　そしてウィル子は、小さく首を横に振ふった。

「……いいのですよ。もう。エリーゼの言う通りです。マスターは、そうすることが自分の意味と信じて消えていきました。しかも誰も恨うらまず、全部に感謝していました」

　言いながら、そっと微笑ほほえむ。

「レナのことは自分と同じだって悲しんで、でもときめかせてくれたって。アーチェスのことは、こんな大おお舞ぶ台たいで最高の死に場所を用意してくれたって。暗黒神だって、マスターにかかればそうしてかっこよく死ぬための、私が神になるための引き立て役で……そうやって、みんなに感謝していきました」

　声が震ふるえる。

「だから、いいのですよ……。マスターがそれで満足してくれたのならっ……、ウィル子は、もう泣かない……泣くものですかっ……！　私のマスターは、マスターの望み通りに！　最高に、かっこよく死んでいったのですからっ……!!」

　初めて、自ら死という言葉を口にし、その瞳から大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれ出す。誰もその涙を拭ぬぐえない。その涙を止める言葉を持たない。

　ただ一いち陣じん。

　二人の救った世界に、柔やわらかな風が吹ふき抜けていく。
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（……ここは）

　気が付くと、一面まっくろけだった。

（……そうか……。僕は……）

　貫かれた自分の胸。それも左の、心臓のあるところ。その場所の焼けるような痛みを覚えている。その後、清流に溶とけ出すように流されていく感覚も。

　だからこれは、いわゆる死んだというやつで。このまっくろけは、死後の世界とかそういうものなのだろう。

〝……残念だが、それは違ちがう〟

　声が聞こえた。聞いたこともない声だ。

　いや、そもそも声であったのか。こんな中では、自分に耳があるかもあやふやだった。何かの意志が、直接伝わってきたようだ。

「……あなたは」

〝闇やみ〟

「……闇？」

〝そう。光を遮さえぎったときにある物理的状態の闇でもあるし、絶望や悲しみといった概がい念ねん的な闇でもある。君たちのような意識を持った生命体がそうして関連付けた、ありとあらゆる意味での闇〟

「闇……」

〝その通り。君の全ては光として私へ放たれ、そして君はこうして私の中にある〟

　夢にしては良くできていた。天国にしては暗いし、地じ獄ごくにしては居心地がいい気がする。だから、そのまっくろけの言う通りなのだろう。

（そう、か……）

　それが語りかけているということは、結局倒たおしきれなかったということだ。いや、このまっくろけの言葉が事実なら、エルシアの言う通り……本当に、倒すとか倒さないとかいう問題ではない存在だったのだろう。

〝……君の意識を再構成したのは他でもない〟

　それはそうだ。

　片やは勝手に呼び覚ました上に、片やは勝手にキレてろくすっぽ暴れもしないうちに帰れと言う惨さん状じようだった。その身勝手さには、いくら眠ねむるだけの温厚な神も怒おこって当然だ。

「刃は向むかった僕を許さないのか」

　すでに死んだ存在。ならばこれは、永遠に途と絶だえぬ自我。永えい劫ごうの責め苦。それくらい容易に想像が付く。

〝再び眠りにつく前に、一つ聞いておきたいことがあった。それを聞いておかなければ、気になって眠れない〟

「聞きたい……こと？」

〝私はおよそどこにでもある。だからほとんど全すべての出来事を、夢の中で見てきている。だが予言者などというものと違い、人の心まで覗のぞき見ることはできない。憎にくしみや、怒り、嘆なげきのような負の感情は別にして。そして君たちが行った聖魔杯という大会の中で、君については一つ疑問が残った〟

　闇が言う。

〝君は結局、なんのためにあの大会に参加したのか〟

「なんの……ために？」

〝そう……今こうして、君がここにいることは、あの日、東京のアパートを出たときに君の中で決定していたことなのか。君は本当に未来が視みえていて、私を防ぐためにあのアパートを出たのか〟

「……そんなことか」

　ヒデオは肩かたをすくめる気分だった。実際に肩があるか、それをすくめられたかはわからないが。

「ああ。僕は……」

　死ぬためにあの大会に参加した。

　そうとも、いま思えば滑こつ稽けいだ。何が優勝だ。何が一発逆転だ。勝手なことを吹いていろ。負け犬のヒキコモリが優勝できないことなど、わかりきっていた。現実がそこまで甘くないことは、誰よりも身に染みてわかっていた。ならば武器の持ち込みが認められるようなその大会、殺されて終わりと高を括くくったのではないか。そんな大会であればきっと、自殺より楽に、なんの責任も後あと腐くされもなく殺してもらえると思ったから。

　それが開会式で殺し殺されることを禁じられ、そうして優勝候補などと持ち上げられる間に、こんな自分でも優勝できるのではないかと勝手に思い込んでいたのだ。

　冷静に考えれば、馬ば鹿かな話にもほどがある。

〝……それだけか〟

「ああ。……それだけだ。でも結果として、僕はアーチェスに殺してもらえた。そう……いま思えば望み通りになったわけだ。でも、そうなるまでにいろいろあった。いろいろ考えた。そして……いろいろ思い直した」

　確信する。

「おかげで同じ死でも、最高の人生として死ぬことができた。ウィル子と出会ってからの二ヶ月間、僕は僕にできる全部をやったんだ。最高の気分だ。もちろん、あなたにだって感謝している」

〝私に？〟

「負の感情もあなたの一部であるならば。あなたが僕の心に巣くってくれたおかげだと思う。自分を嘆いてばかりいたから、悩なやむことができたんだと思う。悩み続けたから、その先に想像した何かが怖こわくて……あるいは何かに希望を抱いだいて、そうして前に進めたんだと思う。でも結局は、あなたが最強最高の敵かたき役やくとして現れてくれたから……僕は、僕の心にある闇あなたという殻からを破ることができたんだ」

　間ま違ちがいない。

　心から言える。

「本当だ。最さい期ごに見上げたあなたの姿は、今までに見たどんな空よりも明るく輝かがやいて見えたんだ」

〝……〟

　きっとそれこそが、自分しか映さない鏡のようなヴェールを打ち破ったということ。引きこもっていた自分の殻を、全てを暗く映し出す心のフィルターを打ち破ったということ。

　すなわち、本当の自分に戻もどれたということ。

「あなたがいたから、〝僕〟は引きこもった。でもあなたがいたから、〝僕〟は〝俺〟に帰れた。でも、もしも僕が、引きこもらずにずっと〝俺〟のままだったら……どうしようもない、ただのガキだったろうから」

〝……だが、引きこもらなければその若さで死ぬこともなく、生しよう涯がいをもっと幸せに過ごせたかも知れない〟

「ない。そんなもの」

　ヒデオは断言した。

〝……〟

「ウィル子と出会えた以外に、どんな最高があるものか。彼女が連れ出してくれた以外に、あんな素す晴ばらしい仲間たちと出会える機会なんて無かった。彼女たちと過ごした二ヶ月以上に、どんな素晴らしい時間があると言われたって……僕は、それだけは絶対に信じない」

　頷うなずく。

「だから、ありがとう。ロソ・ノアレ」

　口ではなく、意識で会話しているのだから。

　そこにおべっかや噓うその入る余地はなく。

　しかしそうして素直なヒデオの気持ちを聞いた闇は、嘆たん息そくするような気配だった。

〝……私は私を揺ゆり起こす者を、決して許さなかった。確かに長い歴史の中で、そうした私のチカラを打ち払はらった者もいた。敵かなわず私に吞のまれた者もいた。だがそうして私の怒りを見た誰一人……君のように、私に感謝する者はいなかった〟

　それはそうだろう。概念的な意味も含ふくめた上での闇となれば、それは恐おそれて当然の存在でなければならないのだから。

〝君の夢は、私が見てきた中でもお気に入りの一つだった。東京に出てからの君の心は、いつも九割方は闇わたしを抱かかえていた。なのに君は私を恨うらまないという。私の怒りを見てもこれっぽっちも怯おびえもせず、あまつさえ今、何よりも明るく見えたと感謝しているという。やはり君は楽しい存在のようだ。とても愉ゆ快かいだ〟

　愉快だと……どうなるのだろう。

〝君はいつまで経っても、私と同化しないだろう〟

　同化しないと……どうなるのだろう。

〝帰りたまえ〟

　どこに？

〝君を待つ仲間たちの元へ。君を構成した全ては私の中にある。生き還かえりたまえ〟

「ちょっ……。」

〝……不服か〟

「いや。つまりその……」

〝大勢涙なみだし、君の死を悼いたんでいる〟

　だめだ。それはだめだ。

　なおさらだめだ。

　あそこまで散々かっこつけて死んだものを。そんな哀あい悼とうの場にみんなの涙を無下にするようにひょっこり生き返るなんて、いくら何でも。ドリフのコントじゃないのだから。

〝そう、それがいい。この二ヶ月。私を抱えながらそうして戸と惑まどい、四苦八苦している君が楽しかった。元より君のように憎まず、恨まず、何一つ悔くいず、私にさえ感謝を表するような、そんなに明るいものを私は取り込めない〟

「そこをなんとか」

〝大だい丈じよう夫ぶ。私が認めよう、君の魔ま眼がんを〟

「僕の……魔眼？」

〝そうだ。厳密にそのような光景が視みえたわけではなかったにせよ、望む未来を思い描えがき、それに少しでも近付こうと進み続けた。自分が望む未来へと、現実を導いていったその意志の力だ〟

「……それが……、未来視だと……？」

　闇が、両りよう腕うでを闇の中に広げるような感じがした。

〝そうとも。君の暮らす世界の誰だれが認めずとも、三千世界に亘わたるこの闇が認めよう！　一いつ切さいの力に頼たよることなく戦い続けた魔眼の王よ！　なお私すら恐れぬ君こそが、次代の聖魔王に相応ふさわしい……！〟

「っ……!?」

〝誰にも文句を言わせはしない。チカラを望むときは私の名を呼ぶといい。眠ねむり続けるもの。億千万の闇。ロソ・ノアレ。アンリ・マンユ。君の好きなように呼ぶといい。私は目覚めず、ただ私の見る夢のために、君の視る未来のためにそのチカラを与あたえよう。そうして私は怒りを振ふり撒まき世界を滅めつするよりも、君というお気に入りの夢の続きを見よう。それに免めんじて私は今、君たちの世界からこの身を退ひこう〟

　闇しか見えなかったヒデオの意識に、眩まばゆい光が差し込んだ。

〝さあ、行くといい、二代目聖魔王。魔眼王よ。君を待つ、仲間たちの元へ──〟




　　　　◆




　ヒデオが眩まぶしさに目を開けると、そこはスタジアムのど真ん中だった。

　嗚お咽えつ。すすり泣く声。四方八方から。

　みんな泣いてて気付かない。

（……。）

　居たたまれない。居場所がない。それはそうだ。自分はもう、この世にはいないはずなのに。

　そんな中、一人だけこちらに気付いた少女がいた。深しん紅くの髪かみをしたセーラー服姿の、しかしこの都市では見かけたこともない美少女が、つかつかとヒデオの元へ歩み寄る。

　怒っているのか、元から無表情なのか、そういう顔でじっとヒデオの顔を見み据すえ……ぽけっ、とやおらヒデオを殴なぐった。

「な……。なに、を」

　少女は一言。

「空気を読みなさい」

　いま一番言われたくなかった言葉が、ざっくりヒデオの胸に突つき刺ささる。

「あそこまで偉えらそうに鈴蘭に高説をした私の立場はどうなるというのですか」

　そんな赤毛の少女のこめかみに、ロケット弾だんのように真横っから飛来する影かげ一つ。リップルラップルが跳とび蹴げり一発、勢いのままぶっ倒たおれた赤毛の少女が、ずざーっとステージ上を滑すべっていく。

「……偉そうに説教垂れたのは、自分の勝手なの。自分が恥はずかしい責任を、他人に転てん嫁かするべきではないの。今は、ヒデオの帰き還かんを喜ぶべき場面なの」

　起き上がった赤毛の少女が、袖そで口ぐちでぐっと口元を拭ぬぐう。

「だからといって姉さんは、妹の横よこ面つらに亜あ音速のドロップキックをかましますか」

「そのスカした無表情が、妹の分際でナマちゃんだと言っているの」

「無表情はお互たがい様です。久しぶりに会ったというのに姉さんは相変わらず背が低いですね、あらあらかしこ」

「カッチーンときたの」

　なぜか。ぼっかすかと、もの凄すごい取っ組み合いの大ゲンカが始まった。

　だがその光景に呆ぼう然ぜんとするヒデオ以上に、そのヒデオの姿に呆然としていたみんなが、わっと駆かけ寄り瞬またたく間に輪を作り上げる。

「ますたぁ～～～～～～～～～～っ!!」

　首にすがりついてきたウィル子を、ヒデオは抱だき締しめた。もう、いつかのように吹ふけば飛びそうな身体からだではなかった。息づかいも、温ぬくもりもあった。

「ウィル子……」

　言葉もないとはこのことか。

　見回せば、みんな無事だった。みんなみんな、無事だった。

「僕は……」

　ヒデオは呟つぶやいた。

　居場所なんて、どこにもないと思い詰つめていた青年は、今それだけを聞きたかった。

「……僕は、ここにいていいのだろうか」

　ウィル子が言った。

「何を……何を言っているのですかーっ！　ウィル子がもうどこへもやりませんっ!!　いくらマスターの言うことでも、もう二度とあんな無茶は許さないのですよーっ!!」

　貴たか瀬せが言う。

「そうとも、二人とも元々はうちの社員だ！　もうどこへ行く必要もあるまい！」

　エリーゼが言う。

「借金のカタに働かせてたクセに何が元々よ!?　うちよウィル子、ヒデオと一いつ緒しよにうちの会社に来なさいっ!!」

　アカネが割り込む。

「だめーっ！　ダーリンは私が家に連れて帰るんだからーっ!!」

　美奈子が言う。

「いいえ、本官の家にご挨あい拶さつに来るって約束しましたっ!!」

　西日にマントを被かぶったヴェロッキアが笑う。

「ふん。それでこそあの晩、我も負けてやった甲か斐いがあったというものだ」

　グレイが言う。

「銀河ノ架カケ橋ハ　ヤハリ　強カッタノデスネ」

　ハニ悪ワルが頷うなずいた。

「ああ……大した、大やま和と魂だましいだったぜ。本物の男に、なりやがったのさ……」

　レミーナが柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「こんっ……お帰りなさい、ヒデオさん。みんな、待ってたんですよ」

　そして大たい佐さが、目を潤うるませたヒデオの背を叩たたく。

「もう少し、嬉うれしそうな顔をしたまえ……ウィル子君は神になり、君は英えい雄ゆうになった。ここは、君たちが救った世界ではないかね」

「っ……。はい……」

　泣いた。

　全すべて、全て良かったのだと。

　自分が視みたハッピーエンドは、それを望んで進み続けたことは何一つ無む駄だではなく、全て正しかったのだと。

　人目もはばからず、ヒデオは泣いた。
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　その夜は聖せい魔ま杯はいの終しゆう了りようもあって、都市を挙げてのお祭り騒さわぎとなった。スタジアムはそのままパーティー会場に。ステージにはレナに代わり、ヴィゼータとラトゼリカが司会進行の役を買っていた。

　少しの間は飲み食いしたヒデオだったが、元が元、やはりいきなり大勢に囲まれるのは疲つかれるもので。話題が自分から逸それたところで、今は少し離はなれたところで、そのにぎやかな喧けん噪そうを眺ながめていた。

「……ヒデオ君」

　アーチェスの声に振り返ると、彼だけでなくレナもいた。

「ごめんね、ヒデオ君」

　そう述べるレナはしおらしく、飾かざった様子も、鬼おにもいない。

「いろいろ酷ひどいこと言ったり、殴ったりして……ごめんなさい」

　それが本当の、彼女の素顔なのだろう。その素顔で、彼女が微笑む。

「ありがとう。パパのことも、私のことも、助けてくれて」

「……。いえ」

　元から美人なのだから。

　そんな風に笑われては、イチコロになってしまいそうだった。

「やり直すことにしたんだ。アルハザンのみんなで。ヒデオ君も、翔しよう希き君も、鈴蘭様も……みんな、馬ば鹿かみたいに簡単に許してくれるから……手て遅おくれじゃなかったから。やり直せるって言ってくれたから。ね……、パパ」

「ええ」

　アーチェスが頷く。

「本当にムシのいい話で恐きよう縮しゆくですが……ヒデオ君の言う通りです。投げ出すということは、今までの自分の行いを全て無駄にするということですから」

「……できれば、その」

「ええ、もちろん。力に頼たよるやり方は、もうやめます。何しろ、ミーコ様やエルシア様を怯ひるませたあの暗黒神でさえ、退けられてしまったのですから……今はもう、そういう時代ではないのでしょう。自分で、倫りん理り観の整った素晴らしい時代と言っていたのに、見失っていたんですね。そして、君のおかげで思い出すことができました」

　そうか。なら、よかった。

　ならばきっと。

「蜘く蛛ものエンブレムを刻んだときに、誓ちかったはずなんですけどね……」

「……蜘蛛？」

「アルハザンの印」

　と、レナが袖そでをまくってみせる。そこには確かに、蜘蛛のマークがあった。アーチェスが苦笑。

「よく、毒蜘蛛なんて言われますが。ただの蜘蛛です。魔界では、国や慣習によって神聖視もされる生き物です」

　まあ、確かに……一いつ般ぱん的に蛇へびやなんかと同じで、どこか気味の悪い印象があるが。

「なぜ、シンボルに」

「ええ。蜘蛛は、巣を張るでしょう。獲え物ものを捕とらえるためでもありますが、巣とはつまり家です。蜘蛛は何度でも巣を張ります。ときに獲物ではなく、自分より強大な動物によって壊こわされることもありますが……何度でも諦あきらめずに巣を作り直すんです。自分の家を。居場所を。それなのに私は……いつの間にか、その決意を忘れてしまっていたんですね」

「……なるほどな。そういう意味だったのか」

　リュータだった。やってきた彼を見て、アーチェスが言う。

「もう、傷の具合は……」

「ああ。あそこまで完かん璧ぺきな不意打ちだってのに、狙ねらったように骨も腱けんも避さけられてたからな……回復薬だけでふさがっちまったぜ」

　以前にヒデオがデパートで見たのとは、違ちがっていた。リュータの表情には、アーチェスを見ても毒気は無かった。そのリュータを見たアーチェスには、申し訳なさそうではあっても哀あわれむような色がなかった。

「お前ら、どうすんだこれから？　アルハザンは解散か？」

「いえ、丁度その話をしていたところですが……鈴蘭様が、この都市を使えばいいと」

「なに？」

　アーチェスの言葉に、リュータが目を丸める。

「じゃ、あれか……今度魔ま人じんの子供見つけたりしたら」

「そういうことです。そして何年先かはわかりませんが……少しずつ、人間たちとの親しん睦ぼくを深めて行けたらと思います。このたった二ヶ月で、私たちはこれだけ分かり合えたのですから」

「……大だい丈じよう夫ぶかよ、アーチェス。魔殺商会がいるんだぞ」

　リュータの言葉で、にこやかだったアーチェスの表情から、さーっと血の気が引いていく。レナがぐっと拳こぶしを握にぎる。

「大丈夫だよ、パパ。そしたら今度は、それが私たちの戦い！」

「……なるほど。ええ……そうですね。きっとこれから先は、今までになく楽しい戦いが続いていくんでしょうね」

　親おや娘こは、まるで血の繫つながったそれのように、語らいながら去っていく。

　リュータが苦笑した。

「……めんどくせぇよな。なんで俺らは最初っから、こううまく分かり合えねえんだろうな」

「……さあ。でも」

「でも……なんだ？」

　ヒデオは言う。

「傷付け合うことで深まる何かも、あるのかも知れない。誰かがなんとなく始めたような戦争じゃなくて……わけもわからない兵隊同士じゃなく。君と、アーチェスのように。はっきりと意見を持った者同士なら、戦うことも無意味なんかじゃないかも知れない」

「……なるほどな。ああ、言えてるぜ。そういう幸運も、たまにはあるのかもな」

　屈くつ託たくのない笑顔でリュータは頷うなずき、そしてまた宴えん会かいの輪へと戻もどっていった。

　入れ替かわるように訪れたのは、エルシアだった。いつかのように、無言でどんどん近付いてきて、同じように吐と息いきのかかりそうな距きよ離りで、じ、っと目を覗のぞき込んでくる。

「……いえ……あの」

「……結局」

　呟つぶやき、彼女が離れる。

「あなたは、未来視の魔眼なのかしら」

「それは。なぜ、また」

「……生せい還かんできると知っていたにしては、死に向かったあなたの熱は凄すさまじかったから」

「……」

　なるほど。どうだろう。さすがに今、それを喝かつ破ぱできるほどの言葉は思い浮うかばない。

　そして彼女は確信したように、小さく微笑ほほえんだ。

「……もっともあれこそが、遍あまねく人の子の持つ可能性なのかしらね」

　ヒデオは首しゆ肯こう。

「ええ。きっと、誰にでも」

　ヒキコモリの自分にもあった熱。他の誰かにないなんてことは、きっとない。人は誰でも、何かを決め、何かに進み始めたとき、熱を持ち、やがて輝かがやき始める。

「そうね。だから私は、人間が好きなのね」

　踵きびすを返したところで、彼女は一度振ふり返る。

「退たい屈くつになったら、遊びに行くわ」

「……。どこへ」

「あなたの家へ」

「待っ」

　それを言う暇ひまもなく、展望階の君は去っていく。

　遊びに来るって。

　あんな美人が？

　そう深い付き合いでもなかった気がするが、どこかでなんか変なフラグでも立っていたのだろうか。

「どうしたの。もう一人の主役が、こんなとこで一人寂さびしく黄昏たそがれちゃって」

　鈴蘭だった。ミラーグラスをかけない笑顔は初めて見たが、なるほど、あれだけ大勢に慕したわれるだけあって、無む邪じや気きで愛らしく。

　両手にグラス。その片やを突つき付けてくる。

「飲もう」

「どうも」

　受け取り、一口。向こうにいたときはハメの外れないように、酒は控ひかえていたのだが……アルコールの心地よい熱さが、喉のどから胃の腑ふへと駆かけめぐっていく。

「終わっちゃったね、聖せい魔ま杯はい」

「ええ」

「……楽しかった。すっごい楽しかったけど……ごめんね。なんだか、いろいろ大変な目に遭あわせちゃったみたいで」

「いえ。この大会があったからこそ……」

　奇き跡せきが始まったのだ。

　ウィル子と出会ってからの素晴らしい全ては。鈴蘭が望んだ、みんなの楽しかった思い出の全ては、この都市で。

「……このハッピーエンドを、こうして迎むかえられたのですから」

「うん……そっか。うん、そうだ。そうだよね」

　花火が上がる。色取り取りに。大勢の歓かん声せいに乗って。

　本当に、本当に楽しいことが大好きなのだろう。彼女の横顔は有終の美に満足する一方で、それが終わってしまうことへの惜せき別べつを浮かべていた。

「ヒデオ君は、これからどうするの？　やっぱり、うちの会社じゃだめ？」

「いえ……」

　なんというか。

　そういうのではなく。

「やっぱり、ガラじゃないか。あ、でも公務員なんか似合うかも。口くち利ききしてあげようか？」

「……そう、でしょうか」

　役所の窓口に自分みたいな目付きなのがいたら、自分はきっとなんの相談にも行かない。

「ま、いっか。でも、うちならいつでも歓かん迎げいだからね。この都市だけじゃなくて、外にも会社はあるから。いつでも遊びに来てくれていいからね！　写真回して、全員にヒデオ君の顔覚えさせちゃう！」

　いや。それは指名手配と。

「料理もお酒も、まだまだいっぱいあるから！　早く戻ってきてね！」

　大きく手を振りながら、鈴蘭が輪の中へ帰って行く。

（……）

　終わる。

　祭りが終わっていく。

「ここにいましたか」

　なんの足音も気配もなかったのだが。

　声に振り向くと、リップルラップルとケンカを始めた、あの少女が立っていた。糊のりが利いていたはずの制服はくたびれ、赤い髪かみもどこかほつれ気味。

「君は……」

「マリアクレセルと言います。この都市の創造者。あなたたちが元々暮らしていた世界の管理者……いえ、今となっては守護者の方が適切でしょうか」

「ひょっとして……天界の」

「天使です」

　それからヒデオが瞬まばたき一つする間に、乱れた髪は流れるように、制服もおろしたてのように戻っていた。ただならぬ存在であることは、それだけで十分に理解できた。

「……そのあなたが、何か」

「先ほど〝闇やみ〟からの端たん末まつが現れ、私に告げました。闇はあなたを次代の聖魔王に認め、そのためのチカラを与あたえると」

　ああ……そうだった。

　確かにそう言われた。が、大会の優勝者は翔希とエリーゼだ。どうせ話半分のことだし、誰に信じてもらえるとも思えない。ヒデオはそれをまだ誰にも言っていなかった。

「表向きは翔希とエリーゼの二人が、次代の聖魔王となりました。そのため鈴蘭の望みで、聖魔杯はもう一度作り直しますが……」

「作り直す……ですか」

　少し危ない気もしたが。

「もちろん今回のような悪用がないように、セキュリティは強化します。聖魔杯そのものは文字通りの器うつわとして、そのチカラの発動には幾いくつかの鍵かぎを必要とするように。ですが問題は……恐おそらくは、あなたが願うことにより現出する暗黒神のチカラは、そんなものの比ではないということです」

「まさか」

「あなたに会いに来たのは、その自覚を促うながすことが一つ」

　自覚もなにも、実感すらないというのに。いや、だからこその警告なのか。ちょっとしたことで軽々にそれを使ってしまわぬように。

　ならば肝きもに銘めいじておこう。自分のような無力なものが、そんな力を持っていてもロクなことが無い気がする。

　ヒデオは一つ首肯。

「わかりました。しかし他にまだ、何か」

「あなたはこの世界をどうしたいですか。もちろん、この隔かく離り空間の外も含ふくめた世界の話です」

　どうと言われても。

　どうしろと？

「表向きに世界を律する聖魔王がいます。ですが一方で、その気になれば彼らの決めたルールを力ちから尽ずくで打破できる存在がいます」

　すなわち、自分。

　なるほど。リーダーが二人。

「しかも厄やつ介かいなことには、あなたの力は我々天界や、その他の神々がどうしようと取り除けるものではないということです。あまつさえあなたは、最古のみならず最新の神とまで……」

「僕は、僕のままでいい。翔希とエリーゼの世界なら、きっと満足もできるはず。まあ、それ以前に……」

　ヒデオは視線を移す。

　みんなと一いつ緒しよにはしゃぎ回るウィル子の姿を。

「……僕は、僕たちが生きる二十一世紀という未来を、ウィル子に託たくした。だから、それでいい。僕は何も望まない」

「そうですか」

　その声には表情と同じで、納得する色も、否定する色もない。

「では、これからどうしますか」

「……それは、だから」

「いえ。あなた自身の身の振ふり方をどうしますか、という意味です」

　身の振り方。

　鈴蘭にも聞かれた。

　ずっと迷っていた。

　結局、東京の元のアパートに戻っても何もない。実家にも帰れない。

　引く手は数多あまただ。だが……ああ、一度投げ打った命だから余計に持て余す。

「あなたも天界へ来ますか？」

「……」

「いえ。死ねという意味ではありません」

　当たり前だ。

「あなたたちが一いつ般ぱんに言う天国と、我々のいる天界とは似て非なるものです。世界に希まれに現れる天才、鬼き才さい、そういった者たちを特定分野におけるエキスパートとして、天界へ招くことは希にあります。先ほど聞いたところ、ウィル子はそれを望みました」

「ウィル子が……？」

「そうです。もはやあなたたちの世界を語る上ではないがしろにできない、電子世界を統すべる神として……あなたが望むとおりに、この世界を正しく導きたいと」

　そうか。

　……そうか、本当に。

（……ああ）

　よかった。

　なら、それがいい。

「本来の寿じゆ命みようのあるうちであれば、丁度この都市のように元の世界と行き来することは可能です。あなたも望むのであれば、闇を統べる者として……」

「いえ……、僕は」

　自分は、どうしようか。

「……僕は、元の世界に戻ります。一度投げ出してしまった社会生活を、もう一度やり直してみます」

「就職活動を？」

「ええ。それでだめだったら……そのときは。魔まつ殺さつ商会や。エリーゼ興業や。みんなの、お世話に」

「そんな二本目の矢があると思っているから失敗するのです」

　ざっくり心を切り裂さかれた気分。

　でも。まあ。

　いいじゃないか。

「その辺も含めて、僕なので」

　言ったところで、美奈子の声が聞こえた。

「ヒデオさん！　ほら、さっきからウィル子さんが！」

「まぁ～すたぁ～～～～～っ！　いつまで休きゆう憩けいしているのですかぁ!!　世界を救った電神と魔眼王がおらずして、なにが宴えん会かいかと!!」

　軽く酔よっぱらったウィル子が、手を振っている。声に、みんながこちらを振り返る。みんなが呼んでいる。みんなみんな手を振ってくれていた。

[image: ]

　有り難がたい。

　本当に有り難い。

　ああ、そうだ。この先どんなに挫くじけそうになっても。

「……僕はもう、一人じゃない」

「ええ。その通りです。ですから覚えておいてください。魔殺商会やエリーゼ興業の他に……天界という選せん択たく肢しすら、あなたにはあるということを」

「はい」

　ヒデオの声に、マリアクレセルは頷うなずいた。

「みんな待っています。さあ、生きなさい。あなたという奇き跡せきを、大切に。幸せあれ」

「はいっ……！」

　微び笑しようする彼女へ一礼し、ヒデオは駆かけ出した。

　仲間たちの待つ場所へ。







[image: そしてそれぞれの明日へ]
















　……数ヶ月後。

　ヒデオの元には、あちこちからその後を知らせる便りが届いていた。

（……）




　ハニ悪ワルとジョニーは、あの都市でステーキショップの営業を再開したそうだ。押しも押されぬ人気店として、日夜賑にぎわっているらしい。




　ジャバンとおやっさんは同じく都市刑けい事じとして、あの街の平へい穏おんを護るため、またさらなるステップアップを目指して、邁まい進しんしているという。




　ヴェロッキアとサンゼルマンは東とう欧おうの屋や敷しきに戻り、クルースニクとかいう対魔組織を適当にあしらいながらのんびりしているそうだ。




　アカネとアッシュも、一いつ旦たん屋敷に帰った。というか、ヒデオがなんとか説得して帰らせた。錬れん金きん術じゆつの修行を積み、惚ほれ薬を錬成できるようになったら……云うん々ぬん言っていたが、はてさて。




　レミーナは、やはり故郷エーゲ海での暮らしがいいらしい。ステージに立つことはやめたが、田た岡おかのたっての希望で近々ＣＤを出すのだという。レコード店に並ぶ日が楽しみだ。




　グレイとスモークは一応の任務を終え、それぞれの☆へと帰って行った。二人はこの☆での出来事を、故郷でどのように話すのだろうか。

　コバヤシは特にそんな二人との出来事を、ＭＭＭＲで大々的に発表。珍めずらしく辻つじ褄つまの合う特集として、その号の別冊週刊フライＤはよく売れたそうな。




　仇きゆう敵てきを捜さがすという旅の目的を失ったリュータは、古巣であるエンジェルセイバーに戻ったという。また、大たい佐さも一いつ緒しよに指導教官として復隊したそうだ。隠いん居きよ生活は性分ではないのか、あるいは久しぶりに派手に暴れたせいで、昔の血が騒さわいでしまったのだろうか。

　写真には制服姿のそんな師弟と、しゃんとお座りしたロッキー号が並んで写っている。




　エリーゼと翔しよう希きは聖魔王の座を手にしたものの、今のところはそれまで通りの暮らしのようだ。とどのつまり、魔まつ殺さつ商会が当面の一番の悪ということなのだろう。エルシアも結局はそんな両社の対立が退たい屈くつしないらしく、都市に居着いているのだそうだ。

　鈴すず蘭らんたちは相変わらずあの都市で、あの祭りの日々のように、やんちゃな日々を過ごしているのだろう。

　今度は、アーチェスたちも一緒になって……。




　元の生活に戻もどった者もいれば、あの都市に留とどまることを決めた者もいる。そしてそのどちらもが、新たな道を歩み始めているのだろう。聖せい魔ま杯はいという大会での悲喜こもごもを糧かてにして。あの大会を経ずにはなかった、まったく新しい各おの々おのを進んでいくのだろう。




　そしてヒデオは……。




「ヒーデーオーくーん」

（……）

　布団を被かぶってそんな各方面からのメールを眺ながめながら、あの頃ころは楽しかったと悦えつに浸ひたりつ、引きこもっていた。

「ヒデオくーん。出ておいでー」

《あの……ますたー。呼んでますが……》

　天界から遊びに来たウィル子が後ろを指差すのを、頭から布団被ってガン無視。

　ちなみにさっきから呼んでいるのは職場の先せん輩ぱいで、怒おこるとえらいきっつい人だった。長は谷せ部べ翔しよう香かという名前で、なんかどっかで見たことのある字じ面づらだと思ったら、あの長谷部翔希の姉だという。

「出て来なさい川かわ村むらヒデオ。いるのはわかっているのです」

　こっちの冷たい声は、可愛かわいい顔して怒らずともきっつい同どう僚りようで、名を名な護ご屋や河かわ睡すい蓮れんと言い、どっかで聞いた名字だと思ったらあの鈴蘭の妹だという。

「くくっ……」

《あ、あの……ますたー？》

　くくくくくっ。

　なに、これ？

　ああそうさ、そりゃあ気構えは変わったさ。あの大会のおかげで何か吹ふっ切れた自分なのさ。でもいくら性格が変わったところで、生まれつきの目付きの悪さは変わりようがなかった。ああ、それに気付かなかった自分が馬ば鹿か。

　とりあえず高卒で採ってくれるって企き業ぎよう、十社回って全敗。二年前のトラウマ再発。俺、終しゆう了りよう。

　諦あきらめなければ？　前に進み続ければ？

　ええ、あのときのああいう雰ふん囲い気きの中では素晴らしい言葉でしたね。

　しかし一度は啖たん呵かを切った手前、天界やエリーゼ興業や魔殺商会の門戸は叩たたきにくく、そんな折になぜか鈴蘭が勧すすめていた公務員職に応おう募ぼした結果が見事採用。

　回された先が、その名も宮く内ない庁神しん霊れい班。西に怪かい奇き現象があれば行って原因を突つき止め、東にお化けが現れれば行って退散させる。そうして日本全国のオカルト事件にかけずり回るのが仕事だそうな。

《……いいではないですか、マスター。ウィル子も昔はアングラな辺りで、電子オカルトとしてブイブイ言わせたものですよ》

　精せい霊れいは、精霊。

　オカルトは、オカルト。

「宮内庁神霊班精霊課の川村ヒデオ君ってばさ」

　だってその課、自分しかいないし。なのに課長でもなくヒラとかわけわかんないし。そもそも班の下に課っておかしいし。

《ああぁ、ますたー……あの日あのときの輝かがやきはどこへ……》

　ない。そんなものは全て幻まぼろしだった。

　な、なんだってー。

　くっ、くくっ、くっくっく……。

　……はぁ。

《……》

　さすがのウィル子もものが言えなくなってくる。




　どかぁんっ!!



「っ!!」

　ドアを蹴け破やぶる音に、のそ、とヒデオが毛布から顔を覗のぞかせると。

　黒くろ髪かみ長ちよう髪はつ、切れ上がった目め尻じりをさらに吊つり上げた黒いパンツスーツの翔香と。元からそんな感じで睨ねめ付けるような目付きをした、巫み女こ装束の睡蓮とが、土足でずかずか上がり込んでくるところ。

「ふん、痴しれ者め。そのような悪あしき目付きで、何をいかがわしくいんたーねっつしていたのですか」

　ウィル子はすでに引っ込んでいた。

「いえ。メールです。ただの、メールチェックを」

　げん、とそのヒデオを一蹴りした翔香。

「いやあ残念だったねえ、ヒデオ君。うちってば出勤拒きよ否ひしたところでクビになれるほど甘い部署じゃないんだよ。いやほんと、あの貴たか瀬せと鈴蘭ちゃんと翔バ希カのオススメって言うから年中人手不足のあたしら、どれだけ期待したことか……ねえ、睡蓮ちゃん」

「はい、長谷部先輩。ここまでグズのクズの愚ぐ鈍どんのコケとは思ってもみませんでしたが」

　アーチェス氏。人権は、人権は、未いまだに不当に蹂じゆう躙りんされ続けているのです。

「……裏切らないよね？　期待」

「いえ、それは、副長っ……ですが……今度は、何を」

「新しん木き場ばで水死体の霊だって。しかも心中の二人組だって。悪あく霊りよう。これはもう精霊課の期待の新人、ヒデオ君の出番でしょ」

　ガクガクブルブル震ふるえながら、ヒデオは否定。

　無理です。

　精霊と悪霊は違ちがうものです。精霊課の自分が言うのだから絶対です。ていうかまず幽ゆう霊れいと悪霊と精霊の定義をハッキリさせていただきたい。

「もう警察庁の心霊班も情報摑つかんでるらしいから急ぎなんだよ。ほら、あそこに新しく入った北大路って娘むすめがさ、めっぽう腕うで利ききだって話したっけ？　今どき十手持ちなんだよ」

「……。」

　いくらなんでも世間が狭せますぎる。

《あ、本当ですマスター。美奈子の名前がそのような部署に登録されています。昔のよしみなら有利ではないですか》

「ちょっ。待っ……」

　ヒデオがスピーカーを押さえたときには遅おそかった。

「……いたのですか。悪しきカミ」

《いたのですよー。みこみこ睡蓮》

　ズゴゴゴゴとオーラをぶつけ合う、なんか仲が悪いこの二人はともかくとして。

「へー。あそう。こりゃいいこと聞いちゃったねえ。ヒデオ君の知り合いなら、行かないわけにはいかないよねえ」

「いえ。つまりその。知り合いと言っても……」

「というわけで、ほら起きた起きた。よかったねぇ、あたしらみたいな美人二人と同どう伴はん出勤だなんて。ヒデオ君は三さん国ごく一いちの果報者だよ。それとも何かい？　またうちの道場で剣けん術じゆつのお稽けい古こしてみる？」

（……。）

　取り憑つかれるかどうかわからないお化けよりは、死ぬと決まった副長の稽古が怖こわいわけで。

《ファイトです、マイ・マスター！　ますたーの望んだ未来ではないですか!!》

（……まあ）

　まあ。

　それもそうか。

　ようよう決心を付け、布団を抜ぬけ。着き替がえようとパジャマを脱ぬいで、婦女子の前で破は廉れん恥ちな、と睡蓮に殴なぐられる。

　そうとも。

　思い通りでなくとも。

　かっこよくなくとも。

　こんなことも含ふくめて、自分なのだから……。







　引きこもり続け、一度は捨てた自分という名の人生を。

　今度は〝奇き跡せき〟という名に変えて、新たな一歩を歩み始める。

　これはそんな、川かわ村むら英ヒデ雄オという青年の物語──。







　あとがき




　まず、当初の発売予定に間に合わなかったことを深くお詫わび申し上げます。

　聖せい魔ま杯はいはこれにて終しゆう了りようの運びとなりまして、今回のあとがきは一応シリーズの総そう括かつとして書きますので（ネタバレあり）、先に本編を読んでいただけると楽しめます。




　前作『お・り・が・み』の時から毎度毎度アドリブで書いてきたのですが、このシリーズは本当にすごかったです。エリーゼは一回きりの天然ぼけぼけ～の悪役キャラなだけだったはずなのに、今ではシリーズで一、二を争う常識人かつキーパーソンに。ご好評いただいた聖魔グランプリも山中をショートカットして飛び出しクラッシュするまで、ヒデオとウィル子が別行動するなんて考えてもみませんでした。ヒデオはまあ主人公だし、なんとなく優勝するかな～と思っていたのが鈴蘭に負けちゃいましたし、じゃあ残った面子メンツの中で誰だれが優勝するの？　と悩なやみ考えた末に、準決勝や決勝戦はやらずにうやむやにしてしまおうと考えていました。

　だってめんど……いえ、ページ数が足りないかなぁ、なーんて。

　結局は書いてるうちに地下組の話だけじゃ間が持たない、仕し掛かけも足りない、ってことでページ云うん々ぬん以前に話として成り立たないことがわかりまして、場当たり的に加えた付け焼やき刃ばがあれです。鈴蘭・みーこペアが戦うって言っても両者とも前シリーズで特技も本ほん性しようも出し切ってしまっていて、まるっきりネタなんてなかったんで意図的に登場を避さけてきたのですが、よくもまあそんな鈴蘭で二戦分も書けたものです。さすが前作の主役と言うべきでしょうか。やはりキャラクターに一本芯しんが入っていると、動いてくれるものなんですね。不思議、不思議。

　ことほど左様に、一つの大会を勝ち抜ぬいていくという半ば使い古されたテンプレートだからこそ、先せん達だつに吞のまれぬよう奇きをてらった結果、予想していないストーリー展開が多々ありまして。ある意味、そういう話を思い付きで書けたときの驚おどろきというのは、後に読者の皆みなさんが本編を読んで感じた印象と似通っていたのではないか。翻ひるがえってこの『戦闘城塞マスラヲ』というシリーズは、無計画ながらも、より受け手に近い感覚で書くことができたのではないかと思っています。




　……詭き弁べんにもほどがありますね、はい。




　しかし今巻、シリーズを締しめくくるクライマックス部分にだけは自信がありました。でなければいかに無計画で大おお風ぶ呂ろ敷しきな私でも、四巻のあの締めくくりはできません。友人やインターネットでの書評サイトにて読後の感想を見聞きしましたが、概おおむね続きが気になるとのことでほっと胸を撫なで下ろしたのを覚えています。もちろん、そこまでして引っ張ったものをこの巻で納なつ得とくしてもらえるかどうかが、一番の問題なのですが……。

　手て探さぐり状態で始まり、雑誌連れん載さいという公おおやけの場でやりたい放題放ほう蕩とうを尽つくした挙げ句、結局は綱つな渡わたりのまま終わった聖魔杯。一応、形にはなったと思うのですが、いかがでしたでしょうか。ご期待に沿えるものでしたでしょうか。

　少し真ま面じ目めな話を致いたしますと、この『マスラヲ』というシリーズに限ってはヒデオという等身大のキャラクターを通じて、現実に即そくした幾いく分ぶんのメッセージ性を込こめたのも事実です。いろいろ、大変な世の中ですから。

　まあ、たかがラノベ屋が何をおこがましいと怒おこられるかも知れませんが、しかしこの作品を読むことでヒデオの姿に少しでも前向きな何かを感じてもらえたなら。そうでなくともこの作品を読んでいる間、一時でも嫌いやなことを忘れて楽しんでもらえたなら、書いた甲か斐いがあったと言いましょうか。勝手ながら、そんな風に考えております。

　んー。

　なんかあとがきっぽくてつまんないですね。でもあとがきだし、まあいいか。




　さて、最後となりますが担当Ｗ氏。プロットを書かず粗あら筋すじさえ隠かくす秘密主義的な私のわがままな執しつ筆ぴつ活動を、よくぞ今まで堪たえ忍しのんでくれたと思います。あなたは編集者として、〝待つ〟という仕事を何よりも忠実に実行してくれたのだと思っています。また「ザ・スニーカー」本誌での広告、特集企き画かく等、精力的にこなしてくれたことも感謝に堪えません。

　イラストレーターの上うえ田ださん。各話ごとの挿さし絵えのみならず、毎号のように本誌を飾かざったたくさんのカラーイラストは、あるときは励はげみに、あるときはこちらの創作意欲をかき立ててくれるような素す晴ばらしいものばかりでした。ありがとうございました。また新年会の席の隅すみっこで、一いつ緒しよにぽつんとできることを楽しみにしております。

　そしてたくさんの読者の皆々様。ここまで辿たどり着つけたのは雑誌連載と文庫という二つの発表の場で、そのどちらをも多くの皆様が応おう援えんしてくださったおかげです。三年という長らくのお付き合いとご声せい援えん、本当にありがとうございました。これをますますの糧かてにして、新たな作品作りに挑いどんでいきたいと思っております。

　それではまた次巻、お会いできることを願って。




　二〇〇八年十一月


林トモアキ　　












　……え？

　ええ、最終巻ですよ。〝聖せい魔ま杯はい〟は終わりましたね、はい。本編をご覧の通りです。




　だが終わらない！　ああ終わらせてなどやるものか！　聖魔杯終われどヒデオの試練終わらずっ……人、それをして人生とぞのたまいける!!
　喜べ巫み女こ好き同志諸君！　今度の舞ぶ台たいは宮く内ない庁神しん霊れい班、神となったウィル子に代わり新たにヒデオのパートナーとなるのは前作『お・り・が・み』において一部ファン層に絶大な人気を誇ほこった聖魔王鈴蘭の妹、あの名な護ご屋や河かわ睡すい蓮れんだ！　熱きお前らと俺のために聖魔杯に出さず温存しておいたぞいやっほぅ!!
　作者をして歴代最も気の強いキャラと言わしむる最強巫女と、歴代最も気の弱いヒキコモリ青年とが超ちよう絶ぜつ凸でこ凹ぼこコンビを組んで贈おくる精せい霊れいサーガ第だい二に弾だん！　そう、『戦闘城塞マスラヲ』は魔人シリーズの一いつ端たんにして精霊サーガの序章に過ぎなかった！　たった今思い付いた後付け設定だがそういうことにしておけばみんな幸せなありがち退魔ストーリー！

　その名も！　『戦闘城塞マスラヲＧＡＩＤＥＮ　～ひでおアフター～（仮）』!!
　あちこちどっかで見たタイトルだが所しよ詮せん仮題だ気にするな！『新体操（仮）』なんてそのまま出た作品もあるが（アニメ版１ｓｔシリーズは神）良識ある角川書店ならきっと大だい丈じよう夫ぶ！　とか言いながら実は現実世界に戻もどったヒデオの日常を淡たん々たんと描えがくだけの『みなみけ』以上に過度の期待お断りだ帰れ帰れ的なバトルもしないし特に世界救ったりするわけでもない完全に『お・り・が・み』からのシリーズ読者向けの非常に狭せまいファン層を狙ねらって感謝の気持ちを込めた公式同人誌的なオマケ作品だ！　オマケ〝的〟じゃなくて本当にただのオマケだからな？　いつまで同じ世界観で引っ張んだ作者いい加減にしろとか言われてもただのオマケなので聞こえな～い。




　……なんてな。

　ま、そんなこと書けたらいーなー、と思って冗じよう談だん半分でプレゼン送ってみたら。




　企画通っちゃいました。




　アホか（俺も編集部も）。





どうしよ……。　
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